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精神衛生の 考察

寺 本 匡 護

く昭和45年6月25日受理＞

A Study of the Mental Hygiene 

Here I treat the mental hygiene from psychological viewpoint. The more 

the individuals are suppressed under the comolicated modern world, the more 

they cannot adapt themselves to it, until their hygienic conditions are destroyed. 

I am going to look into this fact to see how it contributes to the problem of 

mental illness. 

Masaaki Teramoto 

はじめに

社会的人間の健康を保持増進するための方法論とし

て従来ややもすると物的な身体的な側面に固執した観

があった．正しい衛生のあり方としては，物心両面の衛

生が系統的に取りあげられねばならないはずである．

私はここに心的な面における衛生すなはち精神衛生の

一面を考察するとともに近代社会の複雑な中に於いて

生活する個人の人間性が組織や団体の中で圧殺される

ほど，社会に適応できず，ついには精神の健康もむし

ばまれるとし、う人がふえている．この事実が注目され

ていま社会的な問題となりつつある精神障害の問題ま

で広めて考察してみる．

精神とは何か．心とは何か．

世界大百科事典によれば精神という言葉は中国にお

いても古くから用いられており，人間の生命，すなは

ち人間のうちに生きて働く生気と，人間の自覚的な心

とを一つにしたようなものを意味しているといえる．

と書いてある．又一方心については玉川百科事典に

心は，アリストテレスになると（身体）のはたらきが

すなはち（心）であるとされている．また近世に至って

デカノレトは人聞を一種の機械とみなし，その機械に影

響されたり，またそれに命令したりする心があるとし

ている．このような心と身体との有機的関係について

の考想は，やがて後に生理学や物理学の進歩によって

明確にされる時期がくるが，しかし，それにはデカノレ

ト以後実に百年以上も長い年月を要している．私はも

っと平易に考えて，心とは何か，すなわち精神であろ

う．そしてそれは理性と感情から成り立っている．そ

こでまず理性について考察してみよう．それは大きく

みて，記憶力と判断力を総合したものとみる．発達心

理的にみていくと，この判断力と記憶力の関係が面白

く変化していくのを知ることができる．すなわち，若

い時代にはすばらしく記憶力がよい．なんでも瞬間的

に憶えてしまう．これに反して老人で、は今聞いたこと

もすぐ忘れてしまう．そこでたいていの人が「近頃は

頭が鈍くなった」と嘆くものである．これは大変な間

違いである．頭がにぶくなったので、はなく，記憶力が

減退したので、ある．それはなにも嘆くには当らない．

なぜならば人間最高の能力は実に判断力にあるのであ

る．この判断力を養わんがため若い時代に強い記憶力

があるのである．そこで齢40才をこえ，物事に対して

適切な判断力が働くようになると，もはや原始的な能

力たる記憶力などはどんどん退化していくのが当然で

ある．それで近頃物忘れするようになったということ

は裏をかえせば近頃は判断力がよくなったとし、う証拠

であって何等悲観すべき事柄ではないのである．「し

からば判断力とは何か？」いまだ科学的な定義は下さ

れていないが，私は「判断力とは相異るこっの物事の

等価なる関係を抽出する能力と定義している．つまり

今買うか今売るかを決める能力である．ただそれだけ

でよいのである．理由もいし、わけも不要なのだ．その

決断力はその人の過去の勉学や読書の量などは関係し

ない．全人間的経験の結集である．したがって学歴が

＼，＇＼，、とか悪いとか毛並がよいとかそんなことは判断力

とはいっこう関係がないのである．社会的人間として

その人に価値があるかないかは判断力の強弱で決まる

のであって，断じてその人の物織り量では決まらない

のである．しからば判断力は如何にして向上させるか

勺
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判断力の維持発展

判断力を維持発展せしめるには「広く浅く」とし、う

ことが原則である．一方にかたよってはし、けないので

ある．その結果は周知の如く， ニュース，新聞，雑誌，

旅行ということになる．詳細は省略するが要するに横

に広く見聞し，縦に遠く歴史をたどり先人の経験を習

得し，且っ反対に将来を推察することである．かかる

手段としてラヂオ，テレビ，新聞は欠くことの出来な

いものである．物識り，あるいは学者が実社会におい

ては判断力が弱いので、役に立たぬことが多いのはこの

ためで、ある．判断力を若く強く保つということは叉た

いせつな健康法である ．

感情について

人間の精神活動において，身体の健康状態に強く作

用するのは感情である．生理解剖ではその中枢は間脳

祖丘下部とされている．さて人間感情は大脳の意識的

活動によって個体生存のために合目的に調制せられて

いる．つまり感情の意識的部分である ．しかしながら

その底辺をなす無意識の世界は甚だ大きくかっ感情の

根底を支配している．したがって医学的にはその意識

下の感情界の動向こそ大きな問題なのである ．このこ

とはことにフ ロイドにおいて天才的に強調せられたと

ζ ろである ．さて人間感情の研究方法は種々雑多であ

るが，ここには私の方法についてのべることにする．

生物発生史的には動物の感情なるものは大きくみて，

食欲と性欲からなる．動物の食欲は「空腹だから食う」

とし、 う極めて簡単な欲望であって，その食物が誰のも

のであろう と，どんな汚いところにおいてあろうとい

っこうかまわない，とにかくただ食うとし、う欲望であ

る．これに比べて人間では同じ食欲といっても単純で

はない．すなわち動物と同じような物質的食欲は無論

であるが，それ以外に動物にはないところの精神的食

欲としづ特別の性質がある．これは食物の味と香り ，

美しさ，サービス，同席者などを意味する．これ等の

精神的食欲と物質的食欲の相乗積が人間の食欲とみる

ことが出来る．この精神的食欲は若年者では小さく，

物質的食欲の方が大きい．老人になると逆に物質的食

欲は極度に減少し逆に精神的食欲は年令と共に大きく

なっていく．その少いほどよいとい う特徴が出てくる

し盛りつけの美しさ器物の美しさ，座敷や風景の美し

さなど精神的要求が増大している．したがって青少年

は栄養食で養い，高年者は調理術とサービスで養うと

いう原則がでてくるのである．さてこんどは性欲に移

ろう．性欲に於いてもその研究の手続は食欲の場合と

まったく同様であって，動物では発情すればどこの雌

とでも交尾するという極めて簡単な性欲にすぎない．

しかるに人間の性欲は歴史と社会によってきたえら

れ，もはや動物にはみられない特殊の性質をもってい

る． すなわち人間の性欲は動物と同じような肉体的性

欲がむろんあるが，同時に動物にはないところの精神

的性欲という特殊な性質がある．精神的性欲とはなに

か？すなわち愛情というのがこれである．ことに女性

の一生はその愛情の一生である．精神衛生上もっとも

重要なカテゴ リーに属する．精神的性欲たる愛情も年

少者ではきわめて小さなものであって，青少年の性欲

は肉体的性欲が大である ．成年になって肉体的性欲と

精神的性欲が平衡してくる．これが結婚の適令期であ

る．以後次第に年令と共にこの関係は変化して，つい

には精神的性欲が極度に大きくなる一方，肉体的性欲

は次第に小さくなっていき老人性欲の特殊型をかたち

づくるのである．それはもはや性欲とは云えないよう

な名誉心と変化しさ らに万物愛の形と なりついには

宗教心へと昇華していくものである．特に重要なこと

は，高年者における増大せる精神的食欲と，精神的性

欲の科学的把握がまだ充分でないということである．

いじめられた 猿

今二匹の同年生れの猿をもって来る．体重がほぼ等

しいものをえらぶのである．さて甲の猿には好餌をそ

のままあたえるが，乙猿には餌をやるまえにうんと鞭

でし、ちめるのである．この際両方にあたえる餌は同じ

品物で同じ量だけあたえるのである．かくの如き飼育

を一ヶ月つづけると 甲猿は丸々と肥って発育していく

が乙猿はいっこうに肥らずだんだんやせほそって発育

しない．この実験の結果は明瞭に説明することが出来

る．すなわち甲猿はすきな物を腹いっばい食べるので

あるから当然肥りもするし順調に発育するのである．

しかるに乙猿は食事毎に鞭でおどされ，たたかれ，苦

しい悲しい思をするのである．そしておどおどした気

持で食事をするのである ．その結果は食べたものがし、

っこうに身についていないことを示している．この理

屈はわれわれ人聞についてもまったく 同様と考えられ

る．すなわち充分なる栄養物をとるにしても，悲哀，

侠悩の心理状態で摂取すれば残念ながらそれらのもの

はいっこう消化吸収せられない．人間の食物はそれが

消化吸収せられてもなお高度の調節の過程の後始めて

同化せられ血となり肉となっていくのであって，この

同化の過程において， 高度なる中枢神経の統禦が参加

する．それは恐らく問脳の作用であろう ．そして悶脳

は人間感情の座であることから考えれば，結局食事す

る時のその人の感情の状態すなわち情緒の良否が，食

物の消化吸収，同化作用に強く 関係するであろ うこと

は想像に難くないところである．かくて精神衛生の問

題は心のみの問題から更に進んで心から体，そして叉

心というダイナミックな過程を追求することとなるの



である．

動物と人間

「動物と人聞は大きく見てどんな違いがあるか」と

いうと，動物においては身体現象が大きいわりに精神

現象は小さい．これに比べて人間では逆にひじように

大きな精神生活をしている．つまり万物の霊長たるゆ

えんである．このことは人間では動物よりもいっそう

精神衛生がたいせつであるということを示しているの

である．したがって動物の健康保持にTこいせつなこと

は栄養物，生活環境，消毒，予防接種などであるが，

人間ではそれ以上に精神衛生的環境の改善がいっそう

重要になってくるのである．

若年者と高年者

若年者の生活現象はまず動物と同じである．すなわ

ち精神生活はあることはあるがわずかなものである．

それに比べて高年者ではすでに体力も衰え身体生活に

おいてはもはや，年少年に劣るかも知れない．しかし

ながらその精神生活はその量も複雑深刻をきわめ，到

底若年者の想像もつかないものである．したがって，高

年者になればなるほど，精神生活の良否はつよくその

人の健康に影響するようになる．老人になればもはや

体で生きているよりも心で生きている，とし、し、たい．

すなわち精神衛生は人間で、ある故にたいせつであり，

年をへるにしたがっていっそう重要なる事柄となって

くることは自明であろう．

精神と身体の医学

近来精神身体学という新たな分野が開拓されて来た

がまことに当然のことと言わねばならない．今その学

説の説くところを要約すれば，人間の精神活動は脳髄

で行われる．脳髄では，大脳，間脳（脳下垂体）．小脳

があり，大脳では意識的なる作用つまり理性を，間脳

では人間の感J情と生み，その影響は脳下垂体に及び，

ここより，高位の化学物質たるホノレモンの分泌が起こ

り，その作用は下位のホノレモン（たとえば副腎皮膚ホ

ノレモン）の分泌をうながすというようなしくみとなっ

ている．精神抗奮という物理的エネノレギーはただちに

ホノレモン系により化学的に又植物神経系により物理に

全身に作用し身体現象化するのである．したがって人

体の健康も疾病も心身相関の原理にもとづいて，考究

せられねばならないとするのである．そこで中古自動

車の修繕のように部分品を修理したり取りかえたりす

るような考えでは人間の病気の治療も予防も成功しな

いのである．事実として薬や手術はくすりや手術のみ

では治らないのである．

精神の健康

人の精神活動は，知識，感情，意志のはたらきが，

それぞれよく発達して，調和，統制されるときに向上
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するしかし適応と調整とはけっして外界の迎合や順応

のような消極的な態度だけをさすものでなく，どんな

に困難な状、況に立ちいたってもその障害を突破し，自

己の環境を創造してゆく主体性の確立を意味してい

る．このような精神の健康を日常生活の実際について

見ると，道義の判断が正しく，作業能率が高く，情緒

が中道を得て，感情の発現に微動がなく，正義．自由，

共同，博愛などの感情が発達し，これらの行動が感J情

に適応していること，叉勤勉，努力，忍耐，さらに社

会公共の精神に富んでいなければならない．またゆた

かな情操のあることも望ましい．

精神と肉体

精神と肉体とは密接不可分の関係にあり精神作用と

して急激なおそれ，心配などがある時は顔が青ざめ体

がふるえて，脈樽がまし，ひどい時はめまい．吐き気，

などをおこして倒れる．これが長くつづくと食欲がお

とろえて，睡眠がさまたげられ，体重が減少し，病気

になりやすい．単に感官などで発熱しても勉強の能率

が上がらない．このような関係を古くから我が国では

「心身不二」「霊肉一如」あるし、は「健全なる肉体に健

全なる精神がやどる」といっている．

精神衛生

精神衛生とはノイローゼ，その他の精神障害を未然

に防止するだけでなく，精神薄弱や病的性格などの指

導を行ないさらに進んで健康者の精神機能の向上と，

その健康法についても改善をはかる．すなわち精神衛

生の目標は人聞を心身の両面から具体的に理解し，各

人の素質や個性に即した対策を考え，さらに環境に適

応することができるように衛生的な指導をおこなうこ

とを云う，したがって精神衛生の方法としては．単に表

面的に精神の修養や指導をおこなうというのでなく，

精神機能の実態を学び，中枢神経系を基本とする心身

の関係や，遺伝的要素あるいは本能や欲求といった生

理を認識し，正しい生活えの指導をあたえようとする

ものである．

精神障害者の実態

近年精神障害者はふえる一方である．社会のストレ

スが大きくなるにつれて，それだけ心因性の精神障害

者がふえる傾向にある．これに加えて寿命がのびたこ

とによってふえている老人の器質的な精神障害者，あ

るいは交通事故とか，さまざまな原因による慢性的な

中毒によってー起こる精神障害など，精神障害者を生み

だす要因はふえる一方である．今までの病気の治療や

予防というと，身体の方に比重がおかれすぎて精神的

な面が軽視されてきたことを反映して．「心の病気」に

対する早期発見，早期治療というものが非常になおざ

りになっている．早期発見，早期治療が出来れば，精
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神病も非常によく直るのだが，それが出来ないため

に，進行してしまって直りにくくなり精神病ないし，

精神障害がし、まわしい不治の病気のようにいわれる．

世の中が複雑化すればするほど「心の病」を病む人は

ふえるわけであるからそれに対応して，いろいろ施策，

たとえば訪問指導とか相談指導体制，在宅と同じよう

な形で治療できる中間施設，あるいは通院医療公費負

担制度， 等そういったものが望まれる．

精神障害の実数

治療組織や中間施設の充実をはかるうえで，正確な

精神障害障害者の実数， 実能を押えなければならない

のであるが，実際のところこれが非常にあいまいであ

る．たとえば全国統計によると（昭和38年 7月1日現

在）男が 66万5000人，女が 57万5000人で合計124万人

の精神障害者がし、ることになっている．人口1000人に

つき12.9人という率である．もちろん精神障害者の中

には分裂病とそううつ病の精神病（57万人）のほか精

神薄弱（40万人）や神経症，性格異常（27万人）も含

まれているが， 1000人当り 12.9人としづ数字は非常に

少なすぎるのではないかと思われる．というのは沖縄

のある地区で、モデル的に詳細な調査をしたところ，精

神障害者の率は1000人に25.7人という率が出たからで

ある．おそらく日本全国でもこれと同じくらいの有病

者率になるだろうと思われる．とするとかなりのかく

れた在宅患者もいるわけで，精神障害者の治療は寒心

すべき状態にあるわけである．

熊本県内病名別入院患者数

(44年 1月末現在）

1.梅毒性精神障害 19人 2.94% 

2.精神分裂病 4053人 61. 58% 

3.そううつ病 286人 4.34% 

4.退行期精神障害 363人 5.51% 

5.精神神経症 169人 2.56% 

6.性格異状 75人 1.13% 

7.精神薄弱 439人 6.67% 

8.てんかん 328人 4.98% 

9. 中毒性精神障害 143人 2.17% 

10.慢性中毒 219人 3.32% 

11. そ の 他 312人 4.74% 

熊本県患者要入院者数

精神病 10726人 4000人

精神薄弱 7639人 727人

その他 5090人 727人

計 23452人 5454人

分裂症は青年に多くそううつ病は初老期に多い．

精神病患者数と発病年令との関係をグラフにしてみ

ると， 20才ごろに大きいピークがあり， 50才ころに少

し高い山がある．これは 20才ごろは分裂病が多く，

50才ごろにそううつ病，うつ病が多いことを示してい

る．分裂病というのは，実は自我の崩壊，人格の崩壊

で少年期を退する思春期前後から，だんだんおとなぽ

くなって，成人の社会に仲間入をするので，その過程

は身体成長だけではない．心もおとなにむかつて成長

している．ところがその心の発育を阻害されると分裂

病になってし、くわけである．したがって分裂病は，人

格の病気，心の病気なのだ．これに対してそううつ病

は情緒障害，感情の病気ということが出来る．そうう

つ病患者は人格は保たれており，社会的な適応も充分

出来るので感情に障害があるので，その限りでいろい

ろな問題が出て来る．これは動脈硬化や更年期などの

器質的な変化による精神異常，社会的実践から遠ざか

ることによヮて起こる孤独感，家族の中での疎外感な

どによって起こってくるものである．

一般には分裂症は「ある日突然に」起ると感じるが

健康な心が一日や二日の短時間で荒療してしまうよう

なことはなく，やはりかなり長い時聞かかって人格の

発育が阻害された結果，発病するとみなければならな

い．したがって必ず発病の前に「はしり」みたし、な段

階があるわけである．分裂病の「はしり」は思春期前

後からみられる，この「はしり」の時期に家庭や周囲

の人が気付いて，充分な治療対策をとれば分裂病に進

むのを阻止することが出来る．

「はしり」の早期発見

1.無精で不潔になりただブラプラして何もしない．

2.一室に閉じこもって人に会うのをいやがり，ほと

んどものを言わない．

3.何もせずに閉じこもっているが，いっこうに退屈

の様子がない．

4. しきりに一人でしゃべり，何でもないのに笑って

し、る．

5.周囲で何が行われていてもいっこうに平気で相手

にしない．

6.全く理由のないのに自殺を企てたり，また犯罪を

おこす．

7.だれもはなしていないのに，人芦が聞こえる，隣

の人がうわさをするのが聞える．

8.食べるものに毒の味がする．

9.他人が共謀して自分を迫害する，家族の者が自分

をいちめる．

10.パスの座席やカワが不潔だから乗らない．

11.心臓がとまりそうで外出出来ない．

12.何度手を洗ってもバイキンがとれないようで安心

出来ない．



こんなことを言ったり，したりする時は早く精神科

医に見せることが必要である．

おわりに

私は前から精神について興味を持っていた．何時か

は何かの形で研究してみようと思っていたが，それに

加えて衛生の面も考えた．色々な本を読み多くの人の

話を聞き過去を考えて見ると，今日；迄歩いて来た教師

としての立場で学生（生徒）に接し，あの時，あの場

での指導，補導，その他種々の方法が適切であったか

どうかを考えると寒心にたえない．精神衛生について

深く掘りさげてみればみるほど如何に人間生活の中で

5 

大切かを痛感する．特に今日のようなめまぐるしい世

代に於て青少年から老年期に至る人生で精神衛生を個

人が家族が社会がもっと大切にすべきではなかろうか

と思う．
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モーメン卜母関数を用いた確率統計教材の展開試案

井 上 盟 朗

く昭和44年12月11日受理＞

A Plan for Teaching Part of the Course of Statistics 

by means of the Moment Generating Function 

The central limit theorem and the theorem about the reproducing property 

of the various distributions play an essential part in the course of the education 

on statistics. 

But these proofs are apt to be omitted in the elementary course, because 

they demand a high standard of know ledge from the learners. 

But it is desirable for deeper understanding that we proceed with the 

course without omission of the proofs of the principal theorems. 

In this paper we present the comparatively simpler proofs on these theorems 

on the assumption that we should give the learners these theorems as they 

are: these of uniqueness of the moment generating function, and that of 

convergence of the series of the moment genera ting functions. 

Meiro Inoue 

§ 0.前がき zが離散型のときには

7 

中心極限定理．分布の再生性等は確率統計教育の重

要な柱に当る部分であるが，証明の厳密性を保とうと

すると，程度が高くなる．その為，初等の教程では，

証明を抜いて結論だけ述べられる傾向にあるが，理解

を深くする為には，なるべく証明を伴う体系的展開が

望ましい．

µ~ =Ljx~ ・ργ （x=X·i), μk= Lj （均一μ）ヤγ（x＝均）

ここでは，主として2つの定理，すなわち，モーメ

ント母関数の一意性の定理と，母関数列の収束に関す

るもう一つの定理を仮定すると，初等的な範囲で，比

較的手短かに展開出来ることを示してみた．

§ 1 毛ーメント

確率変数 xの定める分布に対して

h 次のモーメント µ~ を

µ~ =E{xk} 

k次のセントラノレ・モーメント μkを

μk=E{ (xーμ）k｝たxし μ＝五（x)

で定義する．

これを書直すと， zが連続型のとき，その密度関数

を f(x）で表わすと，

µ~＝rooxザ（x） 仇 µk=i:oo (xーμ）ザ（x）批

となる．

このとき，

µ~ =μ1 =mean, μ2=E { (xーμ） 2} =variance 

等の関係が成立つ．

§ 2 毛ーメント母関数

モーメント母関数 （moment・ generating ・function) 

を m・gfと略記して，次のように定義する．

定義

確率変数 zの定める分布の m・gfを tの関数

Mx(t) =E{etx} 

で定義する．かきかえると，

連続型： rooextf(x)dx

離散型： Liekt Pr{x＝た｝
k 

さて extを展開すると，

ext＝同十与＋

両辺に f(x）をかけて， zについてー∞から十∞ま

で項別に積分することが許されるとすると，
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=exp(-l+let) (2. 9) 

zが自由度 hの χ2一分布に従うとき

つ－k/2 「∞
M:r.(t) ＝＿＿＿＿：：：＿＿＿ー－¥ etz • xkl2-1e-zl2 dx 

I'(k/2) Jo 

0-k/9 「∞ ーさとれー階、
＝一三一一二一・ ¥ xk/2-1 e 2 ,. --, dx 

T(kjz) Jo -

1 
1-Zt>O，つまり tくすに対して，積分は存在して

(v) 
M:r.(t）＝川匂）t+E例子了＋

M:r.(t) =l+μ・t + µ~ ・ __£_ ＋…… ＋µ~~＋… 
Z 2 ! IC k 

叉，微分と積分の交換が許されるとすると，

-lk 

+E(xk）す了＋

長 ・Mx(t）＝）二手｛ezt・ f(x)} dx 

(2, 10) 

y=f (1ー2t）なる変数変換を施すと

Mミ（t)= (1ー2t)-k12

が得られるが，予備知識として

T（か）~e叩サz が必要である
m・g.fによる，平均，分散の計算

(2, 1）によると， 特に

E(x) ＝一乙M:r.(t)I 
dt I t=O 

(2.1) 

= ):ooxke:r.t. f(x）命

=E {xk ・ e"'-t} 

これから，次の性質が導かれる．

号制）｜二子｛作 (2, 2) 

C を定数とすると，

(ii) Mム（x)=E{eczt}=E{ez(ct)}=M:r.(ct) (2. 3) 

(iii) Mz+c(x) =E{eCz＋叫＝ect・E(ezt) 

=ect.Mム（t)

、1
ノ

・
噌
目
ム

〆
’t

、

,12 I 

E（が） ＝ ~Mx(t) I 
dt2 I t=O 

xが二項分布 B(n,p）に従うとき、1
ノ

・
唱
目
品

f＼
 

(2. 4) 

(iv) X1,X2が独立な確率変数とすると

M:r.1 +z2(x) =E(etC:r.1 +:r.z)) =E(et"'-1) ・E(et"'-2) 

=Ez1(i)Ez2(i) (2.5) ル） = _!!_Mx(i) I 
dt I t=O 

=n（ρet+q）πーipetI t ~ o 
各分布の m.g.f

( i ) yが N(O,1）に従うとき

=nρ 

E(x2) =[n(nー1)（ρet) 2 (pet +q）π－2 

十np(pet十q）← ie:r.t]t・0

=n(nーl)P2+np

Var(x) =E(x2）ー｛E(x)}2 

=nP-nP2 

=npq 

zがポアソン分布 P(l）に従うとき

- • y2 
My(t) =E｛が｝＝ー与＝ ¥ 00 eYte 2 dy 

-v2πJ -oo 

t2 - - (y-t)2 
=eτ・ ~ ¥ 00 e --z-d(y-t) 

-v2πJー∞

(2. 6) 

t2 
2 =e 

＼
t
J
 

－
唱

A・・4〆，、、

zが N(μ,a2）に従うとき

y＝丘二ι とおくと， x＝σy十μ で
σ 

Mミ（t)=eμ.tM円 （t)

、、，ノ．，A
 

・噌Ba
－

rs
、、

一ιM:r.(t)=e-入J.etexp(J.et)
dt 

((2.4）による）

=eμ.tMy（σt) =eμ.te 2 ( (2, 3）による）

~M三（t) =l.eー入｛etexp (J.et) +J.e内 xp(J.et)}
dt2 

(2. 7) ＝的（μt十七2t2)

ル）＝づ伊（t)I t~o =e-λ・l.eλ＝え

E（が） = ~ Mz(t) ¥ =J.e->-(e>-+J.e入）
dt白 It-o 

=l.(Hl) 

・.Var(x)=J.(J.+l)-l.2=l. 

(iii) xが自由度 hの d一分布に従うとき

~Mx(t)=k(lー2t）サ1
ax 

zが二項分布 B(n,p）に従うとき

Mz(t) =E{e作三f

=(pet+q）叫 （2.8) 

zがポアソン分布 P(J.）に従うとき
。。 Jz~一入

M:r.(t) =E{ezt｝＝ヨラ「et:r.

＝孟（~） (p.仇…

、、Eノ
．
唱

A

．
唱

A．’目〆，t、、

(iv) 

五（x)＝乏山） I t回。＝k

長Mxト一時/z+l，間以t）寸日

一ー入ぞ， ~z
- z"".:"o X ! 

=e－λexp（えet)



: E(x2）＝手凡（t)le-o＝附2)

:. Var(x) =E(x2）ー｛E(x)}2=2k 

さて，次の定理1，定理2を証明なしに前提として

認め（証明は到底無理）

定理1→種々の分布の再生性＼種々の分布
定理2→中心極限定理／の極限定理

のように進めてゆく

定理 1

ある確率変数の m.g.f.M(t）は，区間 （－h,h）の

なかのすべての tに対して有限であるとする （h>O).

このとき M(t）に対応する唯一つの確率分布が存在

する．

定・理 2

いま，定理1の条件を満たす m.g.fの列， Mi(t),

M2(t）……M叫（t）…ーがあり， M時（t）に対応する確率

変数の分布関数を F叫（x）とする．

区間内のすべての tに対して

lim M叫（t)=M(t）ならば

lim F,.(x) =F(x）である．
n一歩。。

たXし， Xi主M(t）に対応する確率変数の分布関数F(x)

の連続な点を表わす．

これらの定理はし、かめしいので，かなり一般的な条

件で成立つことを注意した上で，次のように素朴に述

べておくのもよかろう．

定 理 1

2つの確率変数が同ーの m.g.fを持てば，それら

の分布関数も一致する．

定理 2

確率変数， X1,X2, ・・・・・H ・－があり， h の m.g.fが

n→∞のときに，確率変数 yのm.g.fに収束したら，

h の分布関数も yの分布関数に収束する. (x叫は y

に法則収束するという）

§'.3 分布の再生性の証明

確率変数.Xi. X2の分布 Fi.F2に対して， x1+x2の

分布 FをFiと F2のた込みこみといって， F=F1*

ホF2で表わす．

(i) ポアソン分布

P（え1）本P(J.2)=P（え1十J.2)

（証） X1,X2をP（え1),P（ん）に従う独立な確率変数

とすると，（2,5)' (2, 9）から

Mぉ1u2(t)=M:r.1 (t）・ M:r.2(t)

=eーλ1exp （』iet）・e－λ2exρ（んet)

=e-Cλ1＋λ2J exρ｛ (J.1 +J.2)et} 

右辺は P(J.1十え2）の m.g.fだから，定理1から X1

＋れは P(J.1十え2）に従う．

？ 

(ii）ニ項分布

B(n1,P）キB(n2,p)=B(n1十n2,p)

（証） X1,X2をB(n1,P),B(n2,p）に従う独立な確率

変数とすると（2,5)' (2, 8）から

M:r.1 +:r.2 (t) =(pet +q）珂1（ρet十q）但2

=(pet十q）冗 1＋四2

(iii）正 規分 布

Ni (μ1, aD*N2(μ2, aD =N(μ1 +µ2，ぐ十a~）

一般に， X1,X2，…… h がそれぞれN(μ1,ai)

N(µ2,a~） ，…… N（ι， a；，） に従う独立な確率変数で

あるとき，

と
ノ
《
、おと－z

 
x
 

向

叫

2
H

一一y
 
yは Nr:E.ai向， .LJa~aD に従う．

（証） My(t)=M戸i""'1 (t) . Mn2:r.2 (t）…・・・MふXn(t) 

=M:r.1(a1t）・M:r.2(a2t)…・・Mふ（ant)

=exρ｛a1μ1t+-} （σ1α1t) 

的｛仇μnt+-}（σ叫 2t)2} 

=exρ~ ciJ ai兵t
圃 1 • . • 

右辺は（2,7）から

~出向を平均， 2J a~ a~ を分散

に持つ正規分布の m.g.fである．

(vi) x1分布

xl1本 xi2キ・…・・キx.t.=xi1 +k2＋・…＋k坦

（証） X1, X2……九を自由度 ki,kz，……んの χ2

分布に従う独立な確率変数とすると，

Mx1+:r.2＋……＋均＝M.e1(t)M:r.2Ct）・...・ H ・・Mふ（t)

=(1ー2t)-k1!2………（1ー2t)-kn/2 

ーτ・I::ki 
(1ー2t） ド 1

右辺は自由度.2Jkiのが分布の m.g.jである．

§ 4 中心極限定理

中心極限定理

平均 μ，分散σ2の分布からの標本（X1,X2，・…・・， x.. ) 

に対して， n→∞のときに，標本平均えの分布は平均

μ，分散 a2/nの正規分布に近づく：即ち，確率変数

与fの分布関数は，標準化された正規分布 N（川

の分布関数に収束する（法則収束）．

（証） 先づ limOn=Oならば lim(Cl＋三笠とγ＝ez
a→∞叫→oo¥ n I 

が成立つことを示しておく．



n
U
 

A
1
1
 

与えられた任意の o>Oに対して，充分大きな nを

とれば，｜ん｜く8だから

札十三三土）弛く什十三土~）·ι く（ 1十三土とγ
＼賀z1' n1'  n1  

(1+ジ は nについて単調に増加して exに収束

することから，

グベ（1+弓吋＜ez+

♂（e-.Sー1）く（1+弓吋－ezくez（ポー1)

δは任意に小さくえらべるから

！，~（1+ 弓~）叫 ＝ez

. .LJ Xi-nμ 

次に， v玄（xーμ）＝もIn・ n 

X1ー μ 知一μ x引ーμ
＝ームτ~ ＋~「＋－－－－－－－－－＋一三ア

vn vn vn 

まずこ， X・iーμ の m.g,fがマクローリン展開で、きると

すると．

Mxi-μ.(t) =M(O）十M(O)t十J「MノF

x包一μ ＝む4一μ ム」 2記一μ

＋すM"'(O)t3十すがの附＋

12 13 14 

＝~＋112 ・言「 ＋ µ3 ・す「＋ µ4 ・ 1「十

こ与で， μg,μ4………はねの分布の第3次，第次4

・のセン トラノレ・モーメントである．

rl212 13 
だから， M叫ーμ.(t) =1十会！：..＿＿+ μg・一」ー＝

1弓＇＂＂＂ "L.n 3!n y1 n 

十／／－4~ 十
位！ n~ 

σ2t2＋ムt

M x,:-μ. (t) = 1十一一τ一一
~ 白川

（たどし， limo，ι＝0）と表わせる．
n，今。。

こ与で， X1,X2・・・…，h は独立だから，（2,5）から

叫 （ a2t2＋ム，＼批
M (t) = ll Mz.;-n (t) = ( 1+一~）
-vn-cxーμ〕i=l ~、 ，；，，n I 

( [2-1 o ¥n 
Mx-ii. (t)= (1＋~） 

σ（Vn 、山n I 

一一μ一戸
叫

M
σ
 

m
刊

右辺は， N (0, 1）の m.g.fだから， 定理2から結論

が成立する．

Sι の分布が二項分布 B(n.ρ）ならば， nが十分大

きいときは，この中心極限定理から直接

S骨二竺 は N (0, 1）に近い
vnpq 

ことが云える．

また，ポアソン分布， xz分布の持つ次の性質は練習

問題として，余力のある学生に与えるに適している．

性質（イ）

X入がポアソン分布 P（）.） に従うとき

y入＝金三は
v'). 

A→∞のときに正規分布 N (0, 1）に法則収束する．

このとき，）.＞25なら，近似が極めて良好なことが知

られている．

（証）れの m.g.fはMx>..(t)=exp (-}.+).et) 

M (t)=e一MM九(t)
z入ー入

=exp (-).+).et-).t) 

Mn（の＝的（ーぇ－｝.e寸 － J.・ 元）

＝的｛｛－；.－vI川（1+オ＋希

十 o(t2*))}

＝的｛子十o(t2戸）｝

. l~乏MY入（t) ＝的（子）

性質（口）

h が自由度nのが分布に従うとき，

Y叫＝~竺三三ー は
v 2n 

n→∞のとき，正規分布 N (0, 1）に法則収束する．

（証明は略する）
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根軌跡の数値解法（其の］［）

木 村 剛

く昭和45年6月初日受理＞

Numerical Solution of Root Locus (Part Three) 

We report here, as a sequel to the papers (Part 1 andII) some examples 

of waγs to solve the problems of the root locus in various automatic control 

systems with the electronic computer. Especially here, we have calculated 

the locus crossing the real axis. When we intend to calculate the real root 

and the complex number together, we cannot apply the methods used before. 

Therefore, when we consider the gain constant as the complex number and 

avoid the branch points, I have tried one calculating method. 

Gozo Kimura 

1.ま え ヵ ーさ

其の 工， 其のEに引き続き，自動制御において現わ

れる根軌跡の問題の電子計算機による数値解法を報告

する．

今回は根軌跡が実軸と交わる場合について計算し

た．軌跡の実軸との交点は関数諭におけるリーマン面

の分岐点であり，このため前固までの方法では実根の

場合と，複素根の場合とで計算式を変えなければなら

ない．ここではゲイン定数を複素数として扱い，分岐

点を避けることによって一つの計算式により軌跡を求

めることができた．

§ 1.軌跡が実軸と交わるときの吟味

根軌跡は暫々実軸と交わる場合がある．例えば第 1

図において

第 1 図

一14

2
一十

＋一
b

山
一
片一C

U
一一S

 
G
 

(1. 1) 

とすれば特性方程式は

s2+2（た＋2)+8.k+ 1=0 

となり根sは

(1. 2) 

1 ) O三岳亘1又は k孟3のときは

s＝一（！＜十2)±も／京二石芋き (1. 3) 

ii) 1くhく3のときは

s＝一（k+2）土jーが＋4kー3i (1.4) 

となる .k孟Oに対する sをs=x+yiとして複素平面

上に画けば第2図のようになる．即ち， s=-3,-5

,.. y 

-1 

第 2 図

に対して た＝1,3で分岐点をつくっている．これは s

の根号内が Oになる点で生ずることになり，従って

分岐点は必ずしも hの実数値だけでなく，例えば

2(s+2) 
G(s) = 

s2+6s十7

とすれば特性方程式は

Sz十2(k十3)s十4k十7=0

となり

s＝ー（k+3）土も／京芋夜干互

より，た＝ー1土iが分岐点となる．たx，根軌跡の問

題では従来は hに実数値のみをとって変化させてい

たので、実軸に分岐点がある場合だけが問題になってい

た訳で、ある．

話をもとに戻して第2図の軌跡がどのように接続さ

れているかをも少し調べてみよう．



B 

k平函

d
 

in 
l (1. 5) 
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まず，

O三昌三玉1のとき

s＝ー（k+2)+vP二五+3
としよう．

~t 

y 

↑ 
s平面k=;+i甲

x ’v ~ 
5 4 

。
3 2 

4：ー
1 

A'(x~， y~y 

図5 第

図

k=lの近傍では小半円を画いて進むものとする．

つぎに 1くたく3で‘その小半円に接続するために

3 第

バ＝xo十字 dη＝xo- Un7/y一明 LI f/ 
- dη uぉVy-V:i:,Uy

(2. 5) 
s＝ー（k+2）ーも／ーが－4k十3i (1. 6) 

とする.k=3の近傍では k=lのときと同様に小半円

を画いて進む.h>3では
メ＝Yo＋豆Zdη＝Yo- Uxr＞，，，一向 dη 

dη UxVy-UxUy 

これから

ぬf 一一仰必－U{:Uy

d~ UxVy→ VxUy 

(1. 7) 

このようにして sは第4図の軌跡を画く

s＝一（k+2)-i/P二五干3

が接続する．

ことになる．
(2. 6) y 

dy' _ UxVl;-llxUl; 

d~ UxUy-U:i:,Uy 
-1 一2つd一4-5 -6 

を数値積分して （x',y＇） を求め，これから

一’－ ~LIη＝白川－UnUy Aη 
aη Ux1ひ・y－ーひxUy

:c 

(2. 7) 図4 第

月引 Ux•J，，， 一ーυxU η
Y=Yー与とれ＝y'+

Gη UxUy-VxUy 分岐点を避けるための工夫§ 2 

により（ιy）を求めることができる．第 1図のブロック線図に対する特性方程式

数値計算（1)

まずは.1）式の場合について求めてみた. (1. 3）式

で k=oに対する （xo,Yo）を求め，れ＝0.01として

§ 3 
(2.1) 

(2. 2) 

l+kG(s)=O 

k＝さ十ηi

とおけば（2.1）式は

u(x,y，~， η）十iu(x,y，~， η）＝0

の形にかくことができる．ここで

s=x十万

において

x~＝－0. 267949 

y~＝－0. 02154701 

を求め，これを初期値として前回同様にノレンゲ，クツ

タ法によって積分する．分岐点の近くでは変化の様子

が他と違うことが予想されるので，刻みが自動的に2

(2. 5）式から

(2.3) 

(2. 4) 

au 
uη＝a;j 

θu 
UJ:＝ ーーに。ξ’

au 
的＝む’

。u
Ux＝言語’

倍又は 2/1倍に変化する procedureを用いた．結果

を第6図に示す．

。υθuθIJ

＝む’ Vt;＝夜， uη＝扇
b
一均一一g

 
u
 

分岐点の近くで刻みが小さくなっており，また，こ

の方法ではやむを得ないことであるが誤差が大きくな

っている．なお， procedureのなかで用いられている

誤差制御の定数の扱いは計算式によって変えた方がよ

いようである．

とし，出発点 k=Oの対応点を （Xo,Y。）とすればた

平面で η＝0から dη 離れた点 Aに対する s平面上の

点 A＇を出発点として進むことになる．これを計算機

で数値種分によって求め，計算して得られた点 （x',y')

でた平面の dη に相当する分だけもとに戻した点 （x,

y）を求めればこれが求める軌跡上の点となる．

即ち，出発点 A'(x~ ， y~） は
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§ 4 数値 計算 （2)

特性方程式として

s(s+2) (s2+2s+2) +k(s+3) =0 (4.1) 

(xo, Yo）を （2,0), L1η を 0.01 と して出発点 （x~ ， y~） 

』主

0.α刃 十1.α氾＋2.lXX) ; 3.（）（泊＋4.00'.J +5.CX泊＋6.瓜X) .; 7.00'.J 

X司AXIS

第 6 図

計算機のプロッタ ーの都合で第3象限に画く べきと

ころを第 1象限に画いた．

0.650 
0.656 
0.663 
0.669 
0.675 

0.681 
0.688 
0. 700 
0. 713 
0. 725 

0. 738 
0.750 
0.763 
0.775 
0.800 

0.825 
0.850 
0.875 
0.900 
0.925 

-1. 58430 
-1. 58557 
-1.58754 
-1. 58995 
-1. 59264 

-1. 59550 
-1.59849 
-1.60465 
-1. 61093 
-1.61721 

-1. 62344 
-1. 62959 
-1. 63564 
-1. 64159 
-1. 65313 

-1. 66421 
-1. 67485 
-1. 68508 
-1. 69492 
-1. 70440 

YZ 

0.00250 
0.00286 
0.00336 
0.00410 
0.00535 

0.00804 
0. 01122 
0.01444 
0. 02146 
0.02998 

0.03826 
0.05245 
0.07312 
0.09504 
0.11483 

0. 13223 
0. 14767 
0. 16155 
0. 17418 
0. 18577 

0. 19651 
0.20652 
0.22473 
0.24098 
0.25569 

0.26912 
0.28150 
0.29297 
0.30367 
0.32311 

0.34042 
0.35603 
0.37023 
0.38325 
0.39528 

x~＝ー2.0

y~＝O. 0025 

となる．これより得られた結果を第1表に示す．やは

り分岐点と思はれるあたりで刻みが小さ くなり，誤差

が増大している．

x 
-1. 99997 
-1. 97324 
-1. 94226 
-1. 90519 
-1. 85848 

-1. 79344 
-1. 74600 
-1:71381 
-1. 66850 
-1.63366 

-1. 60891 
-1.57893 
-1. 55788 
-1. 55295 
-1. 55463 

-1. 55815 
-1. 56220 
-1. 56641 
-1. 57062 
-1. 57481 

-1. 57894 
-1. 58300 
-1. 59093 
-1. 59859 
-1.60599 

-1. 61314 
-1. 62007 
-1.62679 
-1. 63331 
-1.64581 

-1.65765 
-1. 66891 
-1:67965 
-1. 68992 
-1. 69977 

PAGE 2 KONKISEKI 

S(S+2) (S2+2S十2)+K(S+3)=0
S=X+lY 

K XZ 

KONKISEKI PAGE 1 

scs+2) cs2+2s+2s+2）十K(S+3)=0
S=X+IY 

K XZ 

0.000 ー2.00000
0. 100 -1. 97328 
0. 200 -1. 94232 
0. 300 -1. 90528 
0. 400 -1. 85865 

0. 500 -1. 79387 
0. 550 -1. 7 4695 
o. 575 -1. 71555 
0. 600 -1. 67308 
0. 612 -1. 64380 

o. 619 -1. 62607 
0. 625 -1. 60759 
0. 631 -1. 59353 
0. 637 -1. 58661 
0. 644 -1. 58429 

0.950 
1. 000 
1. 050 
1.100 
1.150 

-1. 71354 
-1. 73091 
-1. 74720 
-1. 76255 
-1. 77706 

YZ 

0.40645 
0.42663 
0.44448 
0.46047 
0.47493 

x 
-1. 70923 
-1. 72713 
-1. 74383 
-1. 75951 
-1. 77430 

y 

0.00000 
0.00000 
0.00000 
0.00000 
0.00000 

0.00002 
0.00007 
0.00018 
0.00086 
0.00330 

0.00846 
0.02472 
0.05667 
0.08845 
0. 11339 

0. 13344 
0. 15036 
0. 16511 
0. 17829 
0. 19024 

0.20120 
0.21136 
0.22972 
0.24602 
0.26070 

0.27408 
0.28638 
0.29777 
0.30837 
0.32763 

0.34476 
0.36020 
0.37424 
0.38711 
0.39900 

y 

0.41004 
0.42999 
0.44764 
0.46345 
0.47775 

u 
一.1251c.-3 
一.1381G-3 
-. 156ioー3
-. 1871G-3 
-. 24410-3 

-. 39010-3 
-. 59410-3 
一.82910ー3
ー.13910-2 
一.19210-2 

-. 19510ー2
一.72810-3 
.12110-2 
.16910-2 
.15210-2 

.12910-2 

.10910一2

. 94610-3 

. 83010-3 

. 73810-3 

. 66310-3 

. 60210-3 

. 50710ー3

. 43610-3 

. 38210-3 

. 33810-3 

. 30210-3 

. 27310-3 

.24710ー3

. 20710-3 

. 17510-3 

. 15010-3 

.13010ー3

. 11310-3 

. 98410-4 

u 
. 86010-4 
. 65810-4 
. 50lio-4 
.37410-4 
. 27110-4 

SAHEN NO ATAI 
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v 
一.25910-5 
. 10610-5 
. 34810-5 
. 51lio-5 
. 62210一5
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1. 200 -1. 79085 0.48812 -1. 78832 0.49081 .18510-4 . 69710-5 
1.250 -1. 80398 0.50025 -1. 80165 0.50281 .11210-4 . 74710-5 
1. 300 -1. 81652 0. 51145 -1.81436 0.51391 .49210-5 . 78010-5 
1.350 -1.82853 0. 52187 -1. 82652 0.52422 一.49210-6 . 79910-5 
1. 450 -1. 85116 0.54069 -1.84940 0.54287 一.93910ー5 . 81410-5 

1.550 -1. 87219 0.55734 -1. 87062 0.55937 一.164ic-4 . 80610-5 
1.650 -1.89185 0.57222 -1. 89044 0.57413 一.22010-4 . 78810ー5
1.750 -1. 91034 0.58567 -1. 90906 0.58747 一.26710-4 . 76310-5 
1.850 -1.92781 0.59791 -1. 92663 0.59961 一.30510-4 . 73510-5 
1.950 -1.94438 0.60914 -1. 94330 0.61075 一.33810-4 . 706io一5

2.050 -1.96016 0.61948 -1.95916 0. 62102 一.366io-4 . 67610-5 
2. 150 -1. 97522 0.62907 -1. 97430 0.63054 一.39110-4 . 64710一5
2.350 -2.00350 0.64632 -2.00270 0.64768 一.43110-4 . 59310-5 
2.550 -2.02967 0.66146 -2.02896 0.66272 一.46310-4 . 54310-5 
2.750 -2.05407 0.67491 -2.05343 0.67609 一.48810-4 . 49710-5 

2.950 -2.07696 0.68696 -2.07639 0.68807 一.50910-4 . 45510-5 
3. 150 -2.09854 0.69785 -2.09802 0.69890 一.527Hi-4 . 41710-5 
3.350 一2.11898 0. 70774 -2. 11851 0. 70874 一.541io-4 . 38210-5 
3.550 -2. 13842 0. 71678 -2. 13799 0. 71773 一.55410-4 . 351io-5 
3. 750 -2. 15696 0. 72507 -2. 15656 0. 72598 一.56510-4 . 32ho-5 

4. 150 一2.19171 0. 73979 -2.19137 0. 74062 一.58410-4 . 27310-5 
4.550 -2.22383 0.75245 -2.22353 0. 75322 一.59810-4 . 23010-5 
4.950 -2.25373 0. 76344 -2.25348 0.76417 一.61010-4 . 19410-5 
5.350 -2.28177 0. 77307 -2.28154 0. 77375 一.61910-4 . 16210-5 
5. 750 -2.30819 0. 78155 -2.30799 0. 78219 一.62710-4 .13310-5 

6. 150 -2.33320 0. 78906 -2.33303 0.78967 一.63410-4 . 10810-5 
6.550 -2.35698 0. 79572 -2.35682 0.79630 一.63910-4 . 85710-6 
6.950 -2.37965 0.80166 -2.37951 0.80221 一.64410-4 . 64910-6 
7. 750 -2.42214 0. 81169 -2.42203 0.81220 一.65410-4 . 33310-6 
8.550 -2.46139 0.81968 -2.46130 0.82016 一.66110-4 . 67210-7 

KONKISEKI PAGE 3 

~~t十2＼~2+S2+2）十K(S十3)=0 SAHEN NO AT AI 

K xz YZ x y u v 
9.350 -2.49794 0.82604 -2.49787 0.82648 一.66710-4 一.17510-6 
10. 150 -2.53221 0.83105 -2.53215 0.83146 一.67210-4 一.39610-6 
10.950 一2.56450 0.83492 -2.56446 0.83531 一.67510-4 一.58210-6 
11. 750 -2.59508 0.83782 -2.59505 0.83819 一.67910-4 一.72ho-6 
12.550 -2.62415 0.83988 -2.62413 0.84024 一.68ho-4 一.870w6 

13.350 -2.65188 0.84121 -2.65186 0.84155 一.68310-4 一.99110-6 
14. 150 -2.67840 0.84190 -2.67840 0.84223 一.68510-4 一.11410-5 
15.750 -2. 72831 0.84163 -2. 72831 0.84193 一.69210-4 一.13910ー5
17.350 -2. 77463 0.83949 -2.77464 0.83977 一.697io-4 一.15910-5 
18.950 -2.81793 0.83581 -2.81795 0.83607 一.70lio-4 一.17710-5 

20.550 -2.85865 0.83081 -2.85868 0.83106 一.70410-4 一.19210ー5
22.150 -2.89714 0.82468 -2.89718 0.82491 一.7061c-4 一.20510-5 
23. 750 -2.93367 0.81754 -2.93372 0.81777 一.70710-4 一.21810ー5
25.350 -2.96847 0.80951 -2.96852 0.80972 一.70910-4 一.22910-5 
26.950 -3.00172 0.80066 -3.00178 0.80086 一.71010-4 一.237io-5 

28.550 一3.03359 0. 79105 -3.03366 0.79125 一.71lio-4 一.24510-5 
31. 750 -3.09369 0.76976 -3.09376 0. 76994 一.72010-4 一.31010-5 
34.950 -3.14961 0.74590 -3. 14969 0.74607 一.72610-4 一.36010-5 
38. 150 -3.20200 0.71962 -3.20209 0. 71977 一.72910-4 一.400rn-5 
41.350 -3.25136 0.69093 -3.25146 0.69108 一.73010-4 一.43310-5 

44.550 -3.29809 0.65979 -3.29820 0.65993 一.72910-4 一.46010-5 
47. 750 -3.34251 0.62603 -3.34262 0.62617 一.72610-4 一.48310ー5
50.950 -3.38488 0.58939 -3.38500 0.58952 一.72010-4 一.50lio-5 
54.150 -3.42541 0.54943 -3.42554 0.54956 一.71010-4 一.51010-5 
57.350 -3.46429 0.50552 一3.46443 0.50564 一.69010-4 一.51510ー 5

60.550 -3.50167 0.45664 -3.50184 0.45675 一.65310-4 一.49910ー 5
63.750 -3.53769 0.40109 -3.53788 0.40120 一.56810-4 一.43110ー 5
66.950 -3.57245 0.33572 -3.57267 0.33583 一.32ho-4 一.17610-5 
70. 150 -3.60603 0.25316 -3.60633 0.25326 . 83310-4 . 12610-4 
71. 750 -3.62237 0.19907 -3.62276 0.19917 .11510ー3 .15710-4 
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72.550 -3.63041 0. 16543 -3.63087 0.16553 .12310-3 .16110-4 
73.350 -3.63830 0.12281 -3.63893 0.12291 .15910-3 .19010-4 
73.750 -3.64212 0.09452 -3.64293 0.09461 .18010-3 . 20lio-4 
73.950 -3.64392 0.07654 -3.64493 0.07663 .19610-3 .20810-4 
74.150 -3.64546 0.05276 -3.64692 0. 05282 . 25710-3 .266io-4 

KONKISEKI PAGE 4 

~~x十十2＼~2+2S+2） 十K(S+3) =0 SAHEN NO ATAI 

K xz yz x y u v 
74.250 -3.64574 0.03534 -3.64790 0.03530 . 37310-3 . 47910-4 
74.300 -3.64493 0.02209 -3.64832 0.02166 . 65510-3 .17910-3 
74.325 -3.64207 0.01167 -3.64706 0.00897 . 9031r,-3 .12110ー2
74.338 -3.63693 0.00644 -3.63968 0.00155 一.53210-3 .11910-2 
74.350 -3.63131 0.00430 -3.63234 0.00028 一.47610-3 . 39310-3 

74.363 -3.62678 0.00338 -3.62731 0.00010 一.27610-3 . 18610-3 
74.375 -3.62300 0.00286 -3.62333 0.00005 一.1581r,ー3 . 117io-3 
74.387 -3.61970 0.00252 -3.61993 0.00004 一.8581r,-4 . 86010-4 
74.400 -3.61675 0.00227 -3.61692 0.00003 一.37710-4 . 70010-4 
74.412 -3.61406 0.00209 -3.61419 0.00002 一.35810-5 . 60610-4 

74.437 -3.60925 0.00181 -3.60934 0.00002 . 41510-4 . 50710-4 
74.462 -3.60500 0.00162 -3.60507 0.00001 . 69810-4 . 45810-4 
74.487 -3. 60116 0.00148 -3.60121 0.00001 89110-4 . 43lio-4 
74.512 -3.59763 0.00137 -3.59768 0.00001 .10310-3 .41410-4 
74.563 -3.59129 0.00120 -3.59132 0.00001 .1221Gー3 . 39510-4 

74.613 -3.58565 0.00108 -3.58567 0.00001 . 13510-3 . 38510-4 
74.663 -3.58053 0.00099 一3.58055 0.00001 .14310-3 . 37910-4 
74.713 -3.57582 0.00091 -3.57584 0.00001 .15010-3 . 37610-4 
74.813 -3.56734 0.00080 -3.56735 0.00001 .15810-3 . 37110-4 
74.913 -3.55980 0.00072 -3.55981 0.00000 .16410-3 . 36910-4 

75.013 -3.55297 0.00066 -3.55297 0.00000 .16310-3 . 36810-4 
75.113 -3.54668 0.00061 -3.54669 0.00000 .17lio-3 . 36710-4 
75.213 -3.54085 0.00057 -3.54085 o.ggggg .17410ー3 . 36610-4 
75.412 -3.53025 0.00050 -3.53026 0. .17710-3 . 36610-4 
75.612 -3.52077 0.00045 -3.52077 0.00000 .18010-3 . 36510-4 

75.812 -3.51214 0.00042 一3.51214 0.00000 . 18110--:-3 . 36510-4 
76.012 -3.50420 0.00038 -3.50420 0.00000 .18310-3 . 36510-4 
76.212 -3.49682 0.00036 -3.49682 0.00000 .18410-3 : ~~~~ ~＝ J 76.612 -3.48344 0.00032 -3.48344 0.00000 .185H-3 
77.012 -3.47149 0.00029 -3.47149 0.00000 .18710-3 . 36410-4 

77.412 -3.46067 0.00026 -3.46067 0.00000 .187io-3 . 36410-4 
77.812 -3.45075 0.00024 -3.45075 0.00000 .1881G-3 . 36410-4 
78.212 -3.44158 0.00022 -3.44158 0.00000 . l881c-3 . 36410-4 
78.612 -3.43304 0.00021 -3.43305 0.00000 . 1891r,-3 . 364io-4 
79.412 -3.41754 0.00018 -3.41754 0.00000 .19010-3 . 36410-4 

第 1 表

XZ,YZはそれぞれ x',y＇でありU,Vは特性方程 を出したあとで成援大学の黒田道雄氏から43年6月，

式の左辺に x.yを代入して得られた実数部分と虚数 機械学会関西支部の講演会で氏が発表された 「方程式

部分で誤差の目安となる． の根の数値計算に関する一考察」 のなかで同様の手法

を用いられている旨の御指摘を戴いた．また，この研

2. あ と 拍手 き 究に終始懇切な御指導を賜った九州大学の高田教授に

これで3回にわたるこの計算を終る．なお，第2報 厚く 謝意を表します．





円弧状切刃をもっ工具の切削性能に関する研究〈第1報〉

木本知男持・甲木 昭悦

く昭和45年6月30日受理＞

Study on the Cutting Performance of Cutting Tools with 

Circular Cutting Edges (1st Report) 

Abstract 

Although a large portion of cutting operations such as turning, hobbing and 

cutting of Novikov gears by fly tools are being performed using tools having 

circular cutting edges, very little research has been done on the cutting action 

of these edges. 

In this research, the purpose of which was to obtain fundamental data 

clarifying the cutting conditions using a circular cutting edge, cutting was 

performed on the end surface of a tubular, carbon steel workpiec色 toavoid 

any influences due to the built-up edge formation. 

The effe::ts due to variations in radius of curvature of cutting edge, cutting 

speed, depth of cut, width of cut and the existence of cutting oil on the cutting 

force was investigated. 

The cutting force in the case of a circular cutting edge is greater than 

that of a straight cutting edge, but when another tubular portion of the same 

work material is shrink fitted to the workpiece so that the cutting chips 

seperate into two, the cutting force of the circular cutting edge becomes lower 

than before. 

Tomoo Kimoto and Akira Katsuki 
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1. 緒 I::! 

旋削，ホブ切り，舞いツ ーノレによるノピコフ歯車の

切削など， 実際の切削作業の大部分は円弧状切刃によ

って切削されているにもかかわらず，円弧状切刃によ

る切削の研究はきわめて少ない．たとえばノーズ半径

を有する剣バイトのノーズ部分を等価の直線状切刃に

置き換える試み〔りがあるが， これは円弧状切刃による

切削状況の根本的解明にはならず，またフライス盤に

おいて切刃が直線状から凸状または凹状になるにつ

れ，切削抵抗がし、かなる影響を受けるかを吟味した研

究〔のもあるが，低速切削のため構成刃先の影響を免れ

えない．

イプ端面切削を行なって，切削状況を解明する基礎資

料を得んとした．今回は刃先曲率半径の変化とと も

に，切削速度，切込み，切削幅，切削油の有無などの

諸条件が切削抵抗などに及ぼす影響を調べた．円弧状

切刃では直線切刃に比べて，切削抵抗が増加したが，

これは削りくず流出の難易の差によると思われるの

で，焼ばめしたパイプを切削して， 害I］；（した削りくずを

出させ，その影響を確かめた．

本研究では構成刃先の影響を避けるため，高速切削

が可能な旋盤において，円弧状切刃による炭素鋼のパ

本有明工業高等専門学校機械工学科教授

キキ有明工業高等専門学校機械工学科非常勤講師

（九月、l大学工学部生産機械工学教室）

2. 実験方法

実験装置の 一部を区llに示す．バイ トは SKH4B

（表 1参照）の付刃で，曲率半径がそれぞれ 2,2. 5, 

3, 3. 5, 4, 5, 7 m.m.の7種の凸状切刃と直線切刃と

した．すくい角は 6。，逃げ角は 12°，シヤンクは 19

mm角である．被削材は S50C（表 1）で，パイプ肉

厚の中心直径をいずれも 90mmφ とした． 旋盤は大

隈鉄工所製 LS型 450×1250実用高速旋盤を用いた．
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工具材

表 1 工具材と被削材の成分 とか た さ

か Tこさ化 学成 。分%

C I Si I Mn I P I S I Cr I W I V I Co 高速度鋼4種乙

SEH 48 

被削材

S50C 

図 1 実験装置の一部

工具動力計は共和電業製の TD-300KA型で，主分力

と背分力（本実験では送り分力に相当）を測定し，そ

の検定は使用状態で行なった．切自lj油は工具摩耗の少

ない不活性塩化脂肪油（塩素分7%，油脂分8%)<3）を

2 Z/minの割合で注いだ．なおパイトは再研削をし

て，摩耗の影響をできるだけ除いた．

3. 実験結果と考察
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切刃の曲率 l/r l/mm 

切込み 0.04mm，切削幅 3mm,
不活性塩化脂肪油 2l/min 

図 2 切削抵抗主分力（切削速度の影響）

60 

図2, 3および 4に切刃の曲率の変化に対して，切 回

削速度による切削抵抗主分力，背分力および合力の変

化をそれぞれ示す．曲率が増すといずれの切削速度に

おいても切削抵抗は増す．

図5に削りくずの中央で測定した切削比（切込み／削

りくずの厚さ）の概略値を示す．削りくずの中央での

厚さはポイントマイクロメ ータによって注意深く約10

箇所を測定し，その平均値を求めた．曲率が増すとと

もに削りくずは厚くなる傾向にある．

図6に工具一被削材熱電対法により測定した切削温

度を示す．曲率と切削速度が増すにつれて切削温度は

上昇した．曲率0.3付近で温度が下がるのは注目すべ

きである．曲率半径 3m.m.と 3.5m.m.のパイト材に

偏析などによる性質の変化があるために熱起電力が低

下したのではなし、かと考えられたので，これらのパイ

トを作りカ通えて再実験したが，結果は同じであった．
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切刃の曲率 l/r l/mm 

切込み 0.04mm，切削幅 3mm,
不活性塩化脂肪油 2l/min 

図 3 切削抵抗背分力（切削速度の影響）
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切刃の曲率 l/r l/mm 

切込み 0.04mm，切削幅 3mm,
不活性塩化脂肪油 2l/min 

図 4 切削抵抗合力（切削速度の影響）
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図 5 切削比（切削速度の影響）
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図 6 切削温度（切削速度の影響）

0.5 

19 

80 

" f沿古川、 . 

ザ］込み よ；；ー，－4

70 t- .，，，α”F 

K-
ん，t’

ーーー，－-l:r---.....
国 60
．且

円

h
｛

日
占

ヤ
ピ
コ
早
一一E
S

0.06mm 

..o-－ローー－-0・

a口”
一一ー－－ -oーーロー -a~

40 

30 

20 

10 

0 
0 0. 1 0. 2 0. 3 0. 4 0. 5 

切刃の曲率 l/r l/mm 

切削速度 60m/min，切削幅 3mm,
不活性塩化脂肪油 2l/min 

図 7 切削抵抗主分力（切込みの影響）
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切込みを 0.04,0.06および 0.09m.m.に変えた場

合の切削抵抗（図 7主分力，図8背分力）と単位切

削断面積当たりの比切削抵抗（図9）は，切込みが大

きいほど曲率の影響は大きい．曲率に対する切削抵抗

の増しかたは，曲率が小さい所で小さく，大きい所で

大きい．切込みが小さいほうが，比切削抵抗は大きい

傾向にある．

図10に示すように削りくず厚さは曲率が大きくなる

とともに厚くなるが，切込みが大きいほど著しい．図

11に削りくずの横断面の例を示す．曲率が大きいほど

幅方向に圧縮されたためのしゅう曲が見られる．
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図10 切削比（切込みの影響）

切削幅の影響について切削速度が 60m./minの場合

を図12, 13および14に， 82m/minの場合を図 15, 16 

および17に示す．いずれの切削速度においても，切削

幅が大きくなると比切削抵抗は大きくなったが，曲率

の影響はやや小さくなった．
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（南ljりくずの下の面が工具

のすくい面に接する面）

切削速度 60m./min，切削幅 3m.m,

切込み 0.06mm.’

不活性塩化脂肪油 2l/m.in 

図11 削りくずの横断面
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図17 比切削 抵抗

（切削幅の影響，切削速度 82m/minの場合）

これまで、述べたように円弧状切刃では，切削条件を

いろいろ変えても，直線切刃に比べて切削抵抗が増加

したが，これは削りくずが流出しにくいためで、あろう

喝、唱句可L

~ ~ 85 
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0 0. 1 0.2 0. 3・ 0.4 o.:: 
切刃の曲率 1/r 1/mm 

切削幅 3mm，切込み 0.04mm,
不活性塩化脂肪油 2Z/m.in 
図19 焼ばめパイプの切削抵抗
（切削速度 60m/minの場合）

と思われたので，これを確かめるために，図18に示す

ような焼ばめしたパイプを切削した．焼ばめは材質が

変化しないように，約 180℃の菜種油中で行なった．

前述の一体のものを切削した場合と比較した結果が図

19 （切削速度 60m/minの場合）と図20（切削速度
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切刃の曲率 l/r l/mm 

切削幅 3mm，切込み 0.04mm,
不活性塩化脂肪油 2l/min 
図20 焼ばめパイプの切削抵抗
（切削速度 82m/minの場合）

82m/minの場合）である．切削抵抗は一体のものよ

り減少し，しかも曲率が大きくなっても一体のものほ

どには増さない．その差は 60m/minより 82m/min

の場合のほうが大きかった．削りくずが二つに分かれ

るために，削りくずの流出が容易であるからである．

次に切削油の有無の影響を調べるために，一体のパ

イプを切刃の曲率を変えて切削した結果を図 21に示

す．切削油を注いだほうが切削抵抗が小さい．

40 

骨包ヨZ v. 

ーぷー，~，ーー ト背分カ

霊↓一一－..x--x－~炉→τ「’
豆 20
s 

~ 30 

10 

切刃の曲率 l/r l/mm 

切削速度 60m/m.in，切削幅 3mm,
切込み 0.04m.m, 
切削油不活性塩化脂肪油 2l/min 

図21 切削油の影響

4.結 巨司

構成刃先の影響がほとんどない高速領域（最高 110

m/min）で実験を行なった結果，切刃の曲率半径が

小さくなるにしたがって，切削仕事が大きくなること

がはっきり認められた．削りくずが流出しにくくなる



ためで、ある．焼ばめしたパイプの端面切削では削りく

ずが分かれて，流出しやすいために切削仕事は減っ

た．削りくずが割れるような切削条件にすれば，切刃

に丸味があっても，切削仕事が増加しないで，摩耗が

大きくならないようにしうると考えられる．

終りに本研究に対して御教示いただいた九州大学工

学部生産機械工学教室石橋彰助教授，実験の遂行に対

して多大の協力をされた有明工業高等専門学校機械工

学科の当時の学生鶴良夫君と小柳静治君，ならびに助

力をされた有明工業高等専門学校機械工学科実習工場

の内野豊作氏と内田鉄雄氏に厚くお礼を申し上げる．
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式定電圧電源過負荷保護装置の一考察Tr. 

生伸田浜

く昭和45年 3月17日受理＞

Protection Circuit in Regulated Power Supply 

Abstract 

Transistorized and regulated D. C. power suppey must have protection 
circuit against over load. In this paper, I am going to report the result of 
using P.N.P Transistor as series control element and of using thyristor as 
switching element in protection circuit. 

Hamada Nobuo 

複雑になるとしづ欠点を有する. (1, 2，※） 

↑

i
o〉
川国
製
択
忍

き

トラ ンジスタ式直列制御形定電圧源における最大の

欠点は一瞬の過負荷に対しても制御 トラ ンジスタを破

損してしまうことである．実際に電源を使用する場合，

過まって出力端を短絡したり，過負荷としたりするこ

となどあり得るから，この過負荷に対してトランジス

タを破損から保護するための装置をつける必要があ

る．筆者は制御トランジスタとして p.N.P. トラン

ジスタ，保護団路における過負荷時スイッチ素子とし

てサイリスタを使用した回路を考え，その回路から急

峻な垂下特性が得られたので報告する

ヵーえま1 

負荷電琉 一一 ILM 

(1-a）電流制限彩

過負荷保護団路としての必要な条件は，定常時には

制御回路に何らの影響も与えず，過負荷時に対しての

み制御トランジスタを破損から保護する ことである ．

その動作には， 負荷電流がある一定値を越えようと

すると ．

1 ）出力電圧を低下させ，電流を一定値以上流さな

いようにする方式（電流制限形） （図 1) 

2）回路を遮断してしまう方式（竜流遮断形）

2）とがある．

電流制限形ではもし出力端を短絡させた場合，直列

制御形では入力電圧の全部（あるいは回路によっては

殆んど）が制御トランジスタに加わり，また制御トラ

ンジスタの コレ クタ損失はおおよそ入力電圧と負荷電

流の積となる．

電流遮断形池田路により制御トランジスタで遮断す

るものと制御トランジスタの前で回路を遮断するもの

とがあり，前者は全入力電圧が制御トランジスタにか

かり，後者は制御トランジスタは安全だが回路が多少

↑

l
o〉

川田
恒
夫
歪

式方路回2 

負荷電流 一一・ iLM 

(1-b） 電流遮断彩

図 1 保 護 団 路 動 作 特 性

ここでは電流遮断方式をとる．

基本的には図 2に示す回路である．

図2で Tri；制御トランジスタ， T；サイ リスタ，

r；検出抵抗， D；ダイオード， Tr2；検出及び増巾ト

ランジスタ， D2；ツ．ェナーダイオードである，またダ

イオードの電圧を Vn，サイリスタ T のゲートーカ

ソード間電圧を VaK，ゲートトリガ電圧をVaTとする．

路回作製3 

（図
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図 2 基 本回 路

この方式における動作は定常時には fによる電圧降

下が小さく，したがって図 2の B-C間電圧降下が小

さくVGKくVGTとなるようにする．このとき A-C聞

はオフ状態である．また負荷電流がある一定値（lLM)

を越えると rによる電圧降下が大きくなり， VGK=

VcTとなる．この時 A-C間が導通して A-C悶は同

電位となる．つまり Tr1のベースが十の電位まで上

昇して Tr1はカッ トオフ状態となる．

保護団路が動作する時点においては (1）式が成立

する．

rfLM十VBE=Vn十VGT ・・・・・・・・・・・・ー・ ( 1) 

Vρ＋VGr-VBE 
IDM= r ………………（ 2) 

製作回路では電源出力電圧を高め，かつトランジス

タの小形化をねらい，ダーリ ントン接続とし，かつ並

列接続とした． （図 3）このため (1）式は（ 3 ）式

となる．

ILMr＋すILMR十VBE1十VVBE2=Vn+VGT

.. ( 3) 

Tr2 

図 3 製作回路

_ Vv+VGTー（VBl?'1十VB82)
M一 司…（4) 

r+tR 

Tr1, Tr~ Tr2; 2SB425 R；負荷電流を二等分するた

めの抵抗（ 1 Q)' T, 2SF104, D: 1s102, Trs, 2SB 

54, D2; 1S136. 

ロ且】コ
C

・u
・Q
古

ω】
信
一
＝
出

ω出

ここで VBE1=VBE2=0.8V, Vn=l.OV. VGe-o=l.0 

V とすると

i) r=l,5Qの場合

( 4）式より

lLM宇 200mA

ii) r=O, 9Qの場合

lLM4=285mA 

となる．

（なお r=OQとした場合，最大負荷電流は約 800mA

となる．）

4 動作特性

以上の r=l,5Q,r=0,9Qの場合についての保護

回路特性は図4のようになった．

この結果より急峻な垂下特性を有することが判明し

た．

5 考察

この回路方式では保護団路の動作電圧を検出抵抗に

よる電圧降下のみならず制御トランジスタの V闘を

利用しているため検出抵抗を小さく ，すなわち出力抵

抗を小さ くできるとい う利点を有する．

しかしグラフに見られるように，出力電圧が低くな

ると保護団路の動作電圧を得るための負荷電流が大き

くなっている ．この原因は保護回路素子であるサイリ

スタのゲートトリが電圧 VGTを一定として計算した

ためであり，実際にはアノードーカソード間電圧の変

化により ，VGTが変化するためで、あろう ．つまり定常

状態においては出力電圧の大部分がアノードーカソー

ド聞にかかっているため，出力電圧が小さくなると

v

m

m

m

 

1

出

力

芯

正

訊｝ 100 15日 昔日l mA 

(a) r=l. 5fl 

図 4 i!J作

50 100 150 200 25U 300 mA 

(b) r=O. gQ 

特性

VGTが増加するためであろうと思われる．また制御ト

ランジスタの温度特性も影響するものと考えられる

が，これらの事については，今後の検討の資料と Ltこ

し、．

参考文献

（※） 電子科学 1966.11. V.16産報K.K S.C,R.ハン

ドブック．編集委員会
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タール系食用色素の分析的研究（第 2報〉

色 素 の迅速純 度検 定の 検 討 （1 ) 

佐 々木英人後岩田 正彦特岩田 勉長清水正夫州

＜昭和45年 7月3月受理＞

Analytical Studies on the Water-soluble Coal-tar Dyes for Food II 

On the Rapid Estimation of Purities of Dyes by the 

Optical Methods (1) 

For separation and determination of the various coal-tar dyes in foods, it 

is, above all, important to estimate the purities of the food colors added to 

foods and drinks. 

Using the standard dyes prepared in the National Institute of Hygienic 

Science, we made the calibration curves (Absorbance vs. Weight of Dyes) on 

the optical methods in the ultraviolet, visible and infrared regions. And we 

compared the purities of dyes on market by the official methods with those 

by the optical mathods. As the result, we showed the possibility of rapid 

optical estimation of purities of food colors on market. 

Hideto SasakiペMasahikoIwata*, Tutomu Iwata*, Masao Simizu椛

ま えがき

現在わが国で公定されている食品添加物は 356種に

及んでいる ．そのうち着色料としてターノレ系食用色素

14種同アノレ ミニウムレーキ9種，その他 9種が公定さ

れている ．われわれは，特にタ ーノレ系色素の公定品14

種p および外国において使用されているか，または近

年まで本邦でも使用されていた10種，計24種について

検討を行なった

保健衛生上，日常加工食品に添加されている食用色

素および繁用色素を分離定量するに際し，食品添加時

の市販色素の純度の迅速な確認が先決であろう．そこ

でわれわれは国立衛生試験所製のタ ーノレ系標準色素を

基準として，市販の色素を公定法1）で純度検定を行な

った値と，紫外，可視および赤外線による分光法で得

られた算出純度とを比較検討した．その結果，これら

の分光法が色素の迅速純度検定に利用される可能性を

示したので報告する．

1.実験および考察

一般に色素の製造工程は複雑で， 同一方法で製造さ

＊ 鳥取大学工学部工業化学科

料本校工業化学科

れてもその品位に多少の差異が生じる．まずこ精製の程

度に応じて純度が変化する．さ らに市販時には添加剤

や希釈剤が加えられるこ とがある．その他経時変化等

による分解物質の生成も当然考えられ，これら諸因子

が使用される色素の純度に関係する．

ターノレ系食品色素の純度検定法は現在公定法1）があ

り色素の種類、に応じて重量法および三塩化チタン法が

用いられている ．

われわれはこの検定の迅速化を目指して分光学的検

討を加えた．すなわち極大吸収波長における紫外およ

び可視分光光度法および特性吸収波数での赤外吸収法

による純度検定を行なった．こうして市販の食用タ ー

ノレ色素をまず公定法で純度を求め，つぎに国立衛生試

験所製標準色素を基準とした上記各種分光法による算

出純度と比較検討を行なった．

1. 1 公定法

この純度検定に用いた色素を Tablel, 2に示す．

( 1 ）重量法

食用色素赤色 3号，赤色 103号，赤色 104号および

赤色 105号の純度定量法である． 各色素の規定量の試

験溶液をとり ，塩酸を加えて色酸として沈殿させ，こ

の色酸を乾燥後秤量する．こ うして得た色酸の重量に



28 

Table 1 Coal-tar Dyes for Food 

Mark Commercial Name C. I. Mol. wt. Maker & Lot Number 

R-2 Amaranth 16185 604.50 s :611-60 Ta:9060 
R-3 Erythrosine 45430 897.91 s :631-58 Ta:9094 
R-4 x Ponceat.:. SX 14700 480.44 s :621-359 To:050744 

R-5 x Oil Red XO 12140 276.34 s :621-12 To:210343 
R-102 New Coccine 16255 604.50 s :611-88 Ta:9119 
R-103 Eosine 45380 691. 91 s :631-122 Ta:0095 

R-104 Phloxine 45410 829.71 s :631-452 Ta:Ol07 
R-105 Rose ~~~gal 45440 1017.69 s :631-91 To・ 
R-106 Acid 45100 580.67 s :661-441 To: 

0-1 x Orang I 14600 350.34 s :641-8 Wa:5343 
0-2 x Oil ange SS 12100 262.32 s :631-262 Wa:7672 

Y← 1 
x NfF~~fi10;e11ow s 10316 358.21 s :631-154 To:240444 

Y-2 x 0 AB 11380 247.30 s :621-133 To:l70543 
Y-3 x Oil Yellow OB 11390 261. 33 s :621-362 To: 

Y-4 Tartrazine 19140 534.38 s :661-382 Ta:0094 
Y-5 Sunset Yellow FCF 15985 452.39 s :621-111 Ta:9092 

G-1 x Guinea Green B 42085 690.83 To:l20544 
G-2 Light Green SF 42095 792.88 To・ 
G-3 Fast Green FCF 42053 808.88 To:9118 

B-1 Brilliant Blue FCF 42090 792.88 s :661-438 To: 
B-2 Indigo Carmine 73015 466.37 s :621-392 Ta:0043 

V-1 Acid Violet 6B 42640 733.90 To: 

Mark: R red, 0 orange, Y yellow, . G green, B blue, V violet 
Maker: S The National Institution of Hygienic Science 

Ta Takaoka Kako K. K. 
To Tokyo Kasei Kogyo K. K. 
Wa Wako Zyun’yaku Kogyo K. K. 

C. I. : Colour Index Number, 2nd. ed. (1957) 
x. Forbidden the use 1966. 

それぞれの色素についての係数を乗じ，ナトリウム塩

として次式のような一般式から純度を算出した．

一沈殿した色酸の量（g）×係数色素含量%－ ×100 
試料の採取量（g)

( 2) 三塩化チタン法1)2)

上記重量法を用いた色素以外の食用色素はすべてこ

の方法により純度の定量を行なった．すなわち，クエ

ン酸ナトリウムなどを緩衝剤として二酸化炭素気流中

で色素中のアゾ基， ニトロ基，キノン基は熱酸性溶液

では三塩化チタンにより還元されてアミン，ヒドロキ

ノンとなる．

T;Cla + HCl → T;Cl4 + H 

-N=Nー十 4H → 2NH2ー

-N02 十 6H → NH2ー＋ 2Ilz0 

一／一＂＂＇－= + 2H HOー〆一、－OH一＼＝＝／ →ヘ＝三／

すなわち色素中のアゾ基に対しては4分子，ニトロ

基に対しては6分子，キノン基に対しては 2分子の三

塩化チタンをそれぞれ要する．こうして色素は一定の

濃度の三塩化チタン溶液で定量的に還元される．

以上の公定法によって市販の食用色素の純度を定量

した結果を Table3に示す．これによると色素含量

百分率が食品添加物公定量に定められている基準に達

していないものが多く認められた．

1. 2 可視および紫外分光法

タール系食用色素の純度定量を島津製マルチパーパ

ス自記分光光度計 MPS50L型および島津製ボシュロ

ム回折格子型光電比色計スベクトノレニツフ20を用いて

紫外および可視領域における国立衛生試験所製の標準

色素の吸光度一一濃度の Beerの法則に従がう範囲内

の検量線を求め，これによって市販色素の純度を導き

出した．こうしてターノレ系食用色素18種類について検

討した．吸光度範囲は 0.05～1.0程度である．

( 1 ）可視分光法

水溶性の B-1,2; 0-1; R-2,3,4, 102, 103, 104, 

105, 106; Y-1,4, 5の標準色素および市販色素をそれ

ぞれ 50×10-3,25×10-3，………0.048×10-3%と順

次倍数希釈し， 350～750mμ で各色素における最大吸

収波長で、の吸光度を測定した．いれずも 0.02Nの酢

酸アンモニウム溶液を希釈液および基準液とした．ま
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Table 2 Constitutional Formula of" Dyes for Food 

府川∞仇

Mo~oazo dゲ4

0 州念 ~；，N会守コゑ 年荒川会

叫s;:;=Hす 叫〈〉ω 令，.. ~·~，~召陶

吋ぬい念♂

\40t~N.--0-向N久

的s-0-N=N－~p

(."(-4) 
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た油溶性ターノレ色素 R-5;Yー2,3;0ー2も同様にし

て測定したが，溶媒にはク ロロホノレムを使用した．こ

うして17種類の各色素について標準色素の検量線を得

た．そして市販色素の純度は次のようにして算出でき

る．

標準色素について Fig.1のようにまず吸光度一色

素濃度の関係を求める．つぎに市販溶液 C%の吸光度

がaであれば，横軸に平行な adと検量線の交点 eか

ら下した垂線の足が ciC%）を示すなら， この市販

色素の純度は次式で求められる．

Purity叫＝与×s(%) 
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Purity of Food Dyes on Market Table 3 
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Table 4.2 Calibration Line Equatios for Standards in Ultraviolet Regions 

D~~rk Regression Line Standard Lower Limit of 
Equation Deviation σ Estimation (ppm) 

R-2 A= 1179C 十 0.021 土0.0276 7.81 
R-3 A=  390C十 0.064 .0279 7.81 
R-4 A=  367C + 0. 008 .0170 7.81 

R-5* A=  809C 十 0.083 .0653 7.81 
R-102 A=  426C + 0.022 .0148 1. 95 
R-103 A=  425C + 0.024 . 0156 7.81 

R-104 A=  151C + 0.045 .0041 7.81 
R-105 A=  343 C + 0. 058 .0123 7.81 
R-106 A=  564C + 0.021 .0150 7.81 

0-1 A=  527C - 0.016 .0064 7.81 

Y-1 A=  522C + 0.107 .0249 7.81 
Y-2本 A=  398C + 0.046 .0060 7.81 
Y-3本 A=  389C + 0.015 .0067 7.81 

Y-4 A=  474C + 0.052 .0070 7.81 
Y-5 A =721C + 0.083 .0021 7.81 

B-1 A=  401C + 0.052 .0040 7.81 
B-2 A=  774C + 0.039 .0346 7.81 

Mean d土0.0171
＊ 0 1 % Chloroform Solution 
Others 0.1 % Aqueous Solution 

検量線の回帰方程式を最小二乗法によって算出した．

これを Table3に示す．これによって求めた市販色

素の純度を Table4に示した．これには公定法で定

量した市販色素の純度と，可視・紫外領域で用いた極

大波長も併記した．

可視分光法の純度検定値と公定法のそれはだいたい

一致し，検量線より算出する市販色素への影響は平均

約2%の精度である．このように可視分光法が公定法

よりも簡便迅速に純度検定が行なえる可能性を示して

いる．しかし，そのためには標準色素の標準化と入手

の容易さが必要であろう．

紫外分光法の場合，純度検定値は公定法と一致する

と見なされるのは約半数で，検量線の標準偏差は可視

分光法の約2倍である．そしてこれから算出される市

販色素の純度へは2～8%の精度に落ちてくる．この

原因としては，色素中の不純物となる比較的低分子量

Table 5 Purity of Commercial Dyes 

Standard Dye Estimated Purity Comm.三rcialDyes Wave Length of 

Mark Purity Official Spectrometry Max. Absorption 

E江ethod Visiblo Ultraviolet Visible Ui travolet 

R-2 99 % 74.43 % 73. 34 % 61. 52 % 522 m.μ 217 mμ 
R-3 95 90. 98 88.05 88.24 527 262 
R-4 99.9 96.27 97.87 98.16 502 306 

R-5 99.9 99.97 99.9 94.45 498 242 
R-102 94.5 71. 59 77.22 81. 83 509 247 
R-103 96 84.34 84.22 84.38 519 301 

R-104 95.5 86.65 84.07 93.96 542 305 
R-105 95 86.46 87.91 84.32 552 264 
R-106 97.5 78.73 77.81 567 260 

0-1 96.5 81. 06 77.52 91. 69 476 270 

Y-1 95 93.94 91. 58 82.64 428 224 
Y-2 99.9 90.13 90.02 90.81 436 348 
Y-3 99.9 97.31 97.86 88.63 438 350 

Y-4 99.5 78.64 77.84 91.67 428 258 
Y-5 99.9 73.72 78.86 82.43 483 235 

B-1 96.5 83.02 87.75 87.65 630 310 
B-2 99.9 81. 61 86.79 75.43 612 287 
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Table 6 Calibration Line Equations for Standard Dyes by Infrared 

Spectrometry and Purity of Commercial Dyes for Food 

Standard Dye Charact. Regression Line Standard Purity of Com.. Dye 
Mark Purity Wave No. Equation Deviation σiR. Method Official Method 

R-2 99 % 1995 cm.-1 A =0. 659C +O. 045 ±0.017 87. 50 % 74.43 % 
R-3 95 1094 A =0. 248 C + 0. 004 .005 82.39 90.98 
R-102 94.5 980 A=0.448C十0.022 .007 92.10 71. 57 

R-103 96 978 A=0.414C +0.021 .006 92.80 84.34 
R-104 95.5 978 A=l. 019C十0.077 .025 104 23 86.65 
R-105 95 961 A =1.166C +O. 067 .030 89.45 86.46 
R-106 97.5 1040 A=l. 955C十0.025 .039 84.80 

Y-4 99.5 755 A=l.037C +0.019 .014 86.38 78.64 
Y-5 99.9 990 A=O. 715C十0.058 . 005 80.50 73. 72 

B-1 96.5 913 A =1. 279 C +O. 039 .019 91. 60 83.02 
B-2 99.9 1157 A=2.126C +O. 063 . 039 69.39 81. 61 

Mean (j 0.019 

Table 7 Characteristic Wave Numbers of Dyes 

Dyes 

Marl・ζ Wave Numbers cm.-1 Functicnal Groups 
Monoazos 

R-2 1045 s 1025 ］＼江 995 w -SOaNa, -OH 
R-102 1050 s 980 M 900 w -SOsNa, -OH 
Y-4 1040 s 1008 M 755 1江 -SOaNa, -COONa, -OH 
Y-5 1040 s 990 M 903 w -SOaNa, -OH 

Triphenylm.ethane 

B-1 1340 s 1170 s 1077 s -SOaNa, -SOa-N=, -C2Hs 
1037 s 913 s 745 M 

Xanthenes 

R-3 1094 w 961 M 

－~~~＇~；； ゐ ←－~~LI R-103 1187 w 1128 w 978 M -Br, C= 
R-104 978 M 895 w -Br，ーI, C= 
R-105 961 s 850 w Cl，。 -I, C= 
R-106 2%5 w 1070 s 1040 s , -S a-N= 

Indigoid 

B-2 1190 s 1157 s 1103 s -SOsNa, -C=O，ーC=C
1028 s 822 M 728 M 

S Strong M: Middle W: Weak 

Table 8 Estimated Purity of Food Dyes on Market 

Purity Estim.atod Methods 
Mark Official Visible UV 

R-2 74.43 % 73. 34 % 61. 52 % 
R-3 90.98 88.05 88.24 
R-4 96.27 97.87 98.16 

R-5 99.97 99.90 94.45 
R-102 71. 59 77.22 81.83 
R-103 84.34 84.22 84.38 

R-104 86.65 84.07 93.96 
R-105 86.46 87.19 84.32 
R-106 78. 73 77.81 

0-1 81. 06 77.52 91. 69 

Y-1 93.94 91. 58 82.64 
Y-2 90.13 90.02 90.81 
Y-3 97.31 97.86 88.63 

Y-4 78.64 77.84 91. 67 
Y-5 73. 72 78.86 82.43 

B-1 83.02 87. 75 87.65 
B-2 81. 61 86. 79 75.43 

IR 

87. 50 % 
82.39 

92. 10 
99.05 

104.23 
96.86 
84.80 

86.36 
80. 50 

96.8 
64.39 

Wave Length of Max. Absorption 
Visible UV IR 

522 mμ 217 mμ 995 cm-1 
527 262 1094 
502 306 

498 242 
509 247 980 
519 301 978 

542 305 978 
552 264 961 
567 260 1040 

476 270 

428 224 
436 348 
438 350 

428 258 755 
483 235 990 

630 310 913 
612 287 1157 



の物質が紫外領域で妨害となることが考えられる．例

えば赤色104号は公定法による純度は86.65%なのに紫

外分光法では 93.96 %を示している．これは副生物や

原料の影響で， 2. 3, 4ートリ クロノレー5,7ージプロ

ムー 6ーヒドロキシキサンテン－1ーカノレポン酸が251

rnμ と 368mμ に極大吸収を示し，また原料のテ トラ

クロノレフノレオレセイ ンやフノレオレセイ ン等がケイ光性

を示すことによると考えられる．さらに黄色 3号は分

解物に 1ーナフトーノレが生じ 350mμ の極大吸収が低

波長側へずれてくると見られる．溶媒の影響が出たと

思われるのは赤色5号である．これは検量線の標準偏

差が可視法に比べて特に高い．それは測定波長の 242

rnμ ではク ロロホノレムの紫外分光的透明限界がやや重

畳しているものと考えられる．また可視分光法の定量

可能濃度範囲は 1.5×10-3～0.048×10-3%であるの

に反し紫外法では o.78×10-3～0.18×10-3%と狭い．

このように紫外分光法による純度定量には種々の困難

がみられる．

1・3 赤外分光法

上述の可視・紫外分光法と同様な観点から，法定の

タール系食用色素の純度定量を赤外吸収法を用いて，

標準色素の吸光度一濃度検量線を作成し，これによっ

て市販の色素の純度を定量した．ここにその実験の一

部を報告する．

(1) 実験および操作

測定機器：目立製 EPI-G2形回折格子型

赤外分光光度計

使用試薬：E.M~rck 社製臭化カリウム

測定条件： 20℃（± 1 deg），湿度 70% 

臭化カリ ウム錠剤法により色素の定量を試みた．臭

化カリウム 1592m宮試料色素 8m.gをとり重量百分率

0.5%になる よう精秤した．これをメノウ乳鉢にとり

均等にかつ微粉末になるよ うょくすり混ぜた．これよ

り 230m.gをと り錠剤成型器に入れ 170～180kg/cm2

の圧力を加えて錠剤とした．残りの混合物はさらに臭

化カリ ウムを加え 0.4%の錠剤を同じ操作により作っ

た．こ うして順次 o.3%, o. 2%, o. 1%, 0. 05%のも

のを作った．これを試料用セルに用いる ．補償用セノレ

には 170kg/cm2でつくった 230mg の臭化カリウム

だけの錠剤を用いた．記録速度は 4000cm.-1から 400

cm-1まで約 20分で通過せしめる．

標準試料の赤外線吸収スベクトノレから得られたデー

タからつぎの方法で検量線を作った．まず色素の赤外

線領域における，特に 1300cm.-1あたりから 650cm-1

の俗にいう指紋領域における特性波数の吸収率と色素

の重量百分率による濃度とが， Lambert-Beerの法

則に従うことをグラフにより確めた後，これを最小二
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乗法によって回帰方程式を得た．上記法則によると

A=log(Io/I) =k1ct=bc （ただし kit=k2)

A：吸光度 ki, k2：吸収係数

C：濃度 t ：試料の厚さ

上式において Ioの取り方はし、ろいろな方法がある

が久法定ターノレ系色用色素が 1900～1700cm-1の波

長域において吸収が大変小さい4).5）ことから，この域

での最大透過率を Ioとした．他にベース・ライ ン法

による Io決定もあるが，これにはその引き方に多様

性があるので採用しなかった．

こうして得られたデータの一部をそれぞれ Table5 

と6に示す．また市販色素の純度の算出は可視法のそ

れと同様に処理して得た，

( 2）考察

赤外分光法で得られた市販色素の純度が公定法のそ

れとかなりの差があり，紫外分光法より著しい．標準

色素の検量線の標準偏差は紫外法よりやや高く 0.019

で，市販色素への算出純度値の精度は4～9.5%とな

ってくる．

一般的に吸光法において通用するものだが，赤外吸

収による定量法においても精度が最もよく，妨害因子

による影響を受け難い透過率は 37%付近であるが，

同じ厚さの錠剤を得るために同じ質量で同じ圧力下で

作ったため高濃度と低濃度の試料では，精度の面でか

なりの差が生じたと考えられる，このとき吸光度の定

量への測定範囲は 0.2～0.8とした．

つぎに Ioの取り方にかなり問題があるようである．

したがって十分検討のうえベース ・ライ ン法も検討し

てみたいと考えている．

Lambert-Beerの法則は媒質内の溶質の分子数と

光との吸収関係を論じたものであるから， 濃度はそノレ

濃度で行なうべきであったが，低濃度域ではほとんど

差がないと考え重量百分率で行なったが，これも十分

考慮して行きたL、と思う ．

市販色素の純度定量値の精度において，紫外分光法

よりも赤外分光法の方が悪い原因については，さきに

紫外法でも指摘したような不純物の混在が考えられ

る．例えば赤色 104号の赤外法による純度は104.23% 

と公定法の 84.43%に比して異常に高い．これは副生

物の2,3,4ートリクロノレ－5,7ージブロム－6－ヒドロ キシキ

サンテンが lOOOcm.-1に中間の吸収を有し，測定波数

の 978crn.-1に影響を与えたものと見られる．また青

色 2号は公定法では 81.61%を示すのに，赤外法では

69. 39% である．これは比較的分解しやすし測定波

数で吸収の少い物質へ転化したものと考えられる ．

以上のように赤外分光法による純度検定は必ずしも

満足できなかったが Table6に示すような各種官能
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基の関与する種々の特性波数について十分検討ーしてい

るが，さらに溶液法等も加味して実験を続けてしる ．

2.総括

Table 7に公定法と分光法とで得た市販タール系食

用色素の純度定量値をあげる．これによると分光法に

よる迅速純度検定法として可視分光法はだいたい満足

すべき結果を示している．しかし紫外および赤外分光

法では原料，副生物，分解物などの不純物の影響がめ

だつようである．われわれはこんごこの実験を基にし

て，当然多成分系の色素混合物や抽出色素の分離定量

をペーパーおよび薄層クロマトグラフィーの手法と組

み合わせて行ないたい．さらに赤外分光法について錠

剤法より溶液法が精度が高い可能性が考えられるの

で， Amberlite LA-2などを用いて検討するととも

に， ATR法による薄層ク ロマトグラフィ一一赤外法

もこんごの問題である．また特性波数と官能基との関

係も十分に吟味してみたい．

この内容は東京において昭和45年4月6日，日本化

学会第23年会で発表したものである．
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電位差滴定法によるジオキサン中の

イソシアン酸の定量

中 尾 允

＜昭和45年7月6日受理＞

Potentiometric Determination of Isocyanic Acid in Dioxane 

It has been found that isocyanic acid react with aniline to form only 

phenylurea in dioxane. 

A method has been developed for determining by reaction with excess 

aniline and potentiometric titration of excess aniline in nonaqueous solvents. 

Makoto Nakao 

1.緒 日

シアン酸は液体状態ではイミノ形 HNCO（イソシ

アン酸）で存在しているが1），水溶液中では HOCN

（シアン酸）で存在していることが知られているの．

水溶液中のシアン酸の定量は吸光光度法で行なわれて

いる．たとえば， Martinめは硫酸銅 ・ピリ ジン溶液

を加えてジジアナトビスピリジン銅の錯塩を形成，抽

出し吸光光度法で定量している．まずこ， Shawら’1）は

シアン酸の加水分解によって生成するアンモニウムイ

オンをネスラー試薬で発色させ，吸光光度法で定量し

ている．

他方，有機溶媒，たとえばエーテノレ，ベンゼン， ト

ノレエン，クロ ロホノレム中ではイソシアン酸の形で存在

することが知られているが1・2〕，有機溶媒中のイソシ

アン酸の定量を行なった報告はみあたらない．

イソシアナートの定量はイソシアナートとアミンの

反応を利用して，未反応のアミンを逆滴定することに

よって行なわれている．

RN=C=O十R'NH2→RNH-CO-NHR'

たとえば，Staggめはアセ トンを溶媒とし，ピベ リジ

ンを用いてヘキサメチレンジイソシアナートの定量を

行なっている．また， Siggiaら6）は，さらに種々のイ

ソシアナート について，ジオキサンを溶媒とし，種々

のアミンを用いて定量法を検討した結果， nーブ、チノレ

アミンが最もよいことを報告している

そこで，著者はイソ シアナートの定量法を応用し

て，ジオキサン中のイソシアン酸の定量を試みた．

イソシアン酸は，イソシアナートと 異なり，三量体化

（シアヌノレ酸およびシアメライドの生成）などの副反

応が起こりやすいので， はじめにイソシアン酸とアミ

ンの反応を検討した．その結果，ジオキサン中ではイ

ソシアン酸はアニリンと定量的に反応してフェニノレ尿

素を生成し，副反応は起こらないことを確認した．こ

の報告は，イソシアン酸と アニリ ンの反応を用いるイ

ソシアン酸の定量法について検討したものである．

2.試薬および測定装置

2・1 試薬

試薬は市販の特級品をそのまま使用した．ジオキサ

ン，アセトニトリ ノレ，アニリンは目的によって精製し

たものを使用した．

ジオキサン：標準液の溶媒は特級品を常法7〕により

精製した．他の場合は金属ナトリウムで、脱水後精留し

たものを使用した

アセトニトリノレ：五酸化リンを加えて数回精留した

ものを使用した．

アニリン：使用直前に減圧蒸留したものを使用し

7こ．

過塩素酸標準液は次のよ・うにして調製しため．

0.1 N過塩素酸標準液（氷酢酸溶媒） ：70% 過塩素

酸 8.5mlを氷酢酸 800ml中に 30℃以下に保ちつつ

徐々に加え，つぎに無水酢酸 20mlを加えた後氷酢酸

を加えて llとし， 2日間放置後使用した．

0.1 N過塩素酸標準液（ジオキサン溶媒） : 70%過

塩素酸 8.5mlを脱水精製 したジオキサン 800ml中

に氷水で冷しながら徐々に加え，ジオキサンを加えて

llとし，2日間放置後使用した．
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過塩素酸標準液の標定はクリスタノレパイオレツ ト

（氷酢酸溶媒） を指示薬とし，フタノレ酸水素カリウム

を標準物質として行なった．

ビウレ ツト反応試薬： 3%硫酸銅水溶液 25mlと10

%水酸化ナトリウム水溶液 llを混合するの．

2・2 測定装置

赤外分光光度計：目立 EPI-G型

pHメーター： 東亜電波 HM-5A型

指示電極：東亜電波 HG-2005型ガラス電極

8 

20 

図 1参照電極

参照、電極：東亜電波

HCー205型飽和甘コウ電極

（ファイノミータイプ）

参照電極に飽和甘コウ電極を

使用しているので，液間電位差

を一定に保つために，図 1に示

した外筒管を使用した．外筒管

はゴムせんで甘コウ電極に装着

され，甘コウ電極は No.4のガ

ラス多孔板を通して滴定溶液に

通じている．外筒管内には，滴

定溶媒がジオキサン ・氷酢酸混

合溶媒の場合は氷酢酸を，ジオ

キサン・アセトニトリ ノレ混合溶

媒の場合にはアセトニトリ ノレを

入れた．この外筒管を用いるこ

とによって， pH メーターの指

針は安定した．

3.実験方法

3・1 イソシアン酸溶液の調製

イソシアン酸はシアヌノレ酸から熱分解によ って合成

した．シアヌノレ酸は塩化、ンアヌノレより合成し11），水か

ら再結晶した.100～110℃で5時間乾燥後シリカゲ

ノレ入リデシケーターに保存したものを使用した．熱分

解は，シアヌノレ酸 lOgをパイレヅクス製反応管の中央

部に入れ，フラスコの中には 40mlのジオキサンを入

れた．反応管の一端から弘文硫酸で乾燥した窒素の気流

を約 3秒に 1泡の速さで通し， 電気炉を用いて 400～

450℃で行なった．イソシアソ酸溶液は不溶のシアヌ

ノレ酸をガラスフイノレタ ーで口過して使用した．

3.2 イソシアン酸とアミンの反応

四つ口フラスコにアミン 0.35molとジオキサン 100

mlを住込み， 20～25℃でかきまぜながら 3・1で調製

したイソシアン酸溶液（0.11～0.16mol）を約2秒に

1滴の速さで滴下した.1夜放置後不溶性生成物を口

別し， ジオキサン30mlで洗浄，乾燥後 KBr錠剤法

で IRスベクトノレを測定した．なお，反応に使用した

アミンは脂肪族第1級アミンとしてn－ブ、チノレアミン，

脂肪族第2級アミンとしてジ－nーブチノレアミン，複素

環状ア ミンとしてピベリジン，芳香族ア ミンとしてア

ニリ ンの 4種類、である ．

3・3 イソシアン酸の定量法

lOOmlの共せん三角フラスコにアニリ ンの 0.4M

ジオキサン溶液 lOmlを入れ，かきまぜながら約 0.1 

mmolのイソシアン酸を加え，ただちに密せんし， 10

分間かきまぜた後室温で所定の時開放置した．つぎ

に，反応、液を lOOmlのビーカーに移し， 40mlの滴定

溶媒を加え， O.lN過塩素酸標準液で未反応のアニリ

ンを電位差滴定法によって滴定した．また，0.4Mア

ニリ ン・ジオキサ γ溶液 lOmlについても同様に空試

験を行なった．

4. 結果および考察

4・1 イソシアン酸の三量体化

0 

HN=C=O十長＞ NH->NH2－~－ N ＜~＇ 
〔工〕

0 
｜｜ 

c 
／＼  

HN NH 
3 HN=C=O－ ー 今 ｜ ！ 

c c 
〆＼日／＼

0 ~· 0 
H 

〔K)

NH 
II 
c 

／＼  。。
または I I 

c c 
〆＼／＼

HN 0 NH 

〔E〕

イソシアン酸の三量体であるシアヌル酸 〔E〕およ

びシアメライド 〔E〕はともに有機溶媒に不溶である．

したがって，ジオキサン中でのイソシアン酸とアミン

表 1 イソシアン酸の三量体

アミン 三量体

n －ブチノレアミン シアヌノレ酸，シアメライド

ジ－nーブチノレアミン シアメライド

ピベ リジン シアメライド

アニリン な し



の反応における三量体化副反応の有無を確認するのに

不溶性反応生成物の IRスベクトノレ（KBr錠剤法）を

測定した．その結果を表1に示す．なお，不溶性反応

生成物は少量のNー置換尿素と三量体の混合物であり，

ピベリジンの場合はピベリジノレ尿素を含んで、いなかっ

た．また，シアヌノレ酸の検出には765cm-1(C=O面外

変角振動），1050cm-1（面内環伸縮振動）の吸収を，シ

アメライド‘の検出には1200cm-1, 2320cm -1の吸収を

主として用いた12〕．

nーブチノレアミンの場合だけシアヌル酸が検出され

た．これは脂肪族第1級アミンの立体障害が小さいた

めと考えられるが明らかでない．また，アニリン以外

ではいずれもシアメライドが生成した．このことは次

の実験事実 より理解される．すなわち，脂肪族アミ
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γ，ピベリジンはアニリ γより塩基性が強いためか，

イソシアン酸溶液をアミン溶液に滴下すると白色ガス

の発生が認められるが，アニリン溶液ではガスは発生

しなかった．なお，このガスはイソシアン酸のガスと

推定され，このガス状のイソシアン酸が三量体化しシ

アメライドを生成したと考えられるの．以上の結果，

nープチルアミン，ジ－n－ブチノレア ミン，およびピベ

リジンはイソシアン酸の定量に使用できないことがわ

かった．

4・2 イソシアン酸とアニリンの反応

イソシアソ酸とアニリンの反応においては，イソシ

アン酸の三量体化は認められなかった．しかし， (1)

式によるフェニノレ尿素〔町〕の生成のほかに副反応と

(1) HN=C=O十CsH5NH2~二三CsH5NHCONH2

〔W〕

(2) CsH5NHCONHζ＝コCsH5N=C=O+ NHa 

(3) CsH5N=C=O+CsH5NH2~二三 CsHoNHCONHCsH5

〔V〕

(4) HN=C=O十CsH5NHCONH2"
ヨCsH5NHCONHCONl王2

(5) NH2CON=C=O+CsHoNH2 ／〔W〕

〔四〕

して（2)' (3）式によるジフェニノレ尿素〔Y〕の生成

と（4）式または（5）式によるフェニノレビウレツト〔百〕

の生成が考えられる．しかしながら（1)' (2）式の反

応において，常温付近では平衡は著しく フェニノレ尿素

の側にあり，解離は加熱によってはじめて誘起される

13）.したがって，室温においては (1）式における逆反

応と（2), (3）式によるジフェニノレ尿素の生成反応は

起こらないと考えられる．このことは，イソシアナー

トの定量における反応からも推定される．

つぎに，フェニノレピウレツトの生成について検討す

る．反応にはフェニノレ尿素より反応性の大きいアニリ

ンを過剰に用いた（mol比約1:3）ので（4）式の反

応は起こりにくいと考えられる．また， Davisら 1•） は

(5）式によってシアン酸の二量体ジシアン酸〔百〕が

アニリンと反応してフェニノレピウレツトが生成し，さ

らにジシアン酸はピウレツト反応に陽性であると報告

している．しかし， 3・1で調製したイソシアン酸溶

液はピウレツト反応に陰性であった．したがって，イ

ソシアン酸のジオキサン溶媒中にはジシアン酸は存在

しておらず（5）式の反応は起こらないと推定される．

ここに用いたピウレツト反応試薬は，彼らの用いたシ

アン酸水溶液には陽性で、淡赤色を呈した．また，シア

ン酸水溶液にジオキサンを加えても同様であった．一

方，ジオキサンで洗浄， 減圧乾燥した反応生成物の融

点は 147.0～148. 0℃（文献値15〕147℃）であり，さ ら

に別法的で合成したフェニノレ尿素と IRスベクトノレ

(KBr錠剤法）が完全に一致し，反応生成物中には

ジオキサンに不溶なフェニノレピウレヅトの存在は認め

られなかった．さらにまた，反応液は，ジオキサンを

減圧蒸留で除去し， Davisら叫の方法で、処理したがフ

ェニノレピウレツトは認められなかった．したがって，

(4）および（5）式によるフェニノレピウレツトの生成反

応は起こらない．以主の結果，イソシアン酸の定量に

(1）式が使える．すなわち，過剰のアニリンを用いて

反応し，未反応のアニリンを逆滴定すればよい．

4・3 イソシアン酸の定量

4・3・1 標準液溶媒の検討

0.1 N過塩素酸標準液の溶媒が滴定曲線におよぼす

影響を図 2に示した．フェニノレ尿素の影響を考慮して

も，曲線Bの電位差飛躍は曲線Aよりわずかに大き

い．これはほかの原因によるものと考えられるが，滴

定精度にはほとんど影響はない．しかし，標準液の調

製，安定性の点から標準液溶媒としては氷酢酸がすぐ

れている．

4・3・2 滴定液溶媒の検討

ジオキサン（e:=2.21）と氷酢酸（e:=6.2）の混合

溶媒では．非プロトン溶媒であるジオキサンの濃度が
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高いほど当量点付近の電位差飛躍が大きくなり滴定精

度はよくなる．しかし，ジオキサンの濃度の増大とと

もに誘電率が低くなり測定が困難になったので、60%溶

mVI A 

自）（）

500 

400 

制
．L
2
同

“）（） 

400 

10 ml 

0.lN HCI04 

図 2 アニリンの滴定曲線

A B 
標準液：ジオキサン 氷 酢 酸
フェニノレ尿素： 109.lmg 105. 6mg 
0.4Mアニリン溶液： 2ml 
滴定溶媒：ジオキサン28ml＋氷酢酸20ml

mV 

600 

500 

制
民

活

凶

-200 
4 6 8 

O.lN HCI04 （ジ才キサン〉

10 ml 

図 3 アユリンの滴定曲線

フェニル尿素： 106.8mg 
0.4Mアニリン溶液： 2ml
滴定溶媒：ジオキサン8ml＊＋アセトニトリノレ

40ml 
ヰ イソシアン酸の定量には 0.4Mアニリン・ジオキ

サン溶液 lOmlを反応に用いる．

液を使用した（図 2）.また，滴定溶媒中の非プロトン

溶媒の濃度を高くし，かつ誘電率を大きくし滴定精

度をよくするために滴定溶媒にアセトニトリノレ（e=

37.5）を用いた．その滴定曲線を図 3に示す．しか

し，図 3の滴定曲線は図 2の滴定曲線Aより当量点付

近の電位差飛躍は小さい．これはアセトニトリル中で、

フェニノレ尿素の塩基性が増大しフェニノレ尿素の影響が

滴定曲線に強くあらわれたと考えられる．したがっ

て，イソシアン酸の定量にはジオキサン・氷酢酸混合

溶媒がすぐれている．

4・3・3 生成フェニル尿素の影響

図4からわかるように，フェニノレ尿素は当量点付近

の電位差飛躍を小さくし滴定精度を悪くする ．これは

フェニノレ尿素が弱塩基性を示すことから推定される．

したがって，イソシアン酸の定量は微量分析法で行な

う必要がある．

mV 

／／ー A

B 

c 
6()(} L I l,Jlll""..－”F D 

品 500

::E 
同

400 

300 

200 
0 2 4 6 8 10 ml 

O.lN HCI04 （氷酢自主）

図 4 フェニノレ尿素の影響

0.4Mアニリン溶液： 2ml
フι ニノレ尿素： A Omg, B 105. 6mg 

C 195. 6mg, D 287. 7mg 
溶媒：ジオキサン 28ml＋氷酢酸 20ml

4・3・4 放置時間の検討

表 2に反応液の放置時間と分析値の関係を示した．

イソシアン酸の定量はイソシアン酸溶液 0.5mlと0.4

M アニリン溶液 lOmlを用いて行なった．なお，室

表 2 放置時間

放置時間 0.1NHC104（氷酢酸）

(hr) (mZ)F=O. 9674 

イソシアン酸

(m mol/ml) 

1 31.86 1. 794 

2 31. 74 1.817 

3 31. 76 1. 813 

4 31. 75 1. 815 

空試験 40.85 



温は24°Cであった．また，その滴定曲線を図5に示し

た．表2より放置時間は 2時間でよいことがわかる．

rnV 

邸）（）

m
 

．
何
．

E
．同

400 
30 32 33 ml 31 

0.lN HC'l04 （氷酢陵）

図 5 未反応アニリンの滴定曲線

5. 京会 括

(1) ジオキサン中のイソシアン酸は過剰のアニリ

ンと反応させ，未反応のアニリンを逆滴定することに

よって定量できる．

(2) O. lN過塩素酸標準液の溶媒には氷酢酸，ジ

オキサンのいずれも使用できるが，電導性などの点か

らみて氷酢酸がすぐれている．

(3) 滴定溶媒としては60%ジオキサン・氷酢酸溶

液がすぐれている．

(4) 生成フェニル尿素は滴定精度を低下させるか

ら，イソシアン酸の定量は微量分析法で行なう必要が

ある．

(5) イソシアン酸とアニリン反応液の放置時間は

室温において 2時間で十分である．

なお，クリスタノレバイオレツト氷酢酸溶液を指示薬

に用いて指示薬法による滴定も検討したが十分な結果

は得られなかった．今後指示薬法の検討と他の有機溶

媒中の定量を検討するつもりである．

終わりに，本研究にあたり，ご指導いただいた工業

技術院九州工業技術試験所主任研究員有田静児博士に

深く感謝します．また，文献調査にご協力いただいた

三井高圧化学大牟田工業所資料・室の方々と実験に協力

された本校卒業研究生の富山正（現在昭和電工勤務），

原秀章両君に謝意、を表します．
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死 の収数

「蛾の死」と「城の崎にて」

松 尾 保 男

く昭和45年7月6日受理＞

A Convergence of Death 

'The Death of the Moth' and At Kinosaki 

Virginia Woolf wrote not only novels in terms of what is called the stream 
of consciousness, but many essays, in which we can look into her own personal 
attitude toward life and death, while Naoya Shiga is a typical Japanese novelist 
who deals with his own life as the subject matter. 

In her ‘The DeJ.th of the Moth' and his At Kino.Qαlei, however, we can find, 
though in a moment, a convergence of death in their attitudes toward death, 
and how it takes place is what we are to see. 

Yasuo Mats120 

I 

「英国の小説家たちが用心しないと，時間の息子た

ちをみな運び去ってしまうあの流れにただよっている

姿ではなく，全部が円形の部屋で，一堂に会して一一

大英博物館のような部屋に集まり，同時に小説を書い

ている姿を心に描いてみることにします．」ヴァージニ

ア・ウノレフのいわゆるブルームスベリ－・・グループの

一人， E.M. フォースターの「小説の諸相」中の有

名なくだりであるのはいうまでもない．時間という

「あの流れ」に流されているのでなく，皆同時的に同

室で執筆しているのを肩越しに見ているものと要求し

ている．小説家達の「悲しみもよろこびも彼等の手に

しているベンを通して注がれる」のであり，「創造とい

う行為によって互いに似たものになっている」と小説

家フォースターは主張し，遠く時代を異にするこ人を

一組として数組くみあわせ，彼の主張の正当性を実証

しようとしている．

この小論では，彼にならって，でも，時間ではなく，

国境を越えて，ウノレフの随筆（essay）「蛾の死」（The

Death of the Moth）と志賀直哉の短篇小説 「城の崎

にて」とを比較検討してみたい．いずれも動物の死を

めぐって，作者の生存意識が傾斜し，読者に生と死の

根元に思い至させるものであるが，如何にして東西の

異なる文化的精神風土から重複した死のイメ ージが生

じてくるのであろ うか．生きと し生けるものすべてが

死に至るのは論をまたない．したがって，死に直面し

て，他者の死にいだく共感も，純粋観照のもとでは，

自ずから一つの方向を指すのではあるまいか．似て非

なる二人の小説作法から，洋の東西を越えて，生のた

どる死への収教の過程を探しあてたし、と思う．

II 

直哉の「城の崎にて」は，今日，わが国の短篇小説

の典型として，もっぱら教科書で読まれており，いま

さらとりあげるのも面映いのであるが，復習のつもり

でひもとくことにする．

直哉の代表作「暗夜行路」は「今日の若い世代にも

っとも貫く讃まれる長篇のひとつとして，大正期の小

説には例外といってもよい，激石の作品に匹敵する一

般性を得てゐるだけでなく，さらに大切なことには文

学の現肢を打破しようとする新しい野心に燃える作家

にも，なお小説の理想型と映って」いる（中村光夫「志

賀直哉論」）と書かれたのは戦後も十年近くたってか

らであるのは注目にあたし、することである．明治以来

のわが国の文学は，大ざっばにいえば，西洋文学の影響

のもとで自然主義文学において初めて独自の道を歩き

はじめたので、あるが，新しい文学への 「野心に燃える

作家にも，なお小説の理想、型」とされるようになるに

は白樺派の出現を待たなければならない．本多秋吾の

「『白樺』派の文学」によれば，「彼等は，ほかの何も

ののためで、もなく，純粋に芸術のために芸術に仕え，

芸術をほとんど宗教にまで、高めた芸術至上主義者で、あ

った．同時にまた彼等は，衣食のために文を売るので
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もなく，戯れに文を1綴るのでもなく，自我の最大限の充

実を求めて文学に従事したとし、う意味で、人生至上主義

の文学者でもあった．彼等はおそらく日本で最初の全

人的な意味で－の芸術至上主義者で、あった．」明治に入っ

て自然科学が導入され，自然科学的方法が文学の世界

にもとり あげられるようになった．現実をただあるが

ままに写しとり，理想化をさけ，人悶の醜悪さを忠実

に描きだすのを客観的リアリズムと考えたので、ある．

白樺派にしても自然主義と同じ幹から出た枝で‘あっ

たのは否めない事実であろうが，自然主義リアリズム

は「自我の最太限の充実を求」めるには 「全人的」要

求を満たし得るはずがなかった．

小説の形をとり，作者が主人公になり，自己の生活

体験を述べ，そこで、得た心境を求心的に描写してゆけ

ば，その体験の表現から実生活に破綻をまねくのはさ

けがたいことである．したがって，私小説作家には，

彼の手法のアンチテーゼとして虚構 (fictio:i.）がオ

ブセッションとしてつきまとっているのではあるまい

か． 実生活と「自我の最大限の充実を求めて文学に従

事」することが相容れない場合にはこれが顕著になっ

ている．「自分は此五六年間父との不和を材料とした長

篇を何遍計萱したか知れない．然し毎時それは失敗に

終った．自分の根気の薄い事も一つの原因で、あったに

しろ，叉それで父に私怨をはらすような事はしたくな

いというこだわる気も一つだったにしろ，それよりも
さく J、う

其作物の発表が生む賀際の悲劇を考へると ，自分の

気分は必ず薄暗くなって行った．（中略）自分はその悲

劇を出来るだけ避けたい要求から長篇に次のようなコ

ムポジションをしたことがあった．」（「和解」）すなわ

ちフィクションで‘ある．今度読み返して発見したこと

だが，彼は少し長い作品になると，あるところまで進む

と，あたかも「私」ないしはその親近者の心情を吐露

するのに耐えきれなし、かのように，自分のとっている

手法の不備を反省しているようである．そして「放射

的な創作と云う仕事をしようというのが最初から間違

った事だ」と述懐する．（「和解」）再び中村光夫のこと

ばをかりれば，「美と倫理との一致が，彼の葱術のきび

しい理想であり，同時に自然に生きる姿であったのは

さきに述べた通りですが，この二つが一旦背離の危機

に見舞はれれば，美は倫理に，霊芸術は生活に仕へるべ

きものと彼の眼に映るのであり，警芸術のために生活を

犠牲にすることは彼にとっては，主主術の立場から見て

も無意味な4愚行なのです．」（「志賀直哉諭」）

彼の作品に息づいている迫真性はここに由来してい

るにちがし、ない．芸術至上主義者が「全人的」である

ためには，芸術のために生活を犠牲にで、きるはずがな

く，自然主義リアリズム以外に解決を求めなければな

らなかった．このようにして，私小説「時仕謙作」で，

そのテーマ「永年の父との不和」という「私情を超越

することの困難」から挫折し，その後の父子の和解

とも相まって，「コムポジション」という手を加えたの

が「暗夜行路」であるのはいうまでもない．（「続創作

余談」）

わきみちにそれたが，彼の文学の特性をいちべつし

たうえで「城の崎にて」にはいろうと思ったからであ

る．というのも，長篇が不得手の彼は「暗夜行路」の執

筆に際しても 「本統に手古摺」ったといっており ，「或

る時はーっそ短篇で幾つも書き，それらを纏めて一つ

の長篇となるものとしょうかと思った事ーもある」（「続

創作余談」）ほどであり，その意味では「短篇で幾つ

も書き，それを纏めて」出来あがったのが，後でみる

ウノレフの世界とは対眠点にある直哉の世界といえるか

らである．

「『城の崎にて』これも事質ありのままの小説である．

鼠の死，蜂の死，ゐもりの死，皆その時数日間に質際目

撃した事だった．そしてそれらから受けた感じは素直

に且つ正直にかけたつもりである．所謂心境小説とい

ふものでも静、裕から生れた心境で、はなかった．」（「創作

余談」）もっとも，「小説である」とはいえ「私では創

作と随筆との境界が陵昧だ．」（「続創作余談」）とあ

り，随筆に近い作品になっている．尾道より帰京後作

者は 「山の手線の電車に跳飛ばされて怪我をした．そ
めとつうじゃう たじま きの芦き

の後ー養生に一人で、但島の城崎温泉へ出かけた．」大正

二年（1913）十月のことである．「堪しい怪我」であ

ったのに 「宰に一生を得た」 交通事故であったという．

（「創作余談」）．

「城の崎にて」では，生は死を通して浦、過，蒸溜さ
はっきり

れたような姿を呈している．「頭は未だ何だか明瞭し

ない．物忘れが烈しくなった．然し気分は近年になく

静まって，落ちついたし、し、気持がしてゐた．」そして

「散歩する所は…し、ぃ所があった」城の崎で，この湯治

客の心に宿る「何かしら死に劃する親しみ」が行く先

々でその影を落すことになる．「物が総て青白く，空気

の肌ざわりも冷々として，物静かさが却って何となく

自分をそわそわとさせた．」静寂の支配する世界であ

る．自然、のかなでる音は 「細長い羽根を両方へしっか

りと張ってぶーんと飛びたつ」虎斑の蜂たちの音だけ

であった．（他は，川の中の鼠に投げる石の音と見物人

の笑い声，驚いて逃げる家鴨の鳴き戸，及び蝶幌、に当

った 「こツ」という石の音のみ）「三週間ゐて」読者の

耳にとどく物音はこれだけである．

「私」は「足を腹の下にぴったりとつけ，触角はだ

らしなく顔へたれ下ってゐ」る蜂の死骸を見ると，「そ

れが又如何にも死んだものといふ感じを与へ」られ，



しかも三日程そのままになっていたので「如何にも静

かな感じを与へ」られると，「淋しかった」「私」の心

の中の「死に劃する親しみ」と蜂の死とが同一次元で

行なう自然の交感の表白がみられる．

現身の奥底まで覗いてしまった散歩者は「冷々とし
古んけ，E、

た夕方，淋しい秩の山峡を小さい清い流れについて行

く時考へる事は矢張り沈んだ事が多かった．」情、流の小

さい淵には 「山女が沢山集って」泳いでいても，彼の

眼光はさらに透徹して生の本然、の姿まで達する．すな

わち，「そして尚よく見ると，足に毛の生えた大きなJll
だっ

蟹が石のように凝然として居るのを見つける事が」あ

ったとし、う．

生の本然、の姿といったが，それは彼が死の意識をと

おして根抵から発見した生命の姿で、あった．「石のよう
つだ

に凝然としている」「大きなJll蟹は」，いわば，死の化

身 (incarnation）であり，死の象徴であった．それ
ぢ勺

故に「石のように凝然として居る」のである．

蜂，鼠，蝶螺の死とし、う三者三様の死であるが，生

死は，明暗というよりむしろ動静で表わされている ．

しかも動は静に至る動にしかすぎない．かくて三者三

態の死であっても，さほど差のない至近の境にあった

のだ．城の崎の自然、を鏡とし，その前を散策した彼は，

「自分の心には，何かしら死に劃する親しみが起って

ゐた．」のである．初めの蜂に出会う前に，心身両面

ですでに死と出会い，親しみを感じていた．その時ま

でを序詞とすれば，序詞ですでに主題は提示されてい

る．「淋しい考へだった」が，「然しそれには静かなよ

い気持」を伴なっていて，浮かんでくる想し、は「一つ

間違へば，今頃は青山の土の下に仰向けになって寝て

いる所だった」となり，「青い冷たい堅い顔をして，顔

の傷も背中の傷も其憧で．祖父や母の死骸が傍にあ

る．それももうお互に何の交渉もなく」とし、う姿であ

った．かくして，自然の鏡に映ったのは彼のうちなる

死のイメ ージであり，蜂，鼠， j探鯨の死は「皆その時

数日間に賀際目撃した」のに違いなくとも，そのうち

なるイメージが，いわば，自然の三面鏡を得てそれぞ

れ像を結んだもので，被写体は同一物に他ならない．

右の一面には「足を腹の下にぴったりとつけ，触角

はだらしなく顔へたれ下」がった死乃姿が，「見る度

に一つ所に全く動かずに僻向きに輔がって」映ってお

り，正面では，「今自分」の眼前で死に瀕しているあの

鼠のようなことが生じたら「自分はどうするだろう ．

自分は矢張り鼠と同じような努力をしはじまいか．自

分は自分の怪我の場合，それに近い自分になったこと

を思わないではゐられなかった」のであり，「鼠の場合

と，さう麗らなかったに相違な し、」自分の姿に向い

合っていることになる．左の面に目を移すと，そこには
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t;• つ

「頭を下に傾斜から流れに臨んで」蝶師、が 「凝然とし
しずニ7ニ

て」「体から滴れた7.Kが黒く乾いた石へ一寸程流れ

てゐる．」この姿は動中の静で、あり ，他の二面では見ら

れなかった生から死への変容の瞬間が，この面では鮮

明に捉えられている．「石は こツといってから流れに

落ちた．石の音と同時に蝶蝦は四寸程横へ跳んだよう

に見えた．蝶！販は尻尾をそらし，高く上げた．自分はど

うしたのかしら，と思って見てゐた．最初石が嘗った

とは思はなかった．蝶師、の反らした尾が自然に静かに

下りて来た．すると肘を張ったようにして傾斜に堪へ

て，前へついてゐた前足の指が内へまくれ込むと，！！探

跡、は力なく前へのめって了った.Jこの瞬時の変容は

彼自身の死のイメ ージと小動物の死そのものとの共感、

を可能にしている．彼は生きたまま蝶螺と，つまり，自

然、と，死を共有することになったのだ．「自分は暫く其
しベコカf

処に据んで、ゐた．！蝶螺と自分だけになったような心持

がして蝶！販の身に自分がなって其心持を感じた．可哀

想に想、ふと同じに，生き物の淋しさを一緒に感じた．」

III 

Nevertheless after a pause of exhaustion 

the legs fluttered again. It was superb this 

last protest, and so frantic that he succeeded 

at last in righting himself. One’s sympathies, 

of course, were all on the side of life. Also, 

when there was nobody to care or to know, this 

gigantic effort on the part of an insignificant 

little moth, against a power of such magni t.ude, 

to retain what no one else valued or desired 

to keep, moved one strangely. Again, somehow, 

one saw life, a pure bead. I lifted the pencil 

again, useless though I knew it to be. But even 

as I did so, the unmistakable toX:ens of death 

showed themselves. The body relaxed, and 

instantly grew stiff. The struggle was over. 

The insignificant little creature now knew 

death. As I lo:)ked at the dead moth, this 

minute wayside trium_ph of so great a force 

over so mean an antagonist filled me ・with 

wonder. Just as life had been strange a few 

minutes before, so death was now as strange. 

The moth having righted him.self now lay most 

decently and uncom._plainingly composed. 0 yes, 

he seemed to say, death is stronger than I 

am. 

レナード・ウノレフ編集によるヴァージニア・ウルフ

の第一遺稿集「蛾の死」 （TheDeath of the Moth）の

冒頭をかざる表題 essay の結びの句である． 「蛾の

死」はベンギン ・ブックにして三頁余りの小篇である
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が，調子よく振れていた振子が，知らずしらずのうち

に調子はずれになり，どうするまもなくついには静止

してしまうときがあるように， 昼販が一匹，閉ざされ

た窓ガラスを左右に飛び回っているうちに，生と死の

聞の振幅を次第に縮め，ついには死を知るに至る道行

を，読みさ しの本を前にして，「私」が最期までみきわ

める散文詩だといってよかろう．

蛾といえば，夜間に飛朔してこそ趣きをそえるの

に，例の部屋で「一堂に会して」筆を執っている小説

家達の一人直哉より一歳年上のもう一人の作家，ウノレ

フの前の窓ガラスにいるのは，みすぼらしい昼識にす

ぎない．愉しい連想はそそらないが，それでも「満足

して生きているように思えた．」（thepresent speci-

ment seemed to be content with life.）九月中旬

の温和だが肌寒い朝のことだった．戸外は活気に満

ち，畠は耕されているところで，ウルフの小説にしば

しば飛来するみやまがらすは，城の崎の「忙しさうに

働いて」いる蜂のように群れ飛んでいた.The rooks 

too were keeping one of their annual fes-

ti vi ties; soaring round the tree tops until it 

looked as if a vast net with thousands of black 

knots in it had been cast up into the air; 

which, after a few m.ornents sank slowly down 

upon the trees until every twig seemed to 

have a knot at the end of it. 

「私」 にはみやまがらすや，農夫や， 馬を力ずけて

いる thesame energyが蛾を四角い窓ガラスをあち

こちに羽ばたかせているように思えて，見ないでいる

ことができなか った．そして aqueer feeling of 

pity for himが識闘をまたし、でくる．楽しみの可能

性が無限に広がっているように思えるこんな朝，「この

世の生の蛾の与かり分，しかも昼蛾のもの」（amoth’s 

part in life, and a day moth’s at that）は ahard 

fateにみえてくるし，自分の乏しいチャンスを存分

に楽しまうとする彼の熱情は patheticであった．一

方の端からもう一方の端へと飛んでは止まり，飛んで

は止まりしている以外に一体何をすることが残ってい

るのだろうか．丘陵は大きく，空は広く，沖の船の汽

笛がロマンティックに聞こえてきても，蛾にできるの

はそれだけだ．

「私」 は彼を眺めていると世界の 巨大な活力が流

れ込む，細いが，でも純粋な繊維が一本彼の小さい華

著な体にさし込まれているようにみえた．そして窓ガ

ラスをよぎる毎に「玉の緒の光」（athread of vital 

light）が透して見えるような気がした．醇化された

生そのものの姿である．

蛾はわれわれとは無縁の存在ではない．窓を通って

われわれの中にはいってくるあの活力で彼も動いてい

るのだが，彼の小さい，あどけない姿には何か mar-

vcllows as well as patheticなものがあった．「生の

本質」（thetrue nature of life）を示すため，「小

さい純粋な生の結晶」（atiny bead of pure life) 

に柔毛や麹をつけ，軽やかに飾って飛ばしているよう

にも思われた．このような考えで彼を見ていると，ウ

ノレフはいよいよ彼に心を集中して観察を続けた. The 

thought of all that life might have been had 

he been born in any other shape caused one to 

view his simple activities with a kind of pity. 

しばらくすると，どうやら舞うことで、疲れたらしく，

日の射す窓の出張りにとまってしまい，「私」には彼

のことは念頭を去っていた．それでも，ふと顔をあげ

ると彼の姿がまた視線をとらえる．ますこ舞踏を始めよ

うとしているのだ．体が硬直したのか，自由がきかな

いのか，窓の下部へひらひらと飛びおりるのが精一杯

で，横へ飛ぼうとしたが空しい努力だった．飛べない

理由を考えるなど思いもよらず，半ば無意識に，一瞬

止った機械の動くのを待つように，蛾の再び飛び立つ

のを待っていた．多分七度目の試みの後，趨をひら

ひらさせて，窓の敷居の うえに仰向けに倒れてしまっ

た．死の舞踏であったのだろ うか．ウルフは何ともい

っていない．

The helplessness of his attitude roused me. 

It flashed upon me that he was in difficulties; 

he could no longer raise him.self; his legs 

struggled vainly. But, as I stretched out a 

pencil, meaning to help him to right him.self, 

it came over me that the failure and awk-

wardness were the approach of death. I laid 

the pencil again. 

再び肢は動いた．「私」は蛾の敵をさがすかのよう

に屋外を見た．何がおきたのだろう．真昼頃で，野良

仕事は終り，ひっそりした静寂が先の活気に取って代

っていた．真昼の魔の時を想わせるひとときで，みや

まがらすは飛び去り，馬たちはじっと立っていた．そ

れにもかかわらず，あの力は相変らずそこにあったの

だ．無関心で，非人間的で，別に何に執着するわけで

もなく，窓、の外にかたま っていた．その力はこの干し

草色の蛾とは対立している．われわれに出来るのはた

だ眺めていることだけだ．何をしようとしても無駄で

あった．何ものも死にはかなわない，と「私」は知って

いた.One could only watch the extraordinary 

efforts made by those legs against an oncoming 

doom ...「死ぬに極った運命を担いながら， 全力を尽」

すとは，すなわち， extraordinaryefforts ... against 



an oncoming doomの謂である．かくて直哉が「実際

に目撃しJ，ウノレフもそうだと想われる小動物の死は，

目撃者を越えて死の瞬間に，永遠の死の瞬間に，収数

しているのをみることができる．

「すると肘を張ったようにして傾斜に堪へて，前へ

ついていた両の前足の指が内へまくれ込むと，蝶師、は

力なく前へのめって了った．尾は石についた．もう動

かない．蝶瞬、は死んで、了った．」

Again、somehow,one saw life, a pure bead. 

I lifted the pencil again, useless though I knew 

it to be. But even as I did so, the unmistakable 

tokens of death showed themselves. The body 

relaxed, and instantly grew stiff. The struggle 

was over. The insignificant little creature now 

knew death. 

直哉の「蝶蝶の身に自分がなって其心持を感じた．

可哀想に想うと同時に，生き物の淋しさを一緒に感じ

た．」とし、 う彼の自然との交感は先にみた通り である

が，この点でも「蛾の死」は符合している面がある．

ウノレフは insignificantとい うエピセヅトを蛾の，い

わば，枕詞（0. .E. D. moth参照）としてのみ用いて

いるのではなく creature一般の属性を表わすことば

とじて冠している．彼女の鉛筆の動きでも明らかであ

る．蛾の protest の対象はわれわれの生をいつなん

どき破滅しかねないものと一致している．すなわち，

an oncoming doom which could, had it chosen, 

have sulコmergedan entire city, not merely a 

city, but masses of human beings. 

いろいろの動物の生が死の瞬間に収赦するといって

も，その一点に達するには異なった過程を経ている

のは，そのことば自体が証明している．「城の崎にて」

では，死と の出会いがあたかも自然の出来事のように

取り扱われ，死との共感は，すなわち，自然との共

感として現われている ．「死に謝する親しみ」ゆえに

「死に到達するまでのああいふ動騒は恐ろしいと思」

い，「自分は鼠の最期を見る気がしなかった」のであ

る．「あれが本統なのだと思った」にもかかわらず．

自分の怪我の追体験はさけたかったにしても「死に

謝する親しみ」を失いたくなかったからにちがし、な

い．見ないですむものはあえて見ず，うかし、して，生

の破局にあまんじてたえ，「死に封する親しみ」を通

して自然と の合ーを希っているのではないか．二十年

後の大山での謙作の体験「疲れ切ってはゐるが，それ

が不思議な陶酔感となって彼に感ぜられた．彼は自分

の精神も肉体も，今，此大きな自然の中に溶込んで行

くのを感じた」のに通じる命脈を見ることができる．

つまり，生と自然との聞の対立を知らないことにな

る．「このリアリズムに東洋的伝統の上に立った詩的
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精神を流しこんでいる．」（芥川龍之介「文芸的な，余

りに文芸的な」）という評言は，せんじつめれば，この

ことを指すのではあるまいか．

「それから，もう三年以上になる．自分は脊椎カリ

エスになるだけは助かった．」といわずもがなの結語

を聞くと「城の｜崎にて」にどことなくからりとした感

じがしてくる．逆に，「蛾の死」では，生から死に至る

問，生のゆくえを見極めようとしている青ざめた顔を

したウノレフの姿が初得する．彼女の場合，生は，自然、

との対立の過程で死と対比されている．したがって，

「死への親しみ」ないしは，「精神も肉体も…此大き

な自然の中に溶け込んで行く」 「陶酔感」はどこにも

見当たらない．

As I looked at the dead moth. this minute 

wayside triumph of so great a force over so 

mean an antagonist filled me with wonder. 

死は生の終結にはなっても，孤独の終結にはならな

かった．「数分前は生が不思議であったように，今では

死が不思議な存在であった．」死の孤独が観照者に，厳

密にいえば，むしろ，死が孤独な観照者に，砂が流れ

出てしまった時間にも，新たな孤独の世界を喚起させ

ている．「今では死が不思議な存在であった」ウル

フには，このような意味で，「生きて居る事と死んで‘了

ってゐる事と，それは両極で、はなかった．それ程に差

はないような気がした」のではあるまいか．あの「小

さい純粋な生の結品」が今こうして「端然，かつ従容と

して」（mostdecently and uncomplainingly com-

posed）横たわる死の床から，語りかけてくるような

声を聞く時，一入その感がする.0 yes, he seemed 

to say, death is stronger than I am. 

このエピロ ーグは，ひいては，「蛾の死」は，彼女

の「波」（1931，なお「波」は初め「蛾」 TheMoths 

と名ずけられることになっていた）のエピローグとし

ても読めるのではあるまいか．「波」の六人の男女の

一人，パーナードが，その最後で，馬にまたがり，

拍車を入れ，手綱をひきしめてかかっていった挑戦，

Against you I will fling myself, unvanquished 

and unyielding, 0 Death！の後を承けたとしても

不自然ではないのだから

もちろん， extraordinaryeffortsの果てに横たわ

る蛾は，エリオツト流にいえば，ウノレフのうちなる死

のイメージの「客観的相関物」であるのはし、うまでも

ない．従って，「端然，かつ従容として」と ウノレフが

いうとき，審美的必要から，蛾に，いわば，心理的死

化粧をほどこしているというより，ありのままの死を

凝視しながら，なおかつ，彼女の死のイメ ージが淳化

され，その孤独の厳粛さが筆にのったとみるべきでは

なかろうか．
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IV 

ウノレフは「蛾の死」でも，彼女の他の作品同様つい

に死を克服することは出来なかった．謙作が体験した

あの「陶酔感」とは無縁であった．

孤独な蛾のおこなった extraordinaryeffortsの

いきつくところを見守るよりほかなかったように，彼

女自身の extraordinaryefforts も仰向けに転がっ

て肢だけむなしく動かしているところまで来てしま

っていたのではあるまいか，と想っても，必ずしも勝

手な想像ではあるまい．「灯台へ」の結末は書きかけ

の絵に最後の一筆を加えてから，次のことばでしめく

くられている .Yes, she thought, laying down 

her brush in e玄trem.efatigue, I have had my 

vision.「蛾の死」の「死は私よりも強いのです．」と

いうエピローグも同様に「私は，私のヴィジョンをと

らえましたよ．」という「私」のヴィジョンの表白にち

がし、ない．したがって「蛾の死」をウノレフの「白鳥の

歌」と読んでいるのも一人にとどまらないのは偶然で

はあるまい．（大沢実「詩人への手紙」，野島秀勝「美

神と宿命」）ちなみに，「蛾の死」は，編者によれば，

遺稿のまま発表されており，（Editori al Note）彼女

自身は自宅近くの川岸に帽子と杖を残したまま帰らぬ

人となり，数日捜索ののち， JI！から遺体で発見されて

いる．

彼女の小説は，おうかたが，日常茶飯事を一瞬一瞬

の意識の，あるいわ，無意識の世界でうけとめ，生

と死の姿を透徹するまで凝視して，そのヴィジョン

を，いわゆる「意識の流れ」の手法で読者に提示して

いる．

もちろん，私生活が彼女の作品に全然登場しないと

いうのではない．作品の中に彼女の生活を読みとろう

としている伝記作家もいる .From the point of 

view of Virginia Woolf’s own life story, it is 

more worth noting that there is in this book 

〔Jαcob’sRoom〕nofather to be fought, no yearn-

ing for a mother ... (Aileen Pippett: The Moth 

and the Stαr） を一読すれば，面白いことに，

'Virginia Woolf，を「志賀直哉」とおきかえれば，

直哉論の英訳を読んでいる感じがしてくる．とはい

え，父親に対する反抗意識，母親への憧慣は，もちろ

ん，あったのは否めないが，伝記作家の通弊とみるべ

きである．当時英国文壇で活躍していた自然主義リア

リズム作家達の即物性に反抗し，新たな小説手法を主

張して書いた彼女の「現代小説諭」（ModernFiction) 

を見てもおのずから明らかである．

Look within and life, it seems, is very far 

from being “like this”. Examine for a moment 

an ordinary mind on an ordinary day. The 

mind receives a myriad impressions－一一trivial,

fantastic, evanescent, or engraved with the 

sharpness of steel. From all sides they come, 

an incessant shower of innumerable atoms; . 

Life is 1'0t a series of gig lamps symmetrically 

arranged; life is a luminous halo, a semi-

transparent envelope surrounding us from the 

beginning of consciousness to the end. Is not 

the task of the novelist to convey this varing, 

this unknown and uncircumscribed spirit, what-

ever aberration or complexity it may display, 

with as little mixture of the alien and ex-

ternal as possible? We are not pleading merely 

for courage and siこcerity; we are suggesting 

that the proper stuff of fiction is a little other 

than custom would have us believe it. 

「普通の日の普通の心を調べてみると，心は些細な，

気まぐれな，あるいわ，鋭いはがねで刻んだ無数の印

象を受けている．四方八方からそれはやってくる．無数

の原子の断え間ない糠雨なのだ．」彼女はそのような

印象をつずりあわせ，小説化して読者に示している．

従って，例えば，「風も吹かないのに葉っぱが，生垣で

揺れていた．」（The leaf danced in the hedge 

without anyone to blow.) (The Wαves）と書いて

も，「城のl崎にて」の風もないのに動いている路傍の

桑の葉のことで，「不思議に思っていると風が吹いて

来たら，それが動かなくなり，原因が分ったとだけ書

いて，その説明をしなかった点で，よく人からこの事

の質問を受ける」（続々創作余談」）とわざわざ注釈を加

え，「もう一度望まれて，かういふ創作静、談を書きた

いものである．」（向上）という気色ばんだ心境とは対

照的である．作品の中で，「私」と現実との密着度が

小説の真実性のあかしになるわが国の文学とは事情を

異にしているのは多言を要さない．

とはいえ，「この，いかにも虚弱な，いかにも蛾の

ような若い婦人」（thisyoung lady, so fragile, so 

mothlike) (Aileen Pippett: The Moth and The 

Star）であったウルフが，虚心に人間の内奥を凝視し

て得た「人生あるいわ精神，真実あるいわ現実」の「本

質的なもの」（ModernFiction）のヴィジョンは「蛾

の死」のように虚無的なヴィジョンではなかったろう

か．そして，そのようなヴ 4ジョンをいだき，「生き

ている事と死んで了っている事と，それは両極では

な」く「それ程には差はないような気」がして，あの

蛾の死のように死んでいったとすれば，われわれはひ

がの文学を一体どちらがどうとみるべきであろうか．
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The Liberation from the Human Wheel: 
The Fαγnily Reunion 

＜昭和45年7月6日受理＞

Takehiko Tabuki 

Every man has an ineffaceable sin of his own, whether it comes from the original 

sin or not.“We are all of us ill in one way or another: we call it health when we 

find no symptom of illness. Health is a relative term. What we call restoration to 

health is only incubation of another malady.”1 Some are not aware of it in their 

lifetime, and can live without knowing it. But most of us become aware of it in a 

way scime day. What is sin and what makes us guilty? It depends upon one’s own 

consciousness1 or rather shall I say th:tt consciousness (to be conscious of something) 

leads us to the awareness of sin. In this knowledge every sinner tries to escape from 

consciousness, and therefrom sin, to some“rose garden through a door that opens at 

the end of a corridor." 

1'he Ji~αniily Rl3wiion (1939) writt・enby T. S. Eliot is a play in which the protago・

nist Harry, being “the consciousness of his unhappy family”， tries to escape from 

consciousness, and therefrom sin which comes from the curse upon the house of 

Monchensey. 

This is Eliot’s second poetic drama in which he tries a complete harmony and 

synthesis between poetry and drama.2 While in ~"/J;furcle1・ in the Cathed1’al (1935) he takes 

its theme from the historical fact, that is, the martyrdom of St. Thomasき Becketin 

the church of Canterbury in 1170, he bases this play upon the Greek myth一一theOrestes 

story as treated in the Oresteia of Aeschylus. But, as he confesses, he has not suc-

ceeded in employing it here, partly because the origin of the curse upon the house of 

Monohensey is vague and blurry. I think Eugene O’Neille, having modelled on the 

same theme in his .11!/om・ningBecomes Eleetrα(1931), has much more succeeded in it, for 

each character in his play has his counterpart in its origin, and the curse upon the 

house of Mannon is not so difficult for the audience to understand as it is in 'l'he 

Pamiily Reunion. Eliot h3.s his own reason for having failed in it. For his first 

concern in this play "was the problem of the versification, to find out a rhythm close 

to contemporary speech." So that it is natural that he should regret having given 

his attention to versification at the expense of plot and character. He himself has 

commented in his “Poetry and Drama" that the play’s "deepest flaw” was “in a 

failure of adjustment between the Greek myth and the modern situation. I should 

either have stuck closer to Aeschylus or else taken a great deal more liberty-with his 

myth.”3 

The mつstobvioコsborrowing from the Orestes stciry is the Eumenides, which, as 

he confesses in retrospect, is an evidence of a failure of adjustment between the myth 

and the modern situation.4 In the first play in the trilogy of Aeschylus, Agamemnon 

the hero returns from the Trojan war only to be murdered by his wife and her lover. 

D・ュringhis absence Aegisthus, one of his cousins, has allured his wife Clytemnestra, 

who had a grudge against him for his sacifice of Iphigenia, into murdering him. In 

the next play，“The Choephoroe”or“The Libation Bearers”， his son Orestes, who was 
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very young on his father’s death and brought up with his cousin Pylades at his uncle’S, 

comes back to Argos to revenge his father’s death. With all these accumulated 

curses upon the house, he is to be pursued by the Erinnyes or Furies, whose task is “to 

hear complaints brought by mortals against the insolence of the young to the aged, of 

children to parents, of hosts to guests, and of householders or city councils to suppliants 

-and to punish such crimes by hounding the culprits relentlessly, without rest or 

pause, from city to city and from country to country’竺 Andit is in“The Eumenides", 

the last and third play in the trilogy of Aeschylus, that the Erinnyes or Furies are 

transformed into the Eumenides. When Orestes is set free at the Areopagus with the 

aid of the goddess Athene, the Erinnyes or Furies who have tracked down the murderer 

Orestes in order to punish his crime are forced by Athene to become a kind of guardian 

angel. And by this transformation the criminal Orestes is released as having done 

sufficient expiation for his terrible vengeance of his father’s death upon his mother, 

and the curse upon the house of Atreus is at an end. In The .Family Revnion the first 

two plays which should have corresponded to“Agamemnon”and “Choephoroe”or“The 

Libation Bearers" are obscured on purpose. This makes us wonder why Harry should 

be pursued by the “eyes”at the beginning of the play. So there is a decisive defect, 

in employing the Eumenides in this way, that it takes a long time・ for those who are 

unfamiliar with the Orestes story to understand what they mean and what they are. 

Moreover, it is very hard to trace an analogy between the curse upon the house of 

Atreus and that upon the house of Monchensey. Every murder case is obscured. We 

have no means of ascertaining whether Amy had something to do with the death of 

her husband or not, and whether Harry actually murdered his wife or not, and whether 

Amy’s sudden death is due to his eccentricity or not. And even in only one obvious 

case Harry's father’s contemplated murder of Amy and their unborn child, 'which 

seems to be equated with Agamemnon’s sacrifice of Iphigenia, the murder is prevented 

by Agatha and the child is spared. All that we can do is to push the analogies 

further to have a reasonable curse from which Harry su百ers.

Harry's su百eringis caused not only by his personal guilt, but also by the members 

of the family; the guilt is not just his but that of the whole family. They are his 

father, the late Lord Monchensey, his mother, Lady Monchensey, Agatha, one of her 

younger, unmarried sisters, and Harry himself. It is certain that the late Lord 

Monchensey wanted to kill his wife Amy who at that time was pregnant with Harry. 

In Agatha’s words, when “he was due in three month’s time”， she “found him thinking 

how to get rid of”his wife. But he was not suited to the role of murderer thinking 

of a dozen foolish ways, each one abandoned for something more ingenious. And Harry, 

just as his father, is gui 1 tγof his wife’s death. Or it would be proper to say that he is 

guilty of having a wish to murder her, for it is not certain whether he really “pushed 

her over" or not. He had married to a woman of whom his family ciidn’t approve and 

whom he did not love. After seven years’absence, he comes back to Wishwood for 

Amy’s birthday. A year before his return, when they were on a cruise in the mid-

Atlantic, his wife disappeared from the deck of an ocean liner. Taking Downing 

(Harry’s servant) at his words, it is much more likely to have been an accid守ent,for 

he doesn’t think she had the courage. In his answer to Charles’question whether she 

ever talked of suicide, he says that she did, every now and again, but to his way of 

thinking, she only did it to frighten people-just for effect. It is probable that, as he 

confesses, he really “pushed her", for he then was su百eringfr.om what they・ call a 

kind of repression, nervous, rather psychic, and behaved as if he thought something 
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might happen. He did want to get rid of her, for she wouldn’t leave him out of her 

sight. But what really happened on the ocean liner is completely obscured. Eliot 

hasn’t made it clear on purpose whether she committed suicide by江rowningherself or 

whether Harry pushed her o百 theliner to murder her.5 Eliot’s purpose doesn't lie in 

the way Harry’s wife disappeared. There is no actual murder in both Harry’s case 

and his father’s case, though they had a similar intention. Both of them had a sinful 

wish to murder their wives. (And it is possible to say that in the end of the play 

Harry indirectly murders his mother by leaving her alone at Wishwood in spite of Dr 

Warburton’s warning that a sudden shock might send her off at any moment. This can 

be compared with Orestes’s revenge for his father’s death.) This is one of the reasons 

why Harry is pursued by the Eumenides, because from the Christian point of view to 

have a certain sinful intention is as evil as the deed. 

Amy, with whom Eliot apparently compared Clytemnestra, has a kind of guilt. 

Even if she didn’t actually murder him, which also is utterly obscured, no one can 

deny that she had something to do with the late Lord Monchensey’s death. Amy, being 

aware of his love for Agatha, wouldn’t allow him to leave and kept him for seven 

years“for the sake of the future, a discontented ghost, in his own house”. This might 

have caused his death directly or indirectly. For this reason she is not free from the 

curse upon the house of Monchensey. As D. E. Jones aptly puts it，“not only does she 

use a person in this inhuman way and seek to impose her will upon all around her; 

she is also capable of willing someone else’s death, or so Mary believes".7 

Even when he (Harry) married, she still held on to me 

Because she couldn’t bear to let any project go; 

And evep when she (Harry’s wife) died; I believe that Cousin Amy-

I almost believe it-had killed her by willing. 

Doesn't th'lt sound awful? I know th'lt it does. (pp. 45-6) 

And the curse upon the hつuseis partially due to Agatha’s, one of Harry’s unmarried 

aunt’s, deed. Harry’s father“might have lived”as an exceptional cultivated country 

squire. He hid his strength beneath unusual weakness, the diffidence of a solitary 

man: where he was weak he recognized his wife’s power, and yielded to it. Harry’s 

mother was nつtdomestic bコtdomineering. There are many years before she succeeded 

in making terms with Wishwooヨ， untilshe took his father’s place, and reached the 

point where Wishwoつds:.ipported her, and she supported Wishwood. They were alone 

in a lonely country h'J:1se together, for three years childless, learning the meaning of 

loneline3s. Under such circumstances Amy al ways wanted Agatha there. It happened 

on a summer day of unusual heat that Agatha, who was then an undergraduate at 

Oxford and h;i.d come for a long vacation, felt that “there seems to be no past or 

future, only a present moment of pointed light when you want to burn”－that is, she 

fell in love with Harry’s father. When autumn came，“the rain and wind had not 

shaken his father awake yet＇’－that is, he is still in love with Agatha. This a百air

tempted him to“think how to get rid of”his wife, who at that time was pregnant with 

Harry. 8 And, from Amy’s viewpoint, it is Agatha whつpersuadesHarry to leave Wishwood, 

which, in fact, is mthing but he；・gro-...mdlesssupposition. Perceiving that Harry is 

going t'J “b8cつ:nea missionary”， Amy rebukes Agatha by saying that“thirty years 

ago yoll to'Jk my husband from me. Now you take my son.” It doesn’t matter whether 

she did it voluntarily or involuntarily. She should be blamed for in both cases, which 
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consequently lead to the original curse upon the house. (But we must bear in mind 

that she didn’t kill Harry who was“only a thing called life”， and that she acts a kind 

of guardian angel in the latter half of the play.) 

To take it literally, Wishwood means a wood of wish. Eliot uses it ironically, 

for Wishwood is not at all “a very jolly corner”for Harry. And it is in an afternoon 

in late March when they, especially Amy, are waiting for the advent of spring and 

thinking of“going south" that he returns home. Before his return, Agatha predicts 

that “it is going to be rather painful for Harry after eight years and all that has 

happened to come back to Wishwood, because everything is irrevocable, because the 

past is irremediable, and because the future can only be built upon the real past."9 

I mean that at Wishwood he will find another Harrv. 

The man who returns will have to meet 

The boy who left. Round by the stables, 

In the coach-house, in the orchard, 

In the plantation, down the corridor 

That led to the nursery, round the corner 

Of the new wing, he will have to face him-

And it will not be a very jolly corner. 

When the loop in time comes-and it does not come for everybody-

The hidden is revealed, and the spectres show themselves. (p. 17) 

Here we have another example of the cyclic aspect of time, which is one of the 

favourite tricks Eliot uses from time to time. Harry’s return implies his coming 

back to the starting point of a circumference. “In his end is his beginning" and “in 

his beginning is his end”. 10 In this sense what he means by “when the loop in time 

comes”will be intelligible. And “the hidden" refers to the curse upon the house and 

“the spectres" stands for the Eumenides. It is the curse, which in the end brings 

about Amy’s death and Harry’s expiation, that has brought Harry back to Wishwood to 

realize it anew and more thoroughly. The Eumenides are the incarnations of the curse 

and the mediators of it. Eliot explains that they are“di1イneinstruments, not simple 

hel 1-hounds”.11 This will answer why they make their appear:::nce on his return. The 

function of the Eumenides is to make Harry, the lord of the Monchenseys, realize his sin 

and the accumulated curses in order that all members of the family should be redeemed. 

But all of them cannot perceive these reminders of the curse. Eliot devises two 

types of men in this play, as I do at the beginning of this thesis. That is to say, we 

can separate them into two groups; those who can see or perceive the Eumenides and 

those who cannot. Being an expiator, Harry cannot evade the “eyes”of the Eumenides. 

Life is unendurable for him. For he is wide awake to know “the noxious smell" of 

blood and death and “the unspoken voice of sorrow in tbe ancient bedroom", while the 

secular members of the family represented by Amy, in Harry’s words，“have gone 

through life in sleep, never woken to the nightmare”. He knows them, so that he must 

SU妊erfrom them. And he identifies himself with “the old house" which knows and 

experienced all of the curses upon the family for generations. 

I am the old house 

With the noxious smell and the sorrow before morning, 

In which all past is present, all degradaton 

ls unredeemable. (p. 27) 



53 

Nothing can be expiated, so long as he stays at or is conscious of the house of Monchensey. 

Al 1 the time he has been pursued by the “eyes”of the Eumenides. In spite of his hope 

to escape from these “eyes”and recapture something of his childhood innocence, Harry 

comes back to Wishwood only to realize the meaning of the Eumenides whose duty is 

to make him know these accumulated curses upon the house. So the words on his return 

are not those of relief which we utter after a long absence. He opens his speech with 

unintelligible words for the secular members of the family and the audience. We must 

bear in mind that it is immediately after he enters the drawing room, which implies 

his return to the starting point, that he, for the first time, encounters the whole 

existence of the Eumenides, not only the “eyes”of them. (This is intensified by the 

fact that nothing has been changed since his departure, as Amy who wouldn’t want to 

change things puts it.) Harry himself wonders why they should wait until he comes 

back to Wishwood, for “there w·~re thousand places where he might have met them”． 

We have two more scenes in which the Eumenides are perceptible both for Harry 

and for the audience; one the scene in which he is with Agatha and the other with 

Mary. And it is through these scenes that Harry realizes what they mean and what 

he should do. 

There is some mutual understanding between Harry and Agatha. As Violet aptly 

puts it, Agatha’s remarks are invariably pointed. Although she cannot understand it 

thoroughly, she is the only person to understand what Harry means. She says to him, 

“Talk in your own language, without stopping to debate whether it may be too far 

beyond our understanding." When the obtuse members of the family cannot understand 

Harry’s lunacy on his return, only Agatha knows that certain points, which she herself 

doesn’t understand for the present, will be clear later and that there is more to under-

stand. So she tells herself and Harry to hold fast to that as the way to freedom. 

There are certain points I do not yet understand: 

They will be clear later. I am also convinced 

That you only hold a fragment of the explanation. 

It is only because of what you do not understand 

That you feel the need to declare what you do. 

There is more to understand: hold fast to that 

As the way to freedom. (p. 30) 

Being asked for help by Mary, Agatha advises her that“You and I, Mary, are only 

watchers and waiters: not the easiest role”. This is because she has already perceived 

that “the decision will be made by powers beyond us which now and then emerge”． 

And she is the only one that knows that Harry is not at all lunatic. Being certain of 

his sanity, she tells Downing, who is going to leave Wishwood with him, that he 

“mustn’t worry about Harry’s behaviour even if it seems unaccountable’＇. 

He is every bit as sane as you and I, 

He sees the world as clearly as you or I see it, 

It is only that he has seen a great deal more than that, 

And we have seen them too-Miss Mary and I. (p. 120) 

Agatha, being a spiritual mother to Harry, can also perceive the presence of the 

Eumenides. Besides, there are some evidences in believing that she herself acts a 

part of the Eumenides. To begin with, in the second scene of Part Two in which Harry 
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and Agatha converse on the essential matter, we have a climax scene where the 

Eumenides appear for the second time. Immediately after that, Agatha steps into the 

place where the Eumenides liad occupied and explains on the curse which “shall be 

fulfilledぺandmoves back into the room where she had been with Harry, saying to 

herself，“What have I been saying？” This is the first. The second is that the very 

motive of Harry’s departure from Wishwood lies in the talk with her in this scene. 

After she steps back to the room, she abruptly admonishes him as follows: 

You have nothing to stay for. 

Think of it as like a children’s treasure hunt: 

Here you have found a clue, hidden in the obvious place. 

Delay, and it is lost. Love compels cruelty 

To those who do not understand love. 

What you have wished to know, what you have learned 

Mean the end of a relation, make it impossible. 

You did not intend this, I did not intend it, 

No one intended, but ・・・ You must go. (p. 103) 

It is by this advice that Harry decides to leave Wishwood. Amy even insists that 

she has some spell that works from generation to generation; "Thirty-five years 

ago/You took my husband from me. Now you take my son.” To take her at her 

words, Agatha wishes nothing and only says what she“knows must happen，，；“日eis 

going./But that is not my spell, it is none of my doing: I have only watched and 

waited. In this world/It is inexplicable, the resolution is in another.” And Harry 

himself denies it. 

My advice has come from quite a different quarter, 

But I cannot explain that to you (Amy) now. Only be sure 

That I know what I am doing, and what I must do, 

And that it is the best thing for everybody. 

But at present, I cannot explain it to anyone: 

I do not know the words in which to explain itー

That is what makes it harder. You must just believe me, 

Until I come again. 

I do not kno-vv whether Agatha knows 

Or how much she knows. Any knowledge she may have-

It was not I whっItold her. (p. 105) 

This contradiction that she advises him to go and doesn’t is the second reason why we 

can say that she herself plays a part of the Eumenides. The third and last is that 

she makes one more expiator go out from Wishwood. In吐iesecond scene of Part One, 

when asked for help by Mary whom Amy wanted to stay in the house along with 

Harry, Agatha advises her only that both of them are“only watchers and waiters; not 

the easiest role”. But, once all is revealed in the third scene of Part Two, she 

decisively says to her，“We must all go, each in his own direction,/Y ou and I, and 

Harry." Thus Agatha as an auxiliary member of the Eumenides is the very person 

that makes Harry and Mary, the reasonable in the house, go out for expiation, she 

herself being an expiator. This can also be proved by the following words which she 
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says to Harry with a relief when she at last can make Harry go out for expiation. 

There’s relief from a burden that I carried, 

And exhaustion at the moment of relief. 

The burden’s yours now, yours 

The burden of all the family. (p. 99) 

From all these facts it follows that Eliot not only gives her a special insight but also 

makes her act a part of the Eumenides, whose duty is to carry the curse until Harry 

can be aware of it, so that we can understand the meaning of them more intelligibly. 

From the same point of view, she acts as an auxiliary Chorus, for she is best suited 

to interpret the action perceptively. So she naturally has a special insight into what 

is going to be in the end. As Harry “has thought of her”， she is the only person that 

is “the completely strong, the liberated from the human wheel”， so that she is the only 

one that ever met Harry’s wife, the only one Harry asked to his wedding. 

It is doubtful whether Mary has seen the Eumenides. There is only one scene in 

which she might have seen them. It is in the end of the first scene of Part One that 

they reveal themselves in the window embrasure for the first time. Mary, being at the 

scene with Harry, pretends not to perceive them. But she must have seen them, for she 

says to Agatha later on, “Oh! ・・・ S'.:> ・・・ '!JO’u have seen them too！” and Agatha, talking 

with Downing to the end of the play, says, "We have seen them too-Miss Mary and I.” 

Eliot has contrived to have another type of Agatha who intuitively understands what is 

going to be done in the end. If weヒanput Agatha on the side of God in the meaning 

of helping him to expiate the curse, it is Mary who helps him on this side.12 She is 

Harry’s childhood companion. Amy has kept her in the house as a future wife for him. 

fo Mary’s words, she “wanted her for Harry, wanted to have a tame daughter-in-law 

with very little money/ A housekeeper-companion for her and Harry." Although she 

bitterly complains of her one-sided and intrusive intention, Mary, it seems, has loved 

him. So she naturally has something to do with Harry’s revelation, and is an indis-

pensable character in the course of the play. In the latter half of the second scene of 

Part One, the most poetic and ecstatic part in the play, they look back upon their 

lovely childhood. In the course of it Harry comes to deny all his past of damnation, 

and, at last, have a glimpse of “a door that opens at the end of a corridor”and "a 

sweet and bitter smell from another world”. (The “door”is that which leads to the 

rose garden. And "another world" is surely the rose garden.) This is the crucial 

moment of his intuitive perception of the rose garden and, at the same time, of the 

appearance of the whole being of the Eumenides who have chased after him wherever 

he might go, and return now as if to warn him off with the old restraints of the curse. 

Even if Harry tells Mary, whom he thinks obtuse enough not to understand the 

intrinsic meaning, that she is of no use to him, she plays an important part in this 

scene. For the dialogue between them can be interpreted as a monologue of Harry 

himself. That i"s to say, Mary in this scene acts a Doppelganger (a wraith) of Harry. 

As in the corresponding scene between Harry and Agatha, there is some mutual 

understanding between them. Mary thinks that she “could understand" what it is. 

"There is only one way for you to understand, and that is by seeing'', Harry says. By 

seeing we can distinguish Mary and Harry. But we cannot do sつby reαdinク・ For she 

speaks as a Doppelganger of Harry in this side of the world, whereas the real being of 

Harry speaks in“another world”incomprehensibly for such persons as Amy and her 
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group in the secular・ world.13 The assumption that Mary is his Doppelganger will be 

justified in the scene where she is going to get ready for dinner. Seeing her go out of 

the room, Harry says in hot haste as follows: 

No, no, don’t go! Please don’t leave me 

Just at this moment. I feel it is important. 

Something should have come of this conversation. (p. 54) 

To carry on the dialogue (the monologue of himself) is important for him, because it 

may bring some clue to his problem. In fact this dialogue ends in the appearance of 

the Eumenides. Resuming it, Mary (his Doppelganger) comes to "see something which 

doesn’t come from tutors or from books, or from thinking, or from observation: something 

which she (it) did not know she (it) knew＇’， concluding that ＂＼九Tishwoodis a cheat, his 

family a delusion-then it’s all a delusion everything lie feel’L 

You attach yourself to loathing 

As others do to loving: an infatuation 

That’s wrong, a good that’s misdirected. You deceive yourself. 

Like the man convinced that he is paralysed 

Or like the man who believes that he is blind 

While he still sees the sunlight. I know that this is true. (p. 54) 

Having deceived himself for a long time, Harry this time recovers his own self. 

This assumption is further justified by his following words to Mary (his Doppelganger ). 

I have spent many years in useless travel; 

You have stayed in England, yet you seem 

Like someone who comes from a very long distance, 

Or the distant waterfall in the forest, 

Inaccessible, half-heard.14 

This implies that his Doppelganger represented by Mary has stayed in the house of 

Monchensey, while another part of him-the real being of him or his physical being一
has been travel ling accompanied by his wife. They rr.eet here in the house again just 

as one finishes drawing a large circle. And we have one more decisive proof of this 

assumption. After they converse with each other on their common concern that“spring 

is an issue of blood/ A season of sacrifice”（“the season of birth/ Is the season of 

sacifice") and that“the moment of birth/ Is when we have knowlegde of death”，15 

Harry, coming to his senses, abruptly utters his feeling as follows: 

What have we been saying? I think I was saying 

That it seemed as if I had been always here 

And you were someone who had come from a long distance. (p. 56) 

Listening to this dialogue, Mary and Harry in this scene make no difference in their 

roles. In the preceding dialogue in this scene, we can even change or infermingle 

their parts; they are in the same feeling and sentiment. This means that Eliot has 

contrived to make Mary act a Doppelganger, the secular and conceivable part of Harry. 

The words “Whether what I am saying, or why I say it,/ That does not matter" justify 

this assumption. The very thing that matters for Harry, and Eliot himself, is what is 

going to happen after that. It is after this dialogue (monologue) that Mary, as a 

Doppelganger of Harry in this scene, brings him “news of a door that opens at the end 
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of a corridor" which leads to the rose garden, and the Eumenides appear in the 

window embrasure. 

You bring me news 

Of a door that opens at the end of a corridor, 

Sunlight and singing; when I had felt sure 

That every corridor only led to another, 

Or to a blank wall; that I kept moving 

Only so as not to stay still. Singing and light. (p. 56) 

There is one more person who is spiritually alive and sees, or seems to have seen, 

the Eumenides. It is Downing, Harry’s sεrvJ.nt and chau百eur,who has been with 

Harry for almost eleven years. He is the only one that knows what really happened 

on the ocean liner, though he doesn’t get to the point whether Harry murdered his 

wife or she committed suicide. (He only comments on their mental state, which seems 

to have been rather “psychic”on both sides at that time.) In this sense, although he 

hasn’t any intellectual background as Agatha and Mary have, Downing has a purer 

insight than anyone else16-Agatha is the principal of a women’s college and Mary 

has been one of her students, one whom she considered a suitable candidate for a 

fellowship. In fact Downing is the first man to see the Eumenides. At the end of 

the play, when he comes back to the library to take Harry’s cigarette-case and knows 

that Agatha and Mary ‘＇have seen them, too", he confesses as follows: 

I wondered when his Lordship would get round to seeing them-

And so you’ve seen them too! They must have given you a turn! 

They did me, at first. You soon get used to them. 

Of course, I knew they was to do with his Lordship, 

And not with me, so I could see them cheerful-like, 

In a manner of speaking. There’s no harm in them,, 

I'll take my oath. (p. 120) 

Not only has he seen them before Agatha and Mary, and even before Harry himself, 

but he can have an insight into them and what happens to Harry. Asked by Gerald 

the reason why he has been busy with Harry's car, he answers，“Only I like to have 

her always ready." He “half expected" that Harry would go out from Wishwood sooner 

or later, so he "had the car all ready", as he says in the same scene；“So I seem to 

know beforehand, when something’s going to happen." He even knows that Harry’s 

escape from the house of the Monchensey is“a kind of preparation for something else’： 
that Harry won't want him long, ・even if he is the only one leaving Wishwood with 

Harry, and that he won't want αn!}bod!J. Thus he is also an essential character who 

comments on Harry’s past and future. 

Agatha, Mary, and Downing, as we have observed above, can cJmprehend Harry and 

his lunacy e弐chin their own way and perceive the existence of the Eumenides whose 

ultimate duty is to admonish him to expiate the curse. On the other hand, the other 

members of the family are too obtuse to have any insight into the proceeding of the 

play, and live in a world of pure intuition. While they are talking rubbish, Harry’s 

words don’t make sense to them. They are “all people to whom nothing has happened, 

at most a Cつntinualimpact of external events", having “gone through life in sleep, 

never woken to the nightmare”. Life would be unendurable, as it is for Harry, if they 
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were wide a wake. 

You do not know 

The noxious smell untraceable in the drains, 

Inaccessible to the plumbers, that has its hour of the night; 

you do not know 

The unspoken voice of sorrow in the ancient bedroom 

At three o’clock in the morning. (p. 27) 

“The noxious smell" is probably the smell of death or blood. And “the unspoken voice 

of sorrow’p is perhaps the sorrow of the men who died without redemption or of the 

victims of murder in the house. They have nothing to do with them, whereas Harry 

knows them well enough to su百er. Therefore, they cannot understand the world in 

which Harry, Agatha, Mary, and Downing live. All they are concerned about is such 

news as the weather report and the international catastrophes; what is happening, not 

what has happened or is going to happen. They are not to be liberated from “the 

human wheel”. So they cannot be redeemed forever. Amy who is always afraid that 

time might stop in the dark at any moment cannot understand the intrinsic meaning 

of Harry’s behaviour, taking it for a kind of lunacy because of his being tired and 

overwrought. And she only struggled to keep Wishwood going and make no changes 

before his return, for she wouldn’t like any change at 1九Tishwood. Any change in 

anything and the stop of a clock mean death to her, while it doesn’t make sense to 

Harry. From Harry’s viewpoint the fact that nothing has been changed doesn’t make 

sense；“Changed? Nothing changed? How can you say that nothing is changed? You all 

look so withered and young". But Amy is dread of changes. So she naturally wanted 

to obliterate his dismal past, especially the moment of his wife’s death, and have 

nothing except to remind him of the years when he had bεen a happy boy at Wishwood, 

for his future success. 

I prepared the situation 

For us to be reconciled, because of Harry, 

Because of his mistakes, because of his unhappiness, 

Because of the misery that he has left behind him, 

Because of the waste. (pp. 109-110) 

She is so obstinate and self-centered, adhereing to what it is, not what it was and 

will be. Indeed she is anxious about his future, but it is not for Harry but for herself. 

This is evident if we listen to Mary’s complaint that she kept her in the house as“a 

tame daughter-in-law with very little money or a housekeeper-companicn for her and 

Harry”. His future is nothing but for her future. And how self-centered she is will 

be explained by the fact that she is obsessed by the idea that Agatha allured her 

husband thirty-five years ago and persuades her son to leave Wishwood and abandon 

his duty, his family and his happiness now in the house of Monchensey, though it is not 

Agatha but the curse caused by the members of the family including herself that makes 

him go. Virtually the Eumenides are the agents by whom the curse is brought about 

and Harry is made to go for expiation. Those who realize it are to be redeεmed each in 

their own way. But there. is no redemption for Amy. This is symbolically suggested 

by the fact that substantially her birthday party is her death party, a kind of funeral 

or a wake: the family reunion is not for the celebration of her birthday or a welcome 
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party for Harry’s future success. As Eliot repeats the theory of coexistence of the 

past and the future or the simultaneity of all time especially in Porn・ Q'llartet8, there is 

no beginning and no end in the dimension of time. Catching a glimpse of ・the rose 

garden and making up his mind to escape from Wishwood, Harry utters that“this is 

like an end’＇. Agatha immediately continues the words "and a beginning”. In spite of 

it Eliot ironically and intentionally makes Amy cry at the very moment of her death 

that “the clock has stopped in the dark’＇. For those who realize the intrinsic meaning 

of Harry’s eccentricity he has left the way to Eternity in order to lead them to "a door 

tht opens at the end of a corridor". S'.) even if they should die, they are to be redeemed 

in some way or other. But, for Amy the death of her physical being means the crucial 

end. So she shal 1 never be redeemed. 

We have other members of the family who are all too obtuse to comprehend what 

Harry, Ag'.3.tha and Mary mean. They are Charles, Gerald, Violet and Ivy. Among 

them Charles, being a brother of Amy’s deceased husband and a man with his confident 

vulgarity acquired from worldly associates, seems to have a slight insight into Harry’s 

eccentricity.17 It is this group that suggests to Amy to call Dr Warburton to see 

Harry, for they think he is in a state of lunacy. But cnly Charles, having a sight 

i'nsight, suggests that all Harry needs is someone to talk to him, to get his illusion o妊

his mind. And he is right. "Someone”is Agatha, Mary, and Dr Warburton not as a 

doctor but as a friend of his. Moreover, he suggests questioning Downing, who in fact 

has a kind of survey of what has happened and what is going to happen, rather than 

having him see Dr Warburton. Being objected to by the other three, because they don’t 

want DJwning tci know any more than he knつwsalre'.3.dy, Charles insists that his 

purpose is to find out what is wrong with Harry, for, until they know it, they can do 

nothing for him and that, if they are interested in helping Harry, they should not object 

to the means. Agatha, who has a certain insight, agreεs with him. 

I have no objection, 

Any more than I object to asking Dr Warburton: 

I only see that this is all quite irrelevant, 

We had better leave Charles to talk to Downing 

And pursue his own methods. (p. 34) 

Although he cannot thciroughly look int'.) the heart of the matter as Agatha and Mary, 

Charles seems tci perceive a glimmering sense of Harry’s eccentricity and the meaning 

of his escape from the house of Monchensey. Immediately after Harry bids good-bye to 

all members of the family assembled to welcome him and celebrate his mother’s 

birthday, Charles confesses that he begins to feel something that he could understand 

the meaning of, if he were tcild, knowing that Agatha and Mary know more about this 

than he does. 

It’s very odd, 

But I am beginning to feel, just beginning tci feel 

That there is sっmethingI covld understand, if I were told it, 

But I’m not sure that I want to know. I suppose I’m getting old: 

Old age ome s'.:lftly up to now. I felt safe enough; 

And now I don’t feel safe. As if the earth should open 

Right to the centre, as I was about tつcrossPall Mal 1. 

I thought that life could bring no further surprises; 
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But I remember now, that I am a1ways surprised 

By the bull-dog in the Burlington Arcade. 

What if every moment were like that, if one were awake? 

You both(Agatha and Mary)seem to know more about this than I do, (p.118) 

And it is Charles who asks Downing about Harry’s past, especially about the disap-

pearance of his wife, whereas Agatha and Mary ask him about his future. In what he 

says, there are some points which prove that he would be able to understand something; 

“If the matter were left in my hands, I think I could manage the situation" and “I 

fear that my mind is not what it was-or was it?-and yet I think that I might 

understand，’． 

The other three, Gerald, Violet, and Ivy, are only talking about daily concerns. 

Gerald，“the stupidest personけ， iscertain to make blunders, and is useless out of the 

army. Violet，“the most malicious in a harmless way”， is afraid that her status as 

Amy’s sister wi 11 be diminished. And Ivy “is only concerned for herself, and her 

credit among her shabby genteel acquaintance”. Hearing acout John’s and Arthur’s 

unexpected accidents-both of them cannot attend the family reunion for Amy’s birthday 

party on account of traffic accidents, they only know how to make a fuss about them. 

Especially when they hear that Harry is going out “to become a missionary”， they 

easily gulp it down. Gerald and Violet even advise him on his “becoming a missionary’L 

Only Charles accepts it with astonishment, saying that “such a thing has never happen-

ed in our fami 1 y”． 

To be sure they are all good-for-nothing, but Eliot has given them a very significant 

role. He employs the chorus on trial as he did in the preceding play JJfm・derin the 

C叫んP,dral. In 1'/ie Farnily Re,union it is these country-bred snobs who assemble to act 

the chorus, while in .Murder in the Cathedral the Women of Canterbury, worrying about 

Thomas Becket, act it. This occurs so abruptly in the course of the play that the 

audience will be surprised to see all of these suddenly assemble to utter the words 

which cannot be expected at all. Eliot himself thinks this device not to be satisfactory.18 

There is a certain theatrical e百ectin this, especially when they are chanted in a 

musical tone. Nevertheless some of them are too di伍cultfor the audience to under-

stand, though not so di:fficul t as what Harry and his group say. They assemble 

five times in all, playing the more difficult part of a commentator on the proceo.ure of 

the play. Doing thus, in a sense, they can keep more aloof from the play than Harry, 

Agatha, and Mary. That is to say, they can look at and comment on the play more 

objectively than any other member of the family. Soon after the beginning of the play 

they suddenly “huddle together”to act a commentator, led by Agatha's unintelligible 

words, which imply that something will happen to the accumulated curses. They admit 

having assembled at the house of the Monchensey at Amy’s command，“to play an unread 

part in some monstrous farce, ridiculous in some nightmare pantomime”． 

Why do we feel embarrassed, impatient, fretful, ill at ease, 

Assembled like amateur actors who have not been assigned their parts? 

Like amateur actors in a dream when the curtain rises, to find themselves 

dressed for a di百erentplay, or having rehearsed the wrong parts, 

Waiting for the rustling in the stalls, the titter in the dress circle, 

the laughter and catcalls in the gallery? (p. 21) 

And this chorus is followed by the appearance of Harry. It is immediately after this 



61 

comment on the part of the chorus that Harry appears on the stage for the first time. 

In this scene they comment objectively on the beginning of the play, as if they had 

nothing to do with the procedure. When we come to the scene of their appearance as 

the chorus, they become more sure that they are in:volved in some way or other in 

the procedure of the play and that something unexpected will happen. They ask 

themselves why they “should stand there like guilty conspirators, waiting for some 

revelation when the hidden shall be exposed, huddle together in a horrid amity of 

misfortune, and be implicated, brought in and brought togetherぺ Realizingand dread-

ing, like the anxious worried women in .M'll?・der仇 theCathedral, what is going to happen, 

which they don’t understand exactly, because they do not belong to Harry and his 

group, they must hold tight and insist that the world is what they have always taken 

it to be, for they are being thrown into the world which they cannot comprehend. 

Therefore, in the next chっrusat the end of Part One, they confess as follows: 

I am afraid of all that h:is happened, and of all that is to come, 

Of the things to come that sit at the door, as if they had been there a 1 ways. 

And the past is about to happen, and the future was long since settled. 

And the wings of the future darken the past, the beak and claws have 

desecrated 

History. (pp. 63-4) 

They come to conceive that “something dreadful" originates in all that has happened 

and all that is to come. So they dread the past as well as the future, for “the past 

is about to happen, and the future was long since settled”. Here we have another 

example of Eliot’s favourite conception of coexistence of the past and the future, the 

simultaneity of all time.19 In the following chorus this is explained in detail in accor-

dむ icewith the house of Monchensey. 

In an old house there is always listening, and more is heard than is spoken. 

And what is spoken rem'.3.ins in the room, waiting for the future to heat it 

And whatever happens began in the past, and presses hard on the future. 

The agony in the curtained bedroom, whether of birth or of dying, 

Gathers into itself all the voices of the past, and projects them into the 

future. (p. 90) 

This is a recapitulation of what Eliot has said in the third section of “The Dry 

Salvage3”；“the future is a faded song, a Royal Rose or a lavender spray/ Of wistful 

regret for those who are not yet here to regret,/ Pressed between yellow leaves of a 

book that has never been opened."20“Time future contained in time past.日21 The curse 

upon the Monchenseys accumulated for generations always remains as it was, waiting 

for the future to hear it. The agony of birth in the curtained bedroom reminds us of 

the sin and. curse of Amy, Agatha, and his father on Harry’s birth. And the agony of 

dying reminds us of his father’s death and his wife’s death, and the death of Amy 

which takes place at the end of the play. The chorus makes us realize these dreadful 

facts. It interprets the play for us to know that Harry is going to leave the house 

for the expiation of all these evil deeds, while, for the common people represented by 

the country gentlemen and women, there is no avoiding these things, and there is 

nothing at all to be done about them. This inability is adequately exposed by the 

chorus at the end of the play. The sudden death of Amy and the departure of Harry 
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belong to such a realm as the ordinary men represented by these members of the 

chorus cannot anticipate. So the last chorus begins with the abomination for the 

abnormal sequence of events for those who are not concerned with what we call 

“another worldぺ

We do not like to look out of the same window, and see quite a 

di百erentlandscape. 

We do not like to climb a stair, and find that it takes us down. 

We do not like to walk out of a door, and find ourselves back 

in the same room. 

We do not like the maze in the garden, because it too closely 

resembles the maze in the brain. 

We do not like what happens when we are awake, because it too 

closely resembles what happens when we are asleep. (p. 122) 

Even though we understand the ordinary business of living and avoid ominous and 

dreadful accidents such as fire, larceny, illness, and defective plumbing, we cannot 

know what to do with the act of God. Various spells and enchantments, minor forms 

of sorcery, divination, chiromancy, specifics against insomnia, lumbago, and the loss 

of money, all these are nothing but unsual pastimes and drugs, and features of the 

press.22 And all that we can understand and be concerned with is a very restricted 

area. Seeing the play from an objective point of view as if it were on the part of the 

audience, the chorus interprets it just as we do after seeing its performance. That is 

fo say, it does not or cannot know what is the meaning of the play just as we cannot 

know the intrinsic meaning of it until we make a scrutiny into it over and over 

again. (After all, we“lose our way in the da工kぺ Actuallyit is so contrived that 

the play ends in complete darkness.) The chorus finishes its interpretation, making 

us realize our inability against the act of God and “another world’L 

What is happening outside the circle? 

And what is the meaning of happening? 

What ambush lies beyond the heather 

And behind the Standing Stones? 

Beyond the Heaviside Layer 

And behind the smiling moon? 

And what is being done to us? 

And what are we, and what are we doing? 

To each and all of these questions 

There is no conceivable answer. 

We have suffered far more than a personal loss-

We have lost our way in the dark. (p. 123) 

What makes Harry go out of Wishwood? Needless to say, it is the curse upon the 

house of Monchenseγ. The curse, taking the shape of the Eumenides, has driven him 

into“an over-crowded desert, jostled by ghosts" for almost "eight years”． 

The sudden solitude in a crowded desert 

In a thick smoke, many creatures moving 

Without direction, for no direction 

Leads anywhere but round and round in that vapour-



Without purpose, and without principle of conduct 

In flickering intervals of light and darkness; 

The partial anaesthesia of suffering .without feeling 

And partial observation of one’s own automatism 

While the slow stain sinks deeper through the skin 

Tainting the flesh and discolouring the bone- (p. 27) 
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He tried to escape from it hァ violenceonly to fail and find himself still alone in it 

and bound to“the human wheelぺ Sohe has an illusion that he pushed his wife over 

the deck of the liner to“reverse the senseless dirεction for a momentary rest on the 

burning wheel”. He thinks that he killed her in order to escape from the restraint of 

the curse. (Whether he killed her or not is utterly blurred by Eliot.) In this sense, 

Harry’s return to Wishwood is not for Amy’s birthday but for his momentary rest on 

“the burning wheelぺ Thinkingthat it is the place where life is substantial and 

simplified, he expected that everything would fall into place so that he could be free 

from everything including the curse by his return to the starting point. But nothing 

has come out of his return. Everything is contrary to his expectation. All that he 

has is“the sudden apprehension of the death of hope". He cannot get rid of anything, 

any of the shadows that he wanted to essape from. “I thought I might escape from 

one life to another,/ And it may be all one life, with no escape，＇’ says he. To make 

matters worse, the Eumenides prevent him from settling everything down. He still 

has to find out what their meaning is. He has been in what is called the “hells”for 

those years. And they are closely connected with the Eumenides. One of them is the 

“sense of separation, of isolation unredeemable, irrevocable"; the eternal isolation in 

“the over-crowded desert, jostled by ghost”. To him “it gives a knowledge of eternity, 

because it feels eternal while it lasts”. And the other is “the numbness" which comes 

to cover it，“the partial anaesthesia of su百eringwithout feeling and partial observation 

of one’s own automatismぺ Itis the “hell” of“not being there, the degradation of 

being parted from his self, from the self which persisted only as an eye, seeing”. He 

has been wavering and wandering between these "hells”， being unable to fit himself 

together. When he was inside the old dream of the first "hell", he felt all the same 

emotion or lack of emotion; the same loathing diffused in a world not of persons but 

only of contaminating presences (ghosts), and in the end he came to have no horror 

of his action, and only felt the repetition of it over and over again. When he was 

outside the old dream of it, he could associate nothing of it with himself, though 

nothing else was real.23 And now, coming back to WishwoJd the starting point in a 

state of hardship, Harry feels as if he were in a deception ；“What I see may be one 

dream or another.” The most real is what he fears, the rest being a deception. As 

it is, vanity of vanities; all is vanity. But the most real is what we see, hear, and 

feel, and above all, what we are conscious of something. He cannot but think that 

the instinct to return to the point of departure and start again as if nothing had 

happened is nothing but “folly”；“It’s like the hollow tree,/ Not there.” Mary, who in 

part acts as a Doppel凶ngerof Harry, instructs him that what he needs to alter is 

something inside him which he can change anywhere. 

Even if, as you say，羽Tishwoodis a cheat, 

Your family a delusion-then it’s all a delusion, 

Everything you feel-I don’t mean what you think, 

But what you feel. (p. 54) 
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Wishwood is not a rose garden for him, but a cheat ar..d a delusion. Early spring on 

his return is not the spring which brings him hope for release. For, his spring is“an 

issue of blood and a season of sacrifice”；“The season of birth/ Is the season of 

sacrifice.’引 Throwninto this disillusion, he realizes that he has been attached to “an 

infatuation that’s wrong, a good that's misdirected", and that he has “deceived himself 

like the man convinced that he is paralysed or like the man who believes that he is 

blind while he still sees the sunlightけ. It is this knowledge that makes him change 

inside. This brings him “news of a door that opens at the end of a corridor, sunlight 

and singing; a sweet and bitter smell from another world”. And the Eumenides, the 

agents, appear immediately after this revelation. Facing them, this time he denies with 

confidence what he was and challenges them so as not to be pursued any more. 

Nothing that I did 

Has to do with me. The accident of a dreaming moment, 

Of a dreaming age, when I was someone else 

Thinking of something else, puts me among you. 

I tell you, it is not me you are looking at, 

Not me you are grinning at, not me your con五dentiallooks 

Incriminate, but that other person, if person 

You thought I was: Let your necrophily 

Feed upon that carcass. (pp. 57-8) 

He makes up his mind to face and fight them. This is the moment of the decisive 

change inside him. 

I must face them. 

I must fight them. But they are stupid. 

How can one fight with stupidity? 

Yet I must speak to them. (p. 58) 

After a confidential talk with Dr Warburton on his birth, the illicit love between 

his father and Agatha, and his mother's obstinacy, and hearing about Arthur’s accident, 
he comes to know that what we call the normal is merely the unreal and unimportant. 

In fact, he himself "ica8 making small things important, so that everything may be 

unimportant, a slight deviation from some imaginary course that life ought to take, 

that we cal 1 normal”. He was like that in a way, so long as he could think even of 

his own life as an isolated ruin, a casual bit of waste in an orderly universe. But 

now, with the decisive change inside him, he realizes that it begins to seem just part 

of some huge disaster, some monstrous mistake and aberration of all men, of the world, 

which he cannot put in order.25 And moreover, he cannot get rid of the Eumenides. 

Their existence is too abstract and real for him to deal with ；“Human kind cannot 

bear very-much reality”.26 If they were completely outside his mind, he might escape 

from them somewhere. If they were completely inside his mind, he could get rid of 

them with the aid of some doctor, for he would certainly be lunatic as Amy and her 

group suggest. It is not until Harry can thoroughly understand what the Eumenides 

mean that he makes up his mind to go for expiation. He doesn’t know why they 

should follow him wherever he might go. The crucial dialogue with Agatha, who 

acts an auxiliary member of the Eumenides in the second scene of Part Two, the 

climax scene, helps him to collect himself and comprehend the implicit meaning of the 
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chase of the Eumenides. In the course of the dialogue he gradually comprehends it 

and the next thing he must do. And it is through this dialogue that he comes to 

know the・ illicit love between his father and Agatha and the secret of his birth. 

“Everything tends towards reconciliation,/ As the stone falls, as the tree falls. And 

in the end/ That is the completion which at the beginning would have seemed the 

ruin，＇’ says he. Whatever happens in this world is true in a di旺erentsense, a sense 

that would have seemed meaningless before.. Nothing is“real", but “everything is true 

in a di旺erentsense." With this knowledge, Agatha dares to take an objective view of 

the play, which is the decisive step toNards the solution of the meaning of the Eumen-

ides. 

What we have written is not a story of detection, 

Of crime and punishment, but of sin and expiation. 

It is possible that you have not k.nown what sin 

You shall expiate, or whose, or why. It is certain 

That the knowledge of it must precede the expiation. 

It is possible that sin may strain and struggle 

In its dark instinctive birth, to come to consciousness 

And so find expurgation. It is possible 

You are. the consciousness of your unhappy family, 

Its bird sent flying through the purgatorial flame. 

Indeed it is possible. You may learn hereafter, 

Moving alone through flames of ice, chosen 

To resolve the enchantment under which we suffer.27 

The curse upon the house, straining and struggling in its dark instinctive birth, has 

now come to consciousness. Being “the consciousness" of the house of Monchensey, he 

is chosen to resolve the enchantment, as a bird was sent flying through the purgatorial 

flame. On hearing these words, he gets some enlightenment on the meaning of the 

Eumenides. And this is the decisive moment for hin1 when he can acknowledge the 

dee:rer implication. He can feel so happy, not knowing why, that he utters that“this 

is like an end”. But，“in his end is his beginning”， for, as we have seen above, there 

is no ead for Eliot in the meaning of Fo’ur Qua巾 ts.28 Agatha has long been a mediator 

of the curse and an agent of the Eumenides to enlighten Harry, carrying the burden 

of all the family. Now that she has done her duty, she is free from the burden that 

she carried, leaving it to Harry. Harry takes this pattern cynically, thinking of himself 

as an actor in a play. This is one of the favourite techniques Eliot uses.29 

Family affection 

Was a kind of formal obligation, a duty 

Only noticed by its neglect. One had that part to play. (p. 99) 

He has been enduring playing a part imposed upon him. And he comes back to 

Wishwood only to find another one made ready ；“the book laid out, lines underscored, 

and the costume ready to be put on". So he cannot help thinking that he has been 

wounded in a war of phatoms, not by human beings. Nothing was and is real. The 

things he thought were real are shadows, come out of an awful privacy of the insane 

mind. And even if he can be free from the restraint and live in public，“liberty is a 

di百erent kind of pain from prison”. 30 
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The climax scene in The Faniily !?e'llnion is a musical recapitulation of Faw・ Q’ua1おts,

especial 1 y of“Burnt Norton" and ‘＇Little Gidding’＇. Harry and Agatha chant their 

experiences in turn; Agatha the experience of catching a glimpse of the rose garden 

through the little door, and Harry the experience in a circular desert, until the chain 

breaks. She has been to the little door leading to the rose garden and heard the 

voice of the hidden waterfall at the source of the longest river in the distance and 

laughing voices of the children in the apple tree, and seen a bird (a black raven) 

fly over. All that she could perceive was her feet walking down a concrete corridor, 

the unwinking eye (the eye of God) fixing the movement. He has long been wondering 

in a circular desert, left under the single eye (the eye of God) above it, dragging his 

feet among inner shadows in the smoky wilderness.31 As Agatha aptly puts it，“to rest 

in our ovvn su百ering/Is evasion of suffering. We must learn to su百ermore”. In 

order to be redeemed Harry must have suffered more, for “to be restored, our sickness 

must grow worse", 32 and “the souls in Purgatory suffer, because they wid1 to suffer, for 

purgation”.33 It follows that they have been walking the stone passages of an immense 

and empty hospital (the whole world) pervaded by a smell of disinfectant to be cured 

(redeemed) by the healer (Christ) under his paternal care until the chain breaks and 

they can be free from the curse upon the house of Monchensey and what they call“the 

human wheelぺ Thisprocedure is just the same as that of the martyrdom of Thomas 

Becket in ~"!Jlfurder 仇 the Cat11Pdral. And such allusions as the hospital and the healer 

are also found in“East Coker”， the second poem in Fo'lw Q・w1かか.34 In 1' he Faniily 

.Re'llnion, although we have Dr Warburton whom Eliot might have assigned such an 

important part as the healer, the agent of God, he seems not to answer his purpose as 

well as Agatha and Mary. Harry, of course, is compared to Christ redeeming the 

whole world at the sacrifice of himself. In this sense his expiation is not for himself 

but for the whole world he has to live in, for it is not his conscience, not h.is mind, 

that is diseased, but the whole world he has to live in.35 This time, at last, there 

comes a revelation for both Harry and Agatha, the perception of the timeless moment 

in the rose garden. 

The chain breaks, 

The wheel stops, and the noise of machinery. 

And the desert is clearej, under the judicial sun 

Of the final eye, and the awful evacuation 

Cleanses. (p. 101) 

He perceives that they were not “there”； what they were are their “phantasms”. Agatha 

walked through the little door leading to the rose garden and he ran to meet .her in it. 

Immediately after the perception of the timeless moment in the rose garden, the 

Eumenides that chased after him or, in a way, led him appear again. This time he is 

not frightened to see them, for he knows that they are real and outside him and that 

he has been following them all these years, not chased after by thE.m, and that they 

are going to leave Wishwood to lead him somewhere with “only one itinerary and one 

destination", which implies the journey to the rose garden. The curse like a child, 

formed to grow to maturity, is going to be fulfilled. He can now be free from the 

ring of ghosts with jointed hands, from the pursuers and come to be a quiet place. 

Thus the Eumenides that he thought chased after him have become “the bright angels" 

which will lead him to the rose garden. 



And now I know 

That my business is not to run away, but to pursue, 

Not to avoid being found, but to seek. 

I would not have chosen this way, had there been any other! 

It is at once the hardest thing, and the only thing possible. 

Now they will lead me. I shall be safe with them; 

I am not safe here. (p. 106) 
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Those who are interested in detective stories should be curious to know where Harry 

is going to, even though it is not Eliot's ultimate purpose in this play to be inquired 

into it. To Amy’s inquiry, Harry answers as fol lows: 

I shall have to learn. That is still unsettled. 

I have not yet had the precise directions. 

Where does one go from a world of insc:nity? 

Somewhere on the other side of despair. 

To the worship in the desert, the thirst and deprivation, 

A stony sanctuary and a primitive altar, 

The heat of the sun and the icy vigil, 

A care over lives of humble people, 

The lesson of ignorance, of incurable diseases. 

Such things are possible. It is love and terror 

Of what waits and wants me, and will not let me fall. (p. 107) 

It is not adequate to assume, as Amy does, that he is going away to“become a mission-

ary”. The resolution is in another world. Harry is going to be led across the “frontier” 

by “the bright angels”， beyond which safety and danger have a different meaning. And 

now the death has nothing to do with him, for it is only on this side of the world. 

Those who have seen the Eumenides must go, each in his own direction. Agatha and 

Mary are not 1 ikel y to cross the “frontier”directly. They may very likely meet again 

in their wandering in the neutral territory between two worlds. Downing, having always 

been with Harry, is going with him. And the rest cannot understand what is hap-

pening except that he is going away to“become a missionary”， which in fact is nothing 

but their supposition. They cannot know why he must leave Wishwood so soon, for they 

have not seen what he and his group have seen. If they could understand, they would be 

quite happy ab::mt it. For those who cannot know the sin and the curse upon themselves 

cannot eternal 1 y be redeemed and cross the “frontier" beyond which the death has a 

different meaning. For those who are attached to “the human wheel" cannot be 

delivered from sin.36 It is too late for Amy to apprehend this truth. It is immediately 

after Harry’s departure that she “only just begins to apprehend the truth about things 

too late to mend”. She is to be punished for it. The most dreaded thing suddenly 

falls upon her. The clock stops in the dark. Her birthday party is her death party 

(funeral). 

In the last chorus and the incantation by Agatha and Mary, Eliot reminds us of our 

inability against the act of God. As we have seen above, this is a story of sin and ex-

piation of Harry. In .MurdP,r仇 theCat!ied1叫 ThomasBecket the protagonist has 1 ost 

his will at the still point of the turning world in order to be redeemed. Harry is going 

to cross the “frontier”through the concrete corridor leading to the little door of the 

rose garden. Thomas expiates his sin by his death. But the death makes no sense to 
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Harry. It is only temporal, even though “our temporal reversion nourish (not too far 

from the yew tree) the life of significant soil.”37 Thomas Becket contents himself with 

it. But, in The Fmnily R.e・union there is something deeper than that. “We . must adjust 

ourselves to the moment; we must do the right thing”， for “the right action is/Freedom 

from past and future also”.38 This is only possible by the pilgrimage of expiation. 

Round and round the circle 

Completing the charm 

So the knot be unknotted 

The crossed be uncrossed 

The crooked be made straight 

And the curse be ended 

By intercession 

By pilgrimage 

By those who depart 

In several directions 

For their own redemption 

And that of the departedー（pp.125-6)

Harry is to continue “his pilgrimage" until he knows the place for the first time 

through the unknown, remembered gate. The place，“the last of earth left to discover 

at the source of the longest river”，'ll'α8 the beginning and is full of the voices of the 

children in the apple tree.39 This reminds us of the garden of Eden. For Harry “sin 

is behovely”， but “all shall be well and all manner shall be well by the purification 

of the motive in the ground of beseeching.”40 He is going to explore the rose garden 

at the still point of the turning world to apprehend the point of intersection of the 

timeless with time, where the impossible union of spheres of existence is actual, and 

the past and the future are conquered, and reconciled. 

I shall conclude this thesis by quoting an interesting comment on the play made 

by T. S. Eliot himself. Reflecting on some defects of this poetic drama in his “Poetry 

and Drama”， he seems to have come to sympathize with Amy, a representative of those 

who cannot be redeemed forever. 

A more serious evidence (of the failure) is that we are left in a divided 

frame of mind, not knowing whether to consider the play the tragedy of 

the mother or the salvation of the son. The two situations are not recon-

ciled. I find a confirmation of this in the fact that my sympathies now 

have come to be all with the mother, who seems to me, except perhaps 

for the chauffeur, the only complete human being in the play, and my 

hero now strikes me as an insufferable prig.41 
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Notes 

1. 1'he Fαmily Rewi似 i,Faber and Faber, 1968, p. 61. 

2. Strictly speaking, his approach to drama begins in Swe.c.・ney Aタonfrt

1'he Rock (193.4). 

3. On Poetryαnd Poets, Faber and Faber, 1961, P. 84. 

4. Ibid., p. 84. 

5. In Greek myth they are Tisiphone, Alecto, and Megaera, who live in Erebus, and 

older than Zeus or any of the other Olympians. They are crones, with snakes for 

hair, dogs' heads, coal-black bodies, bats' wings, and bloodshot eyes. In their hands 

they carry brass-studded sccurges, and their victims die in torment. 

(Cf. R. Grav.es, 'l'he Greek .1J1yt118, vol. I, 31, g.) 

6. In Eliot’s letter to E. Martin Browne, he has made the following comment on this. 

There is one point which is meant to be left in doubt: did Harry kill 

his wife or not? This is the justification of the word 'push’. In what other 

simple way can one person imagine that he has killed another, except by 

pushing? Suppose that the desire for her death was strong in his mind, out 

of touch with reality in her company. He is standing on the deck, perhaps 

a few feet away, aud she is leaning over the rail. She has sometimes 

talked of suicide. The whole scene of pushing her over-or giving her just 

a little tip-passes through his mind. She is trying to play one of her 

comedies with him-to arouse an7j emotion in him is better than to feel that 

he is not noticing her-and she overdoes it, and just at the moment, plump, 

in she goes. Harry thinks he has pushed her; and certainly, he has not 

called for help, or behaved in any normal way, to say nothing of jumping 

in after her. 

Harry therefore is really expiating the crime of having wanted to kill 

his wife, like his father before him. Only, his father did not succeed; he 

only dragged out a miserable existence first at Wishwood and then abroad. 

So the crime, and the necessity for expiation, repeat themselves. But Harry 

is still not quite conscious. At the beginning of the play he is aware of 

the past only as po;z’1.dion, and he does not dissociate the pollution of his 

wife’s life from that of her death. He still wants to forget. and that is 

the way forbidden. (It is not I who have forbidden it, I see it as Law.) 

Only after the second visit of the Furies does he begin to understand what 

the Way of Liberation is: and he・ follows the Furies as immediately and 

as unintelligibly as the Disciples dropping their nets. 

As for the pushing, I had already felt some doubt of the advisability 

of the second pushing ('into a wel 1’） and I am ready to drop that. But I 

thought I had made things clear enough to the audience by having Harry 

say, in his dialogue with Agatha, that perhaps he only dreamt he pushed 

her. 

(E. Martin Browne, The Jlfaking of T. S. Eliot’D Play.'!, Cambridge 

University Press, 1969, PP. 107-8) 

7. D. E. Jones, 1'he Plays of 1'. S. Eliot, Routledge and Kegan Paul, 1963, P. 91. 

8. Cf. l'he Family &・union, PP. 95-6. 

9. 1'he Fαmily Re’union, PP. 16-7. This reminds us of the beginning of “Burnt Norton’＼ 

10. This alludes to the beginning and the end of “East Coker”． 
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11. Cf. 1'he Making of 1'. S. Eliot's Plays, P. 107. 

12. Confer the following comment made by Eliot in his letter to E. Martin Browne. 

Mary understands nothing, and is in a fair way to having to follow exactly 

the footsteps of Agatha, in order eventually to reach the point that Agatha 

has reached. 

(1'he .Making of 1'. S. Eliot's Plαys, P.107) 

13. Eliot explains the scene with Mary as follows: 

Now, as to Harry’s marrying Mary as the right way of ending the 'curse’， 

here I feel on surer ground. The point of Mary, in relation to Harry, was 

meant to be this. The effect of his married life upon him was one of such 

horror as to leave him for the time at least in a state that may be called 

one of being psychologically partially desexed: or rather, it has given him 

a horror of women as of unclean creatures. The scene with Mary is meant 

to bring out, as I am aware it fails to, the conflict inside him between this 

repulsion for Mary as a woman, and the attraction which the normal part 

of him that is stip left, feels towards her personally for the firBt tinie. 

This is the first time since his marriage （’there was no ecstacy’） that he 

has been attracted towards any woman. This attraction glimmers for a 

moment in his mind, half-consciously as a possible’way of escape’； and 

the Furies (for the Furies are dfrine instruments, not simple hell-hounds) 

come in the nick of time to warn him away from this evasion-though at 

that moment he misunderstands their function. 

(1'he .Mi.αkinタof1'. S. Eliot's Plays, P. 107) 

14. 1'he Fiαniily Pi,e:union, PP. 54-5. "The distant waterfall in the forest,/ Inaccessible 

half heard" is that in the rose garden. Cf.“Burnt Norton＇’ I，“Little Gidding”v. 
15. This is a recapitulation of the famous beginning of 1'he TFaste Lαnd. 

16. Cf. 1'he Plays of 1'. S. Eli'ot, P. 104. 

17. Eliot must have had a particular feeling for Charles “as the character most like 

himself’＇. (Cf. 11he 111alcinクof1'. S. Eliot’.s Plαys, P. 106.) 

I do attached a good deal of importance to Charles, and what I get out of 

him (a different attitude from that of any of the other choral figures) I 

could not get out of a young man. What just saves Charles is his capacity 

for being surprised by the bulldog in the Burlington Arcade. 

(Ibid., P. 108.) 

18. Cf. On Poetry仰 idPoets, p. 82, 11. 31-40. 

19. Vide supra, P. 59, 11.1-2. 

20. “The Dry Salvages’＇ III, Collected Poems 1909-1962, P. 210, 11. 1-5. 

21. “Burnt Norton＇’ I, Collected Poems 1909-1962, P. 189, 1. 7. 

22. Cf.“The Dry Salvages”V, Collected Poems 1909-1962, P. 212, 1. 6ff. 

23. Cf. 1'he Fα-niily ..Re'llnion, P. 93. 1. 2f. 

24. This is one of the favourite words of T. S. Eliot. Cf. Note 15. 

April is the cruellest month, breeding 

Lilacs out of the dead land, mixing 

Memory and desire, stirring 

Dull roots with spring rain. 

(The 1-Vaste Lαnd, I. "The Burial of the Dead", Collected Poems 1909-

1962, P. 63.) 
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25. Cf. The F'Iαmily Revnion, PP. 85-6. 

26. Cf.“Burnt Norton＇’ I, 11. 44-5, Collected Poems 1909-1962, P.190. and 11-forder in the 

Cαthedral, Faber and Faber, 1938, P. 55, 1. 26. 

27. The F'Iαmily Re'llnion, PP. 97-8. The “bird" reminds us of the dove in“Little Gidding”． 

The dove descending breaks the air 

With flame of incandescent terror 

Of which the tongues declare 

The one discharge frorn sin and error. 

The only hope, or else despair 

Lies in the choice of pyre or pyre-

To be redeemed frorn fire by fire. 

(Collected Poem，ヲ 1909-1962, p. 221.) 

“Flames of ice＇’ reminds us of these lines in“East Coker" and 'Little Gidding’ 

The chill ascends frorn feet to knees, 

The fever sings in mental wires. 

If to be warmed, then I rnust freeze 

And quake in frigid purgatorial fires 

Of which the flame is roses, and the smoke is briars. 

(Collected Po;ms 1909-1962, P. 202.) 

When the short day is brightest, with frost and fire, 

The brief sun flames the ice, on pond and ditches, 

In windless cold that is the heart’s heat, 

Reflecting in a watery mirror 

A glare that is blindless in the early afternoon. 

(Ibid., P. 214.) 

28. Eliot begins “East Coker”by saying ''In my be.ginning is my end" and concludes 

it by saying “In my end is my beginningぺ Videsupra Note 10. 

(Cf. CollfXted Poems 1909-1962, P.196, P. 204.) 

29. The members of the chorus also regards themselves as actors in a play. 

Cf. 'The Fiαmil!! Rl3'll'nion, P. 21, 1. 9.-p. 22, 1. 3. 

30. Cf. The Paniil!} Re’union P. 99. 

31. Cf. 1'he Parnil!} .Re・union, p.100, 1.l-p.101, 1.21，“Burnt Norton" I, Collected Poems 

1909-1962, pp. 189-90.），“Little Gidding”V (ibid., P. 222.) 

32. Confer the following stanza in “East Coker”． 

Our only heal th is the disease 

If we obey the dying nurse 

Whose constant care is not to please 

But to remind of our and Adam’s curse, 

And that, to be restored, our sickness must grow worse. 

(Collected Poヲm~ 1909-1962, PP. 201-2.) 

33. Confer Eliot’s essay on Dante，“Dante”II，“The Purgato1・・ioand the Pαγαdiso". 

( Sellected £.-g.＜・α1p, Faber and Faber, 1966, P. 256, 11. 4-5.) 

34. Cf. Collectl?d Poems 1909-1962, P. 201, 11. 20-4, P. 202, 11. 4-8. 

35. Cf. The Family P.,e:union, P. 29, P. 86. 

36. The image of“the human wheel" comes from the B!iagα？αd-Gitαand the writings of 

St. John of the Cross. (Please confer my thesis on Murder仇 theCathedral, 

“Martydom of ThつmasBecket and the Wheel Image in 11.furder仇 theCathedrαl"' 
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Cairn No. 10, PP. 71-82. 

37. “The Dry Salvages”V, Collected Poen”1909-1962, P. 213, 11. 27-9. 

38. Ibid., 11. 19-20. 

・39. Cf.“Little Gidding”V, Collected Poems 1909-1962, P. 222. 

40. “Little Gidding”III and V, Collected Poerns 1909-1962, P. 219, 11. 27-9, P. 220, 11. 28-

31. P. 223, 11. 2-3. 

41. On Poet1す andPoets, P. 84. Confer the following comment in his letter to E. Martin 

Browne. 

Amy also understands nothing: she is merely a person of tremendous 

personality on one plane. What happen to Arthur and John are not meant 

to be 'disasters’，but minor accidents typical of each: she is affected by 

these. But I admit that her behaviour on Harry’s departure needs clearing 

up. But Harry’s departure is not a disaster for lzini, but a triumph. The 

tragedy is the tragedy of Amy, of a person living oコWillalone. 

CT lze Making of 1'. S. Eliot’s Plays, P. 107.) 
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山
姫
の
袖

立
初
し
尾
上
の
雲
に
降
あ
ら
れ

音
は
け
し
さ
や
吹
初
瀬
風

う
か
り
け
る
契
を
な
と
か
祈
ら
ん

御
殺
の
後
も
お
も
ひ
く
る
し
き

栴l
快信重氏氏昌兼龍快信快信信作信
喜通成 仰直俊碩 重鎮 能 竺 好 賀代兼

八
元
禄
4
・
1
・
n
v

祈
ら
れ
て
栄
へ
ん
松
の
千
代
の
春

御
玄信信快重氏昌兼龍快快信信信作信
三通仙鎮成何俊碩重鳳倫能好賀代兼

満
盛
院

検
校
坊

大
鳥
居

未

信
仙

国
も
ゆ
た
か
に
な
れ
る
新
年

民
の
戸
の
け
ふ
り
よ
り
先
霞
初
て

並
ふ
軒
端
の
雪
や
解
ら
し

戦
き
あ
ふ
園
生
の
竹
の
青
や
か
に

下
行
水
の
深
き
夏
草

月
く
ら
き
き
し
根
の
小
舟
さ
し
迷
ひ

幾
重
夜
き
り
の
わ
た
る
川
頭

秋
な
か
ら
山
や
今
朝
、
迄
時
雨
る
ら
し

あ
け
ぬ
戸
さ
し
を
叩
く
松
風

と
わ
れ
ね
は
宿
は
木
葉
に
埋
れ
て

深
き
う
ら
み
も
そ
ふ
ゆ
か
の
塵

逢
ぬ
日
や
続
く
泊
の
測
な
ら
ん

ま
さ
し
か
ら
さ
る
ゆ
ふ
け
い
く
度

帰
る
さ
を
ま
た
る
L
旅
の
衣
経
て

詳

八
元
禄
5
・
1
・
お
〉

若
松
の
千
代
は
真
の
み
と
り
哉

初
は
る
し
る
く
時
め
け
る
庭

包
井
を
汲
ぬ
る
門
に
袖
は
へ
て

震
て
明
る
竹
の
下
道

苗
代
の
田
面
に
残
る
夜
の
雨

月
灰
か
な
る
岡
の
へ
の
露

野
は
む
し
の
タ
を
急
く
忍
音
に

妻
と
斗
の
ふ
る
鹿
の
草
臥

萩
か
花
は
し
め
て
咲
る
比
な
ら
し

立
秋
霧
の
騨
く
垣
う
ち

こ
の
ね
ぬ
る
朝
戸
ひ
ら
け
は
漸
涼
し

酔
つ
る
程
も
口
ハ
一
夜
酒

関
ま
て
と
都
の
友
の
送
り
出
て

又
あ
ふ
み
て
ふ
頼
む
こ
と
の
は

手
枕
の
夢
も
現
も
絶
け
ら
し

御
信快重氏氏昌兼龍快快信信信作
養鎮 仲直何俊碩 重鳳 倫盛好賀代

街l
信信快重氏氏昌兼龍快快信信作信
通仙鎮仲仇直俊碩重鳳倫好賀代兼

信
能
改

田
村
氏

浦
之
坊

- 43-



待
人
の
あ
た
り
詠
て
そ
ふ
泊

75 

〈
延
宝
8
・
1
・
幻
〉

「
何
路
」

世
は
春
に
幾
度
さ
か
ん
松
の
花

山
も
う
こ
か
ぬ
国
の
長
閑
け
き

波
晴
る
四
の
海
迄
年
越
て

灰
か
す
み
つ

L
明
る
浦
／
＼

よ
は
に
行
舟
路
も
遠
く
帰
雁

ね
も
せ
て
月
に
忍
ふ
古
郷

旅
衣
う
ら
ふ
れ
来
て
は
肌
寒
み

吹
暮
に
け
る
関
の
秋
風

駒
と
む
る
山
陰
も
な
く
時
雨
し
て

か
れ
尽
し
た
る
小
笹
し
の
は
ら

一
本
の
松
は
か
は
ら
ぬ
浅
緑

又
も
な
か
め
を
志
賀
の
浦
波

朝
な
ノ
＼
釣
に
出
た
る
浜
伝
ひ

友
呼
な
る
L
海
士
の
鴫

真
砂
地
の
末
に
下
ゐ
る
鳥
の
声

〔
一
二
折
・
名
残
折
欠
］

福
城
松
連
歌
（
西
高
辻
家
蔵

兼
実
1

御
兼昌信重氏氏兼龍快信信快信作信
実俊通成幸i］次碩重鎮能好竺賀代兼

町
）
よ
り

八
延
宝
9
・
1
・

n〉
信

兼

あ
ら
た
ま
る
春
に
色
ま
す
や
世
々
の
松

震

も

雨

も

鹿

く

安

国

御

作

代

八
隅
ま
で
東
風
吹
風
の
治
り
て
信
賀

波

路

に

う

か

ふ

舟

あ

ま

た

也

快

竺

う
ら
掛
て
沖
よ
り
塩
や
満
ぬ
ら
ん
信
好

あ
し
辺
に
田
鶴
の
鳴
わ
た
る
戸
信
能

ね
し
雁
の
田
面
の
月
に
友
呼
て
快
鎮

勾
当
坊

明
る
夜
残
す
門
の
薄
霧

露
し
ろ
き
笹
を
過
ぬ
一
時
雨

山
は
紅
葉
の
盛
な
る
色

分
入
し
小
野
の
千
種
の
花
愛
て

帰
さ
忘
る
斗
け
ふ
の
御
狩
は

降
雪
に
乗
駒
の
毛
も
替
ら
し

登
る
岩
ほ
の
嵐
寒
け
き

関
の
戸
の
雲
間
の
朝
日
灰
に
て

八
天
和
2
・
1
・

n
v

み
と
り
そ
ふ
松
や
千
年
の
国
津
物

草
も
う
こ
か
ぬ
四
方
の
春
風

天
長
く
地
も
永
日
の
照
し
来
て

住
付
里
の
朝
気
の
と
け
し

す
く
比
の
田
面
の
雪
や
解
ぬ
ら
ん

氷
を
出
る
沢
水
の
音

夏
の
夜
の
月
に
小
舟
の
竿
さ
し
て

あ
し
聞
の
ほ
た
る
影
幽
か
也

雁
の
来
て
秋
や
、
ふ
ち
か
き
明
か
た
に

堤
も
か
け
て
む
か
ふ
山
の
は

雲
の
行
空
晴
わ
た
る
楼
の
前

雨
の
名
残
の
青
き
松
原

タ
附
日
さ
し
指
ぬ
ら
し
園
の
竹

筈
木
に
干
せ
る
時
四
か
鹿
き
ぬ

舟
維
く
直
音
や
肇
の
住
所

八
天
和
3
・
1
・
幻
〉

松
や
四
方
に
根
さ
し
も
春
の
深
み
と
り

み
な
も
と
絶
す
か
す
む
山
水
御
作
代

滝
殿
に
琴
の
音
そ
ふ
る
雪
解
て
信
賀

お
は
し
ま
ち
が
み
馴
る
う
く
ひ
す
信
好

兼信重昌氏氏兼龍
実通成俊 利次 碩重

釣
一廉
の
外
の
閑
け
さ
し
る
き
朝
な
ノ
’
＼
信
能

ひ

か

り

移

ろ

ふ

竹

の

末

／

＼

快

鎮

真
葛
葉
の
み
な
か
ら
月
に

散

返

て

快

雅

露

置

あ

へ

ぬ

野

へ

の

タ

風

龍

重

狩

人

の

帰

さ

や

秋

の

一

時

雨

兼

碩

を

し

か

の

声

を

聞

捨

し

山

氏

次

谷
の
戸
の
紅
葉
ま
は
ら
に
冬
の
来
て
氏
利

か
こ
ふ
も
冴
る
柴
の
や
の
う
ち
重
成

拾
ひ
た
く
妻
木
少
き
薄
け
ふ
り
昌
俊

絶

ぬ

雫

は

う

き

苔

の

袖

信

通

夜
も
す
か
ら
岩
敷
床
は
め
も
あ
は
て
兼
実

兼信昌重氏氏兼龍快信信快信津信
実通俊成利次碩重鎮能 好 竺 賀 代 兼

八
天
和
4
・
1
・

n
v

松
か
枝
の
千
代
や
し
る
よ
し
国
の
春
信
兼

つ

ら

な

る

軒

の

霞

民

の

戸

御

作

代

里
／
＼
の
御
調
を
今
に
ゆ
る
さ
れ
て
信
賀

関

路

の

雪

や

解

残

る

ら

ん

信

好

吹

送

る

朝

風

寒

き

旅

衣

快

佐

一

急
く
行
衛
は
冬
深
き

山

信

能

落

は

せ

し

梢

を

出

る

峰

の

月

快

鎮

タ

の

雲

を

な

か

す

滝

波

龍

重

川
水
の
白
き
を
み
れ
は
雨
は
れ
て
兼
碩

結

ひ

て

涼

し

露

の

村

竹

昌

俊

夏
川
の
糸
や
頃
ほ
に
乱
る
ら
し
氏
直

機

織

む

し

の

秋

を

ま

つ

声

信

程

分
し
野
に
暑
さ
残
ら
ぬ
風
立
て
重
成

薄

か

う

れ

も

騨

く

初

霧

信

通

三
ヶ
月
の
影
も
匂
へ
る
真
萩
原
氏
の

信
兼

八
貞
享
2

・
1
・
n
v

箱
崎
の
波
の
数
か
も
松
の
春

信
兼

-42-
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浮
海
松
の
網
の
綱
手
に
ま
と
は
れ
て
信
通
7

真
砂
の
松
の
は
ひ
え
垂
た
る
信
重

ω7

灰

か

に

も

庭

の

朝

霜

打

畑

兼

実

1

〈
延
宝
3
・
1
・
お
〉

「

於

御

城

」

信

兼

9

常
盤
木
の
松
の
は
か
た
や
千
世
の
春

長
閑
に
人
の
住
な
る
斗
里
御
作
代
1

国
ふ
り
の
賑
ひ
し
る
く
年
越
て
信
賀
8

か
す
む
関
ち
の
し
け
き
行
か
ひ
快
竺
8

解
渡
る
雪
踏

駒

や

噺

ら

ん

信

好

8

狩

出

る

野

に

青

き

村

草

信

達

7

月

乍

明

る

麓

の

小

篠

原

梅

重

7

山

陰

白

く

く

た

る

川

霧

快

鎮

8

白
風
に
み
た
れ
て
長
き
滝
の
糸
兼
碩
7

岩

に

玉

ち

る

波

の

涼

し

さ

氏

次

7

行
々
も
肝
見
直
を
拾
ふ
道
暮
て
氏
利
7

扶

に

か

与

る

立

花

の

露

重

成

6

松

か

え

に

誰

千

捨

し

薄

衣

信

通

8

す

き

て

入

日

の

寂

し

竹

垣

信

重

8

古
ぬ
れ
は
や
ふ
れ
か
ち
な
る
芦
箔
昌
俊
1

〈
〔
延
宝
4
・
1
・
お
u
〉

76 

門
原
本
年
月
日
ヲ
欠
ク
〕

万
世
の
春
と
や
よ
は
ふ
松
の
声
信
兼
8

の
と
け
き
庭
の
池
の
鶴
亀

御

作

代

1

う
こ
き
無
岩
に
雪
ま

の

滝

落

て

信

賀

7

緑
に
明

る

山

さ

た

か

也

快

竺
7

雲
晴
し
此
方
に
か
け
を
み
ね
の
月

信

好

7

か
り
ね
め
さ
ま
す
関
の
秋
風
信
達
8

今
朝
ま
て
も
枕
露
け
き
旅
衣
梅
重
7

今
や
時
雨
の
ふ
る
里
の
空

雁
か
ね
も
寒
さ
そ
ひ
ぬ
る
冬
た
ち
て

浪
ま
の
街
鳴
峡
く
ら
し

満
汐
も
さ
し
て
入
江
の
泊
舟

う
き
藻
み
た
れ
て
涼
し
浦
風

真
砂
地
の
松
の
木
陰
の
休
ら
ひ
に

な
ら
ふ
営
屋
の
詠
淋
し
も

タ
さ
れ
は
門
田
の
道
も
人
絶
て

月
に
や
鴫
の
床
下
る
声

快
鎮
7

氏
次
6

氏
利
6

兼
碩
7

信
通
7

信
章
一7

重
成
7

玄
三
7

兼
実
1

〈
延
宝
5
・
1
・
お
〉

「
山
何
」

と
こ
松
や
国
も
か
は
ら
ぬ
千
々
の
春

豊

に

年

を

越

し

里

々

御

作

代

1

長
閑
な
る
関
の
戸
さ
斗
ぬ
往
来
し
て
信
賀
8

旅

立

袖

の

朝

気

か

す

め

り

快

佐

一

8

東
風
か
せ
も
な
き
た
る
波
の
舟
の
上
信
好
8

浦

輸

の

い

っ

こ

行

天

つ

雁

信

達

8

月

影

を

へ

た

つ

る

磯

の

山

隠

梅

重

8

あ

く

る

よ

残

す

霧

の

村

々

氏

次

7

竹
の
葉
の
素
き
を
み
れ
は
霜
ふ
り
て
氏
利
7

冬

こ

も

り

せ

す

梅

咲

る

色

兼

碩

7

寒
か
ら
ぬ
宿
に
や
春
の
近
か
ら
し
昌
俊
5

鳥

も

馴

よ

と

日

の

移

る

庭

重

成

7

鱗

の

う

か

ひ

て

遊

ふ

遣

水

に

信

通

8

琴
の

音

さ

そ

ふ

風

の

涼

し

さ

信

重

8

急

雨

の

一

通

り

せ

し

宮

所

兼

実

1

八
延
宝
6
・
1
・
お
〉

「
御
会
」

若
葉
そ
ふ
千
と
せ
の
松
の
み
か
け
哉

信
兼
9

信
兼
9

未

詳

春

の

朝

日

の

照

す

此

殿

御

作

代

1

世
に
宣
も
富
た
る
門
は
長
閑
に
て
信
賀
8

幾
村
人
の
小
田
返
す
覧
快
肘
一
一
8

雨

晴

る

麓

め

く

り

の

明

渡

信

好

7

川
上
遠
き
月
の
薄
雲

信
達
8

秋
立
て
い
っ
ち
い
ぬ
ら
ん
飛
蛍
梅
重
7

虫

の

音

み

た

す

野

へ

の

タ

風

快
鎮
8

瞬
く
と
て
露
や
こ
ほ
せ
る
糸
薄

兼
碩
7

誰

愛

よ

り

て

折

し

萩

か

え

氏

次

7

狩
人
の
を
く
れ
て
分
る
岡
越
に
氏
利
7

日
も
入
か
た
は
索
、
き
山
涯

重
成
6

灰
白
く
田
面
の
は
た
れ
霜
降
て
信
通
8

下

ゐ

る

憧

に

鷺

睡

る

也

信

重

8

波
の
音
の
塩
の
干
潟
に
遠
か
ら
し
昌
俊
1

〈
延
宝
7
・
1
・
幻
〉

「
朝
何
」

千
世
か
け
て
春
風
や
ふ
く
岡
の
松
信
兼
9

か
す
め
る
日
よ
り
鶴
遊

ふ

山

御

作

代

1

亀
の
ゐ
る
磯
の
岩
ほ
の
雪
解

て

信

賀
8

す
か
ぬ
浜
田
の
広
き
町
／
＼
快
竺
8

青
や
か
に
芦
の
村
々
萌
ぬ
ら
し
信
好
7

朝

け

の

株

飼

出

る

道

信

能

7

灰
か
な
る
月
は
里
よ
り
近
き
野
に
梅
重
7

宿
こ
そ
あ
れ
と
衣
う
つ
音

快
鎮
8

タ
霧
に
焼
火
も
み
え
ぬ
山
隠

兼
碩
7

時

雨

に

ぬ

れ

て

位

し

旅

人

氏

次

7

片
帆
引
嵐
よ
こ
き
る
舟
の
中
氏
利
7

聞
は
迫
門
こ
す
波
さ
は
く
ら
し

重
成
7

浦
伝
ひ
満
く
る
八
重
の
塩
合
に

信

通

8

雲
に

入

日

の

か

き

く

も

る

空

信

重
8

- 41ー
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77 

浅
か
ら
す
し
た
し
む
中
の
伴
ひ
に

よ
し
あ
し
分
つ
学
ひ
か

L
こ
き

あ
っ
む
る
や
古
へ
今
の
和
歌

位
の
品
を
し
る
佐
へ
人

紫
の
庭
に
二
木
の
花
を
植
て

ゆ
た
け
く
み
ゆ
る
新
玉
の
年

信

兼

九

御

作

代

一

句

信

賀

八

信

好

七

信

達

八

快

竺

八

梅

重

六

昌 重 宗 信 氏 氏 兼 快

賀達兼鎮因
昌
－
俊

俊成因重次利碩鎮

八七
（
都
維
那
）

八九九六
（
田
村
氏
）

（
注
）
『
法
雲
禅
師
寿
山
外
集
』
巻
下
所
載
「
西
翁
隠
士

為
ν
僧
序
」
ニ
「
又
以
下
旧
交
在
一
一
前
筑
一
寄
レ
書

累
招
上
、
一
節
瓢
然
而
往
、
筑
主
聞
こ
其
名
一
令
下
二
旧

交
者
一
延
見
上
、待
遇
甚
厚
、
留
過
三
冬
一

、
既
而
欲
一一一

羅一
一致
之
一
、
翁
潜
遁
二
宰
府
一
直
進
一
一
本
山
一
、
時
正

値
二
浬
禁
忌
一
、
」
云
々
。
（
頴
原
・
西
山
宗
因
）

重
成
ハ
笹
崎
大
宮
司
、
田
村
重
次
ノ
男
（
重
仲
弟
）
。

寛
文
日
年
度
ヨ
リ
、
当
御
会
ノ
連
衆
ト
ナ
ル
。

〈
寛
文
H
・
I
・
お
〉

「
於
御
城
」

年
の
緒
ゃ
い
よ
ノ
＼
長
き
松
の
春
信
兼
日

庭

に

並

木

の

青

柳

の

糸

御

作

代

1

鴬

の

あ

や

お

る

声

の

宿

馴

て

信

賀

7

大
鳥
居

小
鳥
居

垣
の
隙
も
る
ひ
か
り
か
す
め
り
快
竺

8

満
盛
院

月
薄
く
苗
代
水
に
う
つ
る
ら
し
信
好
8

御
供
屋

片

山

本

の

雨

は

る

斗

暮

信

達

9

執
行
坊

分
帰
る
野
風
涼
し
く
袖
ふ
れ
て
梅
重
8

勾
当
坊

こ

ぬ

秋

ま

ね

く

薄

刈

道

快

鎮

8

検
校
坊

床
か
へ
て
い
っ
ち
鹿
子
の
通
ふ
ら
し
氏
次
8

伊

予

ま
た
明
は
て
す
く
ら
き
岩
か
け
氏
利
8

加

賀

焼

捨

し

い

さ

り

火

消

る

汐

曇

兼

碩

8

都
維
那

時

雨

に

ぬ

れ

て

寒

き

舟

人

信

通

8

御
隠
居

吹

通

す

風

も

ふ

せ

か

ぬ

麻

衣

信

重

9

小
隠
居

位

て

も

住

る

あ

は

ら

や

の

内

兼

実

1

上
座
坊

（
注
）
御
供
屋
信
通
、
隠
居
ト
シ
テ
名
順
下
ル
。

〈
寛
文
ロ
・

1
・
お
〉

「
於
御
城
」
門
原
本
「
寛
文
二
子
年
」
ト
誤
］

新

き

軒

端

の

松

や

千

々

の

春

信

兼

1

移

し

て

梅

の

咲

初

る

庭

御

作

代

1

氷
と
く
池
の
鏡
に
日
の
指
て
信
賀
叩

水

鳥

は

ふ

く

朝

気

閑

け

し

快

竺

日

白

妙

の

霜

分

出

る

岩

ね

道

信

好

8

谷

の

あ

わ

ひ

の

遠

き

行

末

信

達

日

梯
を
夜
渡
る
月
の
か
た
ふ
き
て
梅
重
7

一

む

ら

な

ひ

く

秩

風

の

雲

信

連

7

冷
し
き
時
雨
や
松
に
残
る
ら
ん
氏
次
8

暮

る

日

薄

き

楠

葉

の

色

兼

碩

8

冬
近
く
な
れ
は
を
し
か
の
鳴
よ
は
り
昌
俊
8

連
歌
屋

田

面

の

庵

は

荒

て

寂

し

き

信

通

8

つ
く
ろ
は
ぬ
草
の
垣
ほ
の
隙
茂
み
信
重
ロ

風

に

を

れ

伏

陰

の

呉

竹

琳

重

1

安
祥
寺

（
注
）
信
兼
・
快
鎮
・
氏
利
ハ
参
府
ノ
旅
中
、
欠
席
。

p
m参
照
。

〈
寛
文
日
・

1
・
お
〉

鶴
を
置
て
久
し
き
物
や
松
の
春

長
閑
に
す
め
る
宿
の
池
水

試
の
筆
に
硯
を
取
出
て

と
し
立
朝
の
気
色
し
る
し
も

棚
引
や
関
の
こ
な
た
の
薄
震

雪
を
分
行
旅
人
の
道

古
郷
の
月
を
伴
ひ
乗
駒
に

す
く
る
野
遠
み
聞
雁
の
声

広
き
江
の
詠
に
霧
の
晴
初
て

秋
風
渡
る
川
橋
の
う
へ

涼
し
さ
を
求
寄
た
る
柳
陰

タ
の
鐙
玉
と
散
袖

待
位
て
我
身
に
あ
ま
る
襟

泊
も
ろ
さ
を
人
ゃ
あ
や
め
ん

恨
を
も
い
は
ぬ
心
は
あ
ゃ
な
し
ゃ

信
兼

m

御
作
代
1

信
賀
8

快
肘
一一7

信
好
8

信
達
9

梅
重
6

快
鎮
7

信
程
6

氏
利
7

氏
次
6

重
成
7

信
通
8

信
重
9

兼
実
1

浦
之
坊

-40 -

〈
延
宝
2
・
1
・
幻
〉
〔
年
月
日
「
何
人
」
ト

ノ
ミ
記

「於
御
城
」

セ
ル

一
葉
、
前
－
一
ア
リ
］

か
は
ら
ぬ
や
千
世
の
松
原
国
の
春

信

兼

9

四

の

海

迄

波

か

す

む

音

御

作

代

1

八
十
嶋
も
ひ
と
つ
に
雪
の
解
初
て
信
賀
8

遠

き

舟

路

の

行

衛

長

閑

け

し

信

好

8

た
斗
し
は
し
余
波
と
斗
め
よ
旅
の
雁
快
竺

8

古

郷

し

の

ふ

関

の

明

ほ

の

信

達

8

杉

村

に

隔

る

月

を

詠

や

り

梅

重

8

紅

葉

の

奥

の

鐘

の

絶

ノ

＼

快

鎮

8

戸
し
つ
斗
男
鹿
の
出
る
峯
暮
て
兼
碩
7

麓

を

遠

く

霧

な

ひ

く

也

氏

次

7

村
雨
や
此
川
上
に
め
く
る
ら
ん
氏
利
6

舟

引

袖

に

風

の

涼

し

さ

重

成

7
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水
広
き
池
の
氷
の
隙
見
え
て

か
す
め
る
波
に
風
わ
た
る
ら
し

竹
な
ひ
く
橋
の
行
衛
の
朝
朗

置
初
け
ら
し
秋
の
初
霜

影
も
や

いム
野
中
の
月
の
い
さ
よ
ひ
て

タ
に
な
れ
は
涼
し
虫
の
音

ウ

立
出
る
袖
は
薗
生
の
休
ら
ひ
に

春
近
か
ら
し
梅
咲
る
陰

降
雪
の
た
ま
り
た
ま
ら
す
晴
渡

川
辺
の
水
の
流
寒
け
し

嵐
吹
早
瀬
の
小
舟
さ
し
位
て

山
き
は
よ
り
も
先
暮
ぬ
め
り

雨
雲
の
下
ゐ
て
深
き
谷
合
に

時
鳥
の
み
と
へ
る
隠
家

過
し
其
む
か
し
ゃ
夢
に
忍
ふ
ら
ん

別
て
後
の
さ
む
し
ろ
の
月

を
か
ぬ
社
人
香
に
し
め
る
扇
な
れ

お
も
ひ
を
そ
ふ
る
袖
の
上
露

更
て
か

暮
て
行
三
月
を
惜
花
摘
て

春
の
山
路
を
分
暮
比

い
つ
く
共
き
与
す
へ
か
ぬ
る
鳥
の
戸

舎
り
を
か
へ
し
野
へ
の
鴬

霜
消
る
笹
の
竹
は
緑
に
て

明
る
朝
気
の
水
け
ふ
る
也

絶
／
＼
に
小
沢
の
末
ゃ
っ

L
く
ら
ん

道
た
と
／
＼
し
麓
田
の
原

岩
か
ね
を
踏
行
駒
の
爪
っ
き
て

つ
か
れ
果
た
る
関
の
旅
人

都
出
て
今
は
幾
日
に
成
ぬ
ら
ん

契
り
置
し
か
伝
聞
ま
ほ
し

快梅快信信信

鎮重竺達好賀

重宗信氏氏兼
達鎮賀竺兼好

成因重次利碩
梅利

色＝

竺達好加因成次兼碩重

書
送
る
文
の
い
な
せ
を
待
／
＼
て

ね
も
せ
て
更
す
灯
の
下

月
は
入
て
窓
打
雨
の
音
淋
し

風
さ
は
く
也
軒
の
芭
蕉
葉

＝
ゥ

し
ほ
れ
ぬ
る
ま
せ
の
樺
色
あ
せ
て

限
り
お
も
へ
は
秋
の
位
し
さ

衰
さ
や
鳴
よ
は
り
た
る
蕃
一

い
か
は
か
り
か
は
霜
の
ふ
る
跡

草
村
の
道
も
無
迄
枯
伏
て

冬
こ
も
り
す
る
獣
の
床

里
遠
き
片
山
畑
は
作
り
捨

半
た
え
た
る
岨
の
か
け
橋

一
筋
の
雲
は
わ
っ
か
に
消
残
り

虹
ほ
の
か
な
る
遠
の
川
上

村
雨
の
降
通
た
る
浜
伝
ひ

松
青
や
か
に
な
ら
ふ
ま
砂
地

曙
を
月
と
花
と
の
あ
ら
そ
ひ
て

名
残
の
雁
の
戸
し
た
ふ
空

爪
琴
の
し
ら
へ
か
す
ま
す
か
き
な
ら
し

暮
て
戸
さ
し
を
照
す
符
火

袖
あ
ま
た
御
階
の
前
に
つ
ら
な
り
て

雪
の
な
か
め
に
よ
め
る
言
の
は

波
ょ
す
る
絵
島
に
近
明
石
潟

満
く
る
汐
に
舟
そ
た
斗
よ
ふ

方
々
に
網
の
請
縄
打
乱

か
斗
ぬ
も
く
つ
の
茂
き
芦
垣

野
分
せ
し
小
家
の
あ
た
り
荒
は
て
斗

人
か
け
は
な
く
か
よ
ふ
稲
妻

宵
過
て
露
置
こ
ほ
す
浅
茅
原

月
も
つ
ら
し
ゃ
中
の
通
ひ
路

逢
事
は
さ
す
か
ゆ
る
さ
ぬ
関
守
に

鎮次達重因利賀竺梅好成碩兼賀重因好達利梅竺兼鎮成次重碩利因鎮梅

島＝も＝＝

な
け
き
生
そ
ふ
心
い
つ
ま
で

三
ウ

恋
種
の
絶
ぬ
根
さ
し
ゃ
深
か
ら
ん

力
車
の
め
く
る
身
そ
憂

柴
人
の
笠
に
い
と
へ
る

一
時
雨

日
は
暮
か
た
の
里
の
か
へ
る
さ

涼
し
さ
に
行
過
か
た
き
柳
陰

舟
を
ょ
せ
ぬ
る
岸
の
か
た
は
ら

釣
針
や
波
の
よ
と
み
に
お
ろ
す
覧

萱
の
住
家
も
明
渡
る
道

官
茨
に
立
る
煙
の
結
ほ
斗
れ

竹
の
は
さ
や
く
秋
の
し
は
雨

蓑
虫
や
払
は
ぬ
塵
に
す
か
る
ら
ん

ふ
り
し
聞
に
月
澄
る
暮

思
ふ
と
ち
待
え
て
み
る
や
花
の
雪

心
の
と
め
て
あ
る
し
を
そ
す
る

名

賭
弓
の
袖
引
つ
れ
て
立
帰
り

其
家
／
＼
の
広
き
一
族

末
y
〈
＼
も
栄
る
氏
は
し
る
か
ら
し

恵
を
仰
く
大
原
の
神

瑞
雛
の
松
に
小
松
の
陰
そ
ひ
て

移
す
は
し
め
は
遠
き
御
社

皇
の
た
斗
し
く
守
る
天
か
下

民
安
け
に
も
住
る
此
国

直
き
社
道
の
道
た
る
旋
な
れ

と
く
跡
た
え
ぬ
法
の
師
の
門

分
て
入
高
野
の
奥
は
い
と
深
し

陰
ま
て
雲
の
埋
む
模
原

月
薄
く
明
行
空
に
鳴
烏

身
に
し
め
お
も
ふ
衣
／
＼
の
袖

名
ウ

露
ほ
と
も
忘
る
ま
し
と
の
さ
込
め
こ
と

老
に
心
の
う
ら
う
へ
も
な
し

碩重次好兼成因重梅竺碩賀利達重鎮次兼竺因鎮好賀重成碩達竺因利兼

も＝＝も＝ョ

zd 

色＝
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打
散
し
木
葉
隠
の
日
を
薄

み

氏

次

8

伊

予

さ
し
残
し
た
る
窓
の
寒
け
さ
氏
利
8

加

賀

藻
屑
火
の
煙
を
た
つ
る
営
の
屋
に
兼
秀
7

都
維
那

暮

る

随

意

し

け

き

蚊

の

声

信

重

叩

小

隠
居

陰

深

く

竹

の

林

の

生

添

て

兼

実

1

上
座
坊

（
注
）
九
月
御
会
ノ
作
品
記
録
ハ
本
例
ノ
ミ
。

〈
寛
文
4
・
1
・
2
V

「
御
城
御
会」

か
そ
へ
を
け
松
に
小
松
に
世
々
の
春
信
兼
ロ

岩

ほ

の

雪

の

隙

み

ゆ

る

庭

御

作

代

1

氷

せ

く

滝

の

白

糸

引

は

へ

て

信

賀

8

遠
く
震
を
な
か
す
川
水

快
竺
9

舟
は
た
L
真

帆

に

成

行

朝

嵐

信

通

日

夜
の
聞
の
雨
の
名
残
な
き
空

信

達

m

涼
し
さ
は
を
の
つ
か
ら
な
る
秋
の
月
梅
重
7

タ
ノ
＼
に

し

け

き

虫

の

音

快

鎮

8

盛

得

し

包

の

萩

を

め

て

寄

て

氏

次

8

薄

の

露

を

分

こ

ほ

す

袖

兼

秀

7

狩

人

の

麓

の

道

を

往

還

氏

利

8

山
越
来

つ

る

駒

そ

な

つ

め

る

信

重

日

遣
な
る
関
の
此
方
に
日
は
落
て
昌
純
1

連
歌
匡

〈
寛
文
4
・
1
・
mmV

「黒
田
又
左
衛
門
殿
興
行
」

春
を
得
て
は
や
木
高
か
れ
庭
の
松

門発
句
ノ
ミ］

信
兼

〈
寛
文
5
・
1
・
お
〉

「於
御
城
」

世
々
の
春
龍
れ
る
松
の
千
枝
哉

軒
端
に
高
き
青
柳
の
陰

明
残
る
門
は
霞
に
奥
有
て

「右
当
社
万
句
在
之
ニ

付

満
盛
院
壱
人
被
参

福
岡
衆
連
衆

ニ
而
一

二
付

ニ
御
興
行
候
」

〈
寛
文
6
・
1
・
お
〉

「
於
御
城
」

春
を
得
て
今
そ
栄
ん
千

代

の

松

信

兼
日

色
香
も
清
く
ひ
ら
く
梅
か
枝
御
作
代
1

長
閑
な
る
玉
の
靭
に
日
の
さ

し

て

信
賀
印

池

の

面

の

水

み

と

り

也

快

佐

一

9

雨

晴

し

岸

の

呉

竹

陰

深

み

信

好

7

タ
を
い
そ
く
肝
〔
盤
以
飛
か
ふ
信
達
叩

唯
し
は
し
月
待
な
ら
す
窓
の
前
梅
重
8

外

山

に

な

ひ

く

霧

の

絶

々

快

鎮

8

秋
の
立
気
色
や
空
に
し
る
か
ら
し
信
連
8

萩
よ
り

風

や

吹

初

に

け

ん

氏

次

8

一
村
の
薄
の
末
葉
ほ
の
め
き
て
氏
利
8

入
日
か
け
ろ
ふ
小
野
の
か
た
は
ら
信
重
日

友
よ
ふ
や
ま
た
き
ね
く
ら
に
曙

鴛

兼

秀

1

〈
寛
文
7
・
1
・
お
〉

「於
御
城
」

是
を
見
れ
は
松
い
や
高
し
若
緑

震
の
上
に
明
初
る
峯

浦
山
の
雪
か
と
春
の
月
澄
て

浪
路
は
る
か
に
雁
か
へ
る
也

芦
原
や
満
く
る
汐
に
戦
く
ら
む

暮
る
日
寒
き
官
の
匿
の
前

さ
し
残
す
窓
に
過
行
一
時
雨

風
の
音
す
る
陰
の
村
竹

御
供
屋

信
兼
日

御
作
代
1

信
賀
9

快
竺
9

信
好
9

信
達
叩

梅
重
8

快
鎮
9

蜘
の
涼
し
さ
そ
ふ
る
秋
立
て
氏
次
8

聞

の

山

に

な

ひ

く

薄

霧

氏

利

8

ほ
の
か
な
る
月
も
な
か
る
よ
滝
の
水
信
連
7

色

に

み

た

れ

て

散

し

楯

は

信

重

叩

所
／
＼
朝
露
結
ふ
薗
の
月

兼

秀

1

〈
寛
文
9
・
2
・
1
V

「於
御
城
」

春
の
色
に
常
盤
の
松
の
栄
哉
信
兼
ロ

入
人
し
け
し
雪
解
る

門

御

作

代

1

豊
年
を
け
ふ
よ
り
宿
に
む
か
へ
来
て
信
賀
9

か

す

む

気

色

に

簾

巻

袖

信

好

7

戸
聞
は
外
山
を
遠

く

帰

雁

信

達

叩

明
は
な
れ
た
る
嶺
さ
た
か
也
梅
重
9

木
葉
散
月
の
さ
夜
風
閑
ま
り
て
快
鎮
叩

氷

に

け

ら

し

薗

の

下

水

兼

秀

9

タ

霜

の

闘

の

内

に

置

渡

し

快

雅

8

己
か
ね
く
ら
を
さ
は
く
鳥
／
＼
氏
次
9

関
越
て
別
る
斗
袖
や
急
く
覧
氏
利
8

人

め

を

忍

ふ

契

物

憂

信

連

7

数
ノ
＼
の
思
ひ
を
文
に
書
加
へ

兼
実
1

満
盛
院

〈
寛
文
日
・

1
・
お
〉

〔宗
因
出
座

－一
ツ
キ、

全
巻
ヲ
翻
刻
ス
］

同
十
年
成
正
月
廿
五
日

於

御

城

若
葉
さ
す
春
に
相
け
り
世
々
の
松

う
ら
L
か
な
る
や
日
の
移
庭

信

兼

御
作
代



官
茨
の
透
間
冴
入
タ
風
に

時
雨
に
ぬ
る
斗
麻
の
衣
手

取
添
て
陰
の
山
柴
運
ふ
ら
し

ヘ
竿
指
舟
の
下
る
川
波

音
立
る
早
瀬
の
流
明
残
り

ぺ
網
代
の
床
の
月
は
冷
し

ね
覚
て
は
露
も
位
し
き
宇
治
の
呈

砧
間
近
き
旅
の
中
宿

契
置
比
と
や
妹
も
待
ぬ
ら
ん

せ
め
て
さ
は
り
の
う
さ
を
告
は
や

〔
原
本
二
折
欠
］

80 

ヘ
鴬
の
声
珍
敷
谷
の
戸
に

氷
と
け
て
や
波
も
立
ら
ん

む
す
一
毎
の
色
い
さ
清
き
岩
伝

塵
の
外
そ
と
住
る
古
寺

た
の
し
ひ
の
か
つ
は
有
け
る
人
の
身
に

付
心
猶
有
へ
し

み
か
け
は
玉
の
光
妙
也

間

前

一
報
ち
る
悶
に
月
の
影
落
て

ヘ
葉
広
か
し
は
に
風
操
く
戸

空
蝉
の
一
暗
に
暑
さ
や
ゆ
っ
る
ら
ん

一
勾
如
何

薄
き
に
か
へ
で
き
る
夏
衣

暑
心

こ
も
り
あ
し
く
侯

惜
こ
そ
過
る
弥
生
の
名
残
な
れ

震
く
み
つ
斗
つ
く
る
し
な
／
＼

春
に
今
家
居
を
移
す
祝
言
に

ぺ
千
年
の
か
け
や
め
て
ん
桃
園

三
ウ

木
高
く
も
生
添
松
の
枝
た
れ
て

雪
一

色
の
志
賀
の
か
ら
崎

ひ
と
つ
松
生
そ
ふ
い
か
〉

定兼通重秀賀
豊
勝醒次久

夜
の
程
の
あ
ら
し
閑
る
な
か
ら
山

月
に
う
き
立
東
雲
の
雲

ヘ
漸
寒
き
ね
く
ら
や
位
て
鳴
鵜

竹
の
林
や
露
し
く
る
ら
し

方
へ
よ
り
葛
の
葉
か
つ
ら
散
乱
れ

秋
暮
果
て
淋
し
野
の
末

我
独
い
か
て
か
た
へ
ん
草
の
庵

巻
か
へ
し
つ
斗
み
る
文
の
中

ヘ
増
る
こ
そ
後
の
朝
の
思
ひ
な
れ

夢
は
う
つ
与
の
恨
悲
し
き

。ぺ花
や
世
に
位
く
ら
へ
し
て
う
つ
る
ら
ん

八
重
咲
そ
ふ
る
款
冬
の
露

名
ヘ
玉
河
や
岸
に
寄
波
う
ら
斗
か
に

ヘ
井
手
の
蛙
の
す
た
く
夕
暮

里
人
の
帰
る
田
つ
ら
を
鋤
残
し

一
方
に
し
も
青
む
草
む
ら

消
行
や
秋
ふ
か
斗
ら
ぬ
野
へ
の
霜

菅
に
は
さ
も
有
へ

し

苛
む
に
は
符
如
何

ぺ
さ
山
を
出
る
鹿
の
か
よ
ひ
路

折
臥
て
薄
も
更
る
真
萩
原

誰
事
と
ひ
し
古
跡
の
月

哀
に
も
手
向
を
な
せ
る
墳
の
前

は
な
る
L
き
は
斗
う
し
ゃ
九
重

源
物
語
の
心
侯
哉
手
向
猶
有
へ

し

ぺ
な
れ
し
我
宿
の
梢
を
か
へ
り
み
て

。ヘ
花
に
残
る
は
幾
程
の
春

吹
風
に
こ
て
ふ
の
麹
み
た
る
ら
し

震
の
箇
立
て
片
寄

名
ウ

時
は
今
満
塩
竃
の
浦
の
波

ぺ
滞
を
遠
く
う
か
ふ
釣
ふ
ね

夜
の
雨
過
て
に
は
よ
き
朝
朗

元重醒勝通兼重醒次賀通元秀定重久

兼醒次重定通勝賀秀兼 元醒

ひ
な
の
長
路
を
急
き
行
袖

つ
か
れ
ぬ
る
駒
の
足
な
み
た
と
ノ
＼
し

朽
て
か
た
ふ
く
岨
の
か
け
は
し

山
畑
は
誰
堀
捨
て
荒
す
ら
ん

茂
り
合
た
る
小
篠
幾
村

付
墨
廿
八
句
此
内
長
三

信
兼
十
糊
一
一一内長一

重
定
九
点
三

信
重
十
二
一
向
調

信
通
十
一
点
五

信
賀
八
一
竺
内
長

一

兼

秀

八

点

一

半
醒
十
二
一
当
内
長

一

重
之

重
久

成
次

時
元

元久秀通定

a快

鎮
豊
勝

-'--
ノ＼

己主
刀て

因

重通勝久次

七
点
〔
数
字
ナ
ジ
〕

七
点
一

ーヰー－ノ＼九
右

在
判

- 37-

（
注
）
『
筑
紫
太
宰
府
記
』
－
一記
セ
ル
、
寛
文
三
年
八
月

十
日
参
詣
ノ
際
、
社
家

ヨ
リ
宗
因
ニ
評
ヲ
求
メ
タ

ル
モ
ノ
カ
。
（
野
間

・
連
歌
師
宗
因
参
照
）

醒兼秀通重

〈
寛
文
3
・
9
・
お
〉

「
御
城
御
会
」

松
を
み
ん
常
住
不
退
に
千
々
の
秋
信
兼
口

鶴

住

庭

の

明

る

朝

霧

御

作

代

1

月
影
を
ひ
た
せ
る
池
の
水
晴
て
信
賀
9

岸
根
に
ょ
す
る
波
の
涼
し
さ
快
伸
一一9

小
舟
引
扶
ほ
の
か
に
暮
け
ら
し
信
通

m

帰

る

さ

遠

き

末

の

一

村

信

達

叩

雲
の
ゐ
る
片
山
の
へ
の
道
分
て
梅
重
9

風

に

さ

そ

は

れ

時

雨

降

也

快

鎮

7

賀久兼重元定醒

大
鳥
居

小
鳥
居

満
盛
院

御
供
屋

執
行
坊

勾
当
坊

検
校
坊
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Eコ
ロロ

兼

作

福
岡
御
城
松
御
会
連
歌
集
（
小
鳥
居
家
蔵
花
）

よ
り

八
万
治
3
・
1
・
お
〉

「
御
城
御
会
」

松
に
見
よ
千
代
幾
か
へ
り
神
の
春
信
兼
日

百

木

の

梅

の

若

枝

さ

す

庭

御

作

代

1

此
殿
の
玉
の
い
ら
か
の
雪
解

て

信

重

ロ

小

鳥

居

か

す

む

朝

気

の

光

静

け

し

快

竺

叩

満

盛

院

波
間
よ
り
月
の
い
さ
よ
ふ
沖
津
嶋
信
通
叩
御
供
屋

浦

に

声

し

て

雁

の

来

る

空

信

達

9

執
行
坊

秋
風
や
暮
る
芦
辺
に
す
さ
ふ
ら
ん
梅
重
9

勾
当
坊

稲

葉

乱

る

ふ

露

の

涼

し

さ

快

鎮

7

検
校
坊

急

雨

の

過

ぬ

る

跡

の

庵

の

前

氏

次

8

伊

予

垣

ほ

の

入

日

影

ほ

の

か

也

信

連

7

浦
之
坊

立
つ

L
く
竹
の
戦
き
の
冴
／
＼
て
昌
コ
7
0

連
歌
屋

小

野

の

緑

の

冬

浅

き

色

氏

利

7

加

賀

水

白

く

流

の

末

も

氷

る

ら

し

兼

秀

1

都
維
那

（
注
）
伊
予
ハ
文
人
（
も
ん
に
ん
）
三
家
ノ
ウ
チ
、
小
野

伊
予
守
（
南
小
野
）
、
加
賀
ハ
同
ジ
ク
小
野
加
賀

守
（
東
小
野
）
ノ
通
称
。
余
ハ
但
馬
（
西
小
野
）
0

大
鳥
居

〈
寛
文
2
・
1
・
お
〉

「
御
城
御
会
」

年

の

は

の

栄

へ

や

松

の

若

緑

信

兼

ロ

竹

も

幾

世

の

春

を

ふ

る

庭

御

作

代

1

カ

鴬

の

声

聞

な

る

斗

宿

に

て

信

賀

8

垣

ほ

の

内

外

雪

間

添

行

快

竺

叩

野
を
か
く
る
園
の
下
の
け
ふ
る
ら
し
信
通
ロ

小
鳥
居

抄

（
福
城
松
連
歌
抄
〉

所
／
＼
は
そ
よ
く
冬
草

ほ
の
め
く
や
片
岡
の
へ
の
タ
月
よ

虫
の
ね
に
成
道
の
方
y
〈、

吹
立
て
涼
し
き
秋
の
初
風
に

急
雨
鹿
く
薄
霧
の
空

陰
青
き
槙
の
は
分
に
日
は
落
て

さ
ら
て
夏
無
中
の
柴
の
戸

山
水
の
流
の
末
を
結
ひ
よ
り

原
則
と
し
て
、
初
一
順
に
と
ど
め
た
。

作
者
名
下
の
洋
数
字
は
句
数
を
示
す
。

ま
た
、
（
原
則
と
し
て
）
初
出
に
家
系
を
注
記
し
た
。

信
達
日

梅
重
7

快
鎮
8

氏
次

7

信
連
7

氏
利
8

兼
秀
8

兼
実
1

上
座
坊

雁
帰
る
八
重
の
塩
路
の
波
晴
て
信
賀
8

風

に

任

る

舟

の

行

末

快

佐

一

9

直
竹
の
下
葉
や
散
て
乱
る
ら
ん
信
通
日

た

ま

り

た

ま

ら

す

覆

降

也

信

達

日

雲

冴

る

軒

端

の

月

の

影

薄

み

梅

重

7

背

面

の

岡

や

明

初

に

け

ん

快

鎮

8

集

り

て

小

鳥

声

す

る

山

本

に

氏

次

8

田
つ
ら
の
み
ち
ゃ
か
よ
ひ
絶
ら
し
氏
利
8

暮
ぬ
れ
は
刈
残
し
け
り
真
菅
原
良
実
7

岩

の

雫

に

も

す

そ

ぬ

る

め

り

信

重

日

涼
し
さ
に
立
休
ら
へ
る
橋
の
上
兼
秀
1

（
注
）
小
鳥
居
信
重
、
隠
居
ト
シ
テ
名
順
下
ル
。

〈
寛
文
2
・
1
・
お
〉

「黒
田
又
左
衛
門
殿
興
行
」

さ
か
ゆ
か
ん
門
は
八
千
代
の
柳
哉
信
兼
U

雪
聞

に

軒

の

松

風

の

声

久

寛

1

春
の
夜
の
明
立
庭
に
鶴
の
ゐ
て
氏
利
日

月

澄

渡

る

池

の

中

嶋

信

賀

日

落
来
つ

L
秋
涼
し
き
ゃ
滝
の
水
信
達
日

夕

波

白

く

霧

晴

ぬ

め

り

快

竺

ロ

竹
の
葉
に
露
や
結
ひ
て
ふ
か
L
ら
ん
氏
次

m

漸

陰

浅

き

葛

の

上

か

れ

快

鎮

9

風
荒
く
す
さ
ふ
離
の
日
を
薄
み
兼
秀
9

ぬ
る
や
友
よ
ふ
野
へ
の
鳥
の
音
信
通
日

人

帰

る

片

山

本

は

静

に

て

執

筆

1

〈
寛
文
3
・
1
・
お
〉

「
御
城
御
会
」

緑
そ
ふ
松
陰
広
し
国
の
春

朝
日
長
閑
に
照
す
海
山

信
兼
ロ

御
作
代
1

〈
寛
文
3
・
1
・
お
〉

「
立
花
勘
左
衛
門
殿
に
て
」

ぺ
春
は
世
に
門
を
ひ
ろ
け
ん
柳
哉

ヘ
花
も
久
し
き
色
香
添
庭

百
鳥
の
も
L
A

一
輔
の
声
聞
て

明
離
れ
た
る
野
は
長
閑
也

山
の
端
の
緑
に
雨
の
晴
け
ら
し

ぺ
末
、
も
ひ
と
つ
に
澄
る
江
の
水

ぺ
川
音
も
月
に
成
よ
り
閑
に
て

秋
涼
し
き
ゃ
戦
く
む
ら
芦

ウ

置
そ
ふ
る
田
の
も
の
原
の
露
ふ
か
み

ひ
ら
き
て
む
か
ふ
け
さ
の
朝
窓

呉
竹
の
葉
分
の
光
さ
や
か
に
て

藻
屑
焼
火
や
煙
出
ら
し

華
台
坊

一 弘一

信
兼

重
定

信
重

信
通

信
賀

兼
秀

半
醒

重
之

快時成重
鎮元次久



一
御
老
中
久
世
大
和
守
様
土
屋
相
模
守
様
井
上
河
内
守
様
安
部
豊
後
守
様
戸

田
山
城
守
様
方
エ
任
先
例
従
殿
様
御
口
上
書
御
聞
番
衆
持
候
而
信
恭
参
上

仕
候

一
御
老
中
様
不
残
日
を
か
へ
御
逢
被
下
候
尤
従
殿
様
進
物
等

先
例
之
通
被
下

置
候
事

一
御
目
見
奉
願
候
儀
者

林
大
学
頭
殿
大
鳥
居
先
代
よ
り
御
懇
意

一
一
付
思
召
寄
－一

而
井
上
河
内
様
エ
御
相
談
被
成
候
処
－
一
役
筋
よ
り
願
書
取
次
有
之
候
ハ
ふ
何

と
そ
御
取
持
可
被
成
由
ニ
御
座
候
事

一
右
之
趣
ニ
付
御
願
書
寺
社
御
奉
行
所
エ
指
出
候
処
－
一
数
十
日
を
経
候
而
願
之

次
第
此
節
類
も
有
之
候
而
不
被
為
相
叶
由
ニ
而
願
書
御
返
却
之
事

以

上

一
延
享
三
寅
年
御
朱
印
御
改
之
節
信
貫
江
戸
参
府
十
月
廿
七
日
着
府

一
十
一
月
十
日
寺
社
御
奉
行
大
岡
越
前
守
様
秋
元
摂
津
守
様
山
名
因
幡
守
様
エ

罷
出
ル

一
同
日
酒
井
雅
楽
頭
様
西
尾
隠
岐
守
様
本
多
紀
伊
守
様
堀
田
相
模
守
様
松

平
右
近
将
監
様
林
大
学
頭
様
エ
罷
出
ル

一
同
十
八
日
御
月
番
大
岡
越
前
守
様
御
内
寄
合
於
御
列
席
御
逢
被
成
候
事

一
同
廿
六
日
秋
本
摂
津
守
様
へ
罷
出
御
逢
被
成
候
而
証
文
等
御
見
届
等
相
済

御
同
人
者
御
朱
印
御
奉
行

n
l一
被
成
候
也

一
同
日
御
朱
印
御
奉
行
永
井
伊
賀
守
様
エ
出
勤
同
断

一
十
二
月
十
一
日
堀
田
相
模
守
様
御
逢
被
成
候
事

一
同
十
四
日
酒
井
雅
楽
頭
様
御
逢
被
成
候
事

一
同
日
西
尾
隠
岐
守
様
御
逢
被
成
候
事

一
同
日
本
多
伯
岩
田
守
様
御
逢
被
成
候
事

一
同
日
松
平
右
近
将
監
様
御
逢
被
成
候
事

一
翌
春
正
月
十
一
日
御
城
御
会
御
連
案
ニ
被
召
加

以

上

一
宝
暦
五
亥
年
院
号
〔
延
寿
王
院
は

勅
許
口
ニ
付
為
御
札
十
一
月
出
府

合
於
御
列
席

ニ
御
逢
被
成
候
事

一
御
老
中
様
方
延
享
年
中
之
通
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御
逢
被
成
候
事

十
二
月
六
日

一
翌
子
ノ
春
正
月
十
一
日

以

上

一
御
代
替
御
朱
印
就
御
改

宝
暦
十
一
巳
年
出
府

ノ
春
御
城
御
会
ニ
罷
出
候
事

一
出
府
度
毎
－
一
公
儀
エ
御
目
見
御
礼

略
之

御
城
御
会
－
一
出
席
同
前

口
々
先
規
之
通
相
勤
申
候

且
御
朱
印
之
儀
相
願
候
事

但
願
書

ハ
長
文
故

以

上

〈
参
考
史
料
〉
福
岡
県
文
化
会
館
蔵
・
黒
田
藩
記
録
ヨ
リ

ω
貞
享
四
丁
卯
年
御
用
帳
書
抜
寺
社
雑
之
部

正
月
廿
三
日

如
例
年
年
始
御
連
歌
愛
元
寺
社
之
僧
御
館
へ
罷
出
相
勤

但
今
度
公
方
様
御
厄
明
之
連
歌
宰
府
ニ
而
執
行
一
一
付
御
当
地
寺
社

衆
へ
被
仰
付
候
出
座
名
付
〔
各
人
別
行
］

宰
府
御
供
屋
信
通
／
箱
崎
座
主
坊
／
同
赤
幡
坊
」
箱
崎
蓮
城

坊
／
岡
田
村
八
郎
右
衛
門
／
岡
田
村
土
佐
／
岡
田
村
長
門
／
同

一
御
灯
坊
／
東
長
寺
／
吉
祥
院
／
入
定
寺
隠
居
快
応
／
閑
松
院
／
綱

場

天

神

成

就

院

／

橋

口

天

神

観

音

院

以

上

十

四

人

〉

出
席
仕
候
事

ω
第
四
十
一
松
連
歌
執
行
日
並
椙
極
候
事

一
（
安
永
六
年
丁
酉
正
月
）
正
月
松
連
歌
執
行
日
並

重
畳
以

合

議

達

御
極
十
一
日
ニ
相
究
以
来
右
之
通
可
為
心
得
旨
延
寿
王
院
エ
相
達
候
様

御
城
代
頭
エ
月
番
よ
り
相
達
之

但
先
例
松
連
歌
正
月
十
三
日
ニ
執
行
有
之
た
る
儀
も
候
得
共
同
日
ハ

御
鎧
御
鏡
披
ニ
而
御
繁
多
故
難
相
成
候
依
之
去
々
年
御
合
議
有

之
候
処
以
前
ハ
廿
一
日
廿
二
日
ニ
も
執
行
有
之
候
当
時
者
廿
二

目

覚

了

院
様
之
御
忌
日

ニ

而

廿

一
日
ハ
」
沖
津
宮
御
祈
薦
日
ニ
相
成

居
候
付
廿
八
日
執
行
住
候
様
同
年
被
仰
出
置
候
然
処
今
年

宰
府
御
社
御
普
請
成
就
御
選
宮
御
規
式
前
社
用
多
趣
申
出
候
近
年

右
之
日
並
も
居
り
か
ね
候
付
此
節
重
畳
以
御
合
議
右
之
通
相
極

本
多
長
門
守
様
御
内
寄

翌
午



83 

一
右
之
通
社
領
被
為
寄
附
置
候
故
天
下
御
安
全
之
御
祈
祷
朝
暮
無
慨
怠
相
務
申

儀

ニ
御
座
候
先
祖
も
御
札
守
差
上
御
目
見
等
も
仕
た
る
儀

－一
御
座
候

間

乍

偉

行

以

信

仙

儀

公

儀

エ

御

札

守
差
上
御
目
見
申
上
候
様
ニ
仕
ら
せ
度
奉
存
候

先
此
節
は
寺
社
御
奉
行
衆
迄
罷
出
候
様
一
一
申
付
信
仙
儀
去
冬
御
当
地
へ
召
寄
申
候

頃
日
寺
社
御
奉
行
方
エ
不
残
罷
出
候
処
何
も
御
逢
被
成
候
信
仙
儀

豊
後
守
様

被
渡
御
目
候
様
－
一
と
奉
存
候
え
共
御
繁
多
之
処
去
冬
よ
り
頃
日
迄
数
度
何
廉

と
申
上
候
儀
共
故
差
立
豊
後
守
様
被
聞
召
届
段

別
而
遠
慮
奉
存
候
願
は
御

序
之
刻
右
之
趣
被
聞
召
届
信
仙
儀
被
渡
御
目
被
下
候
ハ
主
恭
可
奉
存
候
己
上

松
平
肥
前
守
使

豊
後
守
様
エ
南
部
新
左
衛
門
御
使
者

ニ
市

長
卿
御
取
持
ヲ
以
備

叡
覧
候

頭
弁
小
河
坊
城
俊
清
執
奏

ニ
市
候
事

元
和
八
年
二

一
同
十
四
年
二
月
於
江
戸
本
所
天
神
八
百
年
祭
記
弐
千
句
之
連
歌
等
為
執
行

仙
儀
罷
越
候
其
節
も
御
老
中
様
不
残
寺
社
御
奉
行

エ

喜
多
村
平
四
郎

田
与
右
衛
門
方
案
内
ニ
而
相
務
被
渡
御
目
候
事

右
之
時
御
老
中
様
エ
指
上
申
候
口
上
書
之
写

一
筑
前
国
太
宰
府
安
楽
寺
天
満
宮
者
聖
廟
之
本
社
一一
而
御
座
候
尤
松
平
肥
前
守
領
内

一一
付
神
領
弐
千
石
同
人
よ
り
寄
附
社
家
数
人
罷
在
拙
僧
代
々
惣
社
務
仕
候
事

一
筑
後
国
下
妻
郡
水
田
庄
ニ
而
千
石
之
社
領
同
所
天
満
宮
エ
従
公
儀
被
為
寄
附
之

旨
元
和
七
年
松
倉
豊
後
守
殿
御
証
文
有
之
候
事

一
水
田
庄
天
満
宮
者
太
宰
府
安
楽
寺
天
満
宮
之
末
社
ニ
而
御
座
候
故
拙
僧
代
々
兼
帯

仕
候
依
之
社
領
所
務
仕
尤
同
所
エ
社
僧
社
人
召
置
支
配
仕
候
事

一
元
禄
十
年
丑
ノ
春

拙
僧
儀
社
職
相
続
仕
候
ニ
付
御
当
地
罷
越
申
候
而
寺
社
御

奉
行
様
出
勤
仕
候
所
御
逢
被
成
其
後
御
老
中
様
方
エ
御
礼
申
上
皆
様
被
渡
御

目
候
事

一
天
満
宮
八
百
年
忌
来
午
年
相
当
り
候

－一
付
御
当
地
於
本
所
天
満
宮
当
二
月

八
百
年
取
越
之
神
事
執
行
仕
候
本
所
天
神
ハ
筑
前
安
楽
寺
天
満
宮
末
社
之
儀
ニ
御

座
候
間
今
度
拙
僧
儀
参
府
仕
神
事
相
勤
申
候
勿
論
此
旨
寺
社
御
奉
行
様
方

エ

早
々
参
上
仕
申
上
候
処
御
逢
被
成
候
事

四

月

七

日

筑

前

安

楽

寺

別

当

大
鳥
居
法
眼
信
仙

疋信

右
は
元
禄
十
年
丑
間
二
月
朔
日

被
遣
候
覚
書
之
相

同
月
十
一
日
朝
六
時

豊
後
守
様
エ
罷
出
候

持
参
南
部
新
左
衛
門
同
道
也

御
目
見
仕
候

御
札
梅
守
一
束
一
巻

覚

一
私
領
筑
前
国
太
宰
府
安
楽
寺
天
満
宮
別
当
大
鳥
居
菅
原
信
兼
儀

せ

伴
大
鳥
居
菅
原
信
仙
儀
社
職
申
付
候
事

一
右
信
仙
先
祖
大
鳥
居
信
岩
と
申
者
黒
田
筑
前
守
長
政
御
願
申
上

月
朔
日
台
徳
院
様
エ
御
札
守
差
上
御
目
見
申
上
候
事

門
以
下、

前
口
上
書
ト
同
文
ニ
ツ
キ
、
中
略
］

信
仙
儀
去
冬
御
当
地
へ
召
寄
申
候
先
達
市
寺
社
御
奉
行
方
エ
差
出
候
処
何
も
御

逢
被
成
候
御
繁
多
半
近
頃
之
申
事
－一
御
座
候
得
共
信
仙
儀
山
城
守
様
／
相

模
守
様
被
渡
御
目
被
下
候
ハ
斗
別
而
可
添
候
加
賀
守
様
豊
後
守
様
エ
者
私

在
府
之
内
御
逢
被
下
候
其
節
山
城
守
様
／
相
模
守
様
エ
も
被
渡
御
目
被
下
候
様

可
申
上
と
奉
存
候
処
信
仙
儀
病
気

一
一
付
延
引
仕
候
依
之
委
許
残
シ
召
置
申
候
間

右
之
段
被
聞
召
届
御
序
之
節
被
波
御
目
被
下
候
ハ
斗
弥
添
可
奉
存
候
己
上

松
平
肥
前
守
使

右
者
山
城
守
様
相
模
守
様
へ
別
紙
之
覚
書
也

何
モ
様
被
渡
御
目
相
済
申
候

去
秋
隠
居
仕
ら

- 34ー

以

上

一
元
禄
十
年
八
月

信
仙
儀

叙
法
眼

其
節

宰
府
水
田
証
文
等

高
辻
大
納
言
豊

一
御
朱
印
御
改
－
一
付

享
保
二
丁
酉
年
信
恭
江
戸
参
勤
三
月
中
旬
江
府
着

一
寺
社
御
奉
行
松
平
対
馬
守
様
石
川
近
江
守
様
土
井
伊
与
守
様
也
但
近
江
守
様

者
御
朱
印
方
を
も
被
兼
候

一
御
朱
印
御
奉
行
朽
木
民
部
少
輔
様
也

一
五
月
十
六
日

御
朱
印
御
奉
行
衆
御
寄
合
日

ニ
付
朽
木
民
部
少
輔
様
御
宅
エ
信
恭

出
候
尤
水
田
神
領
千
石
松
倉
豊
後
守
殿
御
証
文

一一
写
を
添
持
参
近
江
守
様
民

部
少
輔
様
林
大
学
頭
様
同
百
介
様
御
列
座

－
一
而
御
逢
被
成
右
御
証
文
御
見
届

被
成
写
を
留
被
置
候
事



聖
廟
之
留
守
職
被
仰
付
社
家
之
別
当
ニ
市
社
法
之
諸
事
相
務
来
候

儀
者
社
僧
何
レ
モ
顕
密
禅
三
宗
兼
学
之
地
－
一
市
有
之
候
事

筑
前
太
宰
府

天
満
宮
別
当
大
鳥
居

信
兼

宗
門
之

通
神
領
御
寄
附
被
成
置
候
付
天
下
安
全
之
御
祈
薦
慨
怠
不
仕
候

当
折
々
御
当
地
参
上
仕
御
札
守
差
上
申
度
奉
存
候
以
上

貞
享
元
年
八
月
廿
一
日
筑
前
国
太
宰
府
天
満
宮

別
当
大
鳥
居
信
兼

向
後
者
社
務
別

貞
享
元
年
八
月
廿
一
日

本
多
淡
路
守
様

牧
野
因
幡
守
様

本
多
淡
路
守
様

牧
野
因
幡
守
様

乍
恐
申
上
事

一
筑
前
太
宰
府
天
満
宮
領

御
当
家
御
代
々
之
御
朱
印
者
無
御
座
候
於
筑
後
国
下
妻
郡
水
田
村
千
石
之
地

公
儀
被
下
置
候
旨
松
倉
豊
後
守
殿
御
証
文
有
之
候
事

一
台
徳
院
様
御
代
宰
府
別
当
信
岩
御
当
地
参
上
住
水
田
千
石
之
社
領
御
朱
印

奉
願
儀
黒
田
筑
前
守
長
政
取
持
を
以
達
尊
聴
候
処
重
而
御
序
之
節
可
被
成

下
之
旨
被

仰

出

信

岩

儀

元
和
八
年
二
月
朔
日
御
目
見
被
仰
付
候

其
己
後

御
序
無
御
座

御

朱

印
頂
戴
不
仕
候
事

一
大
猷
院
様
御
代
太
宰
府
別
当
大
鳥
居
信
助
儀
寛
永
十
一
年
七
月
御
上
洛
之
節

上
京
仕
候
而
御
朱
印
可
奉
願
之
処
路
次
延
引
仕
候
其
己
後
病
身

－一罷
成

江

戸
参
勤
断
絶
住
候
事

一
厳
有
院
様
御
代
御
朱
印
御
改
之
節
拙
僧
御
当
地
参
上
仕
寺
社
御
奉
行
井
上
河

内
守
殿
加
賀
爪
甲
斐
守
殿
迄
御
朱
印
願
之
儀
申
上
候
処
其
国
之
領
主
よ
り
副

使
者
無
之
候
市
者
御
取
次
難
成
旨
被
仰
聞
候
－
一
付
有
馬
松
千
代
殿
御
家
老
衆
迄

其
趣
申
達
候
処
御
取
扱
難
成
候
由

ニ
付

願
相
叶
不
申
候
此
節
も
拙
僧
御
当
地

参
上
仕
候
－
一
付
有
馬
中
務
大
輔
殿
御
家
頼
衆
迄
御
使
者
被
添
被
下
候
様
ニ
と
申

達
候
得
共
此
度
も
御
取
持
難
被
成
由
被
仰
候
事

一
右
天
満
宮
社
領
往
古
之
儀
者
不
分
明
公
家
武
家
依
御
崇
敬
社
領
数
多
有
之
由
申

伝
候
義
詮
公
御
判
物
今
川
了
俊
証
文
其
外
社
領
寄
附
之
状
多
有
之
候
古
来

所
々
之
神
領
之
内
筑
後
国
水
田
村
今
高
千
石
之
地
如
前
々
所
務
可
仕
旨
其
節

上
使
松
倉
豊
後
守
殿
御
証
文
御
座
侯
条
各
様
以
御
取
成
御
朱
印
被
仰
付
被
下

候
様
一
一
と
太
宰
府
社
家
中
奉
願
候
若
叉
新
規
之
御
朱
印
不
相
叶
儀
－
一
御
座
候
者

以
松
倉
豊
後
守
殿
先
判
之
趣
各
様
御
証
文
被
成
下
候
者
案
可
奉
存
候
且
又
右
之

一
元
禄
二
年
二
月
信
仙
十
五
歳
一
一
而
上
洛
仕
候
高
辻
大
納
言
殿
為
猶
子

参
内
院
参
仕
権
律
師
法
橋
昇
進
仕
候
御
札
守
官
銭
等
奉
納
仕
候
事

任
先
例

従

一
元
禄
十
年
信
仙
儀
継
目
為
御
礼
江
戸
参
勤
仕
候
御
老
中
様
方
不
残
御
札
井

一
東
一
巻
持
参
仕
南
部
新
左
衛
門
方
案
内

ニ
而
罷
出
候

寺
社
御
奉
行
戸
田
能
登

守
殿
於
御
宅
井
上
大
和
守
殿
永
井
伊
賀
守
殿
御
列
座
ニ
市
被
受
御
礼
候
尤

御
銘
々
御
屋
鋪
エ
も
相
務
申
候
事
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御
老
中
様
方
へ
従
殿
様

御
口
上
書
之
相
写

一
私
領
筑
前
国
太
宰
府
安
楽
寺
天
満
宮
別
当
大
鳥
居
菅
原
信
兼
儀

津
大
鳥
居
菅
原
信
仙
儀
社
職
申
付
候
事

一
右
信
仙
先
祖
大
鳥
居
信
岩
と
申
者
黒
田
筑
前
守
長
政
御
願
申
上

御
札
守
差
上
御
目
見
申
上
候
事

一
信
岩
伴
信
助
と
申
者
病
身
故
遠
国
之
往
来
難
成
代
僧
を
以
可
申
上
者
恐
多
奉

存
其
後
御
目
見
断
絶
仕
候
事

一
右
信
岩
と
申
者
信
仙
為
－
一
者
曾
祖
父
－
一
而
御
座
候
信
助
と
申
者
ハ
信
仙
祖

父
ニ
而
御
座
候
事

一
筑
後
国
下
妻
郡
水
田
と
申
所
ニ
而
千
石
之
社
領
同
所
天
満
宮
へ
従
公
儀
被
為
寄

附
旨
元
和
七
年
松
倉
豊
後
守
殿
御
証
文
有
之
候
右
水
田
天
満
宮
者
太
宰
府
天

満
宮
之
末
社
一
一
市
御
座
候
依
之
右
之
社
領
信
仙
所
務
仕
尤
同
所
之
社
人
等

支
配
仕
同
所
へ
信
仙
家
頼
召
置
候
事

一
私
よ
り
も
太
宰
府
天
満
宮
エ
社
領
弐
千
石
神
納

務
候
事

南
部
新
左
衛
門
方

御
使
者
一
一
而
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去
秋
隠
居
仕
ら
せ

台
徳
院
様
エ

社
家
数
人
罷
在

信
仙
惣
社
職
相



八
参
考
史
料
〉

85 

大
鳥
居
参
府
一
巻
先
例
費
書

（一政斗削）

前
稿
「
大
鳥
居
信
岩
・
信
助
伝
稿
」
の
史
料
編
の
（
E
）
「
信
岩
参
府
日
記
（
仮

題
）
」
と
し
て
紹
介
し
た
残
り
の
部
分
で
あ
る
。
煩
墳
で
は
あ
る
が
、
幕
藩
体
制

に
組
み
込
ま
れ
て
か
ら
の
天
満
宮
経
営
の
姿
を
語
っ
て
い
る
。
西
高
辻
宮
司
家
蔵

の
写
本
に
よ
っ
た
。
他
に
も
二
、
三
本
あ
る
が
、

異
同
は
積
め
て
僅
か
で
あ
る
。

〔
承
前〕

一
厳
有
院
様
御
代
寛
文
五
年
御
朱
印
御
改
之
節
水
田
社
領
今
高
千
石
之
地
御
朱

印
者
無
御
座
候
得
共
其
時
之
上
使
松
倉
豊
後
守
殿
御
証
文
有
之
付
為
御
付
届

信
兼
儀
江
戸
参
上
仕
候
於
彼
地
公
儀
エ
差
上
候
口
上
書
之
如

一
筑
前
国
太
宰
府
安
楽
寺
天
満
宮
延
喜
五
年
御
建
立
天
神
社
領
於
筑
後
国
下
妻
郡

水
田
村
附
来
候
古
来
よ
り
宰
府
別
当
職
私
先
祖
よ
り
支
配
仕
来
候
事

一
右
之
社
領
御
三
代
之
御
朱
印
者
無
御
座
候
得
共
松
倉
豊
後
守
殿
上
使
御
下
候
時

天
神
領
千
石
如
先
規
無
相
違
従
公
儀
被
下
置
旨
松
倉
豊
後
守
殿
御
証
文
御

座
候
事

一
右
之
社
領
台
徳
院
様
御
代
－
一
御
朱
印
頂
戴
仕
度
之
旨
黒
田
筑
前
守
長
政
よ
り
奉

願
其
節
別
当
大
鳥
居
信
岩
御
当
地
参
上
仕
候
処
被
達
上
聞
御
朱
印
之

儀
ハ
御
序
ニ
可
被
成
下
由
ニ
而
信
岩
儀
元
和
八
年
二
月
朔
日
台
徳
院
様
御
目

見
被
為
仰
付
候
事

右
之
社
領
之
儀
各
様
達
御
耳
置
申
度
奉
存
今
度
御
当
地
参
上
仕
候

寛

文

五

年

七

月

廿

三

日

太

宰
府
天
満
宮
別
当

大
鳥
居
信
兼

以
上

井
上
河
内
守
様

加
賀
爪
甲
斐
守
様

重
市
差
上
候
覚
書

一
筑
前
太
宰
府
安
楽
寺
天
満
宮
社
領
筑
後
国
水
田
村
之
内
千
石
古
来
よ
り
附
来
候

通
先
日
申
上
候
処
右
千
石
之
地
有
馬
松
千
代
殿
御
朱
印
之
内
ニ
而
者
無
之

候
哉
松
千
代
殿
よ
り
右
之
通
御
届
候
様
ニ
可
仕
旨
被
仰
・
渡
候
付
其
段
松
千
代
殿

御
家
老
衆
迄
申
達
候
処
惣
而
今
度
御
朱
印
無
之
寺
社
者
御
公
儀
エ
寵
出
筈
－
一

而
者
無
之
候
其
上
御
朱
印
高
之
内
有
無
難
知
候
間
御
奉
行
様
エ
兎
角
申
上
候

儀
難
成
由
被
申
候
問
時
明
不
申
候
故
此
間
延
引
仕
候
事

一
右
之
社
領
従
古
来
附
来
候
様
奉
存
候
得
共

何
廉
之
詮
議
住
候
儀
如
何
ニ
奉
存
候

今
度
達
市
御
朱
印
奉
願
儀
－
一
而
も
無
御
座
候
台
徳
院
様
エ
私
祖
父
大
鳥
居
信
岩

御
目
見
被
仰
付
候
筋
目
之
儀
－
一
御
座
候
条
御
札
守
差
上
向
後
は
折
々
御
当
地

エ
参
上
仕
度
乍
偉
奉
願
候
御
願
奉
頼
候
以
上

寛

文

五

年

八

月

七

日

筑

前

太

宰

府

別

当

大
鳥
居
信
兼

井
上
河
内
守
様

加
賀
爪
甲
斐
守
様

一
寛
文
十
二
年
於
江
戸
本
所
天
神
七
百
七
十
年
祭
礼
執
行
仕
一
千
句
連
歌
等
相

務
申
付
信
兼
彼
御
地
エ
罷
越
候
其
節
雅
楽
頭
様
河
内
守
様
久
世
大
和
守

様
寺
社
御
奉
行
小
笠
原
山
城
守
様
本
多
長
門
守
殿
戸
田
伊
賀
守
殿
エ
喜
多

村
半
右
衛
門
方
案
内
に
て
罷
出
何
も
御
目
見
仕
候
事
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一
貞
享
元
年
常
憲
院
様
御
代
御
朱
印
御
改
之
節

戸
参
上
仕
候
節
公
儀
エ
差
上
候
口
上
書
之
如

水
田
社
領
為
御
付
届

信
兼
江

筑
前
太
宰
府
天
満
宮
之
社
領
於
筑
後
国
下
妻
郡
水
田
村
千
石
之
地
元
和
七
年

松
倉
豊
後
守
様
以
御
証
文
社
領
仕
来
候
御
当
家
御
朱
印
者
無
御
座
候
得
共
右

之
神
領
御
寄
附
被
成
置
候
段
各
様
迄
為
可
申
上
此
度
拙
僧
参
上
仕
候
己
上

貞

享

元

年

八

月

廿

一

日

筑

前

太

宰

府

別

当

大
鳥
居
信
兼

本
多
淡
路
守
様

牧
野
因
幡
守
様

太
宰
府
天
満
宮
者
依
為
聖
廟
之
本
社
本
尊
と
申
儀
無
御
座
候
延
喜

帝
勅

願
所
－
一
而
上
古
者
公
家
御
支
配
－
一
而
御
座
候
大
鳥
居
家
者
菅
家
之
末
流
－
一
付
而



（
十
一
月
廿
五
日

勝
丸
剃
髪

改
名
信
恭

方
々
よ
り
祝
来

千
秋
万
歳
）

同
四
甲
午
八
一
七
一
四
・

Mm
才
〉

御
会
同
断

宣
政
公
御
病
気
右
江
戸
よ
り
御
滞
留

勢
守
様
江
戸
御
参
勤

長
崎
勤
番

従
肥
前
被
相
勤
由

伊

同
五
乙
未
〈
一
七
一
五

・
肝
才
〉

御
会
同
断

享
保
元
丙
申
八
一
七
一
六
・
∞
∞
才
〉

伊
勢
守
様
御
迎
船

－一

信
仙
信
恭
（
同
伴
）
初
官
位
願
申
上
洛
信
恭
儀

高
辻
少
納
言
殿
猶
子
ト
成
権
律
師
法
橋
－
一
任
信
仙
ハ
権
大
僧
都
法
印

－一
任

ス
七
月
下
着

八
月
廿
八
日
信
兼
八
十
八
歳
賀
状
延
催
ス
一
族
中
机
等
有

九
月
十
五
日
信
仙
水
田
罷
下
候
自
路
次
病
気

一一
成
帰
路
之
時
廿
一
日

ヨ
リ
久
留
米
滞
廿
六
日
逝
去
久
留
米
御
医
師
針
医
迄
不
相
叶
也
我
等

ニ
モ
不
附
添
残
乍
一
一

従
福
岡
木
牧
道
益
廿
五
日
早
朝
来
候
エ
共
早

無
意
之
鉢
無
是
非
候
廿
六
日
乍
此
上
続
原
惟
林
路
次
迄
被
参
候
由
廿

六
日
之
暮
方
死
去
残
念
至
極
也
其
夜
通
シ
帰
着

（
四
十
二
歳
也
）

同
年
十
一
月
福
岡
於
御
下
屋
敷
継
目
御
礼
一
束
壱
本
代
金
子
遺
物
掛

絵
御
家
老
中
エ
ハ
肴

久
留
米
医
師
針
医
エ
モ
礼
遣
ス
別
在
書
附

（
尤
侍
中
へ
も
懇
志
之
方
へ
ハ
遺
物
遣
ス
）
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同
ニ
丁
酉
八
一
七
一
七
・
的
才
〉

正
月
二
日
如
吉
例
信
恭
水
田
罷
下

同
月
四
日
柳
川
御
城
継
目
御
礼
相
済
久
留
米
五
日
使
僧
ヲ
以

目
録
井
壱
束
士
宮
巻
日
比
布
壱
箱
拾
本
入
家
老
中
へ
札
井
昆
布
五
束
着
一
折

寺
社
奉
行
二
人
上
同

吉
宗
公
御
朱
印
御
改
ニ
付

為
御
附
届

信
恭
参
府

伊
勢
守
様
船
被
仰
付

（
一
一
月
四
日
）
出
福
江
戸
相
越
若
殿
様
御
目
見
相
済
（
江
府
勤
方
以
先

例
別
ニ
日
記
等
ア
リ
林
大
学
頭
殿
為
御
取
持
御
目
見
被
願
乍
然

中
絶
不
相
叶
止
ニ
成

有
馬
玄
番
頭
殿
エ
度
々
務
候
へ
共
逢
無
之
継
目
礼
之
願
以
役
人
中

迄
申
入
候
へ
共

（
巡
見
）
上
使
八
月
廿
八
百
太
宰
府
参
詣

爪
木
平
七
郎
殿
大
鳥
居
宅
御

止
宿
大
嶋
釆
女
殿
小
鳥
居
エ
止
宿
小
倉
忠
左
衛
門
殿
御
供
屋
止
宿

御
参
詣
如
例
相
済

同
三
戊
民
八
一
七
一
八

・
叩
才
〉

（
正
月
二
日
如
例
水
田
参
務

正
月
四
日
）
信
恭
事
久
留
米
へ
罷
出
以
使
僧

年
始
之
目
録
献
上
仕
候
水
田
務
方
領
主
不
相
応
由

ニ
市
継
目
御
礼
不
被

受
参
勤
与
答
モ
首
途
候
目
録
持
之
使
僧
相
済
候
五
月
祈
蒔
目
録
－
一菓

子
折
相
副
献
上
九
月
間
断
城
エ
モ
如
例
年
九
月
ハ
以
直
喜
御
礼
有

乍
然
信
恭
坊
と
書
候
例
ニ
違
テ
御
之
字
被
欠
候
也

お
か
ね
婚
礼
万
右
衛
門
頼
彼
宅
よ
り
遣
也
松
井
（
若
女
中
両
人

た
一
人
付
副
也
）
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l主
し

岡
田
己
亥
〈
一
七
一
九

・引
才
〉

（
正
月
二
日

水
田
御
社
上
茨
成
就
六
月
十
日
御
遷
宮
目
出
度
成
就
自
宰
府
信
恭
下

ル
六
度
寺
隠
居
秀
雅
相
越
勤
是
也
子
細
ハ
帳
面

ニ
而
印
也
北
嶋
西
方

ヨ
リ
石
橋
寄
進
石
灯
龍
二
基
寄
附
由

於
水
田
庄
六
月
雨
乞
下
妻
郡
在
是
年
々
雨
降
同
郡

ヨ
リ
兼
而
宿
願

ト
シ
テ
貴
布
祢
社
建
立
銀
五
百
目
跡
弐
百
目
都
合
七
百
め
則
是
ハ

再
宮
之
手
当
也
）

「I

以

上
］
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於
水
田
御
宮
千
句
神
楽
等
執
行
也

本
所
（
亀
井
戸
）
別
当
信
円
一
千
句
興
行
（
万
灯
会
）

八
月
廿
九
日
夜
大
風
社
辺
杉
松
数
本
倒
山
モ
同
断
右
ノ
材
木
ヲ
以

廊
再
興
願
出
也

廻

〔
コ
コ
ヨ

リ
B
本
ヲ
主
ト
ス
一］

隠
居
信
兼
成
就
相
済
候
也

同
十
六
美
未
〈
一
七

O
三・

同
才
〉

回
廊
四
拾
六
問
造
営
寄
進
奉
願
大
鳥
居
信
仙

委
細
ハ
目
録
ア
リ

長
崎
へ
御
越
候
四
人
上
使
昼
御
休
稲
垣
対
馬
守
殿
大
鳥
居
信
仙
宅

安

藤
筑
後
守
殿
小
鳥
居
信
賀
宅
萩
原
近
江
守
殿
御
供
屋
信
好
宅
伊
塩
阿

波
守
殿
（
小
野
）
岩
見
宅
（
大
殿
様
為
御
意
信
兼
出
会
稲
垣
殿
ヨ
リ

白
銀
三
枚
被
下
候
風
呂
焼
金
三
粒
被
下
候
太
宰
府
御
社
之
一
巻
水
田
神

領
之
事
書
附
指
出
ス
建
部
孫
作
相
詰
立
花
吉
右
衛
門
奉
行
申
談
也
）

宝
永
元
甲
申
〈
一
七

O
四
・
向
才
〉

御
会
同
断

同
ニ
乙
酉
〈
一
七

O
五・

行
才
〉

（
御
会
同
断
）

社
辺
掃
除
者
六
人
召
抱
置
候
而

掃
除
絶
節
無
之
様
ニ
願

大
鳥
居
信
仙
隠
居
信
兼
御
願
申
相
済
候
子
細
別
紙

－一
在
之
候

（鎌
田
八
右
衛
門
斉
藤
忠
兵
衛
証
文
在
之
候
造
営
領
ヨ
リ
米
百
俵

居
加
）

大
鳥

同
三
丙
成
八

一
七
O
六
・

花
才
〉

神
馬

但

芦

毛

一
疋

綱
政
公
御
寄
進

八
月
十
四
日

同
四
丁
亥
八
一
七

O
七

・乃
才
〉

（
御
会
同
断
）

御
供
所
内
石
灯
龍

一
基

七
月

信
兼
寄
進

同
五
戊
子
〈
一
七

O
八
・
加
才
〉

（同）

同
六
己
丑
八

一
七
O
九

・別
才
〉

（同）

同
七
庚
寅
〈
一
七
一

0
・
回
才
〉

（同）

正
徳
元
辛
卯
八
一
七
一
一

－

m才
〉

家
宣
公
御
朱
印
御
改
－一
付

為

御

付

届

信

仙
参
府
仕
候
三
月
綱
政
公
御

迎
船
被
登
御
供
屋
信
伯
執
行
坊
信
宝
浦
坊
信
敬
阿
波
守
氏
仰
召
連
候

位
階
願
也
信
仙
法
印

其
外
者
法
橋
（
権
律
師
）
氏
の
ハ
六
位
ニ
任
ス

（
皆
々
於
伏
見
御
目
見
被
仰
付
御
料
理
重
戴
）
信
仙
事
ハ
五
月
ヨ
リ
江
戸

へ
相
越
先
例
之
通
御
老
中
寺
社
奉
行
方
勤
方
無
滞
相
済

宣
政
公
御
留
被
成
十
一
月
七
日

江
戸
罷
立
候
而
於
京
洛
極
月
廿
四
日

参

内

法

印
官
相
済
翌
正
月
五
日
京
都
出
足
二
月
二
日

宰
府
帰
着

綱
政
公
六
月
御
逝
去

- 30ー

同
ニ
壬
辰
八
一
七

二
一
－

m才
〉

正
月
五
日

信
仙
京
都
出
足

（
宣
政
公
御
入
部
）

（元
日
ノ
御
供
盛
物
損
ス
）

正
月
廿
三
日

信
兼
妻
逝
去

二
月
二
日

太
宰
府
帰
着

同
三
愛
巳
〈
一
七
一
三

・部
才
〉

三
月
サ
八
日

宣
政
公
大
鳥
居
宅
御
成

信
兼
勝
丸
御
目
見
被
仰
付
廿
九
日
晩

重
拝
領
川
村
万
右
衛
門
へ
御
召
料
拝
領

日

宝
満
山
御
参
詣

三
月

於
水
田
阿
弥
陀
開
帳
執
行

廿
九
日
御
参
詣
信
仙
御
供

御

膳

指

上

信

仙

時

服

壱

信
仙
信
兼
御
料
理
被
下
候
升

久
留
米
ヨ
リ
押
へ
役
人
数
人
出
ル



同
六
美
酉
八
一
六
九
三

・日
才
〉

御
会
同
断

於
世
建
部
氏
婚
礼

作
太
夫
宅
ヨ
リ
遣
也

正
月
十
九
日

同
七
甲
成
〈
一
六
九
四
・
日
才
〉

御
会
同
断

石
花
表
一
基
建
立
信
仙
信
兼

書
者
得
御
意
篠
原
氏
書
之

惣
一
社
中
御
願
相
叶

早
々
取
掛
ル

銘

同
八
乙
亥
〈
一
六
九
五
・
訂
才
〉

御
会
同
断

同
九
丙
子
〈
一
六
九
六

・
臼
才
〉

二
月
十
八
日
伊
予
守
様
御
参
詣

〔

D

伊
勢
守
〕

信
仙
婚
礼
卯
月
廿
一
日
同
日
綱
政
公
ヨ
リ
御
肴
一
折
拝
領
立
花
長
左

衛
門
被
来
候
取
持
衆
花
房
伝
左
衛
門
桐
山
孫
兵
衛
建
部
孫
作

信
兼
隠
居
願
相
叶
於
福
岡
御
礼
被
仰
付
候

立
花
英
山
様
御
隠
居
為
御
祝
儀
目
録
井
白
銀
壱
枚
献
上
御
札
ハ
御
受
用

銀
子
ハ
御
返
ジ
用
人
衆
ヨ
リ
御
礼
之
書
状
有
代
官
牛
之
介
被
来

十
一
月
廿
四
日
信
仙
継
目
之
為
御
礼
召
連
参
府
御
船
被
仰
付
候

京
都
滞
留

於
信
仙
止
宿

御
飯
被
召
上
候

廿
二
日

年
内
者
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同
＋
丁
丑
〈
一
六
九
七
・

ω才
〉

御
会
同
断

正
月
五
日
京
都
出
足
於
江
戸
殿
様
御
目
見
相
済

豊
後
守
様

加
賀
守

様
御
老
中
寺
社
奉
行
不
残
御
礼
相
済
御
老
中
様
方
一
束
壱
巻
台
共
ニ

拝
領
附
人
井
人
夫
迄
被
仰
付
下
候
御
城
使
帆
足
新
左
衛
門
引
切
－
一案
内

－一
被
仰
付
候

三
月
八
日
江
府
出
足
帰
路
ニ
伊
勢
参
宮
相
済
候
也

ハ
卯
月
六
日
京
立
候
而
廿
一
日
宰
府
下
着

信
仙
ハ
在
京

信
兼

五
月
十
三
日
勝
麿
出
生
大
音
平
次
右
衛
門
宅
一
一而

一
家
寄
合

也
一
族
中
ヨ
リ
音
物
品
々
有

祝
儀
相
済

同
十
一
戊
寅
八
一
六
九
八
・
内
才
〉

福
岡
御
城
御
会
信
仙
初
市
発
句

二
葉
よ
り
幾
万
代
を
ま
つ
の
春

〔

m年
ノ
誤
。

P
M
参
照
］

同
十
ニ
己
卯
八
一
六
九
九

・九
才
〉

お
か
ね
出
生
七
月
十
五
日

水
田
行
宮
建
立
同
処
宝
殿
茨
替
五
月
成
就

御
遷
宮
入
目
幕
木
綿
五
反
布
一
反
香
木
三
百
二
拾
丁
ス
ホ
ム
四
十
丁

亦
ス
ホ
ン
八
丁
又
ス
ホ
ン
四
7

．香
木
十
三
丁
竹
釘
代
百
壱
余

同
十
三
庚
辰
八
一
七

0
0
・
花
才
〉

御
会
同
断

伊
井
兵
部
少
輔
殿
為
代
参
千
田
吉
右
衛
門

門
方
止
宿
福
岡
エ
御
礼
不
申

一
七
日
宮
寵

大
町
四
郎
右
衛

っ’’
’」

同
十
四
辛
巳
〈

一
七

O
一
・
乃
才
〉

於
本
所
（
亀
井
戸

ニ
テ
）
八
百
年
御
神
忌
取
越
為
執
行

参
府

水
田
鐘
楼
鐘
鋳
直
ジ
相
済

伊
井
兵
部
少
輔
代
参
千
田
吉
右
衛
門
願
相
叶

受
取

宰
相
社
一
宇
建
立

十
月
綱
政
公
神
馬
芦
毛
御
寄
進

信
仙

氏
仰

信
甫

大
鳥
居
信
兼

金
五
両
持
参

同
十
五
壬
午
〈
一
七

O
二
・
日
才
〉

於
太
宰
府
八
百
年
御
忌
御
祭
礼
的
千
句
公
家
衆
普
之
披
講

能
七
番
自
国
主
被
仰
付
候
事
承
天
寺
衆
法
事

二
月
中
旬
ヨ
リ
廿
五
日
迄
相
勤
也

法
事
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岡
田
丁
卯
八
一
六
八
七

・日
才
〉

御
全
同
断

〔
P
お
〈
参
考
史
料
〉
ノ

ω参
照
〕

公
方
様
御
祈
祷
一
万
句
之
連
詩
集
来
ハ
前
以
信
兼
方

一
一
而
仕
置

正
月
十
一

日
ヨ
リ
初
二
月
五
日
成
就
勝
丸
十
三
歳
ノ
時
也
奉
行
沢
辺
惣
大
夫
沢

木
七
郎
兵
衛

自
久
留
米
於
水
田
庄
一
千
句
之
連
歌
被
仰
付
奉
行
吉
田
助
兵
衛
二
月

十
五
日
迄
－
一
成

就

家

老
中
初
日
稲
次
内
記
中
日
稲
次
勘
解
由
終
日
有
馬

内
蔵
助
口
口
公
御
参
詣
於
神
前
太
刀
折
紙
御
使
ハ

一
ハ
ハ
一

御
拝
有

三
寸
頂
戴
相
済
大
鳥
居
宅
御
入
吸
物
杉
重
葱
冬
酒
献
上
内
蔵
助

信
兼
勝
丸
相
伴
御
盃
被
下

候

十

五
日
ニ
右
之
懐
紙
持
参
勝
丸
召
連
候

御
吸
物
井
餅
出
信
閏
召
連
候
扱
廿
三
日
於
御
城
御
料
理
可
被
下
旨

信

兼

勝

丸

御

相

伴

御

茶

迄

被

下

候

御

礼

銀

巻

物

御

肴

等
拝
領

日
記
－
一
委
此
外
渡
瀬
将
監
役
人
中
へ
練
樽
遣
ま
ん
ち
う
折
箱

十
一
月
廿
五
日
勝
丸
剃
髪
名
改
信
仙
也

方

々

よ

り

祝

儀

肴

台

物

広

台
等
品
々
到
来
戒
師
快
鎮
権
大
僧
都
也

金
灯
龍
一
基
勝
丸
安
祥
寺
琳
重
都
維
那
兼
碩
大
鳥
居
家
頼
中
寄
進

一
方
ハ
博
多
福
岡
秋
月
領
薄
井
村
飯
塚
よ
り
寄
附
一
対

－一而
御

庭
ニ
立
也
常
夜
灯
料
米
六
俵
宛
毎
年

元
禄
元
戊
辰
八
一

六
八
八

・

ω才
〉

御
会
同
断

八
月
十
一
日
水
田
庄
へ
万
千
代
様
御
兄
弟
御
参
詣

野
五
郎
右
衛
門
参
銭
銀
子
五
枚

さ
綾
二
巻
拝
領

カ

上

供

衆
ヘ
ハ
提
重
数
々
末
々
迄
餅
蓮
飯

門
川

両
外
〉
上
村
百
町
迄
信
兼
罷
出
一
礼
相
済
也

翌
日
久
留
米
御
礼
相
務

宰
府
へ
帰
十
四
日
貞
品
院
様
ヨ
リ
御
使
者

樽
肴
弐
種
巻
物
五
巻
被
下
候
十
五
日

為
御
礼
信
兼
久
留
米
出

於
宰
府
柳
御
子
御
社
再
建

光
之
公
於
江
戸
御
隠
居

御
供
吉
田
助
兵
衛
小

口
口
口
自
是
杉
重
献御

元
禄
ニ
己
巳
〈
一
六
八
九

・
日
才
〉

御
会
同
断

壬
正
月
信
兼
夫
婦
信
仙
於
世
召
連
六
日
上
洛
出
足

於

京

都

信
仙

高
辻
大
納
言
殿
御
礼
相
済
官
位
願
申
込
猶
子

－一
成

二

月
廿
七
日
参
内
権
師
法
橋

一一
任

方

々

相

勤

帰

－一
大
納
言
殿

－
一
雨
下
々

迄
祝
有
之
也

十
六
日
伊
勢
へ
越
帰
京
廿
五
日
也
北
野
へ
信
仙
参
詣

光
之
公
御
飛
脚
人
々
御
礼
有
於
江
府
之
取
持
河
村
次
太
夫

綱
政
公
御
入
部
伏
見
江
三
月
廿
五
日
御
着
座
夜
船
一
一
市
大
坂
御
下
被
成
候

信
兼
共
ハ
宇
治
一
見
那
良
一
宿
廿
三
日
晩

大
坂
へ

下
着

於

御
屋
敷

父
子
共

ニ
御
相

伴

信

仙
へ
鮭
拝
領
綱
政
公
廿
五
日
御
出
船
雨

ニ
成

信

兼
共
廿
六
日
乗
船

一
一
て
前

嶋

ニ
数
日
滞
也

卯
月
ニ
下
着

菱
形
釣
金
灯
龍
一
対
神
前
へ
信
仙
寄
進

水
田
社
役
帳
改
坂
田
源
之
進
指
下
改
也
神
前
常
夜
灯
初
也

福
岡
ニ
而
御
礼
之
次
第
吟
味
ニ
て
相
記
置
也

同
三
庚
午
〈
一
六
九

0
・
位
才
〉

御
会
同
断

尊
神
志
摩
郡
志
登
宮
御
建
立

光
之
公
御
願
郡
代
西
村
金
右
衛
門
書
状
有

御
輿
御
遷
行
御
供
満
盛
院
快
倫
権
当
両

人

西

光
寺

迄

五

月
七
日
夜
中

御
着
照
光
寺
宿
遍
へ

水
田
鐘
楼
造
営
相
済

五
月
十
六
日
御
世
縁
組
相
済
十
一
月
十
五
日
建
部
建
入
河
村
五
左
衛
門

山
本
新
左
衛
門
山
本
六
郎
兵
衛
取
持
一
一
市
花
一
房
伝
左
衛
門
桐
山
孫
兵
衛

円

B
本
中
断
。
以
下
C
・

D
ニヨ

ル
］

円
ノ
』

同
四
辛
未
八
二
ハ
九
一

－

m才
〉

御
会
同
断

同
五
壬
申
八
一

六
九
二
・

M
才
〉

御
会
同
断

太
宰
府
道
札
寄
進
ノ
願
主
福
岡
町
帯
屋
宇
兵
衛
願
之
通
嶋
村
九
太
夫
迄
申

達
候
相
叶
関
口
よ
り
入
口
二
日
市
よ
り
入
口
両
処

－一
立

九
月
品
川
日



（D
寛
文
十
二
年
）
職
人
町
屋
敷
普
請
相
済

同
ニ
甲
寅
〈
一

六
七
四
・
必
才
〉

御
会
同
断

同
三
乙
卯
八
一
六
七
五
・
訂
才
〉

御
会
同
断

九
月
十
八
日
勝
之
助
出
生
水
田
御
祭
有
宰
府
よ
り
十
九
日
之
朝
到
来

信
兼
廿
一
日
福
岡
罷
出
其
儲
預
置
宰
府
召
寄
生
立
候
四
歳
之
秋
光
之

公
御
成
之
上
立
花
平
左
衛
門
御
供
一
一而

被
達
尊
耳
御
目
見
被
仰
付
候

宜
養
甫
仕
候
由
之
御
意
難
有
案
者
此
事
一
一候

其
節
勝
丸
名
改
候
也

水
田
神
楽
堂
二
間
五
間
瓦
茨
再
興

岡
田
丙
辰
八
一

六
七
六
・
必
才
〉

御
会
同
断

同
所
楼
門
井
観
知
堂
再
建
立

瓦
茨

同
五
丁
巳
八
一
六
七
七
・

ω才
〉

御
ム
志
向
断

正
月
十
九
日

於
蒸
出
生

同
六
戊
午
〈
一
六
七
八
・
日
才
〉

御
会
同
断

一
一月
廿
二
日

御
世
出
生

信
兼
養
子

－一
成

同
七
己
未
八
一
六
七
九
・

日
才
〉

御
会
同
断

同
八
庚
申
八
一
六
八

0
・
臼
才
〉

御
会
同
断
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天
和
元
辛
酉
八
二
ハ
八
一
・
日
才
〉

御
会
同
断

神
馬
芦
毛
光
之
公
御
寄
進

奥
ノ
居
間
D

（
普
請
）
八
間
半

お
末
出
生

は
り
行
四
間
半

七
月
成
就

同
ニ
壬
成
八
一
六
八
二
・
弘
才
〉

御
会
同
断

同
三
発
亥
八
一
六
八
三
・
日
才
〉

御
会
同
断

貞
享
元
甲
子
八
一
六
八
四
・
日
才
〉

御
会
同
断

七
月
十
五
日
作
太
夫
出
生

綱
吉
公
御
朱
印
御
改

－一付

信
兼
江
戸
参
勤

七
月
一
日
久
留
米
へ
相
越
草
野
六
右
衛
門
方
迄
申
込
内
蔵
助
殿
迄
も
申

達
候
江
戸
参
勤
被
成
者
勝
手
次
第
御
取
持
被
成
者

此
節
も
思
召
依
有
之

難
成
由
御
返
答
福
岡
へ
申
上
御
船
等
被
仰
付
七
月
廿
四
日
出
足
於
青

楊
御
茶
屋
廿
五
日
朝
御
目
見
仕

芦
屋
通
若
松
相
越
同
晩
出
船

於
江
戸
綱
政
様
御
目
見
雅
楽
頭
様
河
内
守
様
大
久
保
加
賀
守
様

外
御
家
老
中
不
残
相
務
候

十
一
月
下
旬
御
宿
供
平
兵
衛

候
十
一
月
下
旬
帰
着

其

俗才
兵
衛

卯
右
衛
門

米
屋
新
三
郎
召
連

同
ニ
乙
丑
八
一
六
八
五
・
町
才
〉

御
会
同
断

同
三
丙
寅
〈
一
六
八
六

・
日
才
〉

御
会
同
断

万
右
衛
門
出
生

十
一
月
廿
五
日

九
月
三
日
出
生

勝
丸
剃
髪
名
改
信
仙
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同
六
丙
午
八
二
ハ
六
七

・
お
才
〉

御
会
同
断

御
本
社
茨
か
へ
櫓
皮
奉
行
古
河
七
右
衛
門
作
事
奉
行
浦
坊
信
貞

本
所
七
百
七
十
年
御
忌
御
祭
礼
千
句
連
歌
ニ

信
兼
信
綱
氏
利
上
ル

銀
十
枚
信
兼
七
枚
快
鎮
五
枚
氏
利
拝
領

同
七
T
未
八
二
ハ
六
七

・
mm
才
〉

御
会
同
断

寛
文
七
年
井
戸
新
右
殿
下
向

信
兼
為
学
問
上
洛
夫
婦
清
女
召
連
参
宮
願
申
上
閏
二
月
六
日
在
所
出

足
妻
子
ハ
先
ニ
下
ス
光
之
公
三
月
京
洛
御
一
見
ニ
付
御
休
所
ニ
而

御
目
見
首
尾
能
相
勤
候
七
月
下
着

快
鎮
同
道
安
右
衛
門
卯
右
衛
門

四
郎
右
衛
門
召
連
候

順
見
上
使
御
下
向
宰
府
参
詣
井
戸
新
右
衛
門
大
鳥
居
宅
御
止
宿
岡
野

孫
九
郎
小
鳥
居
宅
止
宿
青
山
善
兵
衛
御
供
屋
止
宿
信
兼
留
守
居
兼

碩
相
勤
候
也

公
方
様
御
祈
鵡
千
句

門

沢
木
七
郎
兵
衛

十
月
ニ
有
之
也

奉
行
久
野
四
郎
兵
衛

口
口
勘
右
衛

同
八
戊
申
八
一
六
六
八
・
的
才
〉

御
会
同
断

カ

光
之
公
御
厄
入
石
三
橋
御
寄
進
十
一
月
小
屋
入
奉
行
青
江
五
右
衛
門

石
屋
支
配
戸
浪
次
郎
兵
衛
鳥
居
ノ
南
蓮
池
ノ
辺
小
屋
掛
在
之

久
留
米
上
使
徳
山
王
兵
衛
鈴
木
友
之
助
郡
廻
り
之
時

ニ

於
水
田

宅
へ
立
寄
神
筆
井
旧
記
一
覧

信
兼

同
九
己
酉
八
二
ハ
六
九

・M
U
才
〉

御
会
同
断

情
女
濯
願
相
叶
候

正
月
九
日

在
所
出
足

於
京
洛
相
求
不
叶

七
月
口
口

則
於
福
岡

輩
相
願
候
処
ニ

河
村
庄
右
衛
門
被
仰
付
候
也

同
十
庚
成
〈
一
六
七

0
・
必
才
〉

御
会
同
断

光
之
公
神
馬
芦
毛
御
寄
進

同
十
一
辛
亥
八
二
ハ
七
一

・必
才
〉

御
会
同
断

清
女
正
月
十
八
日
河
村
氏
婚
礼

仕
立
職
人
町
屋
舗
求
取
立

花
髭
五
流
信
兼
妻
寄
進

正
月
十
八
日

花
房
伝
左
衛
門
方
よ
り

清
女
よ
り
寄
進
ス
）

D

（
礎
浩
五
流

同
十
二
壬
平
八
一
六
七
二

－
M
才
〉

御
全
同
断

江
戸
於
本
所
七
百
五
拾
年
御
忌
御
祭
杷
興
行
従
宰
府
信
兼
快
鎮

加

賀
氏
利
水
田
宮
司
信
綱
相
越
候

正
月
廿
日
在
所
出
足

於
福
岡
信
兼
へ

銀
子
十
枚
快
鎮
へ
七
枚
氏
利
へ
五
枚
拝
領
土
口
田
久
大
夫
尤
御
船
被
仰

付
候
也
於
江
戸
綱
之
公
御
目
見
度
々
御
菓
子
拝
領
本
所
御
宮
奉
拝

一
一
月
御
祭
礼
執
行
法
事
相
勤
也
一
千
句
興
行

寺
社
御
奉
行

小
笠
原
山
城
守
殿
本
多
長
門
守
殿
酒
井
雅
楽
守
殿
久
世

大
和
守
殿
酒
井
河
内
目
録
一
束
壱
巻
御
礼
相
勤
候
案
内
北
村
半
右
衛
門

一
束
壱
巻
拝
領
足
軽
御
附
被
下
人
足
被
仰
付
候
也

千
句
之
内
御
祖
母
様
よ
り
櫓
重
練
樟
拝
領
綱
之
公
よ
り
も
同
断

於
江
戸
拝
領
等
別
日
記
有
松
千
代
殿
ヨ
リ
御
使
者
伴
六
左
衛
門

重
被
下
候
豊
前
よ
り
葛
粉
十
袋
来
。

（
委
ハ
日
記
－
一
有
リ
）

極
月
十
三
日

お
圧
出
生
万
吉
也

水
田
宝
殿
再
興
棟
上
日
記

一一
委

選

宮

明
星
坊
快
珠
勤
之

延
宝
元
美
丑
〈

一
六
七
三

・釘
才
〉

御
会
同
断

- 26ー

時
服
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同
三

T
酉
八
一
六
五
七

・
mu
才
〉

（
光
之
公
神
馬
御
寄
進

夫
よ
り
申
来
ル
）

大
嶋
牧

芦
毛

吉
田
六
郎
大
夫
奉

松
本
半
大

万
治
元
戊
民
八
一
六
五
八
・

ω才
〉

御
会
右
同
断

（
八
月

〔
D

九
月
］
光
之
公
御
参
詣
大
鳥
居
宅
）
御
休
時
服
一

重
拝
領

被
仰
付
候
信
兼
義
為
歌
学
上
洛
可
仕
旨
被
仰
出
霜
月
廿
六
日

（
在
所

出
足
）
御
船
被
仰
付
乗
船
兼
碩
的
首
座

芦
原
玄
室
召
連
候

都
原
玄
益

広
中
弥
一
郎
竹
森
口
口
田
原
又
介
同
船
也
（
江
戸
番
代
衆
船
乗
合
也
）

兼
碩
召
連
候
事
達
尊
耳
銀
弐
枚
拝
領
仕
候
的
首
座
も
召
連
候
翌
年
七

月
下
着

冬
唐
津
大
久
保
加
賀
守
様
大
宰
府
御
参
詣

社
家
中
へ
被
下
也
信
兼
在
京
也

同
二
己
亥
八
一
六
五
九
・

出
才
〉

御
会
右
同
断

信
兼
義
於
京
洛
越
年

於
伏
見

光
之
公

〉

大
鳥
居
宅
御
止
宿

銀
十
枚

卯
月
御
目
見
仕
候

〈
注
〉
当
時
在
京
の
益
軒
は
『
損
軒
日
記
略
』
万
治
2
年
7
月
8
日
に
、
「
大
鳥

居
信
兼
帰
」
、
翌
3
年
3
月
お
日
に
「
信
兼
亦
入
京
」
と
記
し
て
い
る
。
信

兼
は
益
軒
の
一
歳
兄
。
（
九
州
史
料
叢
書

・
益
軒
資
料
一
）

同
三
庚
子
八
二
ハ
六

0
・辺
才
〉

御
会
右
同
断
只
今
屋
敷
御
願
申
上

光
之
公
へ
只
今
屋
敷
御
願
平
左
衛
門
叉
左
衛
門
迄
御
頼
申
上
候
処
於
底

野
叉
左
衛
門
被
達
尊
耳
願
之
通
被
仰
竹
森
新
左
衛
門
方
よ
り
被
申
渡
候

石
之
鳥
居
通
ヨ
リ
（
内
山
之
方
）
道
留
車
路
通

－一
定
メ
候
処
就
夫
宝
満
山

平
石
坊
ヨ
リ
申
分
在
之
出
入
し
は
ら
く
遅
滞
在
之
桐
山
角
右
衛
門
輿
膳

一ハ

ハ
一其
外
郡
代
代
官
等
被
指
図
取
ア
ツ
カ
イ
被
下
本
諸
神
な
と
L

申
所

一ハ

ハ

一
出
申
候
裏
山
五
拾
間
余
引
の
け
道
付

一ハ

ハ
一
小
林
与
三

兵
衛
細
江
仁
左
衛
門
な
と
被
出
合
候

神
馬
馬
具
（
三
背
）
光
之
公
御
寄
附
梨
子
地

厚
一
房
紫

八
月
ヨ
リ
用
申
候

叉
左
衛
門
取
成
也

御
代
官

古
河
七
右
衛
門

寛
文
元
辛
丑
八
二
ハ
六
一

・お
才
〉

御
会
右
同
断

今
屋
敷
普
請
打
続

所
萱
茨
也

門
長
匡
等
立

書
院
五
間
－一
十
間
小
板
茨

瓦
茨

大
台

同
ニ
壬
寅
八
二
ハ
六
一
了

鈍
才
〉

御
会
廿
三
日

ニ
成

八
月
屋
敷
移
御
祭
礼
相
勤

目
出
度
也

同
三
美
卯
八
二
ハ
六
三

・
お
才
〉

御
会
同
断

六
月
廿
五
日
光
之
公
御
成

（両
人
へ
御
礼
申
上
相
済
）

今
上
皇
帝
御
即
位

〔
霊
元
天
皇
。
貞
享
4
・
3
月
マ
デ
在
位
以

銀
弐
拾
枚
拝
領

御
供
平
左
衛
門

叉
左
衛
門

- 25-

同
四
甲
辰
八
一
六
六
四

・お
才
〉

御
会
同
断

天
下
ヨ

リ
被
仰
出
候
条
目
之
一
封

行
一
社
中
承
候
也

公
方
様
御
祈
穣
万
句
正
月
（
去
冬
）
ヨ
リ
初
小
河
専
太
夫
竹
森
貞
右
衛

ヒ
ヒ

門
御
代
官
古
川
七
右
衛
門
奉
行
二
月
成
就

〔
P
お
参
考
史
料
参
照
u

信
兼
御
迎
船
上
洛
信
賀
禅
重
良
実
兼
実
兼
増
同
道
御
朱
印
御
改

一一
付
江
戸
信
祐
方
よ
り
申
越
京
ヨ
リ
在
所
へ
飛
脚
立
福
岡
久
留
米
へ

申
断
江
戸
へ
相
越
候
宰
府
よ
り
供
ニ
〔
水
田
］
信
綱
安
右
衛
門
卯
右

衛
門
中
間
七
郎
右
衛
門
才
右
衛
門
指
上
候
七
月
六
日
京
都
出
足
記

録

ニ
委

カ

於
江
戸
着
永
田
義
右
衛
門
所
へ
落
付
林
七
右
衛
門
彦
三
郎
取
持
大
音

六
左
衛
門
永
田
九
郎
兵
衛
斎
藤
甚
右
衛
門
御
留
守
居
小
河
権
左
衛
門
取

持
滞
留
之
内
小
河
専
太
夫
竹
森
貞
右
衛
門
使
者

一一
参
府

信
兼
在
京

ニ
付

御
供
屋

小
鳥
居

執

同
五
乙
巳
〈
一
六
六
五

・釘
才
〉
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（
十
月
二
日
信
兼
被
召
出
於
福
岡
河
村
勝
兵
衛
被
仰
渡
候

大
鳥
居
宅
御
寝
間
取
立
候
口
御
座
之
間
八
帖
御
次
回
帖
其
次
十
弐
帖

其
次
回
帖
此
分
御
指
図
出
候
此
外
風
目
や
材
木
少
々
拝
領
被
仰
付
候

其
節
帰
ニ
風
引
熱
病
以
之
外
－
一
其
時
御
神
前
橋
原
玄
益
信
通
快

竺
事

人
参
数
々
拾
候
是
を
以
保
養
相

叶

快

気
得

難

有

事

後
々
年
も

為
申
伝
候

書
置
物
也
）

承
応
元
壬
辰
八
一
六
五
二
・
弘
才
〉

（
右
御
会
同
断
）

八
月
御
祭
忠
之
公
御
参
詣
大
鳥
居
宅
御
止
宿
（
代
官
井
上
彦
右
衛
門
）

（
忠
之
公
御
拝
之
）
御
桟
敷
馬
場
御
供
（
屋
門
）
前
（
よ
り
東
ニ
）
壱
間

（
新
町
）
札
辻
壱
問
（
建
候
へ
と
造
り
高
候
と
て
）
其
桟
敷
ニ
ハ
御
入
不
被

成
竹
ノ
曲
ノ
小
屋
へ
御
入
被
成
（
て
ん
よ
り
御
拝
被
成
候
）
社
役
馬
上
之

面
々
乍
乗
通
候
へ
と
目
付
嶋
村
三
五
兵
衛
を
以
被
仰
付
候
昼
ノ
御
帰
ハ

か
く
ノ
畠
ニ
而
御
拝
被
成
御
帰
城
〔
B
本
コ
レ
マ
デ
u

同
ニ
美
巴
八
一
六
五
三
・
お
才
〉

右
御
会
同
断

貴
布
祢
社
信
兼
建
立

為
情
女
祈
祷

壬
六
月
廿
八
日

寄
進
敬
白

同
三
甲
午
〈
一
六
五
回
・

mm
才
〉

右
御
会
同
断

忠
之
公
二
月
十
二
日
御
他
界

情
女
五
月
廿
三
日
夜
丑
ノ
刻
出
生

明
暦
元
乙
未
〈
一
六
五
五
・
幻
才
〉

右
御
会
同
断

卯
月
講
（
更
衣
）
祭
御
単
物
為
情
女
寄
進
永
々
迄
遅
滞
佐
問
敷
物
也

於
水
田
正
忠
頼
公
二
月
十
二
日
御
成
お
と
り
有

β
 

口
口
庄
左
衛
門
殿
御
同
道
舞
々
幸
若
兄
弟
被
召
連
候

力

忠
頼
公
三
月
廿
日
塩
表
－
一
て
御
他
界

光
之
公
三
月
末
御
入
部
御
継
目
御
礼
等
相
済

卯
月
小
鳥
居
先
知
（
三
百
石
）
之
御
願
書
指
出
候
井
上
彦
右
衛
門
（
寄
合

所
口
上
書
）
持
参
御
二
代
通
之
由
御
取
上
不
被
成
候
由
ニ
而
大
目
付
伊

藤
半
兵
衛
竹
森
新
右
衛
門
方
よ
り
被
返
信
兼
従
方
小
鳥
居
信
重
へ
返
ス

同
二
丙
申
八
一
六
五
六
・
お
才
〉

（
福
城
御
会

正
月
廿
五
日
光
之
公
御
代
始
）
御
極
一
年
－
二
度
也

（
御
布
施
銀
三
枚
大
鳥
居
エ
被
下
候
連
衆
へ
）
金
子
弐
歩
宛

貴
布
祢
社
極
月
廿
八
日
為
清
女
祈
祷
信
兼
建
立

新

羅

社

極

月

廿

八

日

敬

白

（
光
之
公
御
判
物
頂
戴
九
月
廿
五
日
）

於
御
本
丸

里
山
田
三
左
衛
門
小
河
平
右
衛
門

黒
田
平
左
衛
門
岸
本
叉
左

衛
門
出
座
御
折
紙
御
判
帳
吉
田
六
郎
大
夫
持
参
先
信
兼
頂
戴
仕
候
へ

と
三
左
衛
門
指
図
其
次
－
一
井
上
彦
右
衛
門
頂
戴
仕
候
へ
と
三
左
衛
門
指
図

彦
右
衛
門
冥
加
叶
候
也
三
左
衛
門
袋
美
遣
其
後
古
御
道
具
彦
右
衛
門

方
へ
預
り
置
候
大
分
御
銀
子
か
斗
り
申
候
物
も
有
之
由
申
候
其
時
三
ニ
左

衛
門
彦
右
衛
門
殊
之
外
之
し
か
り
に
て
早
々
信
兼
へ
相
渡
可
申
旨
ニ
候

長
政
公
以
来
之
御
控
一
っ
と
し
て

一

ハ

ハ

一大
鳥
居
申
候
通
ニ
可
仕
旨
被

申
渡
彦
右
衛
門
以
之
外
迷
惑
住
候
御
帳
面
丹
安
左
一衛
門
筆
者
也

小

判
壱
両
の
し
一
わ
一
折
遣
候
但
六
郎
大
夫

平
左
衛
門
方
へ
肴
一
折

八
月
上
旬
曾
我
部
源
右
衛
門
小
林
与
三
兵
衛
宰
府
被
相
越
御
判
物
大

切
之
物
故
於
当
所
為
御
合
議
之
由
被
申
聞
候
大
鳥
居
宅
－
一
市
一
社
中
召

寄
せ
代
官
井
上
彦
右
衛
門
出
会
其
上
－
一
て
一
社
中
願
も
有
之
又
は

開
地
等
も
可
在
之
候
間
此
節
被
相
改
高
ニ
被
指
加
可
被
下
候
申
渡
シ

扱
又
大
鳥
居
段
々
加
増
之
地
小
鳥
居
上
り
地
之
次
第
覚
之
候
衆
中
叉
は

聞
及
候
次
第
百
六
ニ
書
付
可
書
出
候
旨
之
申
渡
也
大
鳥
居
度
々
の
御
加
増
一

巻
其
節
よ
り
生
残
候
衆
中
又
は
聞
伝
候
一
通
小
鳥
居
上
り
地
之
次
第

銘
々
覚
候
段
々
書
出
指
出
候
扱
又
開
地
団
地
之
近
所
在
之
候
皆
其
坊

主
へ
拝
領
高
増
御
帳
面
ニ
被
相
極
候
其
外
願
無
之
通
ニ
而
相
済
候
也
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テ
イ
ル
）

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
に
よ
り
校
異
を
加
え
た
が
、
表
記
に
類
す
る
校
異
は
省
略

し
た
。

ω〈
承
応
元
年
・

μ
才
ま
で
〉

B
木
に
よ
り
、

A
（C
・
D
）
本
を
（
）
で
補
う
。

ω〈
承
応
2
年
・
お
才
よ
り
元
禄
3
年
・
臼
才
ま
で
〉
な
ら
び
に

〈
元
禄
同
年

・
布
才
よ
り
正
徳
4
年

－

m才
ま
で
〉

A
本
に
よ
り
、

c本
・
D
本
を

（
）
に
よ
り
補
う
。
B
の
写
本
で
あ
る
C
本
を
底
本
と
し
な
か
っ
た
の
は
、

ω部

分
に
お
い
て
、
C
本
の
正
確
度
が
低
い
こ
と
が
判
る
か
ら
で
あ
る
。

ω〈
元
禄
4
年
・
日
才
よ
り
同
日
年
・
九
才
ま
で
〉
な
ら
び
に

〈
正
徳
5
年
－

U
才
以
後
〉

C
本
に
よ
り
、

D
本
を
（
）
に
よ
り
補
う
。

同
信
英
作
品
抄
は
、
左
記
二
本
に
よ
る
、
福
岡
城
松
連
歌
御
会
作
品

（
信
兼
出
座
分
）

百
韻
三
六
巻
（
御
会
の
二
次
会
的
作
品
三
巻
を
含
む
）
各
初
一
順
の
紹
介
で
あ
る
。

（
A
）
福
岡
御
城
松
御
会
連
歌
集
（
小
鳥
居
家
蔵
附
月
）

（
B
）
福
城
松
連
歌
（
西
高
辻
家
蔵
肌
川
町
）

右
の
両
本
に
つ
い
て
、
ま
た
、
幕
府
連
歌
始
め
に
倣
っ
た
本
連
歌
会
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
福
城
松
連
歌

l
近
世
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
・
序
説

l
」
（
近
世
文
芸
資
料
と
考

証
N

昭
却

・
2
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

翻

刻

・

信

兼

筆

記

（承
前）

94 

正
保
田

T
亥
八
一
六
四
七

・
四
才
〉

福
岡
御
城
御
会
（
正
月
廿
五
日
）
五
月
九
月
如
例
（
出
席
）

正
月
対
日
信
岩
逝
去
（
信
岩
正
月
廿
九
日
逝
去
）
歳
七
十
二
也

一
一
一
月
末
ニ
信
岩
遺
物
久
留
米
へ
満
盛
院
快
欽
（
を
以
）
持
参
有
（
馬
）
主
水

方
迄
指
出
ス
坪
池
左
兵
衛
取
持
信
助
よ
り
申
断
候
左
文
字
中
脇
指
（
吉

光
小
脇
指
）
土
佐
（
将
監
）
人
丸
絵
（

一
院
）
讃
は
小
倉
実
名
卿
之
筆
也

（
二
品
之
内
）
脇
指
は
即
刻
御
返
シ
（
被
成
）
絵
は
御
受
用

五
月
ニ
福
岡
へ
信
岩
遺
物
（
献
上
）
指
上
ケ
候
小
河
（
川
）
平
右
衛
門
取
次

則
平
右
衛
門
へ
御
預
ケ
被
成
由
ニ
て
中
途
－
一
有
（
中
途
へ
被
取
置
候
也
）

滝
見
観
音
（
墨
絵
唐
絵
也
）
大
ふ
く
物
也
讃
有

忠
之
公
八
月
廿
八
日

（
宰
府
）
当
社
御
参
詣
大
鳥
居
宅
昼
御
休

九
月
長
崎
御
越
被
成
候
信
兼
門
御
供
屋
U

信
通
御
供
被
仰
付
候

九
月
八
日
（
出
福
）
御
城
下
出
足
大
川
（
河
）
野
於
御
茶
屋
（

ニ
而
）
御
相

件
被
仰
付
侯
十
三
日
（
福
岡
御
帰
域
）
御
城
下
迄
帰

同
五

襲
安
元
年
戊
子
八
一
六
四
八
・
加
才
〉

福
岡
御
館
（
城
）
御
会
正
月
廿
五
日

五
月
九
月
出
会
（
勤
）

門有
馬
］
忠
頼
公
江
戸
御
下
向
（
国
）
之
上
ニ

而

服

部
忠
兵
衛
奉

－一而

御
城
へ
被
召
出
信
岩
遺
物
之
人
丸
絵
（
御
返
被
成
候
江
戸
持
せ
被
成
）
御

食
義
画
讃
共

一一正
筆

極

之

札
ヲ
被
為
取
一
川
川
一
重
物
候
事

秘

蔵

仕

候
様
と
の
御
意
之
趣
也

同
ニ
己
丑
八
一
六
四
九
・
幻
才
〉

福
岡
御
館
正
月
廿
五
日
御
会
相
勤

五
月

九
月
間
断

同
三
庚
寅
八
一
六
五

0
・
勾
才
〉

福
岡
御
城
正
月
廿
五
日
御
会

（
御
城
御
会
如
先
例
出
席
）

（
信
兼
婚
礼
）
十
一
月
十
五
日
花
房
助
太
郎
妹
婚
礼
相
調
候

於
水
田
中
務
少
輔
忠
頼
公
御
成
（
拝
領
）
白
銀
弐
拾
枚
毛
せ
ん
五
枚

者
稲
葉
九
（
郎
）
右
衛
門

極
月
（
廿
四
日
）
之
夜
拍
子
三
番
有
高
砂
次
く
れ
は
坪
池
左
兵
衛

白
崎
勘
左
衛
門
な
と
参
也
（
其
外
役
者
衆
参
）
渡
辺
仁
大
夫
（
御
供
）
頭
取
分

其
夜
茶
屋
若
菜
へ
御
札
参
目
見
有
自
信
助
桐
箱
唐
菓
子
種
々
入

円
ノ
」

五
月

九
月

使

周
囲
辛
卯
八
一
六
五
一

－

n才
〉

福
岡
御
城
御
全
如
例
年

七
百
五
十
年
御
忌
ノ
御
祭
杷
二
月
廿
二
日
ヨ
リ
同
廿
四
日
迄
初
日
謂
（
之
）

会
寺
家
中
（

ヨ
リ
）
中
日
は
能
七
番
大
守
公
ヨ
リ
被
仰
付
候
奉
行
大

橋
与
三
右
衛
門
終
ハ
衆
徒
中
法
事
（
執
行
）
跡
一
一士
山
摩
郡
大
日
と
云
所
ノ

お
と
り
有
黒
田
睡
鴎
見
物
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料

兼

伝

資

鳥

居
ー
ー
ー
太

宰

府
天
満
宮
連
歌
史
・
そ
の
六
｜
｜

八
昭
和
記
年
6
月
初
日
受
理
〉

間山叩
4
＆
na 

知

ヲ示

町

戸
店
。
。
同

ω
F
F
ロ－
S
D
O
Zユ
ケ

（
U
F
町
内
司
己
σω
円
。
同
門
｝
】

σ
N）
QM3
令
£
（
一
で
S
M
e
g
a－
3ehMS）

ω
｝
］
江
口
。

｜
｜
｜
〉
自
己
。
ミ

o
で
同
33w
丘

吾
σ
巴
Q
N
Q
札
、
宗
（
守
さ
き
さ

s
gュ5
3
H円
。
ー
ー
ー

［ま

じ

め

『
司
務
別
当
大
鳥
居
家
々
略
譜
』
（
後
出
、

D
本
）
は
、
二
十
八
世
信
兼
の
一
生
を
左
の
よ

う
に
摘
要
し
て
い
る
（
排
列
と
表
記
に
若
干
手
を
加
え
た
ほ
か
、
原
文
の
ま
ま
）
0

信
兼
大
法
師
信
助
男
子
無
之
御
供
屋
信
朔
二
男
養
子
（
寛
永
十
六
乙
卯
年
也

／
忠
之
公
御
下
知
也
／
始
竹
助
改
テ
竹
松
ト
云
）

寛
永
六
己
巳
歳
生
ス
（
巳
ノ
日
巳
ノ
刻
三
月
廿
九
日
）
八
一
六
二
九
〉

同
廿
葵
未
歳
祖
父
信
岩
ノ
譲
ヲ
受
ケ
住
職
補
任
寛
永
廿
奨
未
年
二
月

同
年
二
月
廿
二
日
剃
髪
（
十
五
歳
也
）
号
信
兼
戒
師
検
校
坊
快
周

同

年

二

月

廿

五

日

恒

例

之

御

祭

礼

初

出

務

八

一

六

四

三

〉

妻
花
房
伝
左
衛
門
娘
（
花
房
助
太
郎
妹
也
）
（
霊
松
院
禅
海
寿
光
大
姉
）

慶
安
三
庚
寅
年
十
一
月
十
五
日
婚
礼
整

元

禄

九

丙

子

年

職

ヲ

孫

信

仙

ニ

譲

リ

退

身

八

一

六

九

六

〉

享

保

六

辛

丑

年

卒

九

十

三

歳

〈

一

七

二

一

〉

（
注
）
右
D
本
の
原
処
と
な
っ
た
『
信
兼
筆
記
』

A
・
B
本
の
当
該
部
分
は
、

「
大
鳥
居
信
岩
，
信
助
伝
稿
」
（
本
紀
要
第
三
号
所
収
）

中
に
翻
刻
す
み
。

天
正
期
の
二
十
五
世
信
寛
よ
り
維
新
時
の
三
十
六
世
信
厳
ま
で
、
大
鳥
居
氏
十
二
代
の
う

ち
、
二
十
六
世
信
岩
・
三
十
五
世
信
全
と
と
も
に
、
大
き
な
存
在
は
信
兼
で
あ
る
。
信
兼
の

ゲ
リ
『
寸
。

B
。
ヨ
’
寸
mw
ロ
ω
B
R
E

伝
記
は
、
本
紀
要
第
三
号
に
紹
介
し
た
信
岩
の
そ
れ
が
、
波
澗
に
富
み
、
か
つ
連
歌
史
と
し

て
も
興
味
あ
る
事
項
を
多
く
含
む
の
に
比
し
、
甚
・
だ
平
凡
単
調
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
幕

藩
体
制
が
す
で
に
安
定
期
に
入
っ
た
反
映
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
幕
末
信
全
の
伝
に
つ
い

て
は
、
西
高
辻
信
貞
氏
が
「
『
信
全

一
世
中
略
記
〕
に
つ
い
て
」
（
神
道
史
研
究

・
第
十
七
巻

第
五
・
六
号
昭
叫
・
日
）
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

- 22ー

司
務
別
当
在
職
五
十
四
年
間
、
隠
居
後
二
十
六
年
、
九
十
三
才
の
長
寿
を
全
う
し
た
信
兼

に
関
す
る
古
文
書
類
は
移
し
い
が
、
本
稿
に
は
ま
ず
、
付
信
兼
自
筆
の
一
代
略
記
（
以
下
、

「
信
兼
筆
記
」「
筆
記
」
と
略
す
）
と
、
伺
信
兼
作
品
抄
と
し
て
、
信
兼
出
座
の
福
岡
城
松
連
歌

御
会
の
伝
存
作
品
集
を
紹
介
し
、
参
考
史
料
と
し
て
、
『
大
鳥
居
参
府
一
巻
先
例
覚
書
』（
承

前
）
を
附
載
す
る
。

付
信
兼
筆
記
〔
仮
題
以
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
大
鳥
居
信
岩
・
信
助
伝
稿
」
史
料
編
の

冒
頭
に
解
題
し
た
よ
う
に
、
左
の
四
本
が
あ
る
。

（A
）
草
稿
本
正
徳
4
年
－

m才
ま
で
た
だ
し
、
元
禄
4

1
日
年
の
部
分
欠

（
B
）
再
稿
本
承
応
元
年
・

μ
才
ま
で

（
C
）
［
従
慶
長
至
享
保
証
文
檀
入
組
記
録
〕
（
大
鳥
居
信
観

ニヨ

ル
B
ノ
写
本
）

（
D
）
『
司
務
別
当
大
鳥
居
家
々
略
盛
岡
』
（
文
政
3
・
大
鳥
居
信
賢
記
。
A
本
ガ
参
照
サ
レ
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智
積
院

友
益
各
礼
申
度
由
」
御
申
候
問

同
道
申

禅
昭

門

4
日］

〉〔
8
日

〕

一

今

夜

春

朝

へ

礼

ニ

参

鈴

一

双

こ

ふ

久
喜

扇

五

本

三

中
法
華
堂

へ
も
右
同
前
春
朝
七
日
ノ
朝
み
そ
う
ず
に
不
来
候
間
今
夜
折
種
申
会
所
当

坊
心
鉢
ノ
所
一
一
候
間
己
来
当
坊
よ
ひ
申
時
不
参
候
ハ
ふ
可
為
曲
事
由
申
三

中
稲
波
ジ
テ
其
分
能
聞
尤
之
由
申
春
朝
さ
う
め
ん
を
振
舞
盃
出
大
酒

有
之
」
当
坊
帰
を
春
朝
当
坊
門
迄
送
而
来
三
中
間
前
法
華
堂
も
当
坊
心
駄

の
所
故
也

〉〔
日
日
］
一

事
始
神
前
之
後
当
坊
－
一
て
有
之
さ
て
後
大
工
諸
職
人
－
一
酒
被
下

大
工
と
う
り
や
う
一
人
ニ
当
坊
説
被
下
悉
次
ノ
間
三
ノ
間
－
一
座
ス
謡
有
之

大
酒
土
田
修
理
も
礼
被
来
同
座
」
酒
有
之
今
日
よ
所
よ
り
来
ま
ん
ち
う
被

下
今
日
す
ミ
酒
肴
色
々
遣
候
ハ
広
間
初
ノ
故
也
皆
々
茶
な
か
り
申
候
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門
店
日
］
一
如
例
潤
年
故
さ
キ
ツ
チ
ヤ
ウ
三
本
ほ
こ
ら
か
す
珍
重
々
々

一
会
所
春
朝
法
華
堂
三
中
御
粥
－
一
被
来
当
坊
心
鉢
ノ
所
故
也

〉〔
回
目
］
一
出
京
申
松
屋
宗
喜
所
－
一
今
夜
逗
留
仕

〉
十
七
日
天
気
快
晴
京
ヨ
リ
今
朝
帰

一
盛
法
へ
礼
ニ
今
日
参
事
外
大
酒
無
正
駄
帰
ル
外
記
殿
父
子
と
漢
和
仕
候
て

ヨ
市

十
八
日
天
気
快
晴
参
勤
ス
御
講
有
之

一
法
華
堂
ノ
留
主
居
三
中
振
舞
申
間
今
朝
参
」
大
坂
へ
稲
波
遣

カ

カ

十
九
日
天
気
吉
紹
専
夢
想
開
ニ
付
参
連
数
十
人
有
之
執
筆
能
操
召
連
申

〉

カ

〔
初
日
〕
一
能
操
昨
日
ハ
執
筆
一
一
被
召
連
宗
由
申
礼
ニ
来
火
ノ
物
た
ち
ニ
候
つ

刀

る
ニ
き
と
く
ニ
来
満
足
し
た
る
由
申
候
へ
と
幾
阿
弥
－
一
申
付
西
坊
よ
り
」

給
候
円
柿
一
袋
遣
七
日
火
の
物
た
ち
候
問
う
へ
候
き
と
く
成
事
仕
由
申

能
操
恭
由
申
由
也
能
操
は
か
ま
計
着
仕
候
て
参
候
向
後
」
は
か
ま
計
－
一
て
来

候
ハ

L
曲
事
之
由
幾
阿
弥
一
一
申
候
へ
と
申
付

廿
六
日
今
朝
雨
降
昼
天
気
曇
参
勤
ス
禅
意
代
調
芦
仕

一
木
村
宗
宜
祈
念
御
（
湯
）
於
庭
上
口
当
坊
申
付
湯
ノ
代
銀
子
一
枚
重
喜
取
次

一
御
子
礼
－
一
来
鈴
一
双
こ
ふ
う
を
二
つ
持
来
当
坊
盃
給
宗
宜
名
代
ノ
仁

ニ
も
盃
給

〉
サ
七
日
雨
降
参
勤
ス
小
預
子
能
範
来
申
様
今
日
午
刻
御
湯
被
進
度
と
檀
那

被
申
候
悶
（
神
庭
）
白
洲
御
か
し
被
成
候
へ
と
申
来
心
得
た
る
由
申
呑
由
申

当
社
御
子
屋
を
定
御
子
を
仕
立
置
候
時
ハ
何
之
檀
掛
よ
り
申
候
共
当
坊
へ

直
（
す
く
）
－
一
御
湯
之
儀
申
代
物
も
渡
候
へ
と
申
渡
畏
由
申
帰
也

〔

2
月
小
u

十
六
日
天
気
快
晴
今
日
よ
り
廿
四
日
迄
大
坂
ニ
居
申
候
此
口
（
間
）
ニ
雨
両
度

ヒ

降

大

風

吹

秀

頼

様

内

府

様

中

納

言

様

御

礼

相

済

一
松
勝
右
梅
軒
磁
辺
と
連
吾
仕
当
坊
発
句
弐
つ
仕
三
百
前
之
内
二
百
前
ハ

当
坊
発
句
に
て
候

一
青
柳
ハ
枝
の
半
を
木
す
ゑ
哉
禅
昌

一
春
風
や
震
に
こ
ふ
る
峯
の
松
岡

サ
四
日
大
坂
よ
り
上
洛
仕
天
気
快
晴

廿
五
日
天
気
快
晴
出
京
仕
今
晩
御
て
ん
ぐ
の
御
供
参
小
預
役
但
あ
や
こ
御

子
無
之
故
小
預
－
一
申
付
御
子
候
へ
ハ
ミ
子
ノ
役
也
今
夜
々
計
其
分
也

- 19ー

〈
注
〉
藻
天
神
伝
来
の
文
書
（
北
野
天
満
宮
蔵
）

中、

大
、
氷
を
あ
ま
り
下
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
メ
モ
（
四
葉
一
綴
）
の
な
か
に
、
左
の
記
事
が
あ
る
。
明
応
二
年
の
引
付
は
未
見
。

明
応
四
年
〔
延
徳
四
ノ
誤
〕
八
月
四
日
上
様
発
句

香
に
に
ほ
へ
色
は
く
れ
な
ゐ
梅
の
秋

露
し
ろ
た
へ
に
な
ひ
く
村
草

明
応
二
年
四
月
十
六
日
清
家
ノ
御
衆

楽
人
安
芸
守
父
子

万
句
巻
頭

於
会
所

禅
予

当
坊
に
て
本
法
ノ
軒
ノ
御
会
在
之

〈
附
記
〉
中
村
幸
彦
先
生
・
木
村
三
四
吾
先
生

・
川
添
昭
二
先
生
よ
り
御
教
一
が
い
た
だ
い
た

こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。



明
応
三

松
田
丹
後

在
判

飯
尾
近
江

間
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十
二
月
十
八
日

松
梅
院

貞長
運秀

〉

明
応
四
年
三
月
一
日
臨
時
御
供
備
進
之
施
主
宗
益
和
尚
也
要
脚
事
以
五

貫
文
可
備
進
之
由
以
波
々
泊
辺
兵
庫
助
申
之
聞
社
例
者
雄
為
千
疋
以
内
儀

申
之
間
不
及
力
五
貫
文
ニ
申
付
者
也
朔
日
旬
御
供
己
後
申
刻
備
進
之

米
代
物
－
一
テ
五
斗
三
升
西
京
升
定
和
市
六
百
七
十
六
文
井
雑
用
七
百
七

十
文
以
上
壱
貫
四
百
五
十
文
八
嶋
代
成
孝
ニ
渡
之
云
々
二
月
晦
日
ニ
下
行

畢
伯
楽
人
四
人
参
勤
之
間
四
百
文
八
嶋
屋
へ
渡
之
云
々

〉

明
応
四
年
六
月
九
日
神
楽
事
在
之
云
々
但
楽
頭
山
井
筑
前
守
掠
公
儀
如

往
古
禄
物
参
千
疋
宛
分
加
賀
国
福
田
圧
年
貢
之
内
令
直
納
可
致
参
勤
之
由

被
成
奉
書
畢
不
及
御
礼
明
一
方
向
ニ
被
成
奉
書
之
間
子
細
を
可
申
開
之
間

楽
人
方
よ
り
催
促
在
之
者
任
近
年
之
例
拾
貫
文
之
事
者
可
渡
之
其
外
弐

千
疋
事
者
不
可
有
承
引
候
旨
可
返
答
由
代
官
敷
地
彦
七

一
こ
申
付
云
々

〈
資
料
部
〉

北
野
天
満
宮
蔵
。
目
代
慶
世
日
記
ノ
内

『
色
々
引
付
永
禄
拾
年
正
月
朔
日
』

〔
永
禄
凶
年
正
月
］

一
十
一
日
会
所
之
蔵
円
祐
口
被
申
候
儀
ハ
方
句
初
候
然
者
御
門
跡
様
へ

く
わ
ん
同
門
巻
頭
よ
之
御
ほ
ん
く
門
発
句
］
申
候
而
く
れ
夜
之
由
候
則
越
後

殿
因
幡
殿
御
両
人
申
候

〉［

2
月
1
日］

一
南
与
三
郎
か
家
御
関
所
可
有
由
候
て
御
門
跡
様
よ
り
因
幡
殿
越
後
殿
御
両

人
御
出
候
て
則
我
等
御
使
に
て
松
梅
院
へ
安
内
被
仰
侯
へ
然
者

従
松
梅

院
御
返
事
御
門
跡
様
御
発
句
に
て
万
句
初
り
其
座
敷
居
申
候
問
今
日
ハ

御
延
引
候
て
給
候
へ
殊
我
等
も
少
奉
行
衆
へ

尋
可
申
之
由
候
そ
う
者
稲
波
与

次
郎
則
御
両
人
な
か
ら
御
か
へ
り
候
也

〔

3
月］一

晦
日
水
あ
や
つ
り
咲
椛
〔
喧
嘩
］
仕
出
し
候
但
ね
す
ミ
四
郎
ハ
西
九
条
田
中

と
申
候
者
也
叉
あ
い
て
者
中
路
者
也
然
者
あ
た
ま
打
わ
り
万
う
せ
申
候

二
郎
三
郎
取
申
候
由
候
就
其
色
々
申
事

候

へ

共

我

等

稲

波

西

田

能

福
扱
申
候
万
ハ
弐
百
五
十
文

一
一
か
い
申
経
堂
浄
情
出
し
候
分
－
一
仕
鬼
辻
茶

屋
迄
中
路
弥
大
夫
被
来
此
方
も
各
参
相
果
申
候
然
ハ
十
三
人
ね
す
ミ

同
衆
二
郎
三
郎
彼
者
刀
取
申
儀
実
正
候
問
我
等
－
一
意
見
仕
出
し
申
候
様
申

付
候
へ
之
由
候
閑
則
申
聞
候
処
ニ
二
郎
三
郎
申
事
ハ
更
々
一
小
存
候
可
然
様

一
一
御
申
候
て
給
候
へ
之
由
我
等
申
候
則
各
へ
申
候
然
ハ
又
各
へ
意
見
仕
候
て

彼
」
入
目
八
百
五
十
六
文
入
申
候
此
入
目
半
分
二
郎
三
郎
ニ
出
候
へ
と
申
付

候
其
分
に
て
分
別
被
仕
候
へ
之
由
申
処
一
一
各
心
得
申
候
由
候
則
二
郎
三
郎

ニ
堅
申
付
候
也

〉八
資
料
釘
〉

天
理
図
書
館
蔵
。
松
梅
院
禅
昌
引
付
。
標
題
ハ
、

『
社
法
引
付
慶
長
六
年
正
月
朔
日
／
二
月
日
』

- 18ー

〔
慶
長
6
年
正
月
］

一一
一日
（
天
気
快
晴
）
今
朝
参
勤
ス
セ
ン
ホ
ウ
有
之

一
裏
白
連
寄
有
之
紹
巴
昌
叱
各
御
出
也

一
広
間
初
－
一
て
候
間
広
間
－
一
て
仕
」

一
如
例
情
進
ニ
仕
候
へ
共
連
訴
済
候
て
後

紹
巴

昌

叱

各
へ
魚
を
す
い
物
－一

し
て
出
色
々
肴
出
紹
巴
叱
機
嫌
中
／
＼
に
て
候
大
酒
有
之
珍
重
々
々

謡
も
有
之

一
禅
興
へ
巴
・
叱
被
出
故
我
等
も
参
取
持
酒
有
之

一
今
夜
謡
初
有
之
当
坊
酒
酔
候
て
打
川
一
衆
中
酒
呑

四

日

天

気

快

晴

紹
巴
昌
叱
へ
礼
－
一
参
一
段
機
嫌
門
川
川
一
帯
一
筋
参
候
へ

ハ
扇
二
本
御
取
候
て
残
」

円
1
1
1
1一殊
一
一
薬
酒
樟
又
一
ケ
給

三
日
に
も
給

叉

〔ム7
刀
斗
日
給
恭
由
申
玄
の

－
一
て
大
酒

有

之

紹
巴

天

野
桶
玄
仇
へ

御
持
参
候
て
口
あ
け
給

昌
叱
友
益
－
一
て
も
酒
有
之

〉



門
延
徳
4
年
8
月以

四
日
天
気
快
晴

一
今
日
以
上
様
万
句
御
発
句
於
会
所
」
一
座
興
行
在
之

香
に
に
ほ
へ
色
は
く
れ
な
ゐ
梅
の
秋

露
し
ろ
た
へ
に
な
ひ
く
む
ら
草

令
清
書

可
備
上
覧
云
々

〔
北
野
社
御
師
職
事
以

短
冊
御
自
筆
也

禅
予

〔末
尾
ノ
註
参
照
］

〉
廿

日

雨

降

一

永

運

朝

食

在

之

俄

百

韻

発

句

野
分
せ
し
跡
と
も
見
え
ぬ
小
萩
か
な

禅
予

〉
廿

四

日

雨

降

在

京

一
今
日
竹
田
法
印
月
次
罷
出
発
句
当
座
被
申

間

不

及
遠
慮

下
草
も
千

代

へ

ん

花

そ

庭

の

松

禅

予

如
此
沙
汰
也

〉

九
月
大

朔
日
雨
降
御
供
備
進
珍
重
々
々

一
紅
白
御
供
備
進
以
御
直
会

五

十
韻
連
歌
在
之

一
門
弟
衆
佳
衆
〔
酒
］
如
例

〉〈
資
料
お
〉

先
年
如
此
云
々

北
野
天
満
宮
蔵
。
永
琳
院
禅
慶
（
松
梅
院
代
）
ノ

日
記
。
標
題
ハ
『
禅
慶
〈
明
応
三
年
三
月
三
日
〉
』
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〔本
文
ノ
前
］

日
供
下
行
注
文

拾

参

石

伍

斗

米

外

ニ

廿
壱
貫
余

雑

事

銭

毎
日
分
七
百
十
七
八
文
獄

拾

参

貫

五

百

文

楽

人

方

下

行

長

日

五

斗

三

升

赤

升

以

上

銭

品

川

五

貫

文

殿

七

百

七

十

文

楽

人

方

下

行

外

也

根
本
者
五
十
文
と
其
沙
汰
在
之

毎
日
分
除
三
旬
定
門
川

都
メL
日

四
百
サ
貫
文

都
合
百
六
十
二
石

楽
人
上
衣
料
品
川
貫
文

主
典
錨
取
弐
貫
文
宛

四
百
五
十
四
貫
文
此
外
猶
雑
具
入
目

不
可
勝
計
也

惣
都
合

銭
方

〉

一
北
野
天
満
宮
社
僧
等
毎
日
祈
薦
可
令
勤
行
条
々

一
長
日
不
断
常
燈
事
重
代
師
職
石
見
新
法
眼
禅
陽

一
社
長
日
可
令
転
読
大
般
若
経
事

一
社
長
日
可
令
転
読
法
花
経
事

一
社
長
日
可
令
読
諦
金
剛
般
若
経
事

毎
月
御
神
楽
可
令
勤
仕
事
」

己
上
以
丹
波
国
船
井
圧
地
頭
職
得
分
為
料
足
可
令
勤
仕
之
次
同
庄
所
務
井
毎

日
勤
行
奉
行
事
禅
陽
守
慶
依
為
重
代
祈
祷
之
師
職
令
仰
付
之
上
者
令
停
止

別
当
弁
政
所
之
縛
永
代
全
知
行
為
両
人
之
計
一
社
平
均
可
令
宛
行
之
者
也
」

門下
略
］建

武
参
年
八
月
十
八
日
左
馬
頭
源
朝
臣

天
満
宮
本
地
供
養
法
毎
日
一
座
事

［省
略
u

助
法
眼
守
慶
可
令
勤
仕
之
也

- 17一

御
判

〉〔
明
応
3
年〕

一
十
月
朔
（
廿
一
日
）
日
御
供
調
進
之
但
楽
人
等
内
裏
へ
被
召
之
間
可
明
隙
間

ヒ

御
供
時
胆
可
有
延
引
撒
之
由
及
臨
期
令
注
進
者
也
任
先
例
無
楽
シ
テ
御
供

備
進
之

〉
十
一
月
廿
五
日
神
楽
無
之
子
細
者
楽
料
如
往
古
参
千
疋
可
沙
汰
之
旨
楽
頭
筑

前
守
申
之
間
近
代
拾
貫
文
－
一被
定
置
上
者
不
及
覚
悟
者
也
其
上
問
門
之
間

不
能
是
非
云
々
当
時
諸
神
領
有
名
無
実
之
問
可
為
如
往
古
事

不
能
返
答
也

〉

於
当
社
境
内
舞
猿
楽
以
下
勧
進
事
先
々
制
禁
之
処
狼
令
張
行
云
々
太
不
可

然
所
詮
任
先
規
弥
被
停
」
止
詑
若
社
家
勧
進
所
地
等

有
被
約
諾
之
儀
者

為
被
処
其
性
可
被
注
申
交
名
之
由
被
仰
出
候
也
の
執
達
如
件
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御
連
歌
秘
事

円
什
一

之
間
門
川

口
例
日
也
無
指
口

〔事
〕
也

自
円
川

口
自
今
日
番
承
仕
随
賢
法
師

也

門

川

事
々
米
銭
無
下
行
之
間
無
調
進
云
々
円
覚
阿
力
川
川
一
無
月
懐
紙
拾
疋

伝
言
而
送

之

畠

山
次
郎
殿
今
日
皆
御
礼
云
々
」
神
供
入
金
之
時
分
調

進
之
由
成
喜
申
也

〉
〔
9
又
ハ

mu日
天

気
殊
勝
々
々

口
日
会
所
へ
一
同
振
口
口
罷
出
門
川

〉
廿
五
日
天
気
殊
勝
々
々
覚
阿
方
ヨ
リ

福
院
阿
閤
梨
ヨ

リ
松
林
坊
ま
て
也

廿

六

日

天
気
殊
勝
々
々
金
台
寺
罷
出
色
々
雑
談
在
之

廿
七
日

覚
蔵
方
ヨ
リ
壱
貫
弐
百
取

n
l
H
l一
御
乳
人
大
般
若
経
被
読
也

円

ハ

ハ

川

一

自
今
日
番
承
仕
成
胤
法
師
也

懐
紙

神
供
」
支
配
之
事

貞

拾
疋
送

会
所

〉

〔
潤
同
月
〕

五
日

四
十
二
云
々

盛
輪
院

一一
朝
飯
在
之

会
所
衆
座
俄

主
典
松
寿
閉
限
云
々

歳

〉
十

六

日

雨

降

会

料
米
五
升
宛
今
日
支
配
之

一

自

明

日

変

異
御
祈
薦
始
行
之
由
申
而
相
触
一
社
也

松
元
院
衆
座
了

十
七
日

会
所
〔朝
召
後
」
也

般
若
也

会
所
来
而

カ

カ
下
残
在
之

入
夜
市

坊
ニ
会
所
以
下
大
酒
在
之
云
々

転
読
大

〉〈
資
料

mv

北
野
天
満
宮
蔵
。

『法
花
堂
事
井
社
家
故
実
少
々
註
之
』

永
徳
弐
年
五
月
一
日
御
前
大
庭
一
一
テ
犬
王
猿
楽
一
一
テ
ア
リ
ケ
ル
ニ

其
時
拝
殿
ノ

屋
ね
の
上
へ
諸
人
ノ
ホ
リ
テ
ア
リ
余
浅
増
敷
事
也
ト
テ
其
後
ハ
毘
」
沙
門
堂

ノ
御
前
－一
テ
ス
ル
也
毘
沙
門
堂
ノ
前
－
一
テ
始
而
ス
ル
初
ハ
同
八
日

近
江
日
吉

カ
最
初
也

〉

宝
徳
弐
年
二
月
十
八
日
天
神
講
之
衆

－一

松
梅
院
於
盛
輪
院
参
宮
之
問

日
記
書
出
候
処
禅
親
お
除
候
比
興
之
至
也
」

北
野
天
満
宮
社
僧
等
毎
日
祈
蒔
可
令
勤
行
条
々

一
長
日
不
断
常
灯
事

一
一
社
長
日
可
令
転
読
大
般
若
経
事

一
一
社
長
日
可
令
転
読
法
花
経
事

一
一
社
長
日
可
令
読
諦
金
剛
般
若
経
事

一

毎
月
御
神
楽
可
令
勤
仕
事

己
上
此
外
別
紙
ニ
在
之

天
満
宮
本
地
供
養
法
毎
日
一
座
事

禅
孝

」
れ
を
取
合
而
号
六
ケ
御
願
也

〈
資
料
お
〉

北
野
天
満
宮
蔵
。

『寛
正
二
年
禅
盛
記
録
内
少
々
写
置
之
』

〔「
就
御
経
御
成
申
請
御
物
等
事
」
（
義
政
ノ
北
野
経
王
堂
ノ
経
会
聴
聞
）
ノ
中
〕

〔
日
月
〕
十
日
昼
経
御
成
在
之
被
替
御
輿
召
経
王
堂
口
（
在
）
御
成
五
六
巻

御
聴
聞
在
以
後
直
自
経
堂
被
替
御
輿
召
一
条
へ
還
御
ノ
時
散
所
者
ア
ヤ
ツ

リ
物
御
見
物
在
之
云
々
直
光
衆
院
殿
へ
御
成
在
之

- 16ー

〉

就
当
社
祭
礼
渡
物
以
下
事

大

宿

直
九
保
内
殿
守
保
当
年
馬
上
以
下
相
当
之

問
可
致
其
沙
汰
之
由
以
成
鎮
法
師
申
遣
処
自
彼
保
返
答
云
当
年
依
飢
腫

大
略
町
人
等
餓
死
仕
候
或
適
居
残
地
下
人
等
或
依
計
会
逐
一電
仕
候
問
可
勤

御
祭
礼
事
難
渋
此
事
候
由
返
答
仕
問
此
由
社
家
奉
行
へ
申
処
然
者
残
為
七

保
如
形
渡
物
以
下
事
可
致
沙
汰
由
被
成
御
奉
書
間
任
御
成
敗
旨
落
居
無
為

詑
然
間
為
惣
町
人
殿
守
保
へ
可
致
合
力
由
申
云
々

八
資
料

M
V

北
野
天
満
宮
蔵
。
松
梅
院
禅
予
ノ
日
記
四
冊
ノ
内
、
四
。

標
題
ハ

、
『
引
付
延
徳
四
年
八
月
日
九
月
日
』



（
文
学
・
芸
能
記
事
）

（二〉

北

野

社

古

記

録

本
紀
要
第
四
号
所
載
の
付
を
承
け
て
、本
稿
に
は
左
に
掲
げ
る
七
冊
よ
り
抄
録
し
た
が
、

別
稿

「北
野
の
文
子
に
関
す
る
ノ
l
ト

附

・
近
世
初
期
北
野
社
頭
の
諸
芸
能
」
（
近
世
文

芸
資
料
と
考
証

胃
）
に
構
想
を
示
し
た
、
御
霊
会
（
北
野
例
祭
）
に
関
す
る
資
料
集
は
、

明
春
発
刊
の
第
七
号
に
譲
っ
た
。
第
五
号
へ
の
休
載
の
あ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
に

収
め
る
と
こ
ろ
乏
し
い
の
を
大
い
に
遺
憾
と
す
る
。

l立

じ

め

27 26 25 24 23 22 21 

北
野
社
引
付

（

日
記）

法
花
堂
事
井
社
家
故
実

北
野
社
引
付
（
禅
盛
日
記）

H
H

（
禅
予
日
記）

H
H

（
禅
慶
日
記）

目
代
（
慶
世
）

日
記

北
野
社
引
付
（
禅
昌
日
記）
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抄

〈
昭
和
記
年
6
月
初
日
受
理
〉

ヲ伝

附
明

4庁
1

町

知

日

w
k
no吋
日
）
門

ω
同

8
5
50
g
R
5
ω
え

5
0
H
U
Z
2
5

。

山

口

出

同

円

以
h
Q
S。

（
同

JS
さ
S
Q
S

q引
か
）

ω『ユロ
σ

の
O
ロ門
リO
H
D

－D四
戸
芹
σ吋

ω
H
5．σ
（
N
N
6
5
h
H
Q）

mH
D仏
叶
Fσ
mE
巴
の
山
町

（
N円
円
相

h
N
S
eQ
）

ー
ヨ
ユ
吋
き
l

σリ『
吋
。

5
0
3・
吋
山
口

ω
B
R
F
F

〈
資
料

nv
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北
野
天
満
宮
蔵
。

標
題
ハ

、
『
日
記
円
け

宝
徳
元
門
川
』

門
宝
徳
元
年
以

十
月
朔
日

天
気
殊
勝
々
々
夜
前
四
時
分
円
川

明
阿
御
使

ニ
テ

御
懐
紙
拾
疋
給
門
川

〈
宝
徳
元
年
日
月
J
同
年
ロ
月
〉

〈
永
徳
2
1
応
永
多
シ
J
宝
徳
2
V

〈
寛
正
2
年
目
月

i

V

〈
延
徳
4
年
8
月
J
同
年
9
月
〉

〈
明
応
3
年
3
月

J

4
年
6
月
〉

〈
永
禄
叩
年
正
月

J
同
年
ロ
月
〉

〈
慶
長
6
年
正
月

J
同
年
2
月
〉

〉〔

5
日
U

一

伊

勢

宝
珠
院
ヨ
リ

懐
帯
可
渡
之
由
申
也

発
句
秩
と
見
ゆ
ほ
の
う
ゑ
照
す
さ
か
り
哉
」

脇
ち
と
せ
を
む
す
ふ
鹿
の
は
っ
こ
ゑ

第
三
山
／
＼
の
紅
葉
を
染
る
神
無
月
ゃ
う
け
ん

施
主
之
方
ヨ
リ
如
此
祝
言

珍
重
／
＼

〔左
近
尉
口
よ
女
房
取
次
也

記
置
了

今
日
管
領
職
事

畠

山
〔
次
郎
殿
力
〕

門
川

松
梅
院
御
礼
－一
参
口
云
々
天
下

円
ハ

為
後
証

禅厳
一ニ
ハハ

ハ
ハ
一
壱
貫
弐
百
文
被
送
之

幻

j
m
の
六
点
は
北
野
天
満
宮
所
蔵
。
幻
の
一
冊
（
現
装
巻
子
一
巻
）
は
天
理
図
書
館

所
蔵
。
調
査

・
紹
介
を
許
さ
れ
た
北
野
天
満
宮

・
天
理
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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，－...＿〆ー＼

一一一一一、、..／、』＿，

一
九
六

O
年

・
二
二
五
頁
に
あ
る
）

平
安
遺
文
第
九
巻
四
七
七

O

こ
の
点
に
関
し
て
は
筆
者
が
一
九
七

0
年
度
日
本
地
理
学
会
春
季
大
会
に
お
い

て
、「
筑
前
国
郡
家
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
の
中
で
発
表
し
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
筆
者
が
一
九
六
七
年
度
日
本
地
理
学
会
春
季
大
会
に
お
い

て
、
「
筑
前
国
粕
屋
郡
の
条
里
と
郡
家
お
よ
び
屯
倉
」
の
中
で
発
表
し
た
。

平
安
遺
文
第
二
巻
四
七
六

岡
元
家
文
書

ハ
端
市
赴
任
）

「重
興
」

譲
与
所
領
事

孫
子
九
郎
重
興
所
分

在
筑
前
園
駅
家
村
内
光
清
名
特
限
地
頭
職
一
所
、
（
以
下
省
略
）

（佐
谷
市出
陳
）

康
永
参
年
二
月
三
日
沙
弥
（
花
押
）

大
日
本
史
料
第
六
編
之
八
六
三

O
l六
一
三
頁

-14-

（四）
（五）

（六）



栗 川 雲賀馬
田 島 提 美 田

馬

田

旧
三
輪
村

大
三
輪
神
社

菩
提
寺

栗

田

旧
馬
田
村
（
上
浦
、
下
浦
、
馬
田
）
付
近

勢
旧
秋
月
村
（
秋
月
）
付
近
、
旧
安
川
村
付
近

旧
三
輪
村
（
依
井
、
弥
永
）
付
近

旧
甘
木
村
（
菩
提
寺
、
甘
木
）
付
近

旧
三
輪
村
（
栗
田
）
付
近

日
本
書
紀
に
夜
須
郡
の
郡
名
の
由
来
と
考
え
ら
れ
る
記
録
が
あ
る
が
、
大
三
輪
神
に
関
す

る
風
土
記
逸
文
も
あ
る
。

賀
美
郷
は
他
の
郷
の
位
置
か
ら
秋
月
か
ら
隈
江
付
近
に
比
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

下

座

郡

旧
地
域
村
（
福
光
、
四
郎
丸
）
付
近

旧
福
田
村
（
柿
原
、
立
石
、
頓
田
）
付
近

刊
本
に
な
い
美
嚢
の
郷
名
が
あ
り
、
そ
の
呼
び
か
た
は

「
み
な
ぎ
」
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す

れ
ば
三
城
郷
と
同
じ
呼
び
方
に
な
る
の
で
重
複
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
延
喜
式
神
名

帳
に
あ
る
美
奈
宜
神
社
の
所
在
と
旧
三
奈
木
村
は
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
、
夜
須
郡
と
同
名

の
馬
田
郷
、
が
あ
る
な
ど
問
題
点
も
あ
る
。
馬
田
郷
は
夜
須
郡
境
に
近
い
白
鳥
、
平
塚
付
近
、

青
木
郷
は
旧
三
奈
木
村
付
近
に
比
定
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。

城
辺
郷
は
坪
並
と
条
里
地
割
の
分
布
、
条
里
の
文
書
か
ら
比
定
を
行
っ
た
。

上
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立城美三重喜青馬郷
石辺護城饗木田名

桑

原

長

田

立

石

座

郡

把郷
伎名

現
存
す
る
関
係

地
名
、
神
社
名
付
一
寸

杷

木

現
在
地
へ
の
比
定

旧
杷
木
村
（
林
田
、
池
田
、
杷
木
）
付
近
、
旧
久
喜
宮
村
（
寒

水
、
若
市
、
久
喜
宮
）
付
近

壬
生

広
瀬

持
団

長
淵

河
束

三
嶋

佐

田

長

淵

古
毛
に

小
学
三
島
ノ
下

長
旧
宮
野
村
（
須
川、

宮
野
）
付
近

勢
旧
宮
野
村
（
比
良
松
）
付
近

旧
高
木
村
（
佐
田
）
付
近

旧
大
福
村
（
長
淵
、
大
庭
）
付
近

骨
旧
福
成
村
（
上
寺
）
付
近

旧
朝
倉
村
（
古
毛
、
菱
野
、
山
田
）
付
近

郡
名
は
お
そ
ら
く
斉
明
天
皇
の
朝
倉
宮
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
上
座
郡
に
対
し
て
下

座
郡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
倉
郡
が
分
置
さ
れ
て
上

・
下
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

壬
生
郷
は
そ
の
名
称
か
ら
天
皇
と
の
深
い
関
係
が
考
え
ら
れ
、
朝
倉
宮
の
設
け
ら
れ
た
旧

宮
野
村
の
須
川
付
近
に
、
広
瀬
郷
は
延
喜
式
に
広
瀬
駅
が
あ
る
こ
と
か
ら
比
良
松
付
近
に
そ

れ
ぞ
れ
比
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
河
（
何
）
束
は
他
の
郷
の
位
置
か
ら
、
筑
後
国
境
の
上
寺
付

近
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
域
は
筑
後
川
の
流
路
の
変
化
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
筑
後
川
の
南

に
な
っ
て
い
る
。

桂日

笠

郡

一 行 ー

現
在
地
へ
の
比
定

旧
御
笠
村
（
吉
木
、
阿
志
岐
、
柚
須
原
）

付
近

旧
筑
紫
村
（
永
岡
、
下
見
、
西
小
田
）
付
近
、
旧
山
口
村
（
俗

明
院
、
石
崎
）
付
近

旧
二
日
市
村
（
武
蔵
、
塔
原
、
古
賀
）
付
近

旧
大
野
村
（
下
大
利
、
上
大
利
、
山
田
、
筒
井
）
付
近
、
旧
水

城
村
（
水
城
）
付
近

遠
の
朝
廷
の
大
宰
府
の
設
け
ら
れ
た
郡
で
も
あ
る
。
郡
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
日
本
書
紀
に

記
録
が
あ
る
が
、
歴
史
的
に
は
大
宰
府
が
い
つ
頃
設
置
さ
れ
た
の
か
問
題
点
も
少
な
く
な
い
。

〆’『、

一、、ーノ 長御郷
岡笠名

現
存
す
る
関
係

地
名
、
神
社
名
等

旧
御
笠
村

永

岡

糊
一
日
可
ノ
制
問
…
…
間
信
一
す
現
在
地
へ
の
比
定

勢
旧
地
域
村
（
白
鳥
、
平
塚
）
付
近

長
旧
三
奈
木
村
（
屋
形
原
、
荷
原
）
付
近

旧
金
川
村
（
桑
原
、
牛
鶴
、
屋
永
）
付
近

旧
峰
城
村
（
長
田
、
林
田
、
徳
淵
）
付
近

次
回

一一日
市

温
泉

旧
大
野
村

御
笠
森

大
野

証

是
松
茂
男

恰
土
郡
瑞
梅
寺
川
の
条
里
遺
跡

（
条
里
遺
跡
図
は
「
福
岡
県
の
地
理
」
光
文
館
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十生二金
市見回生

金

生

旧
若
宮
村
（
金
生
、
福
丸
）
付
近
、
旧
吉
川
村
（
脇
田
）
付
近

兼旧
笠
松
村
（
上
有
木
、
下
有
木
、
吉
川
）
付
近

旧
宮
田
村
（
宮
田
、
生
見
、
脇
野
）
付
近

旧
山
口
村
（
山
口
、
沼
地
、
都
市
）

付
近
、
旧
中
村
（
竹
原
、

宮
永
）
付
近

旧
西
川
村
（
新
北
、
新
延
、
吉
木
、
八
尋
）
付
近
、
旧
木
月
村

（
古
門
）
付
近

旧
香
井
田
村
（
竜
徳
）
付
近
、
旧
小
竹
村
（
小
竹
）
付
近
、
旧

頴
田
村
（
鹿
毛
馬
）
付
近

生

見

都

地

新
分

新

ヰ己

粥
田

旧呑
井
田
村

頴
田

続
日
本
紀
に
鞍
手
道
の
史
料
と
観
世
音
寺
の
封
戸
で
あ
っ
た
金
生
庄
、
金
生
封
の
史
料
が

あ
る
程
度
で
、
古
代
の
史
料
の
少
な
い
郡
の
一
つ
で
あ
る
。

郷
名
か
ら
物
部
と
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
田
郷
は
他
の
郷
の
位
置
か
ら
考
え

て
旧
笠
松
村
付
近
と
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
粥
田
郷
の
範
囲
を
直
方
付

近
ま
で
と
す
る
の
も
問
題
の
よ
う
で
あ
る
。
遠
賀
川
の
流
路
の
問
題
と
と
も
に
郡
境
に
つ
い

て
も
一
考
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。

芳告

麻

郡

馬 山綱大三 草郷
見田別村緒壁名

順一切
F

柄欄……

p一
寸

現

在

地

へ

の

比

定

勢
旧
大
隈
村
（
大
隈
）
付
近

旧
笠
松
村
（
上
三
緒
、
下
三
緒
）
付
近

勢
旧
稲
築
村
（
鴨
生
、
山
野
、
口
ノ
春
）
付
近

旧
庄
内
村
（
綱
分
、
赤
坂
、
有
井
）
付
近

旧
山
田
村
（
上
山
田
、
下
山
田
）
付
近

旧
足
白
村
（
馬
見
、
椎
木
）
付
近
、
旧
宮
野
村
（
桑
野
、
上
、

宮
吉
）
付
近

旧
碓
井
村
（
西
郷
、
碓
井
、
飯
田
）
付
近

一

緒

綱

分

山

田

馬

見

碓
井

碓

弁

鎌
屯
倉
の
置
か
れ
た
郡
で
あ
る
が
、
郷
名
の
中
で
明
確
で
な
い
の
は
大
村
、
草
壁
の
二
郷

で
あ
る
。
条
里
地
割
の
分
布
と
不
明
確
な
二
郷
を
除
い
た
他
の
郷
の
位
置
か
ら
、
少
く
と
も

稲
築
付
近
に
一
郷
を
比
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
草
壁
は
嘉
麻
郡
司
的
土
豪
の
日
下

部
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
郡
家
が
ど
こ
に
設
け
ら
れ
た
か
が
問
題
で
あ

（五
》

る
。
郡
の
位
置
と
交
通
の
使
を
考
え
れ
ば
稲
築
付
近
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
大
の
沖

積
地
は
碓
井
か
ら
馬
見
に
か
け
て
の
地
域
で
あ
る
こ
と
と
、
中
世
の
史
料
の
中
に
駅
家
庄
が

あ
り
、
そ
の
駅
家
庄
は
大
隈
付
近
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
、
大
友
宗
麟
が
毛
利
鎮
実
を
馬
見
城

の
城
代
と
な
し
て
い
る
こ
と
、
馬
見
権
現
社
が
郡
の
惣
社
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
大
隈
付

近
に
郡
家
が
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

そ
こ
で
大
限
付
近
を
草
壁
郷
、
稲
築
付
近
を
大
村
郷
に
比
定
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ

る。穂

i良

郡

三郷
坂名

一
一
綿
一
寸
断
間
何
一
等
現
在
地
へ
の
比
定

持
旧
上
穂
波
村
（
平
塚
、
阿
恵
、
上
古
賀）

付
近
、
旧
桂
川
村

（
豆
田
）
付
近

旧
飯
塚
村
（
菰
田
）
付
近
、
旧
穂
波
村
（
平
恒
、
楽
市
）
付
近

旧
桂
川
村
（
土
師
、
土
居
、
吉
隈
）
付
近

旧
二
瀬
村
（
片
島
、
川
津
、
横
田
）
付
近
、
旧
鎮
西
村

（
建
花

寺
、
花
瀬
）
付
近
、
旧
幸
袋
村
（
幸
袋
、
庄
司
）
付
近

旧
穂
波
村
（
弁
分
、
堀
池
、
太
郎
丸
、
秋
本
、
柄
本
）
付
近

旧
大
分
村
（
大
分
、
高
田
）
付
近
、
旧
上
穂
波
村
（
馬
敷
、
元

吉
）
付
近

-12 -
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誌

回

土

師

片

島

穂
波
旧
穂
波
村

（
伏
見
）

高
田

穂
波
屯
倉
を
は
じ
め
と
し
て
、
天
慶
三
年
の
治
田
売
券
案
で
有
名
な
郡
で
あ
る
が
、
三
坂

郷
は
他
の
郷
の
位
置
と
条
里
地
割
の
分
布
と
呼
称
か
ら
、
上
穂
波
か
ら
桂
川
に
か
け
て
の
地

域
で
、
観
世
音
寺
の
長
尾
庄
の
設
け
ら
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伏
見
郷
は
延

喜
式
に
伏
見
駅
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
和
名
類
緊
抄
の
脱
落
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

夜

須

郡

中郷
屋名

峨
一
日
寸
断
一
規
一
等
現
在
地
へ
の
比
定

旧中
津屋
村
旧
中
津
屋
村
（
松
延
、
三
並
、
中
牟
田
）
付
近
、
旧
安
野
村

（
四
三
島
）
付
近



郷
ず
つ
を
比
定
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
厨
戸
郷
が
屯
倉
に
関
係
が
あ
っ
た
と
す
れ

（

四

）

ば
、
屯
倉
は
多
々
良
川
下
流
域
に
比
定
す
る
の
が
最
適
で
あ
ろ
う
。
大
村
郷
は
編
戸
の
際
に

生
じ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
条
里
地
割
の
分
布
と
そ
の
地
域
の
広
さ
か
ら
志
免
、
須
恵
付
近
、

志
阿
郷
を
宇
美
川
、
須
恵
川
の
問
の
下
流
域
と
比
定
し
た
い
。

な
お
、
古
賀
町
付
近
は
条
里
地
割
の
分
布
と
延
喜
式
駅
名
の
席
内
が
宗
像
郡
に
所
属
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
郡
境
の
変
動
が
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

由ホ

像

郡

郷
名

現
存
す
る
関
係

地
名
、
神
社
名
等

赤
間
（
参
考
）

現
存
す
る
関
係
地
名

山秋
田

山

田

旧
河
東
村
（
山
田
、
平
等
寺
、
須
恵
）
付
近
、
旧
赤
間
村
（
土

穴
、
三
郎
丸
、
田
久
）
付
近

旧
津
屋
崎
村
（
在
自
）
付
近

旧
南
郷
村
（
野
坂
、
大
穂
、
朝
町
）
付
近

旧
河
東
村
（
河
東
、
稲
元
）
付
近
、
旧
東
郷
村
（
田
熊
、
東
郷
）

付
近
、
旧
南
郷
村
（
曲
）
付
近

旧
岬
村
（
上
八
、
鐘
崎
）
付
近

旧
席
内
村
（
建
内
、
古
賀
、
久
保
）
付
近

旧
東
郷
村
（
大
井
）
付
近
、
旧
田
島
村
（
深
田
、
吉
田
、
牟
田

尻
）
付
近

旧
上
西
郷
村
（
上
西
郷
、
下
西
郷
）
付
近

荒野荒
木坂自

在

自

野

坂

深席海
田内部

鐙

内

深

田

津大 小 辛蓑
九荒荒家生

津

丸

旧
神
輿
村
（
津
丸
、
手
光
）
付
近
、
旧
津
屋
崎
村
（
宮
司
）
付
近

宗
像
神
社
を
祭
記
す
る
神
郡
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
西
海
道
最
大
の
郷
数
を
有
す
る
上
郡

で
あ
る
。

条
里
地
割
も
釣
川
の
流
域
を
は
じ
め
と
し
て
、
方
位
の
異
な
る
多
く
の
条
里
地
割
を
検
出

す
る
こ

と
が
で
き
る
。

十
四
郷
の
う
ち
現
在
地
へ
の
比
定
が
困
難
な
も
の
に
秋
、
恰
土
、
辛
家
、
小
荒
、
大
荒
の
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五
郷
で
あ
る
。
条
里
地
割
の
分
布
か
ら
考
え
て
、
旧
小
野
村
の
薦
野
、
米
多
比
付
近
、
旧
田

野
、
池
野
村
付
近
、
旧
赤
間
村
の
陵
厳
寺
、
旧
吉
武
村
の
吉
武
、
武
丸
付
近
、
ご
く
局
地
的

な
条
里
地
割
が
検
出
さ
れ
る
生
家
、
勝
浦
付
近
に
そ
れ
ぞ
れ
一
郷
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
五
郷
の
中
で
大
荒
、
小
荒
は
接
近
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
想
定
が
正
し
け
れ
ば
、
旧
赤
間
村
、
旧
吉
武
村
付
近
に
比
定
す
る
の
が
最
適
で
、

小
荒
は
旧
赤
間
村
に
、
大
荒
は
旧
吉
武
村
付
近
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
秋
郷
を
旧
赤
間

村
に
、恰
主
郷
は
名
残
に
伊
豆
丸
が
あ
る
こ
と
か
ら
、旧
吉
武
村
を
恰
土
郷
に
比
定
す
る
考
え

も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
五
郷
の
現
在
地
へ
の
比
定
が
困
難
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

遠

賀

郡

恒埴郷
前生名

現
存
す
る
関
係

地
名
、
伯
仲
社
名
等

垣

生

旧
遠
賀
村
（
垣
生
、
下
底
井
野
、
虫
生
津
）
付
近

旧
遠
賀
村
（
広
渡
、
鬼
津
、
尾
崎
）
付
近
、
旧
水
巻
村
（
二
、

立
屋
敷
）
付
近

旧
芦
屋
村
（
山
鹿
、
芦
屋
）

付
近
、
旧
若
松
村
付
近

骨
旧
上
津
役
村
、
旧
八
幡
村
、
旧
黒
崎
村

旧
岡
垣
村
（
内
浦
、
波
津
、
高
倉
）
付
近

旧
木
屋
瀬
村
（
木
屋
瀬
、
野
面
）
付
近
、
旧
香
月
村
（
香
月
、

楠
橋
）
付
近

- 11ー

/.% 
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木内宗山
夜浦像鹿

山

鹿

内

浦

木
閉
店
瀬

日
本
書
紀
に
山
岡
県
主
の
記
録
が
あ
る
が
、
遠
賀
川
の
川
口
に
位
置
し
て
い
た
た
め
に
筑
前

国
の
中
で
も
要
衝
の
郡
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
軍
団
の
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

郷
名
に
は
宗
像
郡
と
同
名
の
郷
が
あ
る
が
、
こ
の
郷
の
現
在
地
は
宗
像
郡
境
よ
り
は
、
他

の
郷
域
の
比
定
か
ら
旧
黒
崎
、
八
幡
、
上
津
役
村
の
付
近
に
比
定
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

鞍

手

郡

親日

現
存
す
る
関
係

地
名
、
神
社
名
付
干

現
在
地
へ
の
比
定
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良那
人珂

那

珂

現
人
神
社

現
人
橋

海
部

住
吉
神
社

犬
飼

中
嶋

三
宅

山
田

板
曳
板
付
（
参
考
）

（
伊
知
）
密
島

下
瞥
固

三

宅

山

田

旧
那
珂
村
（
那
珂
、
東
光
寺
、
竹
下
）
付
近

旧
安
徳
村
（
安
徳
、
今
光
、
仲
）
付
近

旧
岩
戸
村
（
道
善
、
西
隈
、
片
縄
）
付
近

旧
住
吉
村
（
住
吉
）
付
近
、
旧
堅
粕
村
（
犬
養
、
比
恵
、
堅
粕
）

付
近

旧
警
固
村
（
下
警
岡
、

薬
院
）
付
近

旧
三
宅
村
（
三
宅
、
和
田
、

老
司
、
塩
原
）
付
近

旧
岩
戸
村
（
山
田
、
別
所
）
付
近

勢
旧
那
珂
村
（
板
付
、
井
相
田
、
麦
野
）
付
近

旧
春
吉
村
（
裳
島
）
付
近

貌
志
倭
人
伝
の
奴
国
を
は
じ
め
と
し
て
、
那
津
官
家
、
那
津
大
津
等
、
古
く
か
ら
大
陸
と

の
要
衝
に
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。
和
名
類
褒
抄
に
な
い
伊
知
郷
は
少
く
と
も
奈
良
時
代
に
は

存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
に
海
部
郷
に
併
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
延
喜

式
に
美
野
駅
が
あ
り
、
裳
島
が
旧
犬
飼
村
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、
那
津
の
屯
倉
の
入
口
の

要
街
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
伊
知
は
市
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

板
曳
郷
は
現
在
の
板
付
で
あ
ろ
う
。
由
来
郷
は
判
明
し
た
郷
名
の
位
置
か
ら
高
官
、
平
尾
付

近
に
比
定
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
条
里
は
那
珂
川
上
流
域
の
局
地
的
条
里
を
除
い
て
、
同
一
方
位
の
単
一
条
里
区
を

形
成
し
て
い
る
。

席

郡

田新大石郷
居園田名

一一伸一寸府間…

F

現
在
地
へ
の
比
定

骨
旧
席
田
村
（
青
木
、
東
平
尾
）
付
近

旧
席
田
村
（
上
月
隈
、
下
月
隈
）
付
近

勢
旧
席
田
村
（
上
旧
井
、
下
旧
井
）
付
近

上
月
隈
（
参
考
）

下
月
隈
（
参
考
）

同
名
の
郡
が
美
濃
国
に
あ
り
、
こ
の
場
合
と
同
様
に
帰
化
系
の
集
団
か
ら
成
立
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
史
料
も
な
く
確
認
は
で
き
な
い
が
、
条
里
の
呼
称
や
郡
境
か
ら

考
え
て
、
郡
成
立
の
当
初
か
ら
あ
る
の
で
は
な
く
、
那
珂
郡
の
一
部
を
分
割
し
て
成
立
し
た

郡
で
あ
ろ
う
。
席
田
郡
は
同
一
方
位
の
単
一
条
里
区
か
ら
成
り
立
ち
、
筑
前
国
十
五
郡
の
中

（
一
一
一
〉

で
最
少
の
郡
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
つ
の
郷
名
の
位
置
づ
け
に
困
難
が
伴
な
う
。
古
今
著
聞

集
の
窪
田
駅
は
恐
ら
く
延
喜
式
の
久
爾
駅
で
あ
ろ
う
。
下
月
隈
に
あ
る
八
幡
宮
は
席
田
郡
の

惣
鎮
守
で
あ
っ
た
が
、
古
今
一
者
聞
集
に
あ
る
大
納
言
源
経
信
卿
が
蓮
田
駅
で
琵
琶
を
弾
じ
た

と
社
説
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
月
隈
付
近
を
大
国
郷
と
判
定
し
た
い
。
新
居
郷
は
郡
家
と
関

係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
’
席
田
郡
家
は
宇
美
川
に
沿
う
大
浦
付
近
に
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
残
る
石
田
郷
は
青
木
、
東
平
尾
付
近
に
比
定
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

粕

郡

屋

問
一
一
ぷ
四
一一日等

現
在
地
へ
の
比
定

呑

稚

旧

香

椎

村

（

香

椎

）

付

近

長
旧
仲
原
村
（
仲
原
、
阿
恵
、
柚
須
）
付
近
、
旧
志
免
村
（
御
手

洗
、
別
府
）
付
近

骨
旧
大
川
村
（
戸
原
、
内
橋
）
付
近
、
旧
多
々
良
村
（
多
田
羅
）

付
近

品
。
旧
須
恵
村
（
須
恵
）
、
旧
仲
原
村
（
酒
殿
、
志
免
、
南
里
）
付
近

市
師
、
三
代
旧
香
椎
村
（
唐
原
、
下
原
）
付
近
、
旧
立
花
村
（
原
上
、
三
代
）

付
近
、
旧
新
宮
村
（
下
ノ
府
、
上
ノ
府
）
付
近

志
賀
海
神
社
旧
志
賀
島
村
（
志
賀
島
、
勝
馬
）
付
近

久

原

旧

久

原

村

付

近

、
旧
多
々
良
村
（
土
井
、
名
子
、
蒲
田
）
付
近

勢

門

旧

勢

門

村

（

津

波

黒

、
和
田
、
乙
犬
、
田
中
）
付
近
、
旧
篠
栗

村
（
篠
栗
、
高
田
）
付
近

敷

梨

極

楽

寺

旧

宇

美

村

（

井

原

、
宇
美
、
極
楽
寺
）
付
近

粕
屋
屯
倉
を
は
じ
め
と
し
て
香
椎
宮
で
著
名
な
粕
屋
郡
は
、
条
里
も
大
小
の
独
立
し
た
多

く
の
条
里
区
か
ら
な
る
。
福
岡
平
野
の
東
部
で
は
須
恵
川
の
下
流
域
を
境
に
平
野
で
も
条
里

地
割
の
方
位
が
異
な
る
し
、
同
一
方
位
の
条
里
で
も
途
中
で
坪
並
の
異
な
る
条
里
区
も
あ
る

な
ど
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
不
明
確
な
郷
名
の
比
定
が
容
易
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

粕
屋
郡
に
は
東
郷
、
西
郷
の
記
載
さ
れ
た
史
料
も
あ
る
が
、
不
明
確
な
郷
は
全
部
で
三
つ

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
条
里
地
割
の
分
布
と
坪
並
、
東
郷
、
西
郷
の
大
体
の
範
囲
か
ら
考
え
て
、

多
々
良
川
下
流
域
、

宇
美
川
と
須
恵
川
の
問
の
下
流
域
、
志
免
、

須
恵
付
近
に
そ
れ
ぞ
れ
一

志呑郷
阿椎名

厨
戸
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池大
田村

勢枠阿
門原 曇



海石良雲大長託
部白人須野野社

高
祖

高
祖
神
社

長

野

旧
恰
土
村
（
高
祖
、
大
門
、

王
丸
）
付
近

旧
長
糸
村
（
長
野
、
川
付
、
飯
原
）
付
近

旧
雷
山
村
（
蔵
持
、
有
国
、
三
坂
）
付
近

＃
旧
恰
土
村
（
三
雲
、
井
田
、
井
原
）
付
近

骨
旧
今
宿
村
（
青
木
、
上
原
）
付
近

旧
加
布
里
村
（
東
、
神
在
）
付
近

勢
旧
福
吉
村
（
吉
井
、
鹿
家
）
付
近

三
雲
（
参
考
）

東

貌
志
倭
人
伝
の
伊
都
圏
を
は
じ
め
と
し
て
、
恰
土
城
関
係
、
風
土
記
逸
文
、
条
里
文
書
等

史
料
の
多
い
郡
で
あ
る
が
、
郷
名
に
関
し
て
は
史
料
が
少
な
く
問
題
点
も
多
い
。

飽
田
郷
と
大
野
郷
は
条
里
関
係
文
書
の
み
で
あ
る
が
、
復
原
さ
れ
た
条
里
か
ら
判
断
し
て
、

（

一

）

大
野
郷
は
旧
雷
山
村
、
飽
田
郷
は
旧
一
貴
山
村
付
近
に
比
定
さ
れ
る
。
託
社
郷
と
大
野
郷
の

条
里
関
係
文
書
か
ら
郷
域
の
範
囲
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
史
料
が
限
ら
れ
る
こ
と
と

他
の
郷
の
現
在
地
へ
の
比
定
の
困
難
な
も
の
が
あ
っ
て
容
易
で
は
な
い
。
雲
須
郷
は
三
雲
と

関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

恰
土
郡
の
条
里
地
割
の
分
布
か
ら
、
少
く
と
も
今
宿
付
近
に
一
郷
、
旧
福
吉
村
吉
井
付
近

に
一
郷
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
良
人
は
住
吉
神
社
よ
関
係
が
あ

り
、
住
吉
神
社
の
性
格
か
ら
考
え
て
恰
土
水
道
に
面
し
た
今
宿
付
近
に
、
海
部
郷
を
吉
井
付

近
に
比
定
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。

士
山

麻

郡
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一一僻可
y

柄
欄
一
一
制
等
現
在
地
へ
の
比
定

唐
泊
旧
北
崎
村
（
小
田
、
唐
泊
、
西
浦
）
付
近

一
紘
一
料
社
旧
野
北
村
（
久
米
、
野
北
）
付
近

登士山神社

旧
今
津
村
（
今
津
）
、
旧
元
岡
村
（
元
岡
、

桑
原
）
付
近

銭

前

）

旧

桜

井

村

（

門

、
金
山
、
谷
）
付
近

芥

屋

旧

芥

屋

村

（

岐

志

、
芥
屋
）
付
近

馬

場

旧

可

也
村
（
馬
場
、
松
隈
、
津
和
崎
）
付
近

長
旧
可
也
村
（
小
金
丸
、
稲
留
、
初
）
付
近

旧
小
富
土
村
（
船
越
、
東
貝
塚
、
西
貝
塚
）
付
近

郷
名

韓
良

久
米

登
志

明
敷

鶏
永

川
辺

志
麻

（
加
夜
）
船
越

大
宝
二
年
川
辺
里
の
戸
籍
で
有
名
な
志
麻
郡
で
あ
る
が
、
和
名
類
褒
抄
に
な
い
加
夜
郷
は

脱
落
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
想
定
で
あ
る
が
鶏
永
と
加
夜
が
発
音
上
良
く
似

て
い
る
こ
と
に
一
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
加
夜
郷
は
観
世
音
寺
の
圧
園

が
志
麻
郡
で
は
船
越
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
の
引
津
亭
付
近
と
考
え
た
い
口
明
敷
郷

ハ一

一〉

は
三
瀬
岬
を
別
名
稿
石
崎
と
も
い
う
こ
と
か
ら
判
定
し
た
。

志
麻
郡
の
場
合
、
狭
少
な
独
立
し
た
条
里
地
割
が
各
地
に
散
在
し
、
郷
域
の
中
心
地
に
条

里
地
割
が
卓
越
し
て
い
た
と
考
え
れ
ば
、
志
麻
郷
は
旧
可
也
村
の
小
金
丸
付
近
と
比
定
さ
れ

る
。
な
お
、
史
料
に
あ
る
条
里
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。

鶏
永
、
登
志
郷
に
は
条
里
地
割
が
検
出
さ
れ
な
い
。

早

良

郡

郷
名

現
存
す
る
関
係

地
名
、
神
社
名
等

旧
樋
井
川
村

樋
井
川

野

芥

一？ー

現
在
地
へ
の
比
定

曾田平早額能 枇
我部群良田解伊

f島

原

旧
樋
井
川
村
（
片
江
、
長
尾
、
檎
原
）
付
近

旧
田
隈
村
（
野
芥
、
梅
林
、
西
脇
）
付
近

旧
壱
岐
村
（
野
方
、
拾
六
町
、
橋
本
、
下
山
門
）
付
近

旧
原
村
（
偉
原
、
原
、
荒
江
）
付
近
、
旧
鳥
飼
村
付
近

旧
戸
切
村
（
戸
切
）
付
近

旧
原
村
（
小
田
部
、
有
田
、
庄
）
付
近

旧
金
武
村
（
吉
武
、
羽
根
戸
、
飯
盛
）
付
近

野

方

小 戸
田
部切

吉

武

郡
名
や
諸
史
料
か
ら
朝
鮮
と
の
関
係
が
深
い
郡
の
一
つ
で
あ
る
が
、
条
里
は
同
一
方
位
の

単
一
条
里
区
を
な
し
て
い
る
。
郷
名
に
額
田
、
平
群
、
曾
我
の
中
央
の
豪
族
、
肥
後
国
八
代

郡
の
出
自
と
考
え
ら
れ
る
豪
族
肥
君
の
名
を
負
う
郷
名
が
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

那

珂

郡

日田郷
佐来名

一一一切
3

同

一

課

等

現

在

地

へ

の

比

定

高
官

J

（参考
）
骨
旧
八
幡
村
（
平
尾
、
高
官
）
付
近

日

佐

旧
日
佐
村
（
横
手
、
井
尻
）
付
近
、
旧
春
日
村
（
須
玖
、
小

倉
）
付
近
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壬
生
郷

広
瀬
郷

昨
田
郷

長
淵
郷

（
町
制
）

河
束
郷

三
嶋
郷

把
伎
庄

有図
東上六
屋座里

郡 六
首長

失言 九
五五
寸寸 十

ノ＼

廿

長
二
丈
四
尺

高
二
丈
五
尺

長
二
丈
五
寸

高
二
丈
七
尺

東
二
屋

広
一
丈
八
尺

西
一
屋

今

校

合

薗
団
地
章
後
一
部

筑
前
国
円
川
一
町
上
座
郡
把
伎
野
白
円
ハ

（
一
一
一
）

（

日

股

）

右
、
依
大
宝
口
年
十
月
廿
官
符
施
納
、
薗
開
九
町
門
川

延
喜
五
年
十
月
一
日
（
観
世
音
寺
資
財
帳
）

申
請
本
寺
裁
事

請
被
任
絵
図
井
院
使
実
検
勘
文
旨
、
言
上
公
家
裁
下

為
筑
前
国
上
座
郡
把
岐
郷
住
人
隆
実
法
師
、
以
寺
領
把
岐
御
庄
団
地

（
以
下
略
）

天
承
元
年
九
月
廿
五
日
（
観
世
音
寺
三
綱
等
解
）

池
田
村
有
把
木
地
、
称
林
田
、
星
丸
、
池
田
、
久
喜
宮
諸
邑
、
日
把
木
郷
、
是

其
域
也

天
皇
遷
居
千
朝
倉
橘
広
庭
宮
。
是
時
。
断
除
朝
倉
社
木
而
作
此
宮
之
故
。
神
念

壊
殿
。
亦
見
宮
鬼
火
。
由
是
大
舎
人
及
諸
近
侍
病
死
者
衆
。

斉
明
天
皇
七
年
五
月
乙
未
朔
発
卯
（
日
本
書
紀
）

天
皇
崩
千
朝
倉
宮
。

斉
明
天
皇
秋
七
月
甲
午
朔
丁
巳
（
日
本
書
紀
）

広
瀬
駅
（
延
喜
式
兵
部
省
）

昨
田
恐
佐
田
之
謡
、
今
佐
田
村
存
（
太
宰
管
内
志
）

仏
教
大
師
帰
自
唐
、
造
薬
師
仏
像
、
安
筑
前
長
淵
郷
、
号
日
南
林
寺

弘
仁
二
年
（
宮
野
南
林
寺
縁
起
）

（
前
略
）
長
淵
荘
内
畠
地
一
町
、
乙
王
丸
名
内

長
淵
荘
内
右
就
孔
子
、
配
分
如
此

正
応
元
年
十
月
三
日

弘
安
四
年
蒙
古
合
戦
勲
功
賞

（島
津
文
書
）

彦
山
縁
起
、
西
限
上
座
郡
三
島
郷

（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

筑
紫
氏
文
明
十
一
年
文
書
、
上
座
郡
見
島
（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

伊
藤
氏
日
、
古
毛
村
有
三
島
地
、
是
其
違
名
、
一円
一菱
野
、
比
良
松
諸
邑
、
或
其

地
也
（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

格。

郡

~ 

ヱz

貝
原
氏
日
、
御
笠
郷
、
言
今
太
宰
府
也

長
丘
駅
（
延
喜
式
兵
部
省
）

帥
大
伴
卿
宿
次
回
温
泉
聞
鶴
喧
作
歌
一
首

湯
原
爾
鳴
藍
多
頭
者
如
吾
妹
繭
恋
哉

（
万
葉
集
巻
六
九
百
六
十
一
）

遣
達
率
答
体
春
初
築
城
於
長
門
因
。
遺
達
率
憶
礼
福
留
。
達
率
四
比
福
夫
於
筑

紫
国
築
大
野
及
縁
二
城
。

天
智
天
皇
四
年
秋
八
月
（
日
本
書
紀
）

令
大
宰
府
繕
治
大
野
。
基
居
。
鞠
智
三
域
。

文
武
天
皇
二
年
五
月
甲
甲
（
続
日
本
紀
）

大
宰
大
監
大
伴
宿
禰
百
代
恋
歌
四
首

不
念
乎
思
常
云
者
大
野
有
三
笠
社
之
神
思
知
三

（
万
葉
集
巻
四
五
百
六
十
一
）

大
宰
帥
大
伴
卿

反

歌

大
野
山
紀
利
多
知
和
多
流
和
何
那
宜
久
於
伎
蘇
乃
可
是
爾
紀
利
多
知

和
多
流
（
万
葉
集
巻
五
七
百
九
十
九
）

灼
一
然
四
具
礼
乃
雨
者
零
勿
国
大
城
山
者
色
付
爾
家
里
矧
…
臨
紅
一
帥

之
大
野
山
頂
日
大
城
也

つ
ぎ
に
各
郡
の
郷
名
の
現
在
地
へ

の
比
定
を
試
み
た
い
。
ホ
は
推
定
の
地
域
で
あ
る
。

御
笠
郷

長
岡
郷

次
回
郷

時
不
定
鳴

大
野
郷

-8-

f台

土

郡

飽郷
田名

現
存
す
る
関
係

地
名
、
神
社
名
等

現
在
地
へ
の
比
定

旧
一

貴
山
村
（
上
深
江
、
石
崎
、
波
呂
付
近
）



穂
浪
郡
金
丸
荘
薦
田
村
（
三
島
神
社
正
暦
元
年
梁
牌
）

筑
前
国
土
師
荘
田
百
十
七
町
往
生
院
領

承
徳
二
年
四
月
五
日
（
安
楽
寺
牒
）

遣
日
照
吉
土
堅
磐
国
安
銭
使
共
復
命

雄
略
天
皇
七
年
発
卯
（
日
本
書
紀
）

穂
波
屯
倉
安
閑
天
皇
元
年
五
月
甲
寅
（
日
本
書
紀）

筑
前
国
下
穂
波
掠
荘
屋
熊
谷
佐
渡
守
（
棒
村
八
幡
社
文
禄
三
年
梁
牌
）

（
伏
見
）
郷
伏
見
田
一
図
四
里
品
川
三
川
依
田
三
百
三
歩

延
喜
五
年
十
月
一
日
（
観
世
音
寺
資
財
帳
）

家
地
寺
院
在
伏
見
郷
高
田
村
四
至
闘
鶏
雑
貞
垣

一
叩
…
山
地
天
慶
三
年
三
月
廿
三
日
（
穂
浪
郡
司
解
）

伏
見
駅
（
延
喜
式
兵
部
省
）

穂
三
坂
郷

薦
田
郷

土
師
郷

堅
磐
郷

穂
浪
郷

夜
中
屋
郷

馬
田
郷

賀
美
郷

雲
提
郷

円
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日
鳥
郷

栗
田
郷 i良

郡

ラ頁

郡夜
須
郡
中
屋
郷
砥
上
村
（
八
幡
本
紀
）

砥
上
神
社
在
砥
上
村
、
称
中
屋
権
現
、
是
名
之
遺
也

（
筑
前
続
風
土
記
）

豆
砥
上
、
三
牟
田
、
曾
根
回
、
三
並
、
吹
田
、
赤
坂
、
数
邑
、
日
中
屋
郷

（
太
宰
管
内
志
）

筑
前
国
風
土
記
日
気
長
足
姫
尊

中
遁
亡
占
求
其
由
即
有
崇
神

羅
（
釈
日
本
紀
巻
十
一
）

夜
須
東
郷
河
嶋
菩
提
寺

（
筑
前
国
国
街
正
応
三
年
公
宗
御
寄
附
之
）

筑
前
国
栗
田
荘
宝
塔
院
領
、
寛
和
二
年
所
寄

（
安
楽
寺
草
創
日
記
）

欲
伐
新
羅
整
理
軍
土
発
行
之
間
道

名
目
大
三
輪
所
以
樹
此
神
社

遂
平
新

下
馬
田
郷

青
木
郷

謹
饗
郷

三
城
郷

美
嚢
郷

城
辺
郷

立
石
郷

上
把
伎
郷

座

郡康
保
元
年
大
弐
藤
原
佐
理
所
進
、
同
寺
領
目
録

筑
前
国
青
木
荘
荒
野
、
新
三
重
塔
料
（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

筑
前
国
青
木
荘
堀
越
十
楽
寺

応
永
五
年
（
雷
山
千
如
寺
文
書
）

太
平
記
建
武
三
年
菊
池
武
俊
与
少
弐
頼
尚
、
戦
於
筑
前
三
木
渡

（
日
本
地
理
志
料
下
）

貝
原
氏
日
、
三
城
渡
、
在
長
田
村
（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

美
奈
宜
神
並
従
五
位
上

貞
観
元
年
正
月
廿
七
日
甲
甲
（
三
代
実
録
）

美
奈
宜
神
社
（
延
喜
式
神
名
帳
）

筑
前
国
三
奈
木
荘
地
頭
職
（
志
賀
文
書
弘
安
四
年
感
状
）

筑
前
国
三
奈
木
荘
地
頭
預
所
両
職
配
分
事
、

一
人
豊
後
国
志
賀
太
郎
泰
朝
法

師
、
団
地
五
町

下
荘
木
部
郷
二
図
九
里
云
云
、
右
就
孔
子
、
配
分
、
如
此
、
有
限
、
仏
神
事
、

守
先
例
不
可
有
慨
怠
之
状
如
件
、
正
応
元
年
十
月
三
日

弘
安
四
年
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
（
志
賀
文
書
）

- 7-

座

郡把
伎
田
一
図
六
里
廿
五
、
廿
六
、
廿
七
、
廿
八
、
廿
九
、
升
三
、
品
川
四
、
品
川
五

品川六一
図
七
里
一

、
二
、
三
、
四
、
十
、
十
一

、
十
二
、
十
三
、
十
四
、
廿

四
、
廿
五
、
廿
六

一
図
八
里
一

、
二
、
三

二
図
五
里
十
五
、
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
廿
、
廿

一
、
廿
二
、

廿
三
、
廿
九
、
品
川
一

、
品
川
二
、
汁
三
、
品川四
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山
鹿
郷

内 宗
浦像
郷郷

木
夜
郷

鞍
金
生
郷

二
田
郷

生
見
郷

十
市
郷

慶
長
五
年
鐘
識
（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

八
幡
本
紀
、
神
功
皇
后
植
松
一
千
株
、
号
日
垣
前
松
原
、
今
遠
賀
荘
是
也

（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

而
導
海
路
。
白
山
鹿
岬
。
廻
之
入
山
間
浦
。
到
水
門
御
船
不
得
進
。

仲
哀
天
皇
八
年
春
正

月

己

卯

朔

正

午

（

日

本

書
紀）

遠
賀
郡
山
鹿
林
東
山
壱
処

四
至
東
南
北
海
限
、
西
従
布
万
浦
至
韓
泊
道
限

右
、
大
宝
三
年
十
月
廿
日
官
所
施
入

延
喜
五
年
十
月
一
日
（
観
世
音
寺
資
財
帳
）

筑

前

国

山

鹿

荘

人

兵

藤

大

夫

経

正

（

宇

治

拾

遺

）

（
高
倉
村
吉
田
氏
応
永
十
年
文
書
）

筑
前
国
内
浦
郷
地
頭
職

内
浦
若
宮
大
明
神

正
平
二
十
三
年
（
宗
像
神
社
祭
紀
記
）

内
浦
浜
は
岡
の
つ
つ
き
な
り
、
こ
れ
も
北
は
海
に
て
、
此
浜
を
行
け
ば
宗
像
の

鐘
御
崎
へ
出
る
な
り
、

か
り
に
と
は
思
は
ぬ
旅
を
い
か
な
れ
は
う
つ
ら
浜
を
ば
行
く
ら
す
ら
ん
。

（
方
角
抄
）

手

郡鞍
手
郡
五
十
畑
金
生
郷

延
喜
五
年
十
月
一
日
（
観
世
音
寺
資
財
帳
）

按
水
原
村
若
宮
八
幡
社
弘
安
八
年
相
撲
次
第
記
、
一

番
金
生
倉
久
、
二
番
金
生

黒
丸
、
三
番
金
生
岩
崎
、
皆
冒
郷
名
者
、
今
金
生
村
在

（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

二
田
物
部
（
旧
事
本
紀
（
天
神
）
）

二
田
物
部
、
鏡
速
日
命
従
臣
二
回
天
物
部
之
後
（
姓
氏
録）

貝
原
氏
日
、
宮
田
村
有
生
見
地
是
名
之
遺
也
（
日
本
地
理
士
山
料
下
巻
）

十
市
部
首
（
旧
事
本
紀
（
天
神
）
）

新
分
郷

粥
田
郷

草加
草
郷
壁

三
緒
郷

大
村
郷

綱
別
郷

山
田
郷

馬
見
郷

碓
井
郷

従
天
降
供
奉
、
鏡
速
日
尊
五
部
人
中
、
十
市
部
首
等
祖
、
富
富
侶
、
筑
紫
弦
因
物

部
等
祖
、
天
津
赤
星
（
旧
事
本
紀
）

貝
原
氏
日
、
沼
口
村
有
十
市
地
、
一日
一沼
口
、
山
口
、
竹
原
、

宮
永
、
小
伏
五

邑
、
称
山
口
郷
、
萱
其
域
也
（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

費
因
物
部
（
旧
事
木
紀
（
天
神
）
）

筑
前
国
新
分
郷
長
谷
観
音
堂

延
徳
三
年
鐘
識
（
新
北
長
谷
寺
古
縁
起
）

可
早
為
高
野
山
金
剛
三
昧
院
、
井
多
宝
御
塔
領
、
筑
前
国
粥
田
本
新
両
庄
事
、

右
件
庄
々
、
可
為
件
寺
領
之
状
、
依
仰
下
知
如
件
、
貞
応
三
年
九
月
武
蔵
守
平

（
日
本
地
理
志
料
下
）

高
野
山
粥
田
圧
加
納
内
有
木
五
十
町
云
々

正
中
二
年
（
鎌
倉
両
執
権
下
知
状
）

麻

郡

ー も ー

嘉
麻
郡
三
緒
荘

正
平
九
年

（
周
防
国
分
寺
文
書
）

筑
前
国
嘉
麻
郡
綱
別
、
穂
浪
郡
棒

長
保
五
年
八
月
十
九
日
（
石
清
水
八
幡
宮
寺
縁
事
妙
）

綱
別
駅
（
延
喜
式
兵
部
省
）

嘉
摩
郡
下
山
田
郷
、
有
景
福
安
国
禅

寺

（

筑

陽

記

）

馬
見
物
部
（
旧
事
木
紀
（
天
神
）
）

筑
前
国
千
手
馬
見
（
宇
佐
郡
佐
田
氏
弘
治
二
年
文
書
）

嘉
摩
郡
馬
見
城
、
永
禄
中
、
毛
利
鎮
実
茂
之
（
筑
前
軍
記
略
）

馬
見
権
現
、
在
馬
見
村
馬
見
山
上
、
為
郡
之
宗
洞

（

太
宰
管
内
志
）

嘉
麻
郡
五
十
個

碓

井

郷

延
喜
五
年
十
月
一
日
（
観
世
音
寺
資
財
帳
）

筑
前
圏
構
井
御
封
山
口
村

（
太
宰
府
観
世
音
寺
承
徳
二
年
牒
）



池
田
郷

阿
曇
郷

枠
原
郷

勢
門
郷

敷
梨
郷

。
京

秋

郷
山
田
郷

野荒恰
坂白土
郷郷郷
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荒
木
郷

神

領

粕

屋

郡

池

田

郷

四

百

二

十

町

（

香

椎

宮
旧
記
）

池
田
郷
内
五
十
三
町
八
反
（
廟
宮
記
天
正
十
四
年
十
一
月
十
日
）

今
池
田
郷
領
塔
原
、
下
原
、
立
花
口
三
代
諸
邑
、
是
其
地
也

（
筑
前
続
風
土
記
）

此
三
柱
綿
津
見
神
者
。
阿
曇
連
等
之
祖
神
、
伊
都
久
神
也

（古
事

記

際

政
）

処
々
海
人
訓
路
之
不
従
命
。
則
遣
阿
回
答
連
祖
大
浜
宿
禰
平
其
訓
路
。
因
為
海
人

之
宰
。

応
神
天
皇
三
年
十
一
月

粕
屋
郡
志
加
海
神
社
三
座
並
名
神
大

安
曇
宿
禰
海
神
綿
積
豊
玉
彦
神
子
穂
高
見
命
之
後
也

安
曇
連
綿
積
神
命
高
見
命
之
後
也

安
曇
連
宇
都
斯
奈
賀
命
之
後
也

（
日
本
書
紀）

（延
喜
式
）

（
姓
氏
録
）

（
姓
氏
録
）

（
姓
氏
録
）

筑
前
国
粕
屋
郡
迫
門
河
内
七
百
町
地
之
事
可
早
領
河
津
弥
次
郎
貞
重
右
件
於
庄

園
者
全
不
可
有
他
之
妨
者
也

永
仁
元
年
八
月
五
日
平
朝
臣
墨
判

（

宗
像
郡
河
津
氏
文
書
）

粕
屋
郡
敷
梨
郷
極
楽
寺
（
筑
前
国
国
街
正
応
三
年
公
宗
御
寄
附
之
）

像

郡写
於
社
領
筑
前
国
大
山
田
郷
宗
形
能
住
宅

（
宗
像
神
社
建
久
四
年
謄
木
一
切
経
政
）

（
宗
像
社
正
平
七
年
祭
事
記）

（
宗
像
社
連
暦
二
年
文
書
）

（
宇
佐
宮
永
仁
五
年
文
書
）

宗
像
郡
在
自
郷
若
宮
明
神

筑
前
国
下
野
坂
郷
今
犬
名

筑
前
国
野
坂
荘

僧
法
栄
解
貢
優
婆
塞
事

宗
形
部
岡
足
年
十
七

右
人
、
筑
前
国
宗
像
郡
荒
城
郷
戸
主
宗
形
朝
巨
人
君
戸
口

海
部
郷

席
内
郷

深
田
郷

蓑
生
郷

辛
家
郷

小
荒
郷

大
荒
郷

津
九
郷

遠
埴
生
郷

恒
前
郷

天
平
勝
宝
四
年
十
一
月
十
七
日

僧

「
法
栄
」

（
造
寺
所
公
文
）

或
謂
、
郡
之
河
東
村
、
旧
名
荒
木
、
後
割
、
合
河
東
村
、
尚
存
荒
木
分
名
云
、

依
此
、
百
一東
郷
、
河
束
、
大
井
、
曲
、
田
熊
諸
邑
、
其
婿
域
也

（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

八
幡
本
紀
、
遠
賀
郡
羽
津
浦
一
名
阿
麻
浦
、
蓋
名
之
遺
也
、
依
此
、
豆
鐘
埼
、

上
八
、
千
疋
、
及
遠
賀
郡
羽
津
湯
川
諸
巴
、
為
古
郷
域
（
太
宰
管
内
志
）

筑
前
国
席
内
院
清
里
名
、
又
云
、
席
内
院
重
久
名
（
安
楽
寺
領
目
録
）

席
打
駅
（
延
喜
式
兵
部
省
）

宗
像
郡
深
田
邑
高
尾
山

（
西
海
道
風
土
記
逸
文
（
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
）
）

権
大
宮
司
深
田
治
部
大
輔
宗
像
朝
臣
千
秋
（
宗
像
記
追
考
）

建
久
三
年
、
少
弐
頼
尚
属
足
利
尊
氏
、
軍
千
蓑
尾
浜
（
梅
松
論
）

う
か
り
け
る
業
生
の
浦
の
空
背
貝
空
き
名
の
み
立
つ
は
聞
き
与
や

（
後
拾
遺
和
歌
集
第
十
八
馬
内
侍
）

貝
原
氏
目
、
今
業
生
村
存
、
福
間
以
南
至
新
宮
、
泥
称
日
裳
生
浦

（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

- 5ー

賀

郡筑
前
国
羽
生
荘
地
頭

職

時

員

（

宇

佐

宮

建

久

三

年

文

書
）

対
馬
与
羅
八
幡
社
金
鼓
識
、
筑
前
州
埴
生
郡
杉
守
八
剣
大
明
神
、
近
古
私
称
為

郡

也

（

日

本

地

理

志

料

下

巻

）

筑
前
垣
生
郡
十
五
所
大
明
神
、
応
永
三
年
云
々

（
対
馬
黒
瀬
八
幡
宮
鍔
口
銘
）

遠
賀
郡
垣
崎
荘
（
高
倉
社
嘉
元
二
年
作
田
済
物
注
文
）

筑
前
州
垣
崎
荘
一
両
倉
八
剣
大
明
神
、
其
澗
在
高
倉
村



山
田
郷

板
曳
郷

（
伊
知
）
郷
阿
米
都
知
能

志
家
良
斯
母

右
事
伝
言
那
珂
郡
伊
知
郷
蓑
島
人
建
部
牛
麻
呂
是
也

（
万
葉
集
巻
五
八
百
十
四
）

令
大
宰
府
修
三
野
。
稲
積
二
城

文
武
天
皇
三
年
十
二
月
甲
甲

美
野
駅
（
延
喜
式
兵
部
省
）
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三
宅
郷

席
石
田
郷

大
国
郷

新
居
郷

事自
香
椎
郷

伊
藤
氏
日
、
博
多
有
館
内
之
地
、
鴻
臨
館
在
此
、
警
固
村
都
之
、
即
鴻
脂
館
警

固
所
之
世
（
日
本
地
理
志
料
下
巻
）

修
造
官
家
那
津
之
口

宣
化
天
皇
元
年
夏
五
月
辛
丑
朔

那
珂
郡
山
田
郷
神
田
八
十
町

（
日
本
書
紀）

（
香
椎
宮
旧
記
）

等
母
爾
比
佐
斯
久

伊
比
都
夏
等

許
能
久
斯
美
多
麻

（
続
日
本
紀
）

田

郡以
安
楽
寺
領
筑
前
国
岩
田
荘
、
賜
左
近
大
夫
菅
原
有
成

建
保
三
年
十
一
月
廿
四
日
（
東
鑑
）

久
爾
駅
（
延
喜
式
兵
部
省
）

太
宰
帥
経
信
筑
前
蓮
田
駅
に
し
て
館
前
の
槻
を
伐
り
て
観
月
の
事

（
内
容
省
略
）
（
古
今
著
聞
集
六
百
五
十
六
）

屋

郡帯
中
日
子
天
皇
。
坐
穴
門
之
豊
浦
官
。
及
筑
紫
詞
志
比
宮
。

仲
哀
天
皇

（古
事
記
）

皇
后
欲
撃
熊
鷲
而
白

一一

日
宮
遷
千
松
峡
宮
。

神
功
皇
后
摂
政
前
紀
三
月
戊
子

皇
后
還
詣
檀
日
浦
。

神
功
皇
后
摂
政
前
紀
夏
四
月
壬
寅
朔
甲
辰

（
日
本
書
紀
）

（
日
本
書
紀
）

志
可

志
阿
郷

厨
戸
郷

大
村
郷

到
隣
県
。
因
以
居
橿
日
宮
。

仲
哀
天
皇
八

年

己

亥

（

日

本

書
紀）

遣
使
於
伊
勢
神
宮
。
大
神
社
。
筑
紫
住
吉
。
八
幡
二
社
及
香
椎
宮
。
奉
幣
以
告

新
羅
元
礼
之
状
。

天

平

九

年

夏

四

月

乙

巳

（

続

日

本

紀

）

遣
大
宰
府
三
品
船
親
王
於
香
椎
廟
。
奏
応
伐
新
羅
之
状
。

天

平

宝

字

三

年

八

月

己

亥

（

続

日

本

紀

）

（
前
略
）
奉
幣
千
香
椎
廟
。
以
為
征
新
羅
調
習
軍
旅
也
。

天

平

宝

字

六

年

十

一

月

庚

寅

（

続

日

本

紀

）

先
是
。
貞
観
十
六
年
大
宰
府
言
。
香
椎
廟
宮
毎
年
春
秋
祭
日
。
志
賀
嶋
白
水
郎

男
十
人
女
十
人
奏
風
俗
楽
。
所
着
衣
掌
。
去
宝
亀
十
一
年
大
弐
正
四
位
上
佐
伯

宿
禰
今
毛
人
所
造
也
。
年
代
久
遠
。
不
中
服
用
。
請
以
府
庫
物
。
造
宛
之
。
至

是
太
政
官
処
分
。
依
請
鷲
。

貞
観
十
八
年
春
正
月
廿
五
日
発
処
。
（
三
代
実
録
）

冬
十
一
月
太
宰
官
人
等
奉
拝
香
椎
廟
詑
退
帰
之
時
馬
駐

f
香
椎
浦
各
述
懐
作

歌

・
帥
大
伴
卿
歌
一

首

去
来
児
等
香
椎
乃
摘
繭

白
妙
之
袖
左
倍
所
泊
而
朝
菜
採
手
六

（
万
葉
集
巻
六
九
百
五
十
七
）

大
弐
小
野
老
朝
臣
歌
一
首

時
風
応
吹
成
奴
香
椎
摘

潮
千
柄
繭
玉
漠
苅
而
名

（
万
葉
集
巻
六
九
百
五
十
八
）

豊
前
守
宇
努
首
男
人
歌
一
首

往
還
常
繭
我
見
之
香
椎
摘

従
明
日
後
爾
波
見
縁
母
奈
志

（
万
葉
集
巻
六
九
百
五
十
九
）

至
筑
紫
館
準
望
本
郷
懐
槍
作
歌
四
首

可
之
布
江
爾
多
豆
奈
吉
和
多
流
之
可
能
宇
良
爾
於
根
都
之
良
奈
美

知
之
久
良
思
毛
（
万
葉
集
巻
十
五
三
千
六
百
五
十
四
）

筑
紫
君
葛
子
恐
坐
父
設
。
献
粕
屋
屯
倉
。
求
照
死
罪
。

継
体
天
皇
廿
二
年
十
二
月

（
日
本
書
紀
）
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志
麻
郷

（
加
夜
）
郷

早
枇
伊
郷

能
解
郷

額
田
郷
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早
良
郷

天
文
十
九
年
志
摩
郡
惣
回
数
付
之
事

（
朱
雀
文
書）

筑
前
国
志
摩
郡
志
麻
公
穀
六
百
十
三
束
有
余

挙

（

民

部

省

図

帳

残

篇

）

恰
土
御
庄
内
志
摩
郷
未
武
名
内
十
三
条
十
九
里
五
坪
、
七
坪

（
今
津
大
泉
坊
文
書）

加
夜
郷
蝿
野
林
壱
処
延
喜
五
年
十
月
一
日

（
観
世
音
寺
資
財
帳
）

久
左
麻
久
良
多
蝉
乎
久
流
之
美
故
非
乎
礼
姿

香
奈
久
毛（

万
葉
集
巻
十
五

河
名
辺
名仮

粟
五
百
十
二
丸
海
料
充
国
之

可
也
能
山
辺
繭

千
六
百
七
十
四
）

良

郡比
伊
郷
上
乙
王
丸
ノ
内
三
名
木
ノ
圧
井
ノ

上
名
内
畠
地
六
反

一
一
一
日
（
島
津
文
書
）

筑
前
国
早
良
郡
比
伊
郷
地
頭
職
配
分
事

正
応
元
年
十
月
三
日

（

入

来
院
文
書
）

比
伊
郷
内
屋
敷
壱
所
七
隈
畠
地

観
応
二
年
六
月
十
七
日
（
入
来
院
文
書
）

筑
前
国
野
介
荘

観
応
二
年
六
月
十
七
日
（
入
来
院
文
書
）

額
田
郷
人
夫
戸
主
三
家
連
息
嶋
戸
口
三
家
連
豊
継

天
平
宝
字
二
年
十
二
月
廿

一
日

（

観
世
音
寺
奴
埠
帳
）

得
部
内
額
田
郷
戸
主
三
家
連
豊
継

天
宝
宝
字
三
年
八
月
五
日
（
観
世
音
寺
奴
蝿
帳
）

額
田
部
連
君
万
呂
天
平
宝
字
三
年
八
月
五
日

（
観
世
音
寺
奴
埠
帳
）

額
田
駅
（
延
喜
式
兵
部
省
）

早
良
郡
擬
少
領
早
良
勝
弟
子

天
平
宝
字
二
年
十
二
月
廿
二
日

（
観
世
音
寺
奴
蝉
帳
）

正
元
元
年草

乎
思

正
応
元
年
十
月

平
群
郷

田
部
郷

曾
我
郷

那
田
来
郷

田
佐
郷

那
珂
郷

良
人
郷

海
部
郷

中
嶋
郷

早
良
勝
飯
持
売

天
平
宝
字
二
年
十
二
月
廿
二
日

早
良
勝
足
嶋

天
平
宝
字
二
年
十
二
月
廿
二
日

主
帳
外
少
初
位
上
平
群
部

天
平
宝
字
二
年
十
二
月
廿
二
日
（
観
世
音
寺
奴
埠
帳
）

筑
前
国
早
良
郡
平
群
郷
飯
盛
三
所
大
神
宮

（
飯
盛
宮
古
文
書）

早
良
郡
小
田
部
郷
土
家
一
町
文
永
八
年

（
飯
盛
社
神
領
目
録
）

早
良
郡
曾
我
部
郷
吉
武
名

一
町
三
反
半
（
飯
盛
神
社
文
永
八
年
神
領
目
録
）

曾
我
部
村
永
録
四
年
十
一
月
廿
五
日

（
飯
盛
社
古
文
書
類
写
）

（
観
世
音
寺
奴
樟
帳
）

（観
世
音
寺
奴
擁
帳
）

珂

-3-

郡百
済
遺
中
部
木
薪
施
徳
文
次
。

前
部
施
徳
田
佐
分
屋
等
於
筑
紫
。
諮
内
臣
佐
伯

連
等
日
。欽

明
天
皇
十
五
年
春
正
月
丙
申
。

（
日
本
書
紀）

日
佐
氏
欽
明
天
皇
朝
紀
氏
在
韓
国
者
、
率
同
族
四
人
、
国
民
三
十
五
人
帰
化、

救
為
訳
官
、
時
人
号
訳
氏
、
叉
云
、
上
回
佐
氏
出
自
百
済
人
久
爾
能
古
使
主
、

下
回
佐
氏
出
自
漢
高
祖
男
斉
悼
恵
王
肥

（

姓

氏

録
）

地
祇
、
安
曇
宿
摘
、
海
犬
養
、
海
神
綿
積
命
之
後
也
、
叉
凡
海
運
、
海
神
男
、

穂
高
見
命
之
後
也

－

（
姓
氏
録
）

大
宰
府
言
上
。
（
前
略
）
今
大
鳥
示
其
惟
異
。
亀
笈
告
以
兵
冠
。
鴻
暗
中
嶋
館

井
津
厨
等
。
離
居
別
処
。
五
備
禦
侮
。
若
有
非
常
。
（
以
下
略
）

貞
観
十
一
年
十
二
月

五

日

（
三
代
実
録
）

貝
原
氏
目
、
博
多
、
呉
服
町
努
近
、
今
猶
泥
称
中
島
、
是
名
之
遣
也
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長
野
郷

大
野
郷

雲
須
郷

良
人
郷

石
田
郷

海
部
郷

（
三
代
実
録
）

士
山

元
慶
元
年
九
月
二
十
五
日

高
祖
郷
四
図
廿
四
里
三
・
十
五

・
十
八
・
廿
二

・
廿
八

・
品川二

五
図
廿
三
里
廿
二
・
廿
九

・
品川一

・
品川二

・
汁
五

五
図
廿
四
里
七

・
八
・
十
三
・
廿
六

六
図
廿
三
里
品
川
一

・
品
川
二
・
升
三
・
品
川
四

正

安

四

年

二

月

（

中

村

文

書
）

韓
良
郷

五
図
廿
三
里
品
川
一

五
図
廿
四
里
九

六
図
廿
三
里
舟
一

六
図
廿
四
旦
三

・
六
・
八

弘
安
九
年
九
月
十
日
（
中
村
文
書
）

筑
前
州
恰
土
郡
一
宮
託
祖
大
菩
薩
宝
殿
一
宇
高
祖
神
社
棟
札

永
正
四
年
丁
卯
七
月
十
日

（
太
宰
管
内
志
）

恰
土
郡
高
祖
大
明
神
当
郡
之
宗
廟
也

（
筑
陽
記
入
巻
）

筑
前
国
宇
美
三
昧
領
長
野
荘

久
安
五
年
十
二
月
十
九
日

（
本
朝
世
紀
）

大
野
郷
三
図
十
八
里
十
八

・
十
九

・
廿

三
図
十
九
里
十
六
・
十
九
・
廿

康
和
五
年
三
月
十
日
（
中
村
文
書
）

大
野
郷
内
三
図
二
十
里
六

・
七
ま
品
田

四
図
十
八
里
廿
六
字
楽

長
治
二
年
三
月
十
日

久
米
郷

登
志
郷

明
敷
郷

（
中
村
文
書
）

鶏
永
郷

川
辺
郷

石
武
郷

旧
東
村
原
田
八
幡
宮
石
柵
銘

（
糸
島
郡
誌
百
七
十
六
頁
）

麻

郡到
筑
前
国
志
麻
郡
之
韓
亭
船
泊
経
三
日
。
於
時
夜
月
之
光
按
按
流
照
。
奄
対
此

華
旅
情
懐
噴
各
陳
心
緒
柳
以
裁
歌
六
首

可
良
等
麻
里
能
許
乃
宇
良
奈
美

多
多
奴
日
者

安
礼
梓
母
伊
倣
爾
古
非
奴
日
者
奈
之

（
万
葉
集
巻
十
五
三
千
六
百
七
十
）

韓
泊
延
喜
五
年
十
月
一
日

（
観
世
音
寺
資
財
帳
）

筑
前
国
志
摩
郡
之
韓
良
公
穀
五
十
二
束
有
余
仮
粟
四
百
六
十
八
丸
貢
桑
麻

繭
綿
海
鮮
傭
（
民
部
省
図
牒
残
篇
）

将
軍
来
日
皇
子
到
千
筑
紫
。
乃
進
屯
島
郡
。
市
緊
船
舶
運
軍
娘
。
推
古
天
皇
十

年
二
月
己
酉
朔

（
日
本
書
紀
）

筑
前
国
志
摩
郡
久
米
公
穀
七
百
九
十
六
束
仮
粟
千
七
百
六
十
四
束

（
民
部
省
図
牒
残
篇
）

筑
前
国
正
六
位
上
大
歳
神
授
五
位
下

元
慶
四
年
三
月
廿
二
日
（
三
代
実
録
）

筑
前
国
志
摩
郡
登
志
湊
仮
粟
六
十
三
束
有
余
公
粟
者
待
出
入
之
廻
船
送
運
之

料

（

民

部

省

図

帳

残

篇

）

太
宰
府
辺
志
摩
県
今
津
登
志
山
誓
願
寺
創
建
縁
起

安
元
元
年
大
歳
乙
未
二
十
五
日
壬
寅

（
誓
願
寺
創
建
縁
起
）

筑
前
国
志
摩
郡
明
敷
公
穀
九
百
三
十
五
束
仮
粟
九
十
二
丸
八
毛
田
弁
桑
麻
之

料
充
地
課
（
民
部
省
図
帳
残
篇
）

筑
前
国
志
摩
郡
難
永
公
穀
九
百
九
十
八
束

川
辺
里
戸
籍

大

宝

二

年

（

正
倉
院
文
書
）

筑
前
国
志
摩
郡
川
辺
公
穀
七
百
五
十
束
有
余
仮
粟
八
百
三
十
四
丸

（
民
部
省
図
帳
残
篇
）

志
麻
郡
加
波
奈
美
江
馬
場
村
神
社

（
志
麻
郡
古
神
社
記
）

- 2ー
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和
名
類
緊
抄
に
記
載
さ
れ
る
郷
名
が
現
在
の
ど
の
地
域
に
相
当
す
る
か
の
研
究
に
つ
い
て

は
、
筑
前
国
の
場
合
、
太
宰
管
内
士
山を
始
め
と
し
て
、
大
日
本
地
名
辞
書
、
日
本
地
理
志
料
、

県
の
市
町
村
誌
に
多
く
の
成
果
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
も

十
分
参
考
に
し
て
、
現
在
の
ど
の
地
域
に
相
当
す
る
か
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
た
い
。

郷
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
そ
の
範
囲
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
で
あ
っ
た
か
の
問
題
も
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
範
囲
を
示
す
史
料
も
全
国
的
に
少
く
、
こ

こ
で
は
大
体
現
在
の
ど
の
地
域
に

相
当
す
る
と
い
う
程
度
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

な
お
、
和
名
類
褒
抄
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
郷
名
に
つ
い
て
は
、
他
の
史
料
で
補
い
、
そ

の
下
限
を
一
応
十
世
紀
ま
で
の
も
の
に
限
定
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
筑
前
国
の
場
合
、
十
世

紀
前
半
ま
で
の
史
料
で
、
そ
れ
以
後
の
史
料
は
管
見
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
例
え
ば
筑
前
国
恰
土
郡
長
野
郷
の
史
料
と
し
て
、
筑
前
国
宇
美
三
味
領
長
野
荘
が

あ
る
が
、
こ
れ
に
類
似
し
た
史
料
の
場
合
は
、
古
い
年
代
の
も
の
を
採
用
し
て
他
の
史
料
は

Hu
－opω
。

ヴ
リ
刊
寸

mwwmωE
同
古
。

省
略
し
て
あ
る
0

年
代
の
違
い
に
よ
っ
て
荘
園
の
範
囲
が
異
な
る
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

了
承
願
い
た
い
。

条
里
坪
付
文
書
の
場
合
は
必
要
な
も
の
の
み
坪
以
下
の
単
位
を
記
し
て
、
他
は
坪
の
数
字

の
み
を
－
記
し
て
あ
る
点
を
始
め
に
断
っ
て
お
き
た
い
。

な
お
、
筑
前
国
の
郡
、
郷
名
は
和
名
類
緊
抄
の
記
載
の
順
序
に
従
っ
て
い
る
。
郷
名
に

（
）

の
付
い
て
い
る
場
合
は
、
和
名
類
緊
抄
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
郷
名
を
一
部
す
。

l恰

土，

郡

飽
田
郷

飽
田
郷
五
図
十一

里
三
坪
寿
永
元
年
十
二
月

（
平
安
遺
文
補
二
ニ
七
）

正
六
位
上
高
磁
比
咋
神
従
五
位
下

託
社
郷
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